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　観
光
産
業
の
低
生
産
性
の
一
因
と
し
て
、
稼
働
率
の
変

動
（
繁
閑
差
）
が
大
き
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
宿
泊
業

を
は
じ
め
、
観
光
産
業
の
多
く
は
装
置
産
業
で
あ
り
、
そ

の
装
置
（
例
：
宿
泊
施
設
の
設
備
・
建
物
）
を
継
続
し
て

高
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
生
産
性
向
上
（
全
要
素
生
産
性
）

に
は
有
効
で
あ
る
し
、
ま
た
、
雇
用
の
面
で
も
、
稼
働
率

が
安
定
す
る
こ
と
で
、
細
切
れ
雇
用
を
抑
制
し
継
続
雇
用

が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
の
安
定
化
に
も
つ
な
が

り
、
教
育
コ
ス
ト
の
低
減
、
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な
ど

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
う
し
た
稼
働
率
の
安
定
化
に
む
け
て
、
海
外
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
M
I
C
E
で
あ
る
。海
外
D
M
O
で
は
、

観
光
需
要
で
は
な
く
、
こ
の
M
I
C
E
の
取
り
込
み
を
重

視
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
す
く
な
く
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
M
I
C
E
と
い
う
言
葉
は
移
入
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
体
系
的
、

戦
略
的
な
運
用
と
は
な
っ
て
い
な
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ

で
、
改
め
て
M
I
C
E
と
い
う
非
観
光
需
要
の
戦
略
的
価

値
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
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観光を学ぶということ

わたしの1冊

第22回

連載
第33回

外山昌樹（高崎経済大学地域政策学部観光政策学科准教授）

後藤健太郎
（公益財団法人日本交通公社観光研究部主任研究員）

江崎貴久（有限会社菊乃代表取締役／旅館海月女将）

『大黒屋光太夫』
吉村 昭・著／新潮社

高崎経済大学地域政策学部観光政策学科

外山ゼミ群馬の地で観光マーケティングを学ぶ

  渋谷区のハロウィーン対策から学ぶ
  多様性と包摂を基本理念に据える

成熟都市の訪問者管理

観光研究最前線

特
集

川
村
竜
之
介（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

沖
縄
の
旅
行
需
要

平
準
化
策

D
M
に
組
み
込
ま
れ
る

M
I
C
E
戦
略

山
田
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一（
公
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財
団
法
人
日
本
交
通
公
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理
事
・
観
光
研
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の
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ゼミを通して見る大学の今

原 

忠
之（
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
ティ
経
営
学
部
テ
ニュ
ア
付
准
教
授
）

守
屋
邦
彦（
跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュニ
ティ
学
部
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授
）

〜
基
本
的
な
理
解
と

都
市
・
地
域
が
誘
致
・
開
催
す
る
意
義
〜

米
国
フロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
の

M
I
C
E
戦
略
と

D
M
O
設
立
の
経
緯

山
田
雄
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）

M
I
C
E
に
関
す
る

学
術
的
知
見

„
M
I
C
E
“と
は
何
か

視
座
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図 1 海外サイトでの「Global Offshore Wind Summit- 
Japan 2023」の告知

出典：「Global Wind Energy Council」ホームページ（トップページ）
https://gwec.net/global-offshore-wind-summit-japan-2023/

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
を
経
て
、

2
0
0
6
年
に（
公
財
）日
本
交
通
公

社
入
社
。観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
た
め
の
計
画
・
戦
略
づ
く
り
や

M
I
C
E
関
連
の
調
査・コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
多
く
手
が
け
る
。2
0
2
3

年
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
政
策
、観
光
地
づ
く
り
、ビ
ジ

ネ
ス・ツ
ー
リ
ズ
ム（
M
I
C
E
ほ
か
）。

守
屋
邦
彦（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

跡
見
学
園
女
子
大
学

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部

観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授

1

M
I
C
E
と
は
何
か

〜
基
本
的
な
理
解
と

　都
市
・
地
域
が
誘
致
・
開
催
す
る
意
義
〜

タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
も
一
時
期
は
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

1
．Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、
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図 1 海外サイトでの「Global Offshore Wind Summit- 
Japan 2023」の告知

出典：「Global Wind Energy Council」ホームページ（トップページ）
https://gwec.net/global-offshore-wind-summit-japan-2023/

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
を
経
て
、

2
0
0
6
年
に（
公
財
）日
本
交
通
公

社
入
社
。観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
た
め
の
計
画
・
戦
略
づ
く
り
や

M
I
C
E
関
連
の
調
査・コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
を
多
く
手
が
け
る
。2
0
2
3

年
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
政
策
、観
光
地
づ
く
り
、ビ
ジ

ネ
ス・ツ
ー
リ
ズ
ム（
M
I
C
E
ほ
か
）。

守
屋
邦
彦（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

跡
見
学
園
女
子
大
学

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部

観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
准
教
授

1

M
I
C
E
と
は
何
か

〜
基
本
的
な
理
解
と

　都
市
・
地
域
が
誘
致
・
開
催
す
る
意
義
〜

タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
も
一
時
期
は
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

1
．Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、
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図 3 MICEの分類（目的、開催地）　

出典：公益財団法人日本交通公社「観光地経営の視点と実践［第2版］」（丸善出版、2019年）より筆者作成

開催地
移動 固定

目
的

ビジネス
ミーティング
インセンティブ
コンベンション

イベント
（スポーツ大会、
コンサートなど）

レジャー

エキシビション

イベント
（祭りなど）

図 2「バリシップ2023」の様子

出典：「バリシップ」ホームページ https://www.bariship.com/exhibit/photo/#&gid=1&pid=1

タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
も
一
時
期
は
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

2
．目
的
、開
催
地

か
ら
み
た

Ｍ
、Ｉ
、Ｃ
、Ｅ
の
違
い

3
．Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に
よ
る

主
要
な
効
果
と
特
性

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、

（3）
観
光
政
策
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
後
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
位
置
づ
け

（1）
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に
よ
る

主
要
な
効
果

E
xhibition/E

vent

※
10

※
11
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4

2
2
2
2
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2
22
2

22
2
22
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図 3 MICEの分類（目的、開催地）　

出典：公益財団法人日本交通公社「観光地経営の視点と実践［第2版］」（丸善出版、2019年）より筆者作成

開催地
移動 固定

目
的

ビジネス
ミーティング
インセンティブ
コンベンション

イベント
（スポーツ大会、
コンサートなど）

レジャー

エキシビション

イベント
（祭りなど）

図 2「バリシップ2023」の様子

出典：「バリシップ」ホームページ https://www.bariship.com/exhibit/photo/#&gid=1&pid=1

タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
も
一
時
期
は
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

2
．目
的
、開
催
地

か
ら
み
た

Ｍ
、Ｉ
、Ｃ
、Ｅ
の
違
い

3
．Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に
よ
る

主
要
な
効
果
と
特
性

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 
高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、

（3）
観
光
政
策
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
後
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
位
置
づ
け

（1）
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に
よ
る

主
要
な
効
果

E
xhibition/E

vent

※
10

※
11
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図 4 レガシー効果の波及イメージ（一例）　

出典：観光庁「ＭＩＣＥの意義」

市民
一般来場者に加え、

ボランティアとして参加することもある 自然環境の
改善

展示会への出展や
海外からの来訪者の視察受け入れ、
サイドイベントの開催に関与

交通インフラ
の整備

治安の向上

売り上げの
拡大

新商品の
開発

新しい
ビジネス
パートナー
との
出会い

企業会議
特に大規模な

国際会議や展示会では、
誘致・企画運営等に

関与

海外の行政組織との
ネットワーク

MICEの開催
ノウハウの蓄積
（開催の増加）

報奨・研修旅行

国際会議

展示会・見本市

国際学会等に加え、
国際会議や展示会等の関連イベント

に参加することもある

新しい知識
能力開発

海外の研究者
との共同研究の

開始

海外からの参加者と
地元の子どもたちとの

交流

知名度の
向上

地元への
愛着

誇りの高まり新しい
市民活動

開催地全体
民間組織・NPO法人

教育機関・研究機関

MICE

行政組織

タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
も
一
時
期
は
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

4
．ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の

対
応
プ
ロ
セ
ス
と

対
応
組
織

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、

（2）
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
需
要
特
性
と

そ
の
重
要
性

（2）
対
応
組
織

（1）
対
応
プ
ロ
セ
ス

※
12

※
13
・
14

“MICE”とは何か1

6

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



図 4 レガシー効果の波及イメージ（一例）　

出典：観光庁「ＭＩＣＥの意義」

市民
一般来場者に加え、

ボランティアとして参加することもある 自然環境の
改善

展示会への出展や
海外からの来訪者の視察受け入れ、
サイドイベントの開催に関与

交通インフラ
の整備

治安の向上

売り上げの
拡大

新商品の
開発

新しい
ビジネス
パートナー
との
出会い

企業会議
特に大規模な

国際会議や展示会では、
誘致・企画運営等に

関与

海外の行政組織との
ネットワーク

MICEの開催
ノウハウの蓄積
（開催の増加）

報奨・研修旅行

国際会議

展示会・見本市

国際学会等に加え、
国際会議や展示会等の関連イベント

に参加することもある

新しい知識
能力開発

海外の研究者
との共同研究の

開始

海外からの参加者と
地元の子どもたちとの

交流

知名度の
向上

地元への
愛着

誇りの高まり新しい
市民活動

開催地全体
民間組織・NPO法人

教育機関・研究機関

MICE

行政組織

タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
も
一
時
期
は
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

4
．ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の

対
応
プ
ロ
セ
ス
と

対
応
組
織

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、

（2）
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
需
要
特
性
と

そ
の
重
要
性

（2）
対
応
組
織

（1）
対
応
プ
ロ
セ
ス

※
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※
13
・
14
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再 校



タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
一
時
期
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

5
．対
面（
リ
ア
ル
）開
催

が
回
復
す
る
中
で
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

観光庁「ＭＩＣＥとは」、https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/kihonkeikaku/inbound_kaifuku/mice/
micetoha.html、閲覧日2024年6月3日
田部井正次郎「観光ＭＩＣＥ　集いツーリズム入門」（古今書院、2017年）
浅井新介「マイス・ビジネス入門」（一般財団法人日本ホテル教育センター、2015年）
観光庁「ＭＩＣＥ推進関係府省連絡会議 観光庁説明資料」（2016年）
十代田朗編著「観光まちづくりのマーケティング」（学芸出版社、2010年）
JTB法人サービス「日本で対面開催！コロナ禍で開催したアジアパシフィックエリアの社内キックオフ」
https://www.jtbbwt.com/business/case-study/solution/meeting-event/detail/id=2653、閲覧日2024年6月6日
日本政府観光局（JNTO）「Japan Incentive Travel Awards 受賞案件」、https://mice.jnto.go.jp/about-jnto/
incentive-awards/previous-awards-winners/、閲覧日2024年6月6日
観光庁「国際会議の開催効果に関する調査」、https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001733825.pdf、
閲覧日2024年6月6日
ＪＮＴＯ「2022年国際会議統計」、https://mice.jnto.go.jp/assets/doc/survey-statistical-data/
cv_tokei_2022_1shou_2.pdf、閲覧日2024年6月6日
「観光立国推進基本計画」（令和5年3月31日閣議決定）
観光庁「ＭＩＣＥの意義」、https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/810000969.pdf、閲覧日2024年6月6日
「イベント＆コンベンション概論（第3版）」（株式会社ＪＴＢ総合研究所、2016年）
佐藤哲哉（2002年）「世界のコンベンション市場の動向」立教大学観光学部紀要、No.4、pp.19-32
「Convention Tourism」(Kaye Sung Chon,Karin Weber 2014年)
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で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、

＜参考文献＞
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再 校



タ
イ
ミ
ン
グ
を
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

●
来
訪
す
る
期
間
、
人
数
が
事
前
に
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と

　
来
訪
す
る
期
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

数
に
つ
い
て
も
早
け
れ
ば
数
年
前
か
ら
、
間

際
と
な
っ
た
と
し
て
も
数
週
間
前
に
は
来
訪

す
る
人
数
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
輸
送
量
の
調
整
や
人
員
配
置
な
ど
の
準

備
が
し
や
す
い
。

●
消
費
額
が
大
き
い
こ
と

　
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
で
あ
る

た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
旅
行
者
に

比
べ
消
費
単
価
が
高
く
（
宿
泊
費
用
が
会
社

負
担
で
あ
る
こ
と
も
寄
与
）、
ま
た
、
通
常

は
何
日
間
か
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
に
比

べ
滞
在
日
数
が
長
い
た
め
、
開
催
地
で
の
消

費
機
会
も
多
く
な
り
、
全
体
と
し
て
の
消
費

額
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
開
催
地
側

と
し
て
は
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余
裕
が

あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
者
以

上
に
経
済
効
果
の
高
い
旅
行
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
全

体
と
し
て
の
稼
働
を
高
め
て
い
く
（
地
域
に

対
す
る
需
要
を
平
準
化
さ
せ
て
い
く
）
視
点

か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
の
重
要
性
の
高
さ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
「
開

催
地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
へ
の
開
催
地

側
の
対
応
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
に
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

❶  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
誘
致
活
動

　
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
主
催
者
に
よ
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
あ
る
の
か
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

し
、
そ
の
結
果
を
受
け
、
自
地
域
で
開
催
の

可
能
性
が
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
主
催
者
へ
働
き
か

け
を
行
う
。
主
催
者
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
し
た
い
の
か
を
把
握
し
、

自
地
域
が
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。な
お
、

こ
の
段
階
で
メ
イ
ン
と
な
る
会
場
や
宿
泊
施

設
の
空
き
状
況
な
ど
の
確
認
・
調
整
も
必
要

と
な
る
。

❷  

実
施
準
備

　
誘
致
活
動
の
結
果
、
無
事
に
自
地
域
で
の

開
催
が
決
ま
っ
た
ら
、
次
は
具
体
的
な
開
催

計
画
の
作
成
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
関
連
す

る
各
種
施
設
・
事
業
者
（
会
議
施
設
、
宿
泊

施
設
、飲
食
施
設
、輸
送
機
関
、旅
行
会
社
等
）

や
行
政
機
関
と
の
様
々
な
調
整
が
必
要
と
な

る
。

❸ 

運
営

　
そ
し
て
各
種
準
備
を
終
え
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
本

番
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
開
催
中
は
計
画

が
円
滑
に
進
む
よ
う
各
種
確
認
・
調
整
を
行

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
不
測
の
事
態
が

起
き
た
と
き
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
特
に
開
催

地
が
移
動
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
・
運
営
を

担
う
開
催
地
側
の
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｂ
：

C
o
n
ven

tio
n
 B
u
reau

）
で
あ
る
。
人
類

の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
人
々
が
集
ま
り

話
し
合
い
を
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
会
」
が

存
在
し
た
が
、
宗
教
拠
点
や
流
通
拠
点
、
行

政
拠
点
な
ど
を
中
心
と
し
て
都
市
が
形
成
さ

れ
る
と
、
都
市
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、

事
業
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に
関
わ
る
団
体

が
集
ま
り
、
団
体
会
員
の
共
通
の
関
心
に
係

わ
る
事
項
を
話
し
合
う
場
所
に
も
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
各
種
の
団
体
の

活
動
が
拡
大
す
る
に
従
っ
て
、「
集
会
」
開

催
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
集
会
を
「
誘
致
」

す
る
た
め
の
委
員
会
が
各
地
に
生
ま
れ
た
。

1
8
9
6
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
事
業
家
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
通
常
の
活

動
や
会
議
、見
本
市
な
ど
の「
集
会
」開
催
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
に
相
当
な
経
済
的
利
益
を
も
た

ら
す
こ
と
に
着
目
し
、
各
種
の
団
体
の
集
会

を
誘
致
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ

る
Ｃ
Ｂ
を
設
立
し
た
。
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

当
初
は
ホ
テ
ル
経
営
者
が
自
ら
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、「
デ
ト
ロ
イ
ト
」
を

売
り
込
ん
で
い
た
が
、「
集
会
」
開
催
の
経

済
的
な
利
益
が
認
識
さ
れ
始
め
る
と
、「
デ

ト
ロ
イ
ト
」
を
売
り
込
む
た
め
の
営
業
マ
ン

を
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
活
動
を
展
開
し

た
。
つ
ま
り
Ｃ
Ｂ
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
経

済
振
興
の
た
め
に
「
地
域
」
そ
の
も
の
を
売

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
り
、
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estin
atio

n
 

M
arketin

g O
rgan

izatio
n

）
の
始
ま
り

と
い
え
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　
デ
ト
ロ
イ
ト
の
Ｃ
Ｂ
の
手
法
は
瞬
く
間
に

広
ま
り
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
で

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が

参
加
者
の
中
心
で
あ
る
た
め
、
一
般
の
観
光

客
に
比
べ
て
消
費
額
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

❷ 

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
等
の
創
出

　
世
界
か
ら
企
業
や
学
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

が
国
際
会
議
や
展
示
会
に
参
加
す
る
た
め
に

日
本
に
集
う
こ
と
は
、
企
業
と
研
究
機
関
の

共
同
研
究
や
研
究
者
間
の
交
流
の
創
出
、
企

業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
販
路
の
拡

大
の
機
会
と
な
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
ア

イ
デ
ィ
ア
創
出
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な

が
る
。
ま
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅
行
に
よ
り

海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の

製
造
現
場
の
視
察
・
体
験
を
通
じ
て
、
日
本

の
技
術
力
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
認

知
・
理
解
を
深
め
、
日
本
製
品
の
購
入
や
地

域
の
産
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
。

❸ 

都
市
ブ
ラ
ン
ド
・
競
争
力
向
上

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
に
よ
る
人
・
情
報
の
流

通
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
は
ビ
ジ
ネ
ス

や
研
究
開
発
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
都
市
の

競
争
力
、
ひ
い
て
は
国
の
競
争
力
に
つ
な
が

る
。
特
に
、
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
大
規
模
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
開
催
国
・
都
市

の
名
称
を
冠
し
た
行
事
（
○
○
宣
言
の
採
択

等
）が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

注
目
度
・
認
知
度
の
高
ま
り
、
更
に
は
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

❹ 

交
流
人
口
の
平
準
化

　
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
開

催
期
間
が
平
日
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
か
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
し
た
主
に

土
日
祝
日
や
連
休
の
旅
行
者
と
は
訪
問
時
期

が
異
な
り
、
開
催
地
に
と
っ
て
は
交
流
人
口

の
平
準
化
に
つ
な
が
る
。

❺
レ
ガ
シ
ー
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
単
に

主
催
者
と
会
場
と
な
る
施
設
で
対
応
す
れ
ば

良
い
訳
で
は
な
く
、
幅
広
い
関
係
者
に
よ
っ

て
様
々
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
に
よ
り
①
で
示
し
た
よ
う
な
経
済

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
経
済
効

果
以
外
の
効
果
も
幅
広
く
生
じ
る
こ
と
と
な

る
（
図
4
）。
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
の
た
め

に
作
ら
れ
た
施
設
、
構
成
さ
れ
た
組
織
、
関

係
す
る
人
に
与
え
た
意
識
変
化
な
ど
は
、
当

該
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
終
了
と
と
も
に
消
え
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
効
果
は
「
レ
ガ

シ
ー
効
果
」
と
呼
ば
れ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
効
果
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

（
１
）
に
お
い
て
示
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
に

よ
る
主
要
な
効
果「
④
交
流
人
口
の
平
準
化
」

は
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
需
要
に
着
目
し
取
り
組
む

こ
と
で
生
じ
る
効
果
で
あ
り
、
地
域
の
活
性

化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
開
催
地
側
か
ら
み
た
際
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
特
性
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

●
主
に
平
日
開
催
で
あ
る
こ
と

　
レ
ジ
ャ
ー
を
目
的
と
す
る
旅
行
者
は
、
週

末
や
長
期
休
暇
期
間
の
来
訪
が
多
く
な
る
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
開
催
地
に
と
っ

て
は
対
応
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ

れ
は
、
空
い
て
い
る
日
・
時
間
を
埋
め
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
し
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

の
雇
用
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
。

●
開
催
地
側
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
可
能
で
あ

る
こ
と

　
主
催
者
と
の
調
整
に
よ
っ
て
は
、
開
催
日

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
帯
を
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
な
た
め
、
参
加
者
が
来
訪
す
る

本
を
訪
れ
た
い
外
国
人
は
、
円
安
基
調
も
背

景
と
し
て
今
後
も
更
に
増
加
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
こ
と
で

B
leisu

re

を
楽
し
め
る
の
で
ぜ
ひ
、
と
い
っ

た
誘
客
の
切
り
口
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
2
0
2
3
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
観
光

立
国
推
進
基
本
計
画
」
で
は
、「
地
方
誘
客

促
進
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
旅
行
者
に
地
方
部
を
訪
れ
て
も

ら
う
、
ま
た
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
は
政
策
的
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
各
地
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
よ
り
積
極
的
に
活
用

し
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
だ
け
で

な
く
地
方
都
市
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
今
後
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
や
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

拡
大
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
訪
問
意
欲
は

引
き
続
き
旺
盛
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
の
様
々
な
都
市
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
前
後
で
余
暇
の
旅
行
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

べ
く
、
受
け
入
れ
る
側
の
都
市
・
地
域
に
お

い
て
も
レ
ジ
ャ
ー
観
光
の
関
係
者
と

M
I
C
E
関
係
者
が
連
携
し
た
取
組
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
に
よ
る
そ
う
し
た

取
組
の
積
極
的
な
後
押
し
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

次
々
と
Ｃ
Ｂ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、Ｃ
Ｂ

が
「
誘
致
」
す
る
対
象
と
し
て
、
一
般
の
観

光
旅
行
者
（V

isito
r

）
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
組
織
名
称
に
も
「
Ｖ
」

が
加
わ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
ビ
ジ
タ
ー

ズ
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
更
に
90
年
代
終
盤

か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
観
光

地
そ
の
も
の
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
組
織
へ
と
変

化
し
て
い
る
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
各
種
M
I
C
E
が

中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
一
時
期
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
こ
の
ま
ま
消

え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数
は
回
復
傾

向
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
、
各
都
市
・
地
域

が
上
手
く
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催
し
て
い

く
際
の
視
点
を
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
）
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

（
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
都
市
・
地

域
）
の
2
つ
の
面
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

❶ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体

　
ま
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
（
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
そ
の
も
の
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
時
期

は
対
面
（
リ
ア
ル
）
開
催
が
こ
の
ま
ま
無
く

な
っ
て
い
く
の
で
は
と
い
っ
た
雰
囲
気
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
む
し
ろ
リ
ア
ル
で
会
う

こ
と
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、
対
面
開
催
も

ま
た
着
実
に
回
復
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
で
会

う
こ
と
、
ま
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
リ
ア
ル
で
参
加

す
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
雰
囲
気
、

ま
た
会
場
内
の
雰
囲
気
を
五
感
で
感
じ
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
様
々
な
場
面
で
様
々
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
に

加
え
、「
偶
然
の
出
会
い
」
も
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
恐
ら
く
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
対
面
開
催
が

主
流
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
主
催
者
、
参
加
者
と
も
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
各
種
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
経
験
し
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
オ
ン
ラ
イ
ン
は
今

後
も
上
手
く
活
用
さ
れ
て
い
く
（
べ
き
）
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
参
加
者
が
限
定
さ
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

気
軽
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、

逆
に
新
た
な
参
加
者
を
集
め
た
い
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
、
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
よ
り
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
て
み
る
、
と
い
っ
た
形
で
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（
バ
ー
チ
ャ
ル
）
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値
が
あ
る
た
め
、
相
反

す
る
よ
う
な
捉
え
方
で
は
な
く
、
ど
う
組
み

合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、
参
加
者

に
と
っ
て
の
当
該
M
I
C
E
自
体
の
価
値
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
今
後
は
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

❷ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地

　
一
方
、
M
I
C
E
開
催
地
に
つ
い
て
み
る

と
、
対
面
開
催
が
主
流
と
な
り
徐
々
に
開
催

件
数
も
回
復
し
て
く
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
と

な
れ
ば
、
今
後
は
、
件
数
は
増
え
て
も
規
模

は
拡
大
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
は
参
加
者
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
開
催
地
に
と
っ
て
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
対
面
で
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
自
体
の
「
わ
ざ
わ

ざ
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
価
値
」
を
高
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催

地
の
「
わ
ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
で
赴
く
価
値
」
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
う
し
た
価
値
を
高
め
て
い
く
た

め
に
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
会
期
中
で
い
え
ば
、
そ

の
会
議
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
リ
ア
ル
で
参
加
し
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

も
の
を
生
み
出
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
魅
力

的
な
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
（
特
定
の
産
業
の

企
業
や
工
場
、
研
究
所
な
ど
を
訪
問
し
、
そ

の
分
野
の
最
新
技
術
な
ど
を
直
接
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
ツ
ア
ー
）
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
（
開
催
地
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
歴
史
的
な

場
所
の
訪
問
、
文
化
体
験
な
ど
を
提
供
す
る

ツ
ア
ー
）
な
ど
の
創
出
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
の
活
用
（
歴
史
的
建
造
物
や
神
社
仏

閣
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の
独
特
な
雰
囲

気
を
持
つ
会
場
で
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
）
が
更
に

重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
会
期
前
後
の
ブ
レ

ジ
ャ
ー
（B

leisu
re

）
を
促
進
し
て
い
く
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ

レ
ジ
ャ
ー
と
はB

u
sin

ess

とleisu
re

を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
出
張
等
の
機
会
を

活
用
し
出
張
先
等
で
の
滞
在
を
前
後
に
延
長

す
る
な
ど
し
て
余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
る

が
、
欧
米
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
の
組
み
合
わ
せ
が
増

加
し
て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日

目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
そ
の
主
た
る
目
的
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
は
レ
ジ
ャ
ー
が

そ
の
主
た
る
目
的
と
な
る
も
の
が
多
い
。
ま

た
、
開
催
地
か
ら
分
類
す
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
開
催
地
が
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

日
本
更
に
は
世
界
中
の
開
催
地
候
補
は
、
こ

れ
ら
の
主
催
者
に
対
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ

て
獲
得
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
開
催
地
が
移
動
し
な
い

（
同
じ
場
所
で
固
定
さ
れ
る
）た
め
、各
都
市
・

地
域
に
お
い
て
は
自
都
市
・
地
域
の
特
性
を

活
か
し
生
み
出
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
よ
う
に
開
催
地
が
移
動

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
お
祭
り
な
ど
の
よ
う

に
開
催
地
が
移
動
し
な
い
も
の
も
あ
る
（
図

3
）。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
場
合
、「
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ

キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
）」
を
対
象
と
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
中
で
も
「
開
催
地
が
移
動
す

る
（
＝
誘
致
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
）Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
に
焦
点
が
あ
た
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
世
界
あ
る
い
は
日
本
の
取
組
の
経

緯
を
み
て
も
、
元
々
が
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

を
誘
致
す
る
」
こ
と
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い

た
影
響
が
大
き
い
。国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ

て
は
、
開
催
地
が
毎
回
変
わ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
い
か
に
自
国
及
び
自
都
市
・
地
域

2
）
参
加
者
総
数
：
50
名
以
上

3
）
参
加
国
数
：
日
本
を
含
む
3
居
住
国
・

地
域
以
上

4
）
開
催
期
間
：
1
日
以
上

❹ 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／
イ
ベ
ン
ト

　
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
は
、
見
本
市
、
展
示
会
、

博
覧
会
等
を
指
す
。
商
品
等
を
展
示
す
る
形

式
が
多
く
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
持
っ
た
展

示
施
設
・
展
示
会
場
が
必
要
と
な
る
。
主
催

者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
展
示
専
門
会

社
か
ら
、
産
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る
公
益
的

な
民
間
団
体
組
織
ま
で
あ
り
、
展
示
施
設
が

単
に
会
場
を
貸
す
だ
け
で
な
く
主
催
者
と
な

る
場
合
も
あ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し

て
は
、
海
事
関
連
企
業
や
団
体
が
最
新
製
品

や
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
活
発
な
商
談

が
行
わ
れ
る
展
示
会
「
バ

リ
シ
ッ
プ
2
0
2
3
」（
開

催
時
期
：
2
0
2
3
年
5

月
25
日
〜
27
日
、
開
催
都

市
：
愛
媛
県
今
治
市
、
参

加
者
：
約
1
9
0
0
0
名

（
出
展
社
数
3
5
1
社
）

な
ど
が
あ
る
（
図
2
）。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
行

事
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
映
画
な
ど
幅
広
い

「
催
し
物
」
を
指
す
。
規

模
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う

な
世
界
的
な
も
の
か
ら
、

各
地
域
単
位
で
開
か
れ
る

お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
ま

で
が
含
ま
れ
る
広
範
な
概

念
で
あ
る
。

　
2
0
2
3
年
3
月
、
観
光
立
国
推
進
基
本

法
に
基
づ
き
、
観
光
立
国
の
実
現
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
と
し
て
新
た
な
「
観
光
立
国

推
進
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
観
光
立
国
の
持

続
可
能
な
形
で
の
復
活
に
向
け
、
観
光
の
質

的
向
上
を
象
徴
す
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」

「
消
費
額
拡
大
」「
地
方
誘
客
促
進
」
の
3
つ

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
、
国
内
交
流

拡
大
の
3
つ
の
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
同
基
本
計
画
の

中
で
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
的
に
滞
っ
て

い
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
実
地
開
催
は
コ
ロ
ナ
前
の

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
誘
致
競
争

は
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
機
会
も
捉
え
、
我
が
国
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
地
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
改
め

て
向
上
さ
せ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
同
基

本
計
画
で
掲
げ
ら
れ
た
9
つ
の
基
本
的
目
標

の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
主
要
国

に
お
け
る
国
際
会
議
の
開
催
件
数 

に
占
め

る
割
合
を
、
令
和
7
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
最
大

の
開
催
国
（
3
割
以
上
）
に
す
る
」
と
さ
れ

た
（
実
績
値
は
、
2
0
1
9
年
が
ア
ジ
ア
2

位
（
30
・
1
％
））。

　
ま
た
、
2
0
2
3
年
5
月
、
観
光
立
国
推

進
閣
僚
会
議
（
主
宰
：
内
閣
総
理
大
臣
）
に

お
い
て
、「
新
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
決
定
さ
れ
た
。
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
観
光
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
文
化
芸
術
・

ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
取
組
に
よ
っ
て
人
的
交
流
を
拡

大
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
取
組
の
相
乗
効
果

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

着
実
な
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
観
光
庁
で
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計

画
と
と
も
に
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
定
め

る
施
策
を
着
実
に
力
強
く
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。

　
１
．で
示
し
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
の
目
的（
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
る
か
否
か
）

お
よ
び
開
催
地
（
開
催
地
が
移
動
す
る
か
否

か
）と
い
う
軸
で
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
欧
米

で
は
、
例
え
ば
ス
ペ
イ
ン
に
本
部
の
あ
る
世

界
最
大
の
観
光
分
野
の
国
際
機
関
で
あ
る

U
N
 T
o
u
rism

が
発
行
す
る
各
種
レ
ポ
ー

ト
を
み
る
と
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
関
係
す
る
産
業

は
「M

eetin
gs In

d
u
stry

」
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
例
え
ば

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
産
業
関
連
の
30
以
上
の
組
織
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
協
議
会
は
Ｅ
Ｉ
Ｃ

（E
ven

ts In
d
u
stry C

o
u
n
cil

）
と
称
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
は

「M
eetin

gs

」
や
「E

ven
ts

」
で
総
称
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
多
く
の

集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
総
称
で
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｍ
、Ｉ
、

Ｃ
、Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
定
義
同
様
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
も
そ
の
正
確
な
定
義
は
難
し
い
が
、

一
般
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い

る
。

❶ 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
主
に
企
業
や
団
体
が
行
う
会
議
、
大
会
、

研
修
会
等
の
会
合
を
指
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
呼
称
で
、
グ
ル
ー
プ

企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
集
め
て
行

う
会
議
等
を
指
す
場
合
が
多
く
、
海
外
投
資

家
向
け
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員

会
議
な
ど
が
該
当
す
る
。
単
に
一
堂
に
会
す

る
会
議
等
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
役
職
・
部

門
・
エ
リ
ア
等
に
分
か
れ
た
分
科
会
が
開
催

さ
れ
た
り
、
視
察
等
も
含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

構
成
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
会
期

が
数
日
間
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
滞
在
期
間

が
長
い
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
本
社
の
あ
る
I
T
関
連
企
業
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、
日
本
）
の
社
員

1
0
0
名
超
と
本
社
ア
メ
リ
カ
の
社
員
数
名

と
の
社
内
交
流
と
各
部
署
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
社
内
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
。 

❷ 

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　
企
業
が
従
業
員
や
代
理
店
等
の
表
彰
や
研

修
な
ど
の
目
的
で
実
施
す
る
報
奨
旅
行
を
指

す
。
例
と
し
て
は
営
業
成
績
の
優
秀
な
者
に

対
す
る
本
社
役
員
に
よ
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

（
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー
）
な
ど
が
あ
り
、
企

業
と
し
て
は
販
売
促
進
の
意
味
合
い
が
強

い
。会
期
中
に
は
、例
に
あ
げ
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
役
員
や
関
係
者
と
の
会
合
や
視

察
等
も
含
ま
れ
、
会
期
が
数
日
間
と
な
る
こ

と
も
多
く
、
滞
在
期
間
が
長
い
。
ま
た
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
は
異
な
り
会
期
中
に
移
動
を
伴

う
こ
と
、
表
彰
と
い
う
目
的
が
あ
る
こ
と
か

ら
消
費
単
価
が
高
く
、
地
域
へ
の
経
済
効
果

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
部
で
の
開
催

例
と
し
て
は
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ
社

員
を
対
象
に
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
広
島
、

京
都
と
国
内
複
数
都
市
を
め
ぐ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
8
日
間
、
50
名
） 

な
ど
が

あ
る
。

❸ 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
学
協
会
等
の
学
術
団
体
や
国
際
機
関
等
が

主
催
す
る
会
議
を
指
す
。
統
計
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
的
に
は
国
際
会

議
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
国
内
の
団
体
・

機
関
に
よ
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
の
年
次
大
会
・
総
会
・
研
修
会

な
ど
も
含
ま
れ
る
。
地
方
部
で
の
開
催
例
と

し
て
は
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力
の
未
来

を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
会
議

「G
lo
b
a
l O

ff
sh
o
re W

in
d
 S
u
m
m
it- 

Jap
an
 2
0
2
3

」（
開
催
時
期
：
2
0
2
3

年
10
月
11
日
〜
13
日
、
開
催
都
市
：
北
九
州

市
、
参
加
者
：
約
7
0
0
名
（
海
外
22
ヵ
国

か
ら
約
1
0
0
名
）
な
ど
が
あ
る
（
図
1
）。

　
な
お
、
国
際
会
議
に
つ
い
て
は
統
計
及
び

そ
の
基
準
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
も

広
義
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
国

際
会
議
統
計
」（
日
本
政
府
観
光
局
）
で
は
、

以
下
の
4
点
を
全
て
満
た
す
も
の
を
「
国
際

会
議
」
と
し
て
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

1
）
主
催
者
：「
国
際
機
関
・
国
際
団
体
（
各

国
支
部
を
含
む
）」
又
は
「
国
家
機
関
・
国
内

団
体
」（
各
々
の
定
義
が
明
確
で
は
な
い
た

め
、「
公
共
色
を
帯
び
て
い
な
い
民
間
企
業
」

は
全
て
。）

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
概
要
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
・
開
催

す
る
こ
と
で
、
国
や
都
市
・
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
の
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

誘
致
・
開
催
を
考
え
る
際
の
視
点
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
マ
イ
ス
）」
を
正
確
に
定
義

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
観
光
庁
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
に

つ

い

て
「
企

業

等

の

会

議

（M
eetin

g

）、
企
業
等
の
行
う
報
奨
・
研

修
旅
行
（In

cen
tive T

ravel

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
会
議

（C
o
n
ven

tio
n

）、
展
示
会
・
見
本
市
、
イ

ベ
ン
ト
（E

xh
ib
itio

n
/E
ven

t

）
の
頭
文
字

の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込

ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　
我
が
国
で
は
2
0
0
2
年
の
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
（
当
時
）
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い

て
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
の
増
大
と
こ
れ
を

通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
こ
と
で
観
光
が
内
閣
の
主
要
政
策

課
題
と
な
り
、
そ
の
後
の
観
光
立
国
推
進
基

本
法
成
立
（
2
0
0
6
年
）、
観
光
庁
設
置

（
2
0
0
8
年
）
へ
と
続
い
て
い
く
が
、
そ

の
段
階
で
、
従
来
国
際
会
議
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
事

業
が「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
な
お
、
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
、

世
界
で
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
90
年
代

初
頭
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
（
Ｓ
Ｔ

Ｂ
：S

in
gap

o
re T

o
u
rism

 B
o
ard

）
が

使
い
始
め
た
と
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
あ
り
、

5
．対
面（
リ
ア
ル
）開
催

が
回
復
す
る
中
で
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

観光庁「ＭＩＣＥとは」、https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/kihonkeikaku/inbound_kaifuku/mice/
micetoha.html、閲覧日2024年6月3日
田部井正次郎「観光ＭＩＣＥ　集いツーリズム入門」（古今書院、2017年）
浅井新介「マイス・ビジネス入門」（一般財団法人日本ホテル教育センター、2015年）
観光庁「ＭＩＣＥ推進関係府省連絡会議 観光庁説明資料」（2016年）
十代田朗編著「観光まちづくりのマーケティング」（学芸出版社、2010年）
JTB法人サービス「日本で対面開催！コロナ禍で開催したアジアパシフィックエリアの社内キックオフ」
https://www.jtbbwt.com/business/case-study/solution/meeting-event/detail/id=2653、閲覧日2024年6月6日
日本政府観光局（JNTO）「Japan Incentive Travel Awards 受賞案件」、https://mice.jnto.go.jp/about-jnto/
incentive-awards/previous-awards-winners/、閲覧日2024年6月6日
観光庁「国際会議の開催効果に関する調査」、https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001733825.pdf、
閲覧日2024年6月6日
ＪＮＴＯ「2022年国際会議統計」、https://mice.jnto.go.jp/assets/doc/survey-statistical-data/
cv_tokei_2022_1shou_2.pdf、閲覧日2024年6月6日
「観光立国推進基本計画」（令和5年3月31日閣議決定）
観光庁「ＭＩＣＥの意義」、https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/810000969.pdf、閲覧日2024年6月6日
「イベント＆コンベンション概論（第3版）」（株式会社ＪＴＢ総合研究所、2016年）
佐藤哲哉（2002年）「世界のコンベンション市場の動向」立教大学観光学部紀要、No.4、pp.19-32
「Convention Tourism」(Kaye Sung Chon,Karin Weber 2014年)

※1……

※2……
※3……
※4……
※5……
※6……

※7……

※8……

※9……

※10…
※11…
※12…
※13…
※14…

で
開
催
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
参
加
者
に
訪

れ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全

体
と
し
て
は
観
光
庁
所
管
で
は
あ
る
も
の

の
、
個
々
に
み
る
と
観
光
庁
所
管
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
み
で
あ
り
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
／

イ
ベ
ン
ト
は
経
済
産
業
省
、
更
に
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
文
化
系
の
も
の
は
文
化
庁
、
ス

ポ
ー
ツ
系
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
部
科
学
省
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
開
催
国
・

都
市
に
は
様
々
な
効
果
が
生
じ
る
。
主
要
な

効
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。

❶ 

高
い
経
済
効
果

　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
主
催
者

や
参
加
者
、
出
展
者
に
よ
る
各
種
の
事
業
支

出
、
消
費
支
出
は
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
地
域
を

中
心
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
と
な
る
。
特
に
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、
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M
I
C
E
に
関
す
る

学
術
的
知
見

表 1 業務需要旅行が地域に与える効用研
究
は
、
会
議
等
を
対
象
と
し
た
も
の
以
上

に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

　さ
ら
に
、
報
奨
旅
行
（
I
T
／Incentive 

T
ravel

）
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
多
く
の

企
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
一
定

の
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
、学
術
的
な
研
究
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
1
9
9
5
年
に
I
T
が
従
業
員

と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
効
果
を
持
つ
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
（S

h
in
ew

 an
d
 

B
ackm

an
 1
9
9
5

）、
そ
の
20
年
後
で
も
、

大
き
な
進
展
は
な
い
（F

en
ich

 et al. 

2
0
1
5

）
状
態
に
あ
る
。
国
際
的
に
人
材
確

保
が
経
営
課
題
と
な
る
中
で
、
I
T
の
重
要

性
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
質
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

重
要
と
い
う
指
摘
（G

ra čan
, S

o
to
šek, 

an
d
 Š
eri ć 2

0
1
8

）
も
あ
る
も
の
の
、
他

領
域
の
よ
う
な
定
量
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
I
T

誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入

れ
側
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見

は
ほ
と
ん
ど
組
み
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、

D
M
O
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。

　以
上
、
業
務
需
要
旅
行
に
関
わ
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
需

要
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
消
費
額
が
高
く
、

滞
在
日
数
も
比
較
的
長
く
、
か
つ
、
市
場
規

模
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
富
裕

層
向
け
の
取
り
組
み
（
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
し
、

数
多
く
あ
る
形
容
詞
観
光
と
も
重
な
る
部
分

が
出
て
く
る
。

　筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
M
I
C
E
を
「
多

く
あ
る
観
光
活
動
の
一
つ
」
と
考
え
る
こ
と

は
、
M
I
C
E
が
も
た
ら
す
観
光
地
域
づ
く

り
へ
の
影
響
を
過
小
に
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
M
I
C
E
と
い
う
業
務
需
要
旅
行
が
、

余
暇
需
要
旅
行
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

表
1
の
10
お
よ
び
11
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
や
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
複
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（P

iga an
d
 

M
e
lis

 2
0
2
1
; C

H
A
L
U
P
A
 a
n
d
 

P
E
T
R
IC
E
K
 2
0
2
0

）。
ま
た
、
近
い
テ
ー

マ
を
持
っ
た
会
議
等
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
客
数
を
増
や
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（M

ackellar 2
0
0
7

）。

　さ
ら
に
、
余
暇
需
要
旅
行
は
、
来
訪
対
象

や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
権
が

旅
行
者
に
あ
る
の
に
対
し
、
業
務
旅
行
需
要

は
、
着
地
と
な
る
地
域
側
で
制
御
が
可
能
な

要
素
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
会
議
場
の

大
き
さ
や
利
用
規
約
に
よ
っ
て
会
議
の
規
模

や
内
容
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
海

外
の
D
M
O
で
は
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
が
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
程
を
誘
導
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
地
域
側
、
具
体
的

に
は
D
M
O
が
M
I
C
E
を
、
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
が
低
下
す
る
日
程
に
誘
導
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
手
段
と
も

な
る
。
会
議
や
展
示
会
な
ど
を
、
地
域
側
が

日
程
の
制
御
が
で
き
る
需
要
だ
と
考
え
れ

ば
、
修
学
旅
行
の
よ
う
な
旅
行
需
要
も
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
る
し
、
余
暇
需
要
対
応
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
も
同
様
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
く
る
（
M
I
C
E
の
E
を

E
ven

t

と
読
む
場
合
も
あ
る
）。

　た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
た
先
行

研
究
は
確
認
で
き
な
い
。

　M
I
C
E
は
業
務
に
関
す
る
「
需
要
」
と

し
て
訪
問
者
（
旅
行
者
）
の
目
的
か
ら
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
C
E
M
I
は
産
業
側

か
ら
の
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
暇
需
要
旅
行

で
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
閑
散
期

に
対
応
す
る
旅
行
需
要
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

研
究
は
、
定
性
的
な
記
述
的
研
究
が
多
か
っ

た
が
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
多
変
量
解
析
の

よ
う
な
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
量
的
研
究
技
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（M

.J. L
ee an

d
 B
ack 2

0
0
5

）。

　こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
余
暇
需
要
旅
行

の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
覚

サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

研
究
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
研
究
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
会
議
等
の
主
催
者
や
会
議
参
加
者
の
意

識
を
分
析
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
地
域
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
整
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
（T

.H
. L

ee an
d
 P
ark 

2
0
0
2
; T

a
n
fo
rd
, M

o
n
tg
o
m
e
ry
, 

a
n
d
 N
elso

n
 2
0
1
2
; S

. Ju
n
g
 a
n
d
 

T
a
n
fo
r
d
 2

0
1
7
; A

n
a
s
 e
t a

l. 

2
0
2
0

）。

　同
様
の
手
法
に
よ
り
、
会
議
等
の
開
催
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
強

化
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
な
る
会
議

等
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

実
証
的
な
研
究
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ

た
（B

ra
d
ley, H

a
ll, a

n
d
 H
a
rriso

n
 

2
0
0
2

）。

　ま
た
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
世
界
的
な

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
主
催
者
／
M
P
／
参
加
者
の
意
識

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
関
係
者
は
全
般

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
意
識
が
高
い
こ

と
、
追
加
で
の
金
銭
負
担
は
忌
避
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
（D

rap
er, D

aw
so
n
, an

d
 

C
asey 2

0
1
1
; R

ittich
ain

u
w
at an

d
 

M
air 2

0
1
2

）。

　展
示
会
（E

xh
ibition

s

）
を
対
象
と
し
た

研
究
に
お
い
て
も
、
定
量
的
な
研
究
が
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
展
示
会
出
席

の
動
機
づ
け
要
因
で
重
要
な
も
の
は
情
報
探

索
と
市
場
調
査
で
あ
り
（M

.J. L
ee, 

Y
eu
n
g, an

d
 D
ew

ald
 2
0
1
0

）、
ま
た
、

展
示
会
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
、
ブ
ー
ス
運
営
、

コ
ン
テ
ン
ツ
、
登
録
、
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ー
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
と
機
能
、
展
示
と
ブ
ー
ス
の
魅

力
の
6
つ
の
次
元
に
分
か
れ
る
こ
と
（M

. 

Ju
n
g 2

0
0
5

）、
展
示
会
で
の
宿
泊
や
飲
食

に
関
わ
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
支
出

額
に
影
響
す
る
こ
と
な
ど
（Z

h
an
g, Q

u
, 

an
d
 M
a 2

0
1
0

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
展
示
会
を
対
象
と
し
た

　こ
の
C
V
B
は
、
今
日
で
は
、
D
M
O
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
代
変

化
と
共
に
名
称
を
変
え
て
き
た
組
織
で
あ
る
。

そ
の
業
界
団
体
は
、
1
9
1
5
年
、
業
務
需

要
旅
行
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
北
米
の
28
地
域

の
団
体
に
よ
っ
て
、
A
C
S
（A

ssociation
 

of C
on
ven

tion
 S
ecretaries

）
と
し
て

創
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
1
9
2
0
年
に

I
A
C
B
（International A

ssociation 

of C
onvention B

ureaus

）
と
な
り
、
さ

ら
に
、
1
9
7
4
年
に
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 an

d
 V
isito

r B
u
reau

s)

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に

D
M
A
I
（D

estin
ation

 M
arketin

g 

A
ssociation

 In
tern

ation
al

）
と
な
り
、

さ
ら
に
、
観
光
が
地
域
と
の
関
係
性
を
広
げ

た
こ
と
に
合
わ
せ
、
2
0
1
7
年
に
D
I

（D
estin

ation
s In

tern
ation

al

）
と

名

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
今
日
の
D
M
O
が
、

C
o
n
ven

tio
n

を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
か
ら
、
業
務
需
要

旅
行
は
力
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

総
称
し
た
用
語
が
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る

M
I
C
E
と
さ
れ
る
。

　た
だ
、
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
も
の
な
の
か
判
然
と

し
な
い
。

　観
光
領
域
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
つ
で

あ
るA

n
n
als o

f T
o
u
rism

 R
esearch

で
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
始
め
て
登
場
し

た
の
は
1
9
9
6
年
で
あ
る
が
、
学
術
論
文

で
は
な
く
、
1
9
9
5
年
3
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（G
en
d
er an

d
 T
o
u
rism

）
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
（S

w
ain

 1
9
9
5

）。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
特
別
な
注
釈
も
な
く

M
I
C
E
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な

く
と
も
90
年
代
の
前
半
に
は
M
I
C
E
が
、

M
e
e
tin

g

、In
c
e
n
tiv

e
 T

ra
v
e
l

、

C
o
n
ven

tio
n

、E
xh
ib
itio

n

を
総
称
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
中
に
初
出
と
な
る

の
は
1
9
9
8
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
特

別
な
注
釈
、
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
論

文
の
対
象
も
M
I
C
E
で
は
な
い
）。
そ
の
3

年
後
、
M
I
C
E
が
主
体
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
論
文
で
は
な
く
、
出

版

物
「T

h
e
 B

u
s
in

e
s
s
 a

n
d
 

M
an
agem

en
t o

f C
o
n
ven

tio
n
s

」
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（B

eeton 2001

）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、A

n
n
als o

f T
o
u
rism

 

R
esearch

掲
載
論
文
に
は
、
M
I
C
E
と

い
う
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　一
方
で
、
1
9
9
7
年
に
刊
行
さ
れ
た

Journal of C
onvention &

 E
xhibition

に
お
い
て
は
、
初
年
度
よ
り〝
M
I
C
E
〞が

利
用
さ
れ
た
論
文
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
業
務
需
要
旅
行
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
初
年
度
掲
載
の
論
文
に
お
い
て
も

M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
所
与
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
お
り
、
用
語
の
定
義
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　こ
れ
ら
よ
り
、M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
、

学
術
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事

業
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
用
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
、

業
務
需
要
旅
行
が
あ
ま
り
学
術
的
な
研
究
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　な
お
、
M
I
C
E
は
、
業
務
需
要
旅
行
の

総
称
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
る
産
業
側
か
ら

み
る
と
会
議
施
設
と
必
ず
し
も
紐
づ
か
ず

In
cen

tive

と
の
関
係
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、

M
I
C
E
か
らIn

cen
tive

を
外
し
、

E
xh
ib
itio

n

をE
xp
o
sitio

n

に
置
き
換

え

た

C

E

M

I
（C

o
n
ven

tio
n

、

E
xp
o
sitio

n

、M
eetin

g In
d
u
stry

）
と

い
う
産
業
サ
イ
ド
の
用
語
も
あ
る
。
た
だ
、

C
E
M
I
に
つ
い
て
も
、
M
I
C
E
同
様
に

学
術
的
な
定
義
は
確
認
で
き
な
い
。

　な
お
、
業
務
需
要
旅
行
は
、
個
人
的
な
一

般
出
張
、
研
修
コ
ー
ス
、
製
品
発
表
会
、
企

業
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅

行
な
ど
、
少
な
く
と
も
15
種
類
に
分
類
さ
れ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（S

w
arb

ro
o
ke 

an
d
 H
o
rn
er 2

0
1
2

）。
M
I
C
E
／

C
E
M
I
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
需

要
を
わ
か
り
や
す
く
大
括
り
に
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2
0
0
0
年
以
降
も
、
M
I
C
E
に
関
連
す

る
需
要
は
増
大
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、

2
0
1
3
年
に
観
光
庁
が
グ
ロ
ー
バ
ル

M
I
C
E
戦
略
・
強
化
都
市（
戦
略
都
市
：
5

都
市
、強
化
都
市
：
2
都
市
）を
選
定
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
の
知
見
に
加

え
、各
地
で
の
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
議
等
（M

eetin
gs

やC
o
n
ven

tio
n
s

）

を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
、
開
催
都
市
に
求

め
ら
れ
る
要
件
（F

en
ich

 2
0
0
1

）
や
、

開
催
地
決
定
の
意
思
決
定
（Jago

 an
d
 

D
e
e
r
y
 2

0
0
5
; C

o
m
a
s
 a

n
d
 

M
o
sc
a
rd

o
 2
0
0
5
; E

lsto
n
 a
n
d
 

D
rap

er 2
0
1
2

）
構
造
に
つ
い
て
の
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
モ
デ
ル
も

重
層
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
会
議
等

に
関
す
る
論
文
整
理
に
よ
れ
ば
、
90
年
代
の

　た
だ
、
1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
拡
大
す

る
需
要
を
当
て
込
み
、
多
く
の
地
域
が
さ
ら

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
供
給
過
剰
状

態
と
な
り
建
設
投
資
ほ
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
経
済

効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（T

alb
ert 

1
9
9
8
; D

w
y
e
r
 a
n
d
 F

o
r
s
y
th

 

1
9
9
7

）。
合
わ
せ
て
、
業
務
需
要
旅
行
で

も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
だ
け
で
な

く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
地
域
や
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
先
も
含
め
て
推
計
す
べ
き
と
い

う
主
張
も
出
て
き
た
（M

istilis an
d
 

D
w
yer 1

9
9
9

）。
さ
ら
に
、
業
務
需
要
旅

行
が
米
国
外
に
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
国
際

的
な
枠
組
み
で
研
究
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

こ
う
と
い
う
主
張
も
出
て
き
た
（C

arlsen 

1999

）。

　も
と
も
と
、
業
務
需
要
旅
行
は
表
1
に
上
げ

る
よ
う
な
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る（D

w
yer and

 F
orsyth

 1996

）。

た
だ
し
、こ
れ
ら
は「
潜
在
的
」な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
定
量
的
な
検
証
は
各
地
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
「
効
果
」
を
地
域
が
確
実
に
得

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
、
効
果

を
生
み
出
す
需
要
を
継
続
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題

意
識
か
ら
、
一
般
的
な
観
光
客
（
余
暇
需
要
）

の
旅
行
先
選
択
同
様
に
、
会
議
開
催
場
所
に

関
す
る
選
好
モ
デ
ル
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（O

p
p
erm

an
n
 an

d
 C
h
o
n
 

1
9
9
7
; C

ro
u
ch
 an

d
 B
ren

t R
itch

ie 

1
9
9
7
; O

p
p
erm

an
n
 1
9
9
7

）。

　こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
業
務
需
要
旅

行
の
場
合
、
実
際
に
旅
行
し
て
く
る
（
訪
問

す
る
）
参
加
者
で
は
な
く
、
会
議
等
の
主
催

者
が
開
催
地
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
主
催
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
発
地
側
で
会
議
な
ど
の
需
要
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
M
P
）
で
あ
る
こ
と
、
主
催
者
お
よ

び
M
P
が
開
催
地
を
決
定
す
る
要
因
は
、
参

加
者
数
に
対
応
で
き
る
会
議
、
宿
泊
、
飲
食
、

交
通
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
影
響
す
る
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
会
議
等
主
催
者
に
も
大
き
く
依

存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

創
設
間
も
な
い
協
会
の
主
な
関
心
は
、
会
員

数
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
主
要
な
人
口
中

心
地
に
近
い
場
所
に
大
会
会
場
を
置
く
傾
向

が
あ
る
。
一
方
、
実
績
の
あ
る
協
会
は
、
会

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
財

政
に
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
り
冒
険
的

な
開
催
地
も
選
択
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
業
務
需
要
旅
行
の
誘
致

に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ

ル
、
交
通
と
い
っ
た
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け

で
な
く
、
会
議
等
主
催
者
が
設
定
す
る
目
的

に
応
じ
て
各
種
要
素
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供

で
き
る
能
力
と
、
そ
れ
を
主
催
者
／
M
P
に

伝
え
る
能
力
の
2
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

業
務
需
要
旅
行
の
実
務
的
な
受
け
入
れ
に

特
化
し
た
D
M
C
（D

e
stin

a
tio

n
 

M
a
n
a
g
em

e
n
t C

o
m
p
a
n
y

）
で
あ
り

（H
eller, P

etersen
, a

n
d
 A
h
m
e
d
 

1
9
9
8

）、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

C
V
B
（C

o
n
ven

tio
n
s &

 V
isito

rs 

B
ureau

）
で
あ
る
（G

a
rtre

ll 1
9
9
1
; 

W
eber 1

9
9
9

）。

 ̶

観
光
領
域
の
教
科
書
と
し
て
代
表
的
存
在

で
あ
り
、
今
や
古
典
と
も
呼
べ
る
も
の
に

「T
o
u
rism

: P
rin

cip
les, P

ractices, 

P
h
ilo

s
o
p
h
ie
s

（M
c
In
to
s
h
 a
n
d
 

G
oeldner 1

9
9
0

）
が
あ
る
。

　同
書
で
は
、
第
1
章
に
て
、「
人
々
」
を

住
民
（R

esidents

）
と
訪
問
者
（V
isito

rs

）

に
区
分
し
、
さ
ら
に
訪
問
者
を「
ト
ラ
ベ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
通
勤
、
通
学
、
移
民
な
ど

の
「
そ
の
他
の
旅
行
者
」
に
区
分
す
る
こ
と

で
、
対
象
と
す
る
人
々
を
特
定
し
て
い
る
。

　「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
旅
行
観
光
」
と

な
る
が
、同
書
の「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
業
務
（B
usiness

）、
友
人
親
族
訪
問

（
V
F
R
／V

isitin
g
 F
rie

n
d
s a

n
d
 

R
elatives

）、
そ
の
他
の
用
務
（O

th
er 

p
erso

n
al b

u
sin

ess
）、
そ
し
て
、
楽
し

み
（P

leasu
re

）
の
4
つ
を
含
ん
だ
も
の

と
し
て
い
る
。
我
々
が
日
常
的
に
「
観
光
」

と
し
て
想
起
す
る
も
の
は
、
余
暇
需
要
に
基

づ
く
4
つ
目
の
需
要“

P
leasu

re T
ravel”

（
以
下
、
余
暇
旅
行
）で
あ
る
が
、
本
来
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
指
し
示
す
需
要
は
、
よ
り
広
い
も

の
で
あ
る
。

　海
外
で
は
、
以
前
よ
り
非
余
暇
需
要
で
あ

る
業
務
需
要
旅
行
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
特

に
都
市
部
で
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
都
市
と
は
、
会
議
や
商
取
引
、

文
化
交
流
な
ど
人
々
の
様
々
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
需
要
の
取
り
込
み

こ
そ
が
都
市
の
活
力
の
源
で
あ
り
、
業
務
需

要
の
取
り
込
み
が
重
要
と
い
う
認
識
が
あ
る

（M
o
n
tgo

m
ery an

d
 S
trick 1

9
9
4

）。

つ
ま
り
、
業
務
需
要
の
取
り
込
み
は
（
特
に

米
国
に
お
い
て
）
都
市
政
策
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
1
9
6
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
域

外
か
ら
の
業
務
需
要
旅
行
の
取
り
込
み
を
目

的
と
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
の
取

り
込
み
は
、
余
暇
需
要
旅
行
の
旅
行
目
的
地

で
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
特
集
3
で
も
登
場

す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
W
D
W
（W

alt 

D
isn

ey W
o
rld

）
は
、
世
界
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
機

能
と
空
間
を
活
用
し
た
業
務
需
要
旅
行
を
創

造
し
て
い
る
（T

rem
b
lay 1

9
9
4

）。

　こ
う
し
た
展
開
事
例
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル

事
業
者
も
業
務
需
要
旅
行
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る（R

ichards and R
ichards 

1994

）。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
会
議
産
業

（m
eetin

g an
d
 co

n
ven

tio
n
s

）
は

爆

発
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
（V

allès an
d
 

W
a
rsh

a
u
e
r 1

9
8
9

）。
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 &

 V
isito

r B
u
rea

u
s

）

に
よ
れ
ば
、
1
9
8
0
年
は
8
万
7
0
0
0

の
会
議
に
、
4
1
0
0
万
人
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
1
9
8
4
年
に
は
10
万
の
会
議
に

5
3
0
0
万
人
、
1
9
8
8
年
に
は
27
万
の

会
議
に
6
7
0
0
万
人
が
参
加
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
へ
の

注
目
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も

広
が
っ
て
い
き
、
米
国
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
各
地
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

（P
o
n
gch

aro
en
kiat 1

9
9
2

）、
日
本
で

も
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
1
9
8
9
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り

1
9
7
6
年
に
1
9
9
3
年
の
需
要
を
予
測

し
た
が
、
実
績
は
1
3
7
％
と
大
き
く
伸
長

し
、
国
際
的
な
認
知
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（C

o
o
p
er 

1
9
9
9

）。

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　

山
田
雄
一

余暇需要旅行よりも単価、総額が大きく雇
用と所得を増大させる

国際的な会議によって、外国為替収益を増
加させる

観光／レクリエーション・インフラへの投
資を創出し、観光客だけでなく地元の人々
も利用できる地域のアトラクションが増加
する

国内および国家間のビジネス活動を活性化
し、企業間のビジネス上のつながりを強化
することで、国益と国際協力の両方を促進
する機会を提供する

新技術へのアクセス、意見交換、貴重なビ
ジネスおよび専門的人脈の構築、その他の
社会文化的影響の機会を提供する

会議によって、科学、医学、ビジネスの各
分野で世界をリードする人々が一堂に会し、
それぞれの専門分野に関する内的能力が強
化される

会議や大会が、継続的な教育や研修の機会
を提供し、専門家としての人脈を広げ、維
持するための場となる

国際的なビジネス界、科学界、教育界、お
よびその関係者の間で、開催国の国際的な
露出が高まる

成功した会議、コンベンション、展示会は、
その地域に新たなビジネスや訪問者を惹き
つける効果的なマーケティング手段となり、
企業にとっても、ターゲットとなる聴衆に
自社の製品やサービスを宣伝する効果的な
手段となる。

余暇需要旅行に業務需要旅行が組み合わさ
れることで入域客数の変動が安定する

ホテルの予約は数年前から行われるため、
リードタイムが比較的長く、現地のホスピ
タリティ産業事業者に、観光客数に関する
有益な事前知識を提供する。
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2

M
I
C
E
に
関
す
る

学
術
的
知
見

表 1 業務需要旅行が地域に与える効用研
究
は
、
会
議
等
を
対
象
と
し
た
も
の
以
上

に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

　さ
ら
に
、
報
奨
旅
行
（
I
T
／Incentive 

T
ravel

）
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
多
く
の

企
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
一
定

の
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
、学
術
的
な
研
究
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
1
9
9
5
年
に
I
T
が
従
業
員

と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
効
果
を
持
つ
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
（S

h
in
ew

 an
d
 

B
ackm

an
 1
9
9
5

）、
そ
の
20
年
後
で
も
、

大
き
な
進
展
は
な
い
（F

en
ich

 et al. 

2
0
1
5

）
状
態
に
あ
る
。
国
際
的
に
人
材
確

保
が
経
営
課
題
と
な
る
中
で
、
I
T
の
重
要

性
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
質
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

重
要
と
い
う
指
摘
（G

ra čan
, S

o
to
šek, 

an
d
 Š
eri ć 2

0
1
8

）
も
あ
る
も
の
の
、
他

領
域
の
よ
う
な
定
量
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
I
T

誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入

れ
側
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見

は
ほ
と
ん
ど
組
み
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、

D
M
O
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。

　以
上
、
業
務
需
要
旅
行
に
関
わ
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
需

要
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
消
費
額
が
高
く
、

滞
在
日
数
も
比
較
的
長
く
、
か
つ
、
市
場
規

模
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
富
裕

層
向
け
の
取
り
組
み
（
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
し
、

数
多
く
あ
る
形
容
詞
観
光
と
も
重
な
る
部
分

が
出
て
く
る
。

　筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
M
I
C
E
を
「
多

く
あ
る
観
光
活
動
の
一
つ
」
と
考
え
る
こ
と

は
、
M
I
C
E
が
も
た
ら
す
観
光
地
域
づ
く

り
へ
の
影
響
を
過
小
に
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
M
I
C
E
と
い
う
業
務
需
要
旅
行
が
、

余
暇
需
要
旅
行
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

表
1
の
10
お
よ
び
11
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
や
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
複
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（P

iga an
d
 

M
e
lis

 2
0
2
1
; C

H
A
L
U
P
A
 a
n
d
 

P
E
T
R
IC
E
K
 2
0
2
0

）。
ま
た
、
近
い
テ
ー

マ
を
持
っ
た
会
議
等
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
客
数
を
増
や
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（M

ackellar 2
0
0
7

）。

　さ
ら
に
、
余
暇
需
要
旅
行
は
、
来
訪
対
象

や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
権
が

旅
行
者
に
あ
る
の
に
対
し
、
業
務
旅
行
需
要

は
、
着
地
と
な
る
地
域
側
で
制
御
が
可
能
な

要
素
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
会
議
場
の

大
き
さ
や
利
用
規
約
に
よ
っ
て
会
議
の
規
模

や
内
容
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
海

外
の
D
M
O
で
は
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
が
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
程
を
誘
導
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
地
域
側
、
具
体
的

に
は
D
M
O
が
M
I
C
E
を
、
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
が
低
下
す
る
日
程
に
誘
導
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
手
段
と
も

な
る
。
会
議
や
展
示
会
な
ど
を
、
地
域
側
が

日
程
の
制
御
が
で
き
る
需
要
だ
と
考
え
れ

ば
、
修
学
旅
行
の
よ
う
な
旅
行
需
要
も
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
る
し
、
余
暇
需
要
対
応
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
も
同
様
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
く
る
（
M
I
C
E
の
E
を

E
ven

t

と
読
む
場
合
も
あ
る
）。

　た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
た
先
行

研
究
は
確
認
で
き
な
い
。

　M
I
C
E
は
業
務
に
関
す
る
「
需
要
」
と

し
て
訪
問
者
（
旅
行
者
）
の
目
的
か
ら
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
C
E
M
I
は
産
業
側

か
ら
の
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
暇
需
要
旅
行

で
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
閑
散
期

に
対
応
す
る
旅
行
需
要
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

研
究
は
、
定
性
的
な
記
述
的
研
究
が
多
か
っ

た
が
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
多
変
量
解
析
の

よ
う
な
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
量
的
研
究
技
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（M

.J. L
ee an

d
 B
ack 2

0
0
5

）。

　こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
余
暇
需
要
旅
行

の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
覚

サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

研
究
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
研
究
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
会
議
等
の
主
催
者
や
会
議
参
加
者
の
意

識
を
分
析
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
地
域
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
整
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
（T

.H
. L

ee an
d
 P
ark 

2
0
0
2
; T

a
n
fo
rd
, M

o
n
tg
o
m
e
ry
, 

a
n
d
 N
elso

n
 2
0
1
2
; S

. Ju
n
g
 a
n
d
 

T
a
n
fo
r
d
 2

0
1
7
; A

n
a
s
 e
t a

l. 

2
0
2
0

）。

　同
様
の
手
法
に
よ
り
、
会
議
等
の
開
催
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
強

化
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
な
る
会
議

等
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

実
証
的
な
研
究
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ

た
（B

ra
d
ley, H

a
ll, a

n
d
 H
a
rriso

n
 

2
0
0
2

）。

　ま
た
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
世
界
的
な

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
主
催
者
／
M
P
／
参
加
者
の
意
識

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
関
係
者
は
全
般

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
意
識
が
高
い
こ

と
、
追
加
で
の
金
銭
負
担
は
忌
避
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
（D

rap
er, D

aw
so
n
, an

d
 

C
asey 2

0
1
1
; R

ittich
ain

u
w
at an

d
 

M
air 2

0
1
2

）。

　展
示
会
（E

xh
ibition

s

）
を
対
象
と
し
た

研
究
に
お
い
て
も
、
定
量
的
な
研
究
が
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
展
示
会
出
席

の
動
機
づ
け
要
因
で
重
要
な
も
の
は
情
報
探

索
と
市
場
調
査
で
あ
り
（M

.J. L
ee, 

Y
eu
n
g, an

d
 D
ew

ald
 2
0
1
0

）、
ま
た
、

展
示
会
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
、
ブ
ー
ス
運
営
、

コ
ン
テ
ン
ツ
、
登
録
、
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ー
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
と
機
能
、
展
示
と
ブ
ー
ス
の
魅

力
の
6
つ
の
次
元
に
分
か
れ
る
こ
と
（M

. 

Ju
n
g 2

0
0
5

）、
展
示
会
で
の
宿
泊
や
飲
食

に
関
わ
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
支
出

額
に
影
響
す
る
こ
と
な
ど
（Z

h
an
g, Q

u
, 

an
d
 M
a 2

0
1
0

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
展
示
会
を
対
象
と
し
た

　こ
の
C
V
B
は
、
今
日
で
は
、
D
M
O
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
代
変

化
と
共
に
名
称
を
変
え
て
き
た
組
織
で
あ
る
。

そ
の
業
界
団
体
は
、
1
9
1
5
年
、
業
務
需

要
旅
行
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
北
米
の
28
地
域

の
団
体
に
よ
っ
て
、
A
C
S
（A

ssociation
 

of C
on
ven

tion
 S
ecretaries

）
と
し
て

創
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
1
9
2
0
年
に

I
A
C
B
（International A

ssociation 

of C
onvention B

ureaus

）
と
な
り
、
さ

ら
に
、
1
9
7
4
年
に
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 an

d
 V
isito

r B
u
reau

s)

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に

D
M
A
I
（D

estin
ation

 M
arketin

g 

A
ssociation

 In
tern

ation
al

）
と
な
り
、

さ
ら
に
、
観
光
が
地
域
と
の
関
係
性
を
広
げ

た
こ
と
に
合
わ
せ
、
2
0
1
7
年
に
D
I

（D
estin

ation
s In

tern
ation

al

）
と

名

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
今
日
の
D
M
O
が
、

C
o
n
ven

tio
n

を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
か
ら
、
業
務
需
要

旅
行
は
力
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

総
称
し
た
用
語
が
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る

M
I
C
E
と
さ
れ
る
。

　た
だ
、
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
も
の
な
の
か
判
然
と

し
な
い
。

　観
光
領
域
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
つ
で

あ
るA

n
n
als o

f T
o
u
rism

 R
esearch

で
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
始
め
て
登
場
し

た
の
は
1
9
9
6
年
で
あ
る
が
、
学
術
論
文

で
は
な
く
、
1
9
9
5
年
3
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（G
en
d
er an

d
 T
o
u
rism

）
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
（S

w
ain

 1
9
9
5

）。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
特
別
な
注
釈
も
な
く

M
I
C
E
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な

く
と
も
90
年
代
の
前
半
に
は
M
I
C
E
が
、

M
e
e
tin

g

、In
c
e
n
tiv

e
 T

ra
v
e
l

、

C
o
n
ven

tio
n

、E
xh
ib
itio

n

を
総
称
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
中
に
初
出
と
な
る

の
は
1
9
9
8
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
特

別
な
注
釈
、
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
論

文
の
対
象
も
M
I
C
E
で
は
な
い
）。
そ
の
3

年
後
、
M
I
C
E
が
主
体
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
論
文
で
は
な
く
、
出

版

物
「T

h
e
 B

u
s
in

e
s
s
 a

n
d
 

M
an
agem

en
t o

f C
o
n
ven

tio
n
s

」
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（B

eeton 2001

）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、A

n
n
als o

f T
o
u
rism

 

R
esearch

掲
載
論
文
に
は
、
M
I
C
E
と

い
う
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　一
方
で
、
1
9
9
7
年
に
刊
行
さ
れ
た

Journal of C
onvention &

 E
xhibition

に
お
い
て
は
、
初
年
度
よ
り〝
M
I
C
E
〞が

利
用
さ
れ
た
論
文
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
業
務
需
要
旅
行
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
初
年
度
掲
載
の
論
文
に
お
い
て
も

M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
所
与
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
お
り
、
用
語
の
定
義
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　こ
れ
ら
よ
り
、M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
、

学
術
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事

業
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
用
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
、

業
務
需
要
旅
行
が
あ
ま
り
学
術
的
な
研
究
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　な
お
、
M
I
C
E
は
、
業
務
需
要
旅
行
の

総
称
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
る
産
業
側
か
ら

み
る
と
会
議
施
設
と
必
ず
し
も
紐
づ
か
ず

In
cen

tive

と
の
関
係
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、

M
I
C
E
か
らIn

cen
tive

を
外
し
、

E
xh
ib
itio

n

をE
xp
o
sitio

n

に
置
き
換

え

た

C

E

M

I
（C

o
n
ven

tio
n

、

E
xp
o
sitio

n

、M
eetin

g In
d
u
stry

）
と

い
う
産
業
サ
イ
ド
の
用
語
も
あ
る
。
た
だ
、

C
E
M
I
に
つ
い
て
も
、
M
I
C
E
同
様
に

学
術
的
な
定
義
は
確
認
で
き
な
い
。

　な
お
、
業
務
需
要
旅
行
は
、
個
人
的
な
一

般
出
張
、
研
修
コ
ー
ス
、
製
品
発
表
会
、
企

業
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅

行
な
ど
、
少
な
く
と
も
15
種
類
に
分
類
さ
れ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（S

w
arb

ro
o
ke 

an
d
 H
o
rn
er 2

0
1
2

）。
M
I
C
E
／

C
E
M
I
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
需

要
を
わ
か
り
や
す
く
大
括
り
に
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2
0
0
0
年
以
降
も
、
M
I
C
E
に
関
連
す

る
需
要
は
増
大
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、

2
0
1
3
年
に
観
光
庁
が
グ
ロ
ー
バ
ル

M
I
C
E
戦
略
・
強
化
都
市（
戦
略
都
市
：
5

都
市
、強
化
都
市
：
2
都
市
）を
選
定
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
の
知
見
に
加

え
、各
地
で
の
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
議
等
（M

eetin
gs

やC
o
n
ven

tio
n
s

）

を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
、
開
催
都
市
に
求

め
ら
れ
る
要
件
（F

en
ich

 2
0
0
1

）
や
、

開
催
地
決
定
の
意
思
決
定
（Jago

 an
d
 

D
e
e
r
y
 2

0
0
5
; C

o
m
a
s
 a

n
d
 

M
o
sc
a
rd

o
 2
0
0
5
; E

lsto
n
 a
n
d
 

D
rap

er 2
0
1
2

）
構
造
に
つ
い
て
の
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
モ
デ
ル
も

重
層
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
会
議
等

に
関
す
る
論
文
整
理
に
よ
れ
ば
、
90
年
代
の

　た
だ
、
1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
拡
大
す

る
需
要
を
当
て
込
み
、
多
く
の
地
域
が
さ
ら

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
供
給
過
剰
状

態
と
な
り
建
設
投
資
ほ
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
経
済

効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（T

alb
ert 

1
9
9
8
; D

w
y
e
r
 a
n
d
 F

o
r
s
y
th

 

1
9
9
7

）。
合
わ
せ
て
、
業
務
需
要
旅
行
で

も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
だ
け
で
な

く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
地
域
や
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
先
も
含
め
て
推
計
す
べ
き
と
い

う
主
張
も
出
て
き
た
（M

istilis an
d
 

D
w
yer 1

9
9
9

）。
さ
ら
に
、
業
務
需
要
旅

行
が
米
国
外
に
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
国
際

的
な
枠
組
み
で
研
究
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

こ
う
と
い
う
主
張
も
出
て
き
た
（C

arlsen 

1999

）。

　も
と
も
と
、
業
務
需
要
旅
行
は
表
1
に
上
げ

る
よ
う
な
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る（D

w
yer and

 F
orsyth

 1996

）。

た
だ
し
、こ
れ
ら
は「
潜
在
的
」な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
定
量
的
な
検
証
は
各
地
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
「
効
果
」
を
地
域
が
確
実
に
得

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
、
効
果

を
生
み
出
す
需
要
を
継
続
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題

意
識
か
ら
、
一
般
的
な
観
光
客
（
余
暇
需
要
）

の
旅
行
先
選
択
同
様
に
、
会
議
開
催
場
所
に

関
す
る
選
好
モ
デ
ル
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（O

p
p
erm

an
n
 an

d
 C
h
o
n
 

1
9
9
7
; C

ro
u
ch
 an

d
 B
ren

t R
itch

ie 

1
9
9
7
; O

p
p
erm

an
n
 1
9
9
7

）。

　こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
業
務
需
要
旅

行
の
場
合
、
実
際
に
旅
行
し
て
く
る
（
訪
問

す
る
）
参
加
者
で
は
な
く
、
会
議
等
の
主
催

者
が
開
催
地
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
主
催
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
発
地
側
で
会
議
な
ど
の
需
要
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
M
P
）
で
あ
る
こ
と
、
主
催
者
お
よ

び
M
P
が
開
催
地
を
決
定
す
る
要
因
は
、
参

加
者
数
に
対
応
で
き
る
会
議
、
宿
泊
、
飲
食
、

交
通
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
影
響
す
る
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
会
議
等
主
催
者
に
も
大
き
く
依

存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

創
設
間
も
な
い
協
会
の
主
な
関
心
は
、
会
員

数
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
主
要
な
人
口
中

心
地
に
近
い
場
所
に
大
会
会
場
を
置
く
傾
向

が
あ
る
。
一
方
、
実
績
の
あ
る
協
会
は
、
会

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
財

政
に
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
り
冒
険
的

な
開
催
地
も
選
択
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
業
務
需
要
旅
行
の
誘
致

に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ

ル
、
交
通
と
い
っ
た
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け

で
な
く
、
会
議
等
主
催
者
が
設
定
す
る
目
的

に
応
じ
て
各
種
要
素
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供

で
き
る
能
力
と
、
そ
れ
を
主
催
者
／
M
P
に

伝
え
る
能
力
の
2
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

業
務
需
要
旅
行
の
実
務
的
な
受
け
入
れ
に

特
化
し
た
D
M
C
（D

e
stin

a
tio

n
 

M
a
n
a
g
em

e
n
t C

o
m
p
a
n
y

）
で
あ
り

（H
eller, P

etersen
, a

n
d
 A
h
m
e
d
 

1
9
9
8

）、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

C
V
B
（C

o
n
ven

tio
n
s &

 V
isito

rs 

B
ureau

）
で
あ
る
（G

a
rtre

ll 1
9
9
1
; 

W
eber 1

9
9
9

）。

 ̶

観
光
領
域
の
教
科
書
と
し
て
代
表
的
存
在

で
あ
り
、
今
や
古
典
と
も
呼
べ
る
も
の
に

「T
o
u
rism

: P
rin

cip
les, P

ractices, 

P
h
ilo

s
o
p
h
ie
s

（M
c
In
to
s
h
 a
n
d
 

G
oeldner 1

9
9
0

）
が
あ
る
。

　同
書
で
は
、
第
1
章
に
て
、「
人
々
」
を

住
民
（R

esidents

）
と
訪
問
者
（V

isito
rs

）

に
区
分
し
、
さ
ら
に
訪
問
者
を「
ト
ラ
ベ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
通
勤
、
通
学
、
移
民
な
ど

の
「
そ
の
他
の
旅
行
者
」
に
区
分
す
る
こ
と

で
、
対
象
と
す
る
人
々
を
特
定
し
て
い
る
。

　「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
旅
行
観
光
」
と

な
る
が
、同
書
の「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
業
務
（B

usiness

）、
友
人
親
族
訪
問

（
V
F
R
／V

isitin
g
 F
rie

n
d
s a

n
d
 

R
elatives

）、
そ
の
他
の
用
務
（O

th
er 

p
erso

n
al b

u
sin

ess

）、
そ
し
て
、
楽
し

み
（P

leasu
re

）
の
4
つ
を
含
ん
だ
も
の

と
し
て
い
る
。
我
々
が
日
常
的
に
「
観
光
」

と
し
て
想
起
す
る
も
の
は
、
余
暇
需
要
に
基

づ
く
4
つ
目
の
需
要“

P
leasu

re T
ravel”

（
以
下
、
余
暇
旅
行
）で
あ
る
が
、
本
来
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
指
し
示
す
需
要
は
、
よ
り
広
い
も

の
で
あ
る
。

　海
外
で
は
、
以
前
よ
り
非
余
暇
需
要
で
あ

る
業
務
需
要
旅
行
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
特

に
都
市
部
で
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
都
市
と
は
、
会
議
や
商
取
引
、

文
化
交
流
な
ど
人
々
の
様
々
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
需
要
の
取
り
込
み

こ
そ
が
都
市
の
活
力
の
源
で
あ
り
、
業
務
需

要
の
取
り
込
み
が
重
要
と
い
う
認
識
が
あ
る

（M
o
n
tgo

m
ery an

d
 S
trick 1

9
9
4

）。

つ
ま
り
、
業
務
需
要
の
取
り
込
み
は
（
特
に

米
国
に
お
い
て
）
都
市
政
策
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
1
9
6
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
域

外
か
ら
の
業
務
需
要
旅
行
の
取
り
込
み
を
目

的
と
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
の
取

り
込
み
は
、
余
暇
需
要
旅
行
の
旅
行
目
的
地

で
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
特
集
3
で
も
登
場

す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
W
D
W
（W

alt 

D
isn

ey W
o
rld

）
は
、
世
界
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
機

能
と
空
間
を
活
用
し
た
業
務
需
要
旅
行
を
創

造
し
て
い
る
（T

rem
b
lay 1

9
9
4

）。

　こ
う
し
た
展
開
事
例
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル

事
業
者
も
業
務
需
要
旅
行
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る（R

ichards and R
ichards 

1994

）。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
会
議
産
業

（m
eetin

g an
d
 co

n
ven

tio
n
s

）
は

爆

発
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
（V

allès an
d
 

W
a
rsh

a
u
e
r 1

9
8
9

）。
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 &

 V
isito

r B
u
rea

u
s

）

に
よ
れ
ば
、
1
9
8
0
年
は
8
万
7
0
0
0

の
会
議
に
、
4
1
0
0
万
人
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
1
9
8
4
年
に
は
10
万
の
会
議
に

5
3
0
0
万
人
、
1
9
8
8
年
に
は
27
万
の

会
議
に
6
7
0
0
万
人
が
参
加
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
へ
の

注
目
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も

広
が
っ
て
い
き
、
米
国
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
各
地
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

（P
o
n
gch

aro
en
kiat 1

9
9
2

）、
日
本
で

も
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
1
9
8
9
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り

1
9
7
6
年
に
1
9
9
3
年
の
需
要
を
予
測

し
た
が
、
実
績
は
1
3
7
％
と
大
き
く
伸
長

し
、
国
際
的
な
認
知
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（C

o
o
p
er 

1
9
9
9

）。

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

　理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　

山
田
雄
一

余暇需要旅行よりも単価、総額が大きく雇
用と所得を増大させる

国際的な会議によって、外国為替収益を増
加させる

観光／レクリエーション・インフラへの投
資を創出し、観光客だけでなく地元の人々
も利用できる地域のアトラクションが増加
する

国内および国家間のビジネス活動を活性化
し、企業間のビジネス上のつながりを強化
することで、国益と国際協力の両方を促進
する機会を提供する

新技術へのアクセス、意見交換、貴重なビ
ジネスおよび専門的人脈の構築、その他の
社会文化的影響の機会を提供する

会議によって、科学、医学、ビジネスの各
分野で世界をリードする人々が一堂に会し、
それぞれの専門分野に関する内的能力が強
化される

会議や大会が、継続的な教育や研修の機会
を提供し、専門家としての人脈を広げ、維
持するための場となる

国際的なビジネス界、科学界、教育界、お
よびその関係者の間で、開催国の国際的な
露出が高まる

成功した会議、コンベンション、展示会は、
その地域に新たなビジネスや訪問者を惹き
つける効果的なマーケティング手段となり、
企業にとっても、ターゲットとなる聴衆に
自社の製品やサービスを宣伝する効果的な
手段となる。

余暇需要旅行に業務需要旅行が組み合わさ
れることで入域客数の変動が安定する

ホテルの予約は数年前から行われるため、
リードタイムが比較的長く、現地のホスピ
タリティ産業事業者に、観光客数に関する
有益な事前知識を提供する。
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図 1 会議等誘致に係る各種主体相関図（Jago and Deery 2005）
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　し
か
し
な
が
ら
、
展
示
会
を
対
象
と
し
た

研
究
は
、
会
議
等
を
対
象
と
し
た
も
の
以
上

に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

　さ
ら
に
、
報
奨
旅
行
（
I
T
／Incentive 

T
ravel

）
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
多
く
の

企
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
一
定

の
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
、学
術
的
な
研
究
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
1
9
9
5
年
に
I
T
が
従
業
員

と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
効
果
を
持
つ
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
（S

h
in
ew

 an
d
 

B
ackm

an
 1
9
9
5

）、
そ
の
20
年
後
で
も
、

大
き
な
進
展
は
な
い
（F

en
ich

 et al. 

2
0
1
5

）
状
態
に
あ
る
。
国
際
的
に
人
材
確

保
が
経
営
課
題
と
な
る
中
で
、
I
T
の
重
要

性
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
質
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

重
要
と
い
う
指
摘
（G

ra čan
, S

o
to
šek, 

an
d
 Š
eri ć 2

0
1
8

）
も
あ
る
も
の
の
、
他

領
域
の
よ
う
な
定
量
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
I
T

誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入

れ
側
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見

は
ほ
と
ん
ど
組
み
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、

D
M
O
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。

　以
上
、
業
務
需
要
旅
行
に
関
わ
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
需

要
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
消
費
額
が
高
く
、

滞
在
日
数
も
比
較
的
長
く
、
か
つ
、
市
場
規

模
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
富
裕

層
向
け
の
取
り
組
み
（
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
し
、

数
多
く
あ
る
形
容
詞
観
光
と
も
重
な
る
部
分

が
出
て
く
る
。

　筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
M
I
C
E
を
「
多

く
あ
る
観
光
活
動
の
一
つ
」
と
考
え
る
こ
と

は
、
M
I
C
E
が
も
た
ら
す
観
光
地
域
づ
く

り
へ
の
影
響
を
過
小
に
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
M
I
C
E
と
い
う
業
務
需
要
旅
行
が
、

余
暇
需
要
旅
行
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

表
1
の
10
お
よ
び
11
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
や
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
複
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（P

iga an
d
 

M
e
lis

 2
0
2
1
; C

H
A
L
U
P
A
 a
n
d
 

P
E
T
R
IC
E
K
 2
0
2
0

）。
ま
た
、
近
い
テ
ー

マ
を
持
っ
た
会
議
等
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
客
数
を
増
や
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（M

ackellar 2
0
0
7

）。

　さ
ら
に
、
余
暇
需
要
旅
行
は
、
来
訪
対
象

や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
権
が

旅
行
者
に
あ
る
の
に
対
し
、
業
務
旅
行
需
要

は
、
着
地
と
な
る
地
域
側
で
制
御
が
可
能
な

要
素
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
会
議
場
の

大
き
さ
や
利
用
規
約
に
よ
っ
て
会
議
の
規
模

や
内
容
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
海

外
の
D
M
O
で
は
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
が
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
程
を
誘
導
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
地
域
側
、
具
体
的

に
は
D
M
O
が
M
I
C
E
を
、
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
が
低
下
す
る
日
程
に
誘
導
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
手
段
と
も

な
る
。
会
議
や
展
示
会
な
ど
を
、
地
域
側
が

日
程
の
制
御
が
で
き
る
需
要
だ
と
考
え
れ

ば
、
修
学
旅
行
の
よ
う
な
旅
行
需
要
も
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
る
し
、
余
暇
需
要
対
応
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
も
同
様
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
く
る
（
M
I
C
E
の
E
を

E
ven

t

と
読
む
場
合
も
あ
る
）。

　た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
た
先
行

研
究
は
確
認
で
き
な
い
。

　M
I
C
E
は
業
務
に
関
す
る
「
需
要
」
と

し
て
訪
問
者
（
旅
行
者
）
の
目
的
か
ら
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
C
E
M
I
は
産
業
側

か
ら
の
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
暇
需
要
旅
行

で
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
閑
散
期

に
対
応
す
る
旅
行
需
要
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
関
す
る
論
文
整
理
に
よ
れ
ば
、
90
年
代
の

研
究
は
、
定
性
的
な
記
述
的
研
究
が
多
か
っ

た
が
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
多
変
量
解
析
の

よ
う
な
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
量
的
研
究
技
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（M

.J. L
ee an

d
 B
ack 2

0
0
5

）。

　こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
余
暇
需
要
旅
行

の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
覚

サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

研
究
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
研
究
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
会
議
等
の
主
催
者
や
会
議
参
加
者
の
意

識
を
分
析
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
地
域
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
整
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
（T

.H
. L

ee an
d
 P
ark 

2
0
0
2
; T

a
n
fo
rd
, M

o
n
tg
o
m
e
ry
, 

a
n
d
 N
elso

n
 2
0
1
2
; S

. Ju
n
g
 a
n
d
 

T
a
n
fo
r
d
 2

0
1
7
; A

n
a
s
 e
t a

l. 

2
0
2
0

）。

　同
様
の
手
法
に
よ
り
、
会
議
等
の
開
催
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
強

化
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
な
る
会
議

等
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

実
証
的
な
研
究
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ

た
（B

ra
d
ley, H

a
ll, a

n
d
 H
a
rriso

n
 

2
0
0
2

）。

　ま
た
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
世
界
的
な

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
主
催
者
／
M
P
／
参
加
者
の
意
識

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
関
係
者
は
全
般

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
意
識
が
高
い
こ

と
、
追
加
で
の
金
銭
負
担
は
忌
避
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
（D

rap
er, D

aw
so
n
, an

d
 

C
asey 2

0
1
1
; R

ittich
ain

u
w
at an

d
 

M
air 2

0
1
2

）。

　展
示
会
（E

xh
ibition

s

）
を
対
象
と
し
た

研
究
に
お
い
て
も
、
定
量
的
な
研
究
が
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
展
示
会
出
席

の
動
機
づ
け
要
因
で
重
要
な
も
の
は
情
報
探

索
と
市
場
調
査
で
あ
り
（M

.J. L
ee, 

Y
eu
n
g, an

d
 D
ew

ald
 2
0
1
0

）、
ま
た
、

展
示
会
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
、
ブ
ー
ス
運
営
、

コ
ン
テ
ン
ツ
、
登
録
、
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ー
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
と
機
能
、
展
示
と
ブ
ー
ス
の
魅

力
の
6
つ
の
次
元
に
分
か
れ
る
こ
と
（M

. 

Ju
n
g 2

0
0
5

）、
展
示
会
で
の
宿
泊
や
飲
食

に
関
わ
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
支
出

額
に
影
響
す
る
こ
と
な
ど
（Z

h
an
g, Q

u
, 

an
d
 M
a 2

0
1
0

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
C
V
B
は
、
今
日
で
は
、
D
M
O
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
代
の

変
化
と
共
に
名
称
を
変
え
て
き
た
組
織
で
あ

る
。
そ
の
業
界
団
体
は
、
1
9
1
5
年
、
業

務
需
要
旅
行
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
北
米
の
28

地
域
の
団
体
に
よ
っ
て
、
A
C
S

（A
s
s
o
c
ia
tio

n
 o
f C

o
n
v
e
n
tio

n
 

S
ecretaries

）
と
し
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
1
9
2
0
年
に
I
A
C
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
onvention B

ureaus

）
と
な
り
、
さ
ら

に
、
1
9
7
4
年
に
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 an

d
 V
isito

r B
u
reau

s)

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に

D
M
A
I
（D

estin
atio

n
 M
arketin

g 

A
sso

ciatio
n
 In

tern
atio

n
al

）
と
な
り
、

さ
ら
に
、
観
光
が
地
域
と
の
関
係
性
を
広
げ

た
こ
と
に
合
わ
せ
、
2
0
1
7
年
に
D
I

（D
estin

atio
n
s In

tern
atio

n
al

）
と
名

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
今
日
の
D
M
O
が
、

C
o
n
ven

tio
n

を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
か
ら
、
業
務
需
要

旅
行
は
力
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

総
称
し
た
用
語
が
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る

M
I
C
E
と
さ
れ
る
。

　た
だ
、
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
も
の
な
の
か
判
然
と

し
な
い
。

　観
光
領
域
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
つ
で

あ
るA

n
n
als o

f T
o
u
rism

 R
esearch

で
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
始
め
て
登
場
し

た
の
は
1
9
9
6
年
で
あ
る
が
、
学
術
論
文

で
は
な
く
、
1
9
9
5
年
3
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（G
en
d
er an

d
 T
o
u
rism

）
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
（S

w
ain

 1
9
9
5

）。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
特
別
な
注
釈
も
な
く

M
I
C
E
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な

く
と
も
90
年
代
の
前
半
に
は
M
I
C
E
が
、

M
e
e
tin

g
、In

c
e
n
tiv

e
 T

ra
v
e
l

、

C
o
n
ven

tio
n

、E
xh
ib
itio

n

を
総
称
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
中
に
初
出
と
な
る

の
は
1
9
9
8
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
特

別
な
注
釈
、
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
論

文
の
対
象
も
M
I
C
E
で
は
な
い
）。
そ
の
3

年
後
、
M
I
C
E
が
主
体
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
論
文
で
は
な
く
、
出

版

物
「T

h
e
 B

u
s
in

e
s
s
 a

n
d
 

M
an
agem

en
t o

f C
o
n
ven

tio
n
s

」
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（B

eeton 2001

）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、A

n
n
als o

f T
o
u
rism

 

R
esearch

掲
載
論
文
に
は
、
M
I
C
E
と

い
う
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　一
方
で
、
1
9
9
7
年
に
刊
行
さ
れ
た

Journal of C
onvention &

 E
xhibition

に
お
い
て
は
、
初
年
度
よ
り〝
M
I
C
E
〞が

利
用
さ
れ
た
論
文
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
業
務
需
要
旅
行
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
初
年
度
掲
載
の
論
文
に
お
い
て
も

M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
所
与
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
お
り
、
用
語
の
定
義
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　こ
れ
ら
よ
り
、M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
、

学
術
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事

業
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
用
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
、

業
務
需
要
旅
行
が
あ
ま
り
学
術
的
な
研
究
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　な
お
、
M
I
C
E
は
、
業
務
需
要
旅
行
の

総
称
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
る
産
業
側
か
ら

み
る
と
会
議
施
設
と
必
ず
し
も
紐
づ
か
ず

In
cen

tive

と
の
関
係
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、

M
I
C
E
か
らIn

cen
tive

を
外
し
、

E
xh
ib
itio

n

をE
xp
o
sitio

n

に
置
き
換

え

た

C

E

M

I
（C

o
n
ven

tio
n

、

E
xp
o
sitio

n
、M

eetin
g In

d
u
stry

）
と

い
う
産
業
サ
イ
ド
の
用
語
も
あ
る
。
た
だ
、

C
E
M
I
に
つ
い
て
も
、
M
I
C
E
同
様
に

学
術
的
な
定
義
は
確
認
で
き
な
い
。

　な
お
、
業
務
需
要
旅
行
は
、
個
人
的
な
一

般
出
張
、
研
修
コ
ー
ス
、
製
品
発
表
会
、
企

業
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅

行
な
ど
、
少
な
く
と
も
15
種
類
に
分
類
さ
れ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（S

w
arb

ro
o
ke 

an
d
 H
o
rn
er 2

0
1
2

）。
M
I
C
E
／

C
E
M
I
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
需

要
を
わ
か
り
や
す
く
大
括
り
に
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2
0
0
0
年
以
降
も
、
M
I
C
E
に
関
連
す

る
需
要
は
増
大
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、

2
0
1
3
年
に
観
光
庁
が
グ
ロ
ー
バ
ル

M
I
C
E
戦
略
・
強
化
都
市（
戦
略
都
市
：
5

都
市
、強
化
都
市
：
2
都
市
）を
選
定
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
の
知
見
に
加

え
、各
地
で
の
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
議
等
（M

eetin
gs

やC
o
n
ven

tio
n
s

）

を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
、
開
催
都
市
に
求

め
ら
れ
る
要
件
（F

en
ich

 2
0
0
1

）
や
、

開
催
地
決
定
の
意
思
決
定
（Jago

 an
d
 

D
e
e
r
y
 2

0
0
5
; C

o
m
a
s
 a

n
d
 

M
o
sc
a
rd

o
 2
0
0
5
; E

lsto
n
 a
n
d
 

D
rap

er 2
0
1
2

）
構
造
に
つ
い
て
の
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
モ
デ
ル
も

重
層
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
会
議
等

　た
だ
、
1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
拡
大
す

る
需
要
を
当
て
込
み
、
多
く
の
地
域
が
さ
ら

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
供
給
過
剰
状

態
と
な
り
建
設
投
資
ほ
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
経
済

効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（T

alb
ert 

1
9
9
8
; D

w
y
e
r
 a
n
d
 F

o
r
s
y
th

 

1
9
9
7

）。
合
わ
せ
て
、
業
務
需
要
旅
行
で

も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
だ
け
で
な

く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
地
域
や
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
先
も
含
め
て
推
計
す
べ
き
と
い

う
主
張
も
出
て
き
た
（M

istilis an
d
 

D
w
yer 1

9
9
9

）。
さ
ら
に
、
業
務
需
要
旅

行
が
米
国
外
に
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
国
際

的
な
枠
組
み
で
研
究
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

こ
う
と
い
う
主
張
も
出
て
き
た
（C

arlsen 

1999

）。

　も
と
も
と
、
業
務
需
要
旅
行
は
表
1
に
上
げ

る
よ
う
な
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る（D

w
yer and

 F
orsyth

 1996

）。

た
だ
し
、こ
れ
ら
は「
潜
在
的
」な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
定
量
的
な
検
証
は
各
地
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
「
効
果
」
を
地
域
が
確
実
に
得

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
、
効
果

を
生
み
出
す
需
要
を
継
続
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題

意
識
か
ら
、
一
般
的
な
観
光
客
（
余
暇
需
要
）

の
旅
行
先
選
択
同
様
に
、
会
議
開
催
場
所
に

関
す
る
選
好
モ
デ
ル
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（O

p
p
erm

an
n
 an

d
 C
h
o
n
 

1
9
9
7
; C

ro
u
ch
 an

d
 B
ren

t R
itch

ie 

1
9
9
7
; O

p
p
erm

an
n
 1
9
9
7

）。

　こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
業
務
需
要
旅

行
の
場
合
、
実
際
に
旅
行
し
て
く
る
（
訪
問

す
る
）
参
加
者
で
は
な
く
、
会
議
等
の
主
催

者
が
開
催
地
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
主
催
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
発
地
側
で
会
議
な
ど
の
需
要
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
M
P
）
で
あ
る
こ
と
、
主
催
者
お
よ

び
M
P
が
開
催
地
を
決
定
す
る
要
因
は
、
参

加
者
数
に
対
応
で
き
る
会
議
、
宿
泊
、
飲
食
、

交
通
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
影
響
す
る
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
会
議
等
主
催
者
に
も
大
き
く
依

存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

創
設
間
も
な
い
協
会
の
主
な
関
心
は
、
会
員

数
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
主
要
な
人
口
中

心
地
に
近
い
場
所
に
大
会
会
場
を
置
く
傾
向

が
あ
る
。
一
方
、
実
績
の
あ
る
協
会
は
、
会

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
財

政
に
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
り
冒
険
的

な
開
催
地
も
選
択
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
業
務
需
要
旅
行
の
誘
致

に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ

ル
、
交
通
と
い
っ
た
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け

で
な
く
、
会
議
等
主
催
者
が
設
定
す
る
目
的

に
応
じ
て
各
種
要
素
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供

で
き
る
能
力
と
、
そ
れ
を
主
催
者
／
M
P
に

伝
え
る
能
力
の
2
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

業
務
需
要
旅
行
の
実
務
的
な
受
け
入
れ
に

特
化
し
た
D
M
C
（D

e
stin

a
tio

n
 

M
a
n
a
g
em

e
n
t C

o
m
p
a
n
y

）
で
あ
り

（H
eller, P

etersen
, a

n
d
 A
h
m
e
d
 

1
9
9
8

）、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

C
V
B
（C

o
n
ven

tio
n
s &

 V
isito

rs 

B
ureau

）
で
あ
る
（G

a
rtre

ll 1
9
9
1
; 

W
eber 1

9
9
9

）。

 ̶

観
光
領
域
の
教
科
書
と
し
て
代
表
的
存
在

で
あ
り
、
今
や
古
典
と
も
呼
べ
る
も
の
に

「T
o
u
rism

: P
rin

cip
les, P

ractices, 

P
h
ilo

s
o
p
h
ie
s

（M
c
In
to
s
h
 a
n
d
 

G
oeldner 1

9
9
0

）
が
あ
る
。

　同
書
で
は
、
第
1
章
に
て
、「
人
々
」
を

住
民
（R

esidents

）
と
訪
問
者
（V

isito
rs

）

に
区
分
し
、
さ
ら
に
訪
問
者
を「
ト
ラ
ベ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
通
勤
、
通
学
、
移
民
な
ど

の
「
そ
の
他
の
旅
行
者
」
に
区
分
す
る
こ
と

で
、
対
象
と
す
る
人
々
を
特
定
し
て
い
る
。

　「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
旅
行
観
光
」
と

な
る
が
、同
書
の「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
業
務
（B

usiness

）、
友
人
親
族
訪
問

（
V
F
R
／V

isitin
g
 F
rie

n
d
s a

n
d
 

R
elatives

）、
そ
の
他
の
用
務
（O

th
er 

p
erso

n
al b

u
sin

ess

）、
そ
し
て
、
楽
し

み
（P

leasu
re

）
の
4
つ
を
含
ん
だ
も
の

と
し
て
い
る
。
我
々
が
日
常
的
に
「
観
光
」

と
し
て
想
起
す
る
も
の
は
、
余
暇
需
要
に
基

づ
く
4
つ
目
の
需
要“

P
leasu

re T
ravel”

（
以
下
、
余
暇
旅
行
）で
あ
る
が
、
本
来
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
指
し
示
す
需
要
は
、
よ
り
広
い
も

の
で
あ
る
。

　海
外
で
は
、
以
前
よ
り
非
余
暇
需
要
で
あ

る
業
務
需
要
旅
行
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
特

に
都
市
部
で
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
都
市
と
は
、
会
議
や
商
取
引
、

文
化
交
流
な
ど
人
々
の
様
々
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
需
要
の
取
り
込
み

こ
そ
が
都
市
の
活
力
の
源
で
あ
り
、
業
務
需

要
の
取
り
込
み
が
重
要
と
い
う
認
識
が
あ
る

（M
o
n
tgo

m
ery an

d
 S
trick 1

9
9
4

）。

つ
ま
り
、
業
務
需
要
の
取
り
込
み
は
（
特
に

米
国
に
お
い
て
）
都
市
政
策
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
1
9
6
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
域

外
か
ら
の
業
務
需
要
旅
行
の
取
り
込
み
を
目

的
と
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
の
取

り
込
み
は
、
余
暇
需
要
旅
行
の
旅
行
目
的
地

で
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
特
集
3
で
も
登
場

す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
W
D
W
（W

alt 

D
isn

ey W
o
rld

）
は
、
世
界
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
機

能
と
空
間
を
活
用
し
た
業
務
需
要
旅
行
を
創

造
し
て
い
る
（T

rem
b
lay 1

9
9
4

）。

　こ
う
し
た
展
開
事
例
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル

事
業
者
も
業
務
需
要
旅
行
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る（R

ichards and R
ichards 

1994

）。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
会
議
産
業

（m
eetin

g an
d
 co

n
ven

tio
n
s

）
は

爆

発
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
（V

allès an
d
 

W
a
rsh

a
u
e
r 1

9
8
9

）。
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 &

 V
isito

r B
u
rea

u
s

）

に
よ
れ
ば
、
1
9
8
0
年
は
8
万
7
0
0
0

の
会
議
に
、
4
1
0
0
万
人
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
1
9
8
4
年
に
は
10
万
の
会
議
に

5
3
0
0
万
人
、
1
9
8
8
年
に
は
27
万
の

会
議
に
6
7
0
0
万
人
が
参
加
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
へ
の

注
目
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も

広
が
っ
て
い
き
、
米
国
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
各
地
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

（P
o
n
gch

aro
en
kiat 1

9
9
2

）、
日
本
で

も
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
1
9
8
9
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り

1
9
7
6
年
に
1
9
9
3
年
の
需
要
を
予
測

し
た
が
、
実
績
は
1
3
7
％
と
大
き
く
伸
長

し
、
国
際
的
な
認
知
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（C

o
o
p
er 

1
9
9
9

）。
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図 1 会議等誘致に係る各種主体相関図（Jago and Deery 2005）
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　し
か
し
な
が
ら
、
展
示
会
を
対
象
と
し
た

研
究
は
、
会
議
等
を
対
象
と
し
た
も
の
以
上

に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

　さ
ら
に
、
報
奨
旅
行
（
I
T
／Incentive 

T
ravel

）
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
多
く
の

企
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
一
定

の
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
、学
術
的
な
研
究
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
1
9
9
5
年
に
I
T
が
従
業
員

と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
効
果
を
持
つ
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
（S

h
in
ew

 an
d
 

B
ackm

an
 1
9
9
5

）、
そ
の
20
年
後
で
も
、

大
き
な
進
展
は
な
い
（F

en
ich

 et al. 

2
0
1
5

）
状
態
に
あ
る
。
国
際
的
に
人
材
確

保
が
経
営
課
題
と
な
る
中
で
、
I
T
の
重
要

性
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
質
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

重
要
と
い
う
指
摘
（G

ra čan
, S

o
to
šek, 

an
d
 Š
eri ć 2

0
1
8

）
も
あ
る
も
の
の
、
他

領
域
の
よ
う
な
定
量
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
I
T

誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入

れ
側
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見

は
ほ
と
ん
ど
組
み
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、

D
M
O
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。

　以
上
、
業
務
需
要
旅
行
に
関
わ
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
需

要
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
消
費
額
が
高
く
、

滞
在
日
数
も
比
較
的
長
く
、
か
つ
、
市
場
規

模
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
富
裕

層
向
け
の
取
り
組
み
（
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
し
、

数
多
く
あ
る
形
容
詞
観
光
と
も
重
な
る
部
分

が
出
て
く
る
。

　筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
M
I
C
E
を
「
多

く
あ
る
観
光
活
動
の
一
つ
」
と
考
え
る
こ
と

は
、
M
I
C
E
が
も
た
ら
す
観
光
地
域
づ
く

り
へ
の
影
響
を
過
小
に
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
M
I
C
E
と
い
う
業
務
需
要
旅
行
が
、

余
暇
需
要
旅
行
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

表
1
の
10
お
よ
び
11
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
や
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
複
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（P

iga an
d
 

M
e
lis

 2
0
2
1
; C

H
A
L
U
P
A
 a
n
d
 

P
E
T
R
IC
E
K
 2
0
2
0

）。
ま
た
、
近
い
テ
ー

マ
を
持
っ
た
会
議
等
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
客
数
を
増
や
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（M

ackellar 2
0
0
7

）。

　さ
ら
に
、
余
暇
需
要
旅
行
は
、
来
訪
対
象

や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
権
が

旅
行
者
に
あ
る
の
に
対
し
、
業
務
旅
行
需
要

は
、
着
地
と
な
る
地
域
側
で
制
御
が
可
能
な

要
素
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
会
議
場
の

大
き
さ
や
利
用
規
約
に
よ
っ
て
会
議
の
規
模

や
内
容
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
海

外
の
D
M
O
で
は
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
が
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
程
を
誘
導
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
地
域
側
、
具
体
的

に
は
D
M
O
が
M
I
C
E
を
、
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
が
低
下
す
る
日
程
に
誘
導
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
手
段
と
も

な
る
。
会
議
や
展
示
会
な
ど
を
、
地
域
側
が

日
程
の
制
御
が
で
き
る
需
要
だ
と
考
え
れ

ば
、
修
学
旅
行
の
よ
う
な
旅
行
需
要
も
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
る
し
、
余
暇
需
要
対
応
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
も
同
様
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
く
る
（
M
I
C
E
の
E
を

E
ven

t

と
読
む
場
合
も
あ
る
）。

　た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
た
先
行

研
究
は
確
認
で
き
な
い
。

　M
I
C
E
は
業
務
に
関
す
る
「
需
要
」
と

し
て
訪
問
者
（
旅
行
者
）
の
目
的
か
ら
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
C
E
M
I
は
産
業
側

か
ら
の
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
暇
需
要
旅
行

で
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
閑
散
期

に
対
応
す
る
旅
行
需
要
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
関
す
る
論
文
整
理
に
よ
れ
ば
、
90
年
代
の

研
究
は
、
定
性
的
な
記
述
的
研
究
が
多
か
っ

た
が
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
多
変
量
解
析
の

よ
う
な
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
量
的
研
究
技
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（M

.J. L
ee an

d
 B
ack 2

0
0
5

）。

　こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
余
暇
需
要
旅
行

の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
覚

サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

研
究
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
研
究
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
会
議
等
の
主
催
者
や
会
議
参
加
者
の
意

識
を
分
析
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
地
域
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
整
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
（T

.H
. L

ee an
d
 P
ark 

2
0
0
2
; T

a
n
fo
rd
, M

o
n
tg
o
m
e
ry
, 

a
n
d
 N
elso

n
 2
0
1
2
; S

. Ju
n
g
 a
n
d
 

T
a
n
fo
r
d
 2

0
1
7
; A

n
a
s
 e
t a

l. 

2
0
2
0

）。

　同
様
の
手
法
に
よ
り
、
会
議
等
の
開
催
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
強

化
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
な
る
会
議

等
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

実
証
的
な
研
究
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ

た
（B

ra
d
ley, H

a
ll, a

n
d
 H
a
rriso

n
 

2
0
0
2

）。

　ま
た
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
世
界
的
な

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
主
催
者
／
M
P
／
参
加
者
の
意
識

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
関
係
者
は
全
般

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
意
識
が
高
い
こ

と
、
追
加
で
の
金
銭
負
担
は
忌
避
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
（D

rap
er, D

aw
so
n
, an

d
 

C
asey 2

0
1
1
; R

ittich
ain

u
w
at an

d
 

M
air 2

0
1
2

）。

　展
示
会
（E

xh
ibition

s

）
を
対
象
と
し
た

研
究
に
お
い
て
も
、
定
量
的
な
研
究
が
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
展
示
会
出
席

の
動
機
づ
け
要
因
で
重
要
な
も
の
は
情
報
探

索
と
市
場
調
査
で
あ
り
（M

.J. L
ee, 

Y
eu
n
g, an

d
 D
ew

ald
 2
0
1
0

）、
ま
た
、

展
示
会
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
、
ブ
ー
ス
運
営
、

コ
ン
テ
ン
ツ
、
登
録
、
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ー
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
と
機
能
、
展
示
と
ブ
ー
ス
の
魅

力
の
6
つ
の
次
元
に
分
か
れ
る
こ
と
（M

. 

Ju
n
g 2

0
0
5

）、
展
示
会
で
の
宿
泊
や
飲
食

に
関
わ
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
支
出

額
に
影
響
す
る
こ
と
な
ど
（Z

h
an
g, Q

u
, 

an
d
 M
a 2

0
1
0

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
C
V
B
は
、
今
日
で
は
、
D
M
O
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
代
の

変
化
と
共
に
名
称
を
変
え
て
き
た
組
織
で
あ

る
。
そ
の
業
界
団
体
は
、
1
9
1
5
年
、
業

務
需
要
旅
行
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
北
米
の
28

地
域
の
団
体
に
よ
っ
て
、
A
C
S

（A
s
s
o
c
ia
tio

n
 o
f C

o
n
v
e
n
tio

n
 

S
ecretaries

）
と
し
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
1
9
2
0
年
に
I
A
C
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
onvention B

ureaus

）
と
な
り
、
さ
ら

に
、
1
9
7
4
年
に
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 an

d
 V
isito

r B
u
reau

s)

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に

D
M
A
I
（D

estin
atio

n
 M
arketin

g 

A
sso

ciatio
n
 In

tern
atio

n
al

）
と
な
り
、

さ
ら
に
、
観
光
が
地
域
と
の
関
係
性
を
広
げ

た
こ
と
に
合
わ
せ
、
2
0
1
7
年
に
D
I

（D
estin

atio
n
s In

tern
atio

n
al

）
と
名

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
今
日
の
D
M
O
が
、

C
o
n
ven

tio
n

を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
か
ら
、
業
務
需
要

旅
行
は
力
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

総
称
し
た
用
語
が
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る

M
I
C
E
と
さ
れ
る
。

　た
だ
、
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
も
の
な
の
か
判
然
と

し
な
い
。

　観
光
領
域
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
つ
で

あ
るA

n
n
als o

f T
o
u
rism

 R
esearch

で
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
始
め
て
登
場
し

た
の
は
1
9
9
6
年
で
あ
る
が
、
学
術
論
文

で
は
な
く
、
1
9
9
5
年
3
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（G
en
d
er an

d
 T
o
u
rism

）
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
（S

w
ain

 1
9
9
5

）。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
特
別
な
注
釈
も
な
く

M
I
C
E
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な

く
と
も
90
年
代
の
前
半
に
は
M
I
C
E
が
、

M
e
e
tin

g

、In
c
e
n
tiv

e
 T

ra
v
e
l

、

C
o
n
ven

tio
n

、E
xh
ib
itio

n

を
総
称
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
中
に
初
出
と
な
る

の
は
1
9
9
8
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
特

別
な
注
釈
、
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
論

文
の
対
象
も
M
I
C
E
で
は
な
い
）。
そ
の
3

年
後
、
M
I
C
E
が
主
体
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
論
文
で
は
な
く
、
出

版

物
「T

h
e
 B

u
s
in

e
s
s
 a

n
d
 

M
an
agem

en
t o

f C
o
n
ven

tio
n
s

」
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（B

eeton 2001

）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、A

n
n
als o

f T
o
u
rism

 

R
esearch

掲
載
論
文
に
は
、
M
I
C
E
と

い
う
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　一
方
で
、
1
9
9
7
年
に
刊
行
さ
れ
た

Journal of C
onvention &

 E
xhibition

に
お
い
て
は
、
初
年
度
よ
り〝
M
I
C
E
〞が

利
用
さ
れ
た
論
文
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
業
務
需
要
旅
行
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
初
年
度
掲
載
の
論
文
に
お
い
て
も

M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
所
与
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
お
り
、
用
語
の
定
義
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　こ
れ
ら
よ
り
、M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
、

学
術
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事

業
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
用
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
、

業
務
需
要
旅
行
が
あ
ま
り
学
術
的
な
研
究
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　な
お
、
M
I
C
E
は
、
業
務
需
要
旅
行
の

総
称
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
る
産
業
側
か
ら

み
る
と
会
議
施
設
と
必
ず
し
も
紐
づ
か
ず

In
cen

tive

と
の
関
係
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、

M
I
C
E
か
らIn

cen
tive

を
外
し
、

E
xh
ib
itio

n

をE
xp
o
sitio

n

に
置
き
換

え

た

C

E

M

I
（C

o
n
ven

tio
n

、

E
xp
o
sitio

n

、M
eetin

g In
d
u
stry

）
と

い
う
産
業
サ
イ
ド
の
用
語
も
あ
る
。
た
だ
、

C
E
M
I
に
つ
い
て
も
、
M
I
C
E
同
様
に

学
術
的
な
定
義
は
確
認
で
き
な
い
。

　な
お
、
業
務
需
要
旅
行
は
、
個
人
的
な
一

般
出
張
、
研
修
コ
ー
ス
、
製
品
発
表
会
、
企

業
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅

行
な
ど
、
少
な
く
と
も
15
種
類
に
分
類
さ
れ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（S

w
arb

ro
o
ke 

an
d
 H
o
rn
er 2

0
1
2

）。
M
I
C
E
／

C
E
M
I
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
需

要
を
わ
か
り
や
す
く
大
括
り
に
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2
0
0
0
年
以
降
も
、
M
I
C
E
に
関
連
す

る
需
要
は
増
大
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、

2
0
1
3
年
に
観
光
庁
が
グ
ロ
ー
バ
ル

M
I
C
E
戦
略
・
強
化
都
市（
戦
略
都
市
：
5

都
市
、強
化
都
市
：
2
都
市
）を
選
定
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
の
知
見
に
加

え
、各
地
で
の
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
議
等
（M

eetin
gs

やC
o
n
ven

tio
n
s

）

を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
、
開
催
都
市
に
求

め
ら
れ
る
要
件
（F

en
ich

 2
0
0
1

）
や
、

開
催
地
決
定
の
意
思
決
定
（Jago
 an

d
 

D
e
e
r
y
 2

0
0
5
; C

o
m
a
s
 a

n
d
 

M
o
sc
a
rd

o
 2
0
0
5
; E

lsto
n
 a
n
d
 

D
rap

er 2
0
1
2

）
構
造
に
つ
い
て
の
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
モ
デ
ル
も

重
層
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
会
議
等

　た
だ
、
1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
拡
大
す

る
需
要
を
当
て
込
み
、
多
く
の
地
域
が
さ
ら

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
供
給
過
剰
状

態
と
な
り
建
設
投
資
ほ
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
経
済

効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（T

alb
ert 

1
9
9
8
; D

w
y
e
r
 a
n
d
 F

o
r
s
y
th

 

1
9
9
7

）。
合
わ
せ
て
、
業
務
需
要
旅
行
で

も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
だ
け
で
な

く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
地
域
や
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
先
も
含
め
て
推
計
す
べ
き
と
い

う
主
張
も
出
て
き
た
（M

istilis an
d
 

D
w
yer 1

9
9
9

）。
さ
ら
に
、
業
務
需
要
旅

行
が
米
国
外
に
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
国
際

的
な
枠
組
み
で
研
究
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

こ
う
と
い
う
主
張
も
出
て
き
た
（C

arlsen 

1999

）。

　も
と
も
と
、
業
務
需
要
旅
行
は
表
1
に
上
げ

る
よ
う
な
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る（D

w
yer and

 F
orsyth

 1996

）。

た
だ
し
、こ
れ
ら
は「
潜
在
的
」な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
定
量
的
な
検
証
は
各
地
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
「
効
果
」
を
地
域
が
確
実
に
得

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
、
効
果

を
生
み
出
す
需
要
を
継
続
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題

意
識
か
ら
、
一
般
的
な
観
光
客
（
余
暇
需
要
）

の
旅
行
先
選
択
同
様
に
、
会
議
開
催
場
所
に

関
す
る
選
好
モ
デ
ル
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（O

p
p
erm

an
n
 an

d
 C
h
o
n
 

1
9
9
7
; C

ro
u
ch
 an

d
 B
ren

t R
itch

ie 

1
9
9
7
; O

p
p
erm

an
n
 1
9
9
7

）。

　こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
業
務
需
要
旅

行
の
場
合
、
実
際
に
旅
行
し
て
く
る
（
訪
問

す
る
）
参
加
者
で
は
な
く
、
会
議
等
の
主
催

者
が
開
催
地
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
主
催
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
発
地
側
で
会
議
な
ど
の
需
要
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
M
P
）
で
あ
る
こ
と
、
主
催
者
お
よ

び
M
P
が
開
催
地
を
決
定
す
る
要
因
は
、
参

加
者
数
に
対
応
で
き
る
会
議
、
宿
泊
、
飲
食
、

交
通
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
影
響
す
る
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
会
議
等
主
催
者
に
も
大
き
く
依

存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

創
設
間
も
な
い
協
会
の
主
な
関
心
は
、
会
員

数
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
主
要
な
人
口
中

心
地
に
近
い
場
所
に
大
会
会
場
を
置
く
傾
向

が
あ
る
。
一
方
、
実
績
の
あ
る
協
会
は
、
会

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
財

政
に
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
り
冒
険
的

な
開
催
地
も
選
択
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
業
務
需
要
旅
行
の
誘
致

に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ

ル
、
交
通
と
い
っ
た
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け

で
な
く
、
会
議
等
主
催
者
が
設
定
す
る
目
的

に
応
じ
て
各
種
要
素
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供

で
き
る
能
力
と
、
そ
れ
を
主
催
者
／
M
P
に

伝
え
る
能
力
の
2
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

業
務
需
要
旅
行
の
実
務
的
な
受
け
入
れ
に

特
化
し
た
D
M
C
（D

e
stin

a
tio

n
 

M
a
n
a
g
em

e
n
t C

o
m
p
a
n
y

）
で
あ
り

（H
eller, P

etersen
, a

n
d
 A
h
m
e
d
 

1
9
9
8

）、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

C
V
B
（C

o
n
ven

tio
n
s &

 V
isito

rs 

B
ureau

）
で
あ
る
（G

a
rtre

ll 1
9
9
1
; 

W
eber 1

9
9
9

）。

 ̶

観
光
領
域
の
教
科
書
と
し
て
代
表
的
存
在

で
あ
り
、
今
や
古
典
と
も
呼
べ
る
も
の
に

「T
o
u
rism

: P
rin

cip
les, P

ractices, 

P
h
ilo

s
o
p
h
ie
s

（M
c
In
to
s
h
 a
n
d
 

G
oeldner 1

9
9
0

）
が
あ
る
。

　同
書
で
は
、
第
1
章
に
て
、「
人
々
」
を

住
民
（R

esidents

）
と
訪
問
者
（V

isito
rs

）

に
区
分
し
、
さ
ら
に
訪
問
者
を「
ト
ラ
ベ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
通
勤
、
通
学
、
移
民
な
ど

の
「
そ
の
他
の
旅
行
者
」
に
区
分
す
る
こ
と

で
、
対
象
と
す
る
人
々
を
特
定
し
て
い
る
。

　「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
旅
行
観
光
」
と

な
る
が
、同
書
の「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
業
務
（B

usiness

）、
友
人
親
族
訪
問

（
V
F
R
／V

isitin
g
 F
rie

n
d
s a

n
d
 

R
elatives

）、
そ
の
他
の
用
務
（O

th
er 

p
erso

n
al b

u
sin

ess

）、
そ
し
て
、
楽
し

み
（P

leasu
re

）
の
4
つ
を
含
ん
だ
も
の

と
し
て
い
る
。
我
々
が
日
常
的
に
「
観
光
」

と
し
て
想
起
す
る
も
の
は
、
余
暇
需
要
に
基

づ
く
4
つ
目
の
需
要“

P
leasu

re T
ravel”

（
以
下
、
余
暇
旅
行
）で
あ
る
が
、
本
来
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
指
し
示
す
需
要
は
、
よ
り
広
い
も

の
で
あ
る
。

　海
外
で
は
、
以
前
よ
り
非
余
暇
需
要
で
あ

る
業
務
需
要
旅
行
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
特

に
都
市
部
で
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
都
市
と
は
、
会
議
や
商
取
引
、

文
化
交
流
な
ど
人
々
の
様
々
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
需
要
の
取
り
込
み

こ
そ
が
都
市
の
活
力
の
源
で
あ
り
、
業
務
需

要
の
取
り
込
み
が
重
要
と
い
う
認
識
が
あ
る

（M
o
n
tgo

m
ery an

d
 S
trick 1

9
9
4

）。

つ
ま
り
、
業
務
需
要
の
取
り
込
み
は
（
特
に

米
国
に
お
い
て
）
都
市
政
策
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
1
9
6
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
域

外
か
ら
の
業
務
需
要
旅
行
の
取
り
込
み
を
目

的
と
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
の
取

り
込
み
は
、
余
暇
需
要
旅
行
の
旅
行
目
的
地

で
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
特
集
3
で
も
登
場

す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
W
D
W
（W

alt 

D
isn

ey W
o
rld

）
は
、
世
界
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
機

能
と
空
間
を
活
用
し
た
業
務
需
要
旅
行
を
創

造
し
て
い
る
（T

rem
b
lay 1

9
9
4

）。

　こ
う
し
た
展
開
事
例
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル

事
業
者
も
業
務
需
要
旅
行
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る（R

ichards and R
ichards 

1994

）。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
会
議
産
業

（m
eetin

g an
d
 co

n
ven

tio
n
s

）
は

爆

発
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
（V

allès an
d
 

W
a
rsh

a
u
e
r 1

9
8
9

）。
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 &

 V
isito

r B
u
rea

u
s

）

に
よ
れ
ば
、
1
9
8
0
年
は
8
万
7
0
0
0

の
会
議
に
、
4
1
0
0
万
人
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
1
9
8
4
年
に
は
10
万
の
会
議
に

5
3
0
0
万
人
、
1
9
8
8
年
に
は
27
万
の

会
議
に
6
7
0
0
万
人
が
参
加
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
へ
の

注
目
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も

広
が
っ
て
い
き
、
米
国
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
各
地
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

（P
o
n
gch

aro
en
kiat 1

9
9
2

）、
日
本
で

も
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
1
9
8
9
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り

1
9
7
6
年
に
1
9
9
3
年
の
需
要
を
予
測

し
た
が
、
実
績
は
1
3
7
％
と
大
き
く
伸
長

し
、
国
際
的
な
認
知
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（C

o
o
p
er 

1
9
9
9

）。
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再 校



　し
か
し
な
が
ら
、
展
示
会
を
対
象
と
し
た

研
究
は
、
会
議
等
を
対
象
と
し
た
も
の
以
上

に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

　さ
ら
に
、
報
奨
旅
行
（
I
T
／Incentive 

T
ravel

）
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
多
く
の

企
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
一
定

の
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
、学
術
的
な
研
究
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
1
9
9
5
年
に
I
T
が
従
業
員

と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
効
果
を
持
つ
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
（S

h
in
ew

 an
d
 

B
ackm

an
 1
9
9
5

）、
そ
の
20
年
後
で
も
、

大
き
な
進
展
は
な
い
（F

en
ich

 et al. 

2
0
1
5

）
状
態
に
あ
る
。
国
際
的
に
人
材
確

保
が
経
営
課
題
と
な
る
中
で
、
I
T
の
重
要

性
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
質
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

重
要
と
い
う
指
摘
（G

ra čan
, S

o
to
šek, 

an
d
 Š
eri ć 2

0
1
8

）
も
あ
る
も
の
の
、
他

領
域
の
よ
う
な
定
量
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
I
T

誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入

れ
側
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見

は
ほ
と
ん
ど
組
み
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、

D
M
O
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。

　以
上
、
業
務
需
要
旅
行
に
関
わ
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
需

要
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
消
費
額
が
高
く
、

滞
在
日
数
も
比
較
的
長
く
、
か
つ
、
市
場
規

模
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
富
裕

層
向
け
の
取
り
組
み
（
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
し
、

数
多
く
あ
る
形
容
詞
観
光
と
も
重
な
る
部
分

が
出
て
く
る
。

　筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
M
I
C
E
を
「
多

く
あ
る
観
光
活
動
の
一
つ
」
と
考
え
る
こ
と

は
、
M
I
C
E
が
も
た
ら
す
観
光
地
域
づ
く

り
へ
の
影
響
を
過
小
に
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
M
I
C
E
と
い
う
業
務
需
要
旅
行
が
、

余
暇
需
要
旅
行
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

表
1
の
10
お
よ
び
11
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
や
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
複
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（P

iga an
d
 

M
e
lis

 2
0
2
1
; C

H
A
L
U
P
A
 a
n
d
 

P
E
T
R
IC
E
K
 2
0
2
0

）。
ま
た
、
近
い
テ
ー

マ
を
持
っ
た
会
議
等
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
客
数
を
増
や
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（M

ackellar 2
0
0
7

）。

　さ
ら
に
、
余
暇
需
要
旅
行
は
、
来
訪
対
象

や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
権
が

旅
行
者
に
あ
る
の
に
対
し
、
業
務
需
要
旅
行

は
、
着
地
と
な
る
地
域
側
で
制
御
が
可
能
な

要
素
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
会
議
場
の

大
き
さ
や
利
用
規
約
に
よ
っ
て
会
議
の
規
模

や
内
容
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
海

外
の
D
M
O
で
は
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
が
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
程
を
誘
導
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
地
域
側
、
具
体
的

に
は
D
M
O
が
M
I
C
E
を
、
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
が
低
下
す
る
日
程
に
誘
導
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
手
段
と
も

な
る
。
会
議
や
展
示
会
な
ど
を
、
地
域
側
が

日
程
の
制
御
が
で
き
る
需
要
だ
と
考
え
れ

ば
、
修
学
旅
行
の
よ
う
な
旅
行
需
要
も
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
る
し
、
余
暇
需
要
対
応
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
も
同
様
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
く
る
（
M
I
C
E
の
E
を

E
ven

t

と
読
む
場
合
も
あ
る
）。

　た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
た
先
行

研
究
は
確
認
で
き
な
い
。

　M
I
C
E
は
業
務
に
関
す
る
「
需
要
」
と

し
て
訪
問
者
（
旅
行
者
）
の
目
的
か
ら
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
C
E
M
I
は
産
業
側

か
ら
の
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
暇
需
要
旅
行

で
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
閑
散
期

に
対
応
す
る
旅
行
需
要
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
関
す
る
論
文
整
理
に
よ
れ
ば
、
90
年
代
の

研
究
は
、
定
性
的
な
記
述
的
研
究
が
多
か
っ

た
が
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
多
変
量
解
析
の

よ
う
な
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
量
的
研
究
技
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（M

.J. L
ee an

d
 B
ack 2

0
0
5

）。

　こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
余
暇
需
要
旅
行

の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
覚

サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

研
究
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
研
究
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
会
議
等
の
主
催
者
や
会
議
参
加
者
の
意

識
を
分
析
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
地
域
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
整
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
（T

.H
. L

ee an
d
 P
ark 

2
0
0
2
; T

a
n
fo
rd
, M

o
n
tg
o
m
e
ry
, 

a
n
d
 N
elso

n
 2
0
1
2
; S

. Ju
n
g
 a
n
d
 

T
a
n
fo
r
d
 2

0
1
7
; A

n
a
s
 e
t a

l. 

2
0
2
0

）。

　同
様
の
手
法
に
よ
り
、
会
議
等
の
開
催
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
強

化
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
な
る
会
議

等
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

実
証
的
な
研
究
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ

た
（B

ra
d
ley, H

a
ll, a

n
d
 H
a
rriso

n
 

2
0
0
2

）。

　ま
た
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
世
界
的
な

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
主
催
者
／
M
P
／
参
加
者
の
意
識

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
関
係
者
は
全
般

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
意
識
が
高
い
こ

と
、
追
加
で
の
金
銭
負
担
は
忌
避
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
（D

rap
er, D

aw
so
n
, an

d
 

C
asey 2

0
1
1
; R

ittich
ain

u
w
at an

d
 

M
air 2

0
1
2

）。

　展
示
会
（E

xh
ibition

s

）
を
対
象
と
し
た

研
究
に
お
い
て
も
、
定
量
的
な
研
究
が
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
展
示
会
出
席

の
動
機
づ
け
要
因
で
重
要
な
も
の
は
情
報
探

索
と
市
場
調
査
で
あ
り
（M

.J. L
ee, 

Y
eu
n
g, an

d
 D
ew

ald
 2
0
1
0

）、
ま
た
、

展
示
会
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
、
ブ
ー
ス
運
営
、

コ
ン
テ
ン
ツ
、
登
録
、
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ー
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
と
機
能
、
展
示
と
ブ
ー
ス
の
魅

力
の
6
つ
の
次
元
に
分
か
れ
る
こ
と
（M

. 

Ju
n
g 2

0
0
5

）、
展
示
会
で
の
宿
泊
や
飲
食

に
関
わ
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
支
出

額
に
影
響
す
る
こ
と
な
ど
（Z

h
an
g, Q

u
, 

an
d
 M
a 2

0
1
0

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
C
V
B
は
、
今
日
で
は
、
D
M
O
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
代
の

変
化
と
共
に
名
称
を
変
え
て
き
た
組
織
で
あ

る
。
そ
の
業
界
団
体
は
、
1
9
1
5
年
、
業

務
需
要
旅
行
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
北
米
の
28

地
域
の
団
体
に
よ
っ
て
、
A
C
S

（A
s
s
o
c
ia
tio

n
 o
f C

o
n
v
e
n
tio

n
 

S
ecretaries

）
と
し
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
1
9
2
0
年
に
I
A
C
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
onvention B

ureaus

）
と
な
り
、
さ
ら

に
、
1
9
7
4
年
に
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 an

d
 V
isito

r B
u
reau

s)

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に

D
M
A
I
（D

estin
atio

n
 M
arketin

g 

A
sso

ciatio
n
 In

tern
atio

n
al

）
と
な
り
、

さ
ら
に
、
観
光
が
地
域
と
の
関
係
性
を
広
げ

た
こ
と
に
合
わ
せ
、
2
0
1
7
年
に
D
I

（D
estin

atio
n
s In

tern
atio

n
al

）
と
名

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
今
日
の
D
M
O
が
、

C
o
n
ven

tio
n

を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
か
ら
、
業
務
需
要

旅
行
は
力
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

総
称
し
た
用
語
が
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る

M
I
C
E
と
さ
れ
る
。

　た
だ
、
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
も
の
な
の
か
判
然
と

し
な
い
。

　観
光
領
域
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
つ
で

あ
るA

n
n
als o

f T
o
u
rism

 R
esearch

で
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
始
め
て
登
場
し

た
の
は
1
9
9
6
年
で
あ
る
が
、
学
術
論
文

で
は
な
く
、
1
9
9
5
年
3
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（G
en
d
er an

d
 T
o
u
rism

）
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
（S

w
ain

 1
9
9
5

）。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
特
別
な
注
釈
も
な
く

M
I
C
E
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な

く
と
も
90
年
代
の
前
半
に
は
M
I
C
E
が
、

M
e
e
tin

g

、In
c
e
n
tiv

e
 T

ra
v
e
l

、

C
o
n
ven

tio
n

、E
xh
ib
itio

n

を
総
称
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
中
に
初
出
と
な
る

の
は
1
9
9
8
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
特

別
な
注
釈
、
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
論

文
の
対
象
も
M
I
C
E
で
は
な
い
）。
そ
の
3

年
後
、
M
I
C
E
が
主
体
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
論
文
で
は
な
く
、
出

版

物
「T

h
e
 B

u
s
in

e
s
s
 a

n
d
 

M
an
agem

en
t o

f C
o
n
ven

tio
n
s

」
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（B

eeton 2001

）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、A

n
n
als o

f T
o
u
rism

 

R
esearch

掲
載
論
文
に
は
、
M
I
C
E
と

い
う
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　一
方
で
、
1
9
9
7
年
に
刊
行
さ
れ
た

Journal of C
onvention &

 E
xhibition

に
お
い
て
は
、
初
年
度
よ
り〝
M
I
C
E
〞が

利
用
さ
れ
た
論
文
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
業
務
需
要
旅
行
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
初
年
度
掲
載
の
論
文
に
お
い
て
も

M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
所
与
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
お
り
、
用
語
の
定
義
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　こ
れ
ら
よ
り
、M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
、

学
術
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事

業
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
用
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
、

業
務
需
要
旅
行
が
あ
ま
り
学
術
的
な
研
究
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　な
お
、
M
I
C
E
は
、
業
務
需
要
旅
行
の

総
称
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
る
産
業
側
か
ら

み
る
と
会
議
施
設
と
必
ず
し
も
紐
づ
か
ず

In
cen

tive

と
の
関
係
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、

M
I
C
E
か
らIn

cen
tive

を
外
し
、

E
xh
ib
itio

n

をE
xp
o
sitio

n

に
置
き
換

え

た

C

E

M

I
（C

o
n
ven

tio
n

、

E
xp
o
sitio

n

、M
eetin

g In
d
u
stry

）
と

い
う
産
業
サ
イ
ド
の
用
語
も
あ
る
。
た
だ
、

C
E
M
I
に
つ
い
て
も
、
M
I
C
E
同
様
に

学
術
的
な
定
義
は
確
認
で
き
な
い
。

　な
お
、
業
務
需
要
旅
行
は
、
個
人
的
な
一

般
出
張
、
研
修
コ
ー
ス
、
製
品
発
表
会
、
企

業
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅

行
な
ど
、
少
な
く
と
も
15
種
類
に
分
類
さ
れ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（S

w
arb

ro
o
ke 

an
d
 H
o
rn
er 2

0
1
2

）。
M
I
C
E
／

C
E
M
I
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
需

要
を
わ
か
り
や
す
く
大
括
り
に
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2
0
0
0
年
以
降
も
、
M
I
C
E
に
関
連
す

る
需
要
は
増
大
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、

2
0
1
3
年
に
観
光
庁
が
グ
ロ
ー
バ
ル

M
I
C
E
戦
略
・
強
化
都
市（
戦
略
都
市
：
5

都
市
、強
化
都
市
：
2
都
市
）を
選
定
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
の
知
見
に
加

え
、各
地
で
の
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
議
等
（M

eetin
gs

やC
o
n
ven

tio
n
s

）

を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
、
開
催
都
市
に
求

め
ら
れ
る
要
件
（F

en
ich

 2
0
0
1

）
や
、

開
催
地
決
定
の
意
思
決
定
（Jago

 an
d
 

D
e
e
r
y
 2

0
0
5
; C

o
m
a
s
 a

n
d
 

M
o
sc
a
rd

o
 2
0
0
5
; E

lsto
n
 a
n
d
 

D
rap

er 2
0
1
2

）
構
造
に
つ
い
て
の
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
モ
デ
ル
も

重
層
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
会
議
等

　た
だ
、
1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
拡
大
す

る
需
要
を
当
て
込
み
、
多
く
の
地
域
が
さ
ら

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
供
給
過
剰
状

態
と
な
り
建
設
投
資
ほ
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
経
済

効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（T

alb
ert 

1
9
9
8
; D

w
y
e
r
 a
n
d
 F

o
r
s
y
th

 

1
9
9
7

）。
合
わ
せ
て
、
業
務
需
要
旅
行
で

も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
だ
け
で
な

く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
地
域
や
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
先
も
含
め
て
推
計
す
べ
き
と
い

う
主
張
も
出
て
き
た
（M

istilis an
d
 

D
w
yer 1

9
9
9

）。
さ
ら
に
、
業
務
需
要
旅

行
が
米
国
外
に
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
国
際

的
な
枠
組
み
で
研
究
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

こ
う
と
い
う
主
張
も
出
て
き
た
（C

arlsen 

1999

）。

　も
と
も
と
、
業
務
需
要
旅
行
は
表
1
に
上
げ

る
よ
う
な
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る（D

w
yer and

 F
orsyth

 1996

）。

た
だ
し
、こ
れ
ら
は「
潜
在
的
」な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
定
量
的
な
検
証
は
各
地
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
「
効
果
」
を
地
域
が
確
実
に
得

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
、
効
果

を
生
み
出
す
需
要
を
継
続
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題

意
識
か
ら
、
一
般
的
な
観
光
客
（
余
暇
需
要
）

の
旅
行
先
選
択
同
様
に
、
会
議
開
催
場
所
に

関
す
る
選
好
モ
デ
ル
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（O

p
p
erm

an
n
 an

d
 C
h
o
n
 

1
9
9
7
; C

ro
u
ch
 an

d
 B
ren

t R
itch

ie 

1
9
9
7
; O

p
p
erm

an
n
 1
9
9
7

）。

　こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
業
務
需
要
旅

行
の
場
合
、
実
際
に
旅
行
し
て
く
る
（
訪
問

す
る
）
参
加
者
で
は
な
く
、
会
議
等
の
主
催

者
が
開
催
地
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
主
催
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
発
地
側
で
会
議
な
ど
の
需
要
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
M
P
）
で
あ
る
こ
と
、
主
催
者
お
よ

び
M
P
が
開
催
地
を
決
定
す
る
要
因
は
、
参

加
者
数
に
対
応
で
き
る
会
議
、
宿
泊
、
飲
食
、

交
通
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
影
響
す
る
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
会
議
等
主
催
者
に
も
大
き
く
依

存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

創
設
間
も
な
い
協
会
の
主
な
関
心
は
、
会
員

数
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
主
要
な
人
口
中

心
地
に
近
い
場
所
に
大
会
会
場
を
置
く
傾
向

が
あ
る
。
一
方
、
実
績
の
あ
る
協
会
は
、
会

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
財

政
に
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
り
冒
険
的

な
開
催
地
も
選
択
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
業
務
需
要
旅
行
の
誘
致

に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ

ル
、
交
通
と
い
っ
た
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け

で
な
く
、
会
議
等
主
催
者
が
設
定
す
る
目
的

に
応
じ
て
各
種
要
素
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供

で
き
る
能
力
と
、
そ
れ
を
主
催
者
／
M
P
に

伝
え
る
能
力
の
2
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

業
務
需
要
旅
行
の
実
務
的
な
受
け
入
れ
に

特
化
し
た
D
M
C
（D

e
stin

a
tio

n
 

M
a
n
a
g
em

e
n
t C

o
m
p
a
n
y

）
で
あ
り

（H
eller, P

etersen
, a

n
d
 A
h
m
e
d
 

1
9
9
8

）、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

C
V
B
（C

o
n
ven

tio
n
s &

 V
isito

rs 

B
ureau

）
で
あ
る
（G

a
rtre

ll 1
9
9
1
; 

W
eber 1

9
9
9

）。

 ̶

観
光
領
域
の
教
科
書
と
し
て
代
表
的
存
在

で
あ
り
、
今
や
古
典
と
も
呼
べ
る
も
の
に

「T
o
u
rism

: P
rin

cip
les, P

ractices, 

P
h
ilo

s
o
p
h
ie
s

（M
c
In
to
s
h
 a
n
d
 

G
oeldner 1

9
9
0

）
が
あ
る
。

　同
書
で
は
、
第
1
章
に
て
、「
人
々
」
を

住
民
（R

esidents

）
と
訪
問
者
（V

isito
rs

）

に
区
分
し
、
さ
ら
に
訪
問
者
を「
ト
ラ
ベ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
通
勤
、
通
学
、
移
民
な
ど

の
「
そ
の
他
の
旅
行
者
」
に
区
分
す
る
こ
と

で
、
対
象
と
す
る
人
々
を
特
定
し
て
い
る
。

　「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
旅
行
観
光
」
と

な
る
が
、同
書
の「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
業
務
（B

usiness

）、
友
人
親
族
訪
問

（
V
F
R
／V

isitin
g
 F
rie

n
d
s a

n
d
 

R
elatives

）、
そ
の
他
の
用
務
（O

th
er 

p
erso

n
al b

u
sin

ess

）、
そ
し
て
、
楽
し

み
（P

leasu
re

）
の
4
つ
を
含
ん
だ
も
の

と
し
て
い
る
。
我
々
が
日
常
的
に
「
観
光
」

と
し
て
想
起
す
る
も
の
は
、
余
暇
需
要
に
基

づ
く
4
つ
目
の
需
要“

P
leasu

re T
ravel”

（
以
下
、
余
暇
旅
行
）で
あ
る
が
、
本
来
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
指
し
示
す
需
要
は
、
よ
り
広
い
も

の
で
あ
る
。

　海
外
で
は
、
以
前
よ
り
非
余
暇
需
要
で
あ

る
業
務
需
要
旅
行
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
特

に
都
市
部
で
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
都
市
と
は
、
会
議
や
商
取
引
、

文
化
交
流
な
ど
人
々
の
様
々
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
需
要
の
取
り
込
み

こ
そ
が
都
市
の
活
力
の
源
で
あ
り
、
業
務
需

要
の
取
り
込
み
が
重
要
と
い
う
認
識
が
あ
る

（M
o
n
tgo

m
ery an

d
 S
trick 1

9
9
4

）。

つ
ま
り
、
業
務
需
要
の
取
り
込
み
は
（
特
に

米
国
に
お
い
て
）
都
市
政
策
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
1
9
6
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
域

外
か
ら
の
業
務
需
要
旅
行
の
取
り
込
み
を
目

的
と
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
の
取

り
込
み
は
、
余
暇
需
要
旅
行
の
旅
行
目
的
地

で
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
特
集
3
で
も
登
場

す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
W
D
W
（W

alt 

D
isn

ey W
o
rld

）
は
、
世
界
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
機

能
と
空
間
を
活
用
し
た
業
務
需
要
旅
行
を
創

造
し
て
い
る
（T

rem
b
lay 1

9
9
4

）。

　こ
う
し
た
展
開
事
例
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル

事
業
者
も
業
務
需
要
旅
行
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る（R

ichards and R
ichards 

1994

）。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
会
議
産
業

（m
eetin

g an
d
 co

n
ven

tio
n
s

）
は

爆

発
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
（V

allès an
d
 

W
a
rsh

a
u
e
r 1

9
8
9

）。
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 &

 V
isito

r B
u
rea

u
s

）

に
よ
れ
ば
、
1
9
8
0
年
は
8
万
7
0
0
0

の
会
議
に
、
4
1
0
0
万
人
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
1
9
8
4
年
に
は
10
万
の
会
議
に

5
3
0
0
万
人
、
1
9
8
8
年
に
は
27
万
の

会
議
に
6
7
0
0
万
人
が
参
加
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
へ
の

注
目
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も

広
が
っ
て
い
き
、
米
国
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
各
地
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

（P
o
n
gch

aro
en
kiat 1

9
9
2

）、
日
本
で

も
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
1
9
8
9
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り

1
9
7
6
年
に
1
9
9
3
年
の
需
要
を
予
測

し
た
が
、
実
績
は
1
3
7
％
と
大
き
く
伸
長

し
、
国
際
的
な
認
知
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（C

o
o
p
er 

1
9
9
9

）。
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研
究
は
、
会
議
等
を
対
象
と
し
た
も
の
以
上

に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

　さ
ら
に
、
報
奨
旅
行
（
I
T
／Incentive 

T
ravel

）
に
い
た
っ
て
は
、
す
で
に
多
く
の

企
業
で
、
長
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
、
一
定

の
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、ほ
と
ん
ど
、学
術
的
な
研
究
対
象
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
1
9
9
5
年
に
I
T
が
従
業
員

と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
生
産
性
向
上
に

つ
な
が
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
効
果
を
持
つ
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
（S

h
in
ew

 an
d
 

B
ackm

an
 1
9
9
5

）、
そ
の
20
年
後
で
も
、

大
き
な
進
展
は
な
い
（F

en
ich

 et al. 

2
0
1
5

）
状
態
に
あ
る
。
国
際
的
に
人
材
確

保
が
経
営
課
題
と
な
る
中
で
、
I
T
の
重
要

性
は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
を
効
果
的
に
運

用
す
る
に
は
質
の
高
い
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

重
要
と
い
う
指
摘
（G

ra čan
, S

o
to
šek, 

an
d
 Š
eri ć 2

0
1
8

）
も
あ
る
も
の
の
、
他

領
域
の
よ
う
な
定
量
研
究
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
I
T

誘
客
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
受
け
入

れ
側
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見

は
ほ
と
ん
ど
組
み
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、

D
M
O
な
ど
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
整
理
さ

れ
て
い
な
い
。

　以
上
、
業
務
需
要
旅
行
に
関
わ
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
需

要
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
消
費
額
が
高
く
、

滞
在
日
数
も
比
較
的
長
く
、
か
つ
、
市
場
規

模
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、
富
裕

層
向
け
の
取
り
組
み
（
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
し
、

数
多
く
あ
る
形
容
詞
観
光
と
も
重
な
る
部
分

が
出
て
く
る
。

　筆
者
は
、
そ
の
よ
う
に
M
I
C
E
を
「
多

く
あ
る
観
光
活
動
の
一
つ
」
と
考
え
る
こ
と

は
、
M
I
C
E
が
も
た
ら
す
観
光
地
域
づ
く

り
へ
の
影
響
を
過
小
に
し
て
し
ま
う
と
考
え

て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
と
い
う
文
脈
に
お
い

て
、
M
I
C
E
と
い
う
業
務
需
要
旅
行
が
、

余
暇
需
要
旅
行
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、

表
1
の
10
お
よ
び
11
の
事
項
で
あ
ろ
う
。
特

定
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル
の
稼

働
率
や
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
複
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
い
る
（P

iga an
d
 

M
e
lis

 2
0
2
1
; C

H
A
L
U
P
A
 a
n
d
 

P
E
T
R
IC
E
K
 2
0
2
0

）。
ま
た
、
近
い
テ
ー

マ
を
持
っ
た
会
議
等
と
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
客
数
を
増
や
す
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
（M

ackellar 2
0
0
7

）。

　さ
ら
に
、
余
暇
需
要
旅
行
は
、
来
訪
対
象

や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
多
く
の
決
定
権
が

旅
行
者
に
あ
る
の
に
対
し
、
業
務
旅
行
需
要

は
、
着
地
と
な
る
地
域
側
で
制
御
が
可
能
な

要
素
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
会
議
場
の

大
き
さ
や
利
用
規
約
に
よ
っ
て
会
議
の
規
模

や
内
容
の
制
御
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
海

外
の
D
M
O
で
は
、
ホ
テ
ル
稼
働
率
が
低
下

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
程
を
誘
導
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
地
域
側
、
具
体
的

に
は
D
M
O
が
M
I
C
E
を
、
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
が
低
下
す
る
日
程
に
誘
導
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
手
段
と
も

な
る
。
会
議
や
展
示
会
な
ど
を
、
地
域
側
が

日
程
の
制
御
が
で
き
る
需
要
だ
と
考
え
れ

ば
、
修
学
旅
行
の
よ
う
な
旅
行
需
要
も
同
じ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な
る
し
、
余
暇
需
要
対
応
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
祭
り
な
ど
も
同
様
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
な
っ
て
く
る
（
M
I
C
E
の
E
を

E
ven

t

と
読
む
場
合
も
あ
る
）。

　た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
た
先
行

研
究
は
確
認
で
き
な
い
。

　M
I
C
E
は
業
務
に
関
す
る
「
需
要
」
と

し
て
訪
問
者
（
旅
行
者
）
の
目
的
か
ら
整
理

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
C
E
M
I
は
産
業
側

か
ら
の
整
理
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
余
暇
需
要
旅
行

で
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
し
ま
う
閑
散
期

に
対
応
す
る
旅
行
需
要
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

研
究
は
、
定
性
的
な
記
述
的
研
究
が
多
か
っ

た
が
、
2
0
0
0
年
以
降
は
、
多
変
量
解
析
の

よ
う
な
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
量
的
研
究
技
法

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る（M

.J. L
ee an

d
 B
ack 2

0
0
5

）。

　こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
余
暇
需
要
旅
行

の
領
域
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
知
覚

サ
ー
ビ
ス
品
質
、
満
足
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

研
究
の
知
見
を
取
り
込
ん
だ
研
究
も
多
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
会
議
等
の
主
催
者
や
会
議
参
加
者
の
意

識
を
分
析
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
地
域
・
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
整
理
が
進

め
ら
れ
て
い
く
（T

.H
. L

ee an
d
 P
ark 

2
0
0
2
; T

a
n
fo
rd
, M

o
n
tg
o
m
e
ry
, 

a
n
d
 N
elso

n
 2
0
1
2
; S

. Ju
n
g
 a
n
d
 

T
a
n
fo
r
d
 2

0
1
7
; A

n
a
s
 e
t a

l. 

2
0
2
0

）。

　同
様
の
手
法
に
よ
り
、
会
議
等
の
開
催
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
強

化
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
な
る
会
議

等
誘
致
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

実
証
的
な
研
究
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
っ

た
（B

ra
d
ley, H

a
ll, a

n
d
 H
a
rriso

n
 

2
0
0
2

）。

　ま
た
、
2
0
0
0
年
代
以
降
、
世
界
的
な

環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
取
り

組
み
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
主
催
者
／
M
P
／
参
加
者
の
意
識

に
つ
い
て
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
関
係
者
は
全
般

的
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
意
識
が
高
い
こ

と
、
追
加
で
の
金
銭
負
担
は
忌
避
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

対
象
者
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
（D

rap
er, D

aw
so
n
, an

d
 

C
asey 2

0
1
1
; R

ittich
ain

u
w
at an

d
 

M
air 2

0
1
2

）。

　展
示
会
（E

xh
ibition

s

）
を
対
象
と
し
た

研
究
に
お
い
て
も
、
定
量
的
な
研
究
が
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
展
示
会
出
席

の
動
機
づ
け
要
因
で
重
要
な
も
の
は
情
報
探

索
と
市
場
調
査
で
あ
り
（M

.J. L
ee, 

Y
eu
n
g, an

d
 D
ew

ald
 2
0
1
0

）、
ま
た
、

展
示
会
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
、
ブ
ー
ス
運
営
、

コ
ン
テ
ン
ツ
、
登
録
、
ア
ク
セ
ス
、
ブ
ー
ス

レ
イ
ア
ウ
ト
と
機
能
、
展
示
と
ブ
ー
ス
の
魅

力
の
6
つ
の
次
元
に
分
か
れ
る
こ
と
（M

. 

Ju
n
g 2

0
0
5

）、
展
示
会
で
の
宿
泊
や
飲
食

に
関
わ
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、
支
出

額
に
影
響
す
る
こ
と
な
ど
（Z

h
an
g, Q

u
, 

an
d
 M
a 2

0
1
0

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
展
示
会
を
対
象
と
し
た

　こ
の
C
V
B
は
、
今
日
で
は
、
D
M
O
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
時
代
変

化
と
共
に
名
称
を
変
え
て
き
た
組
織
で
あ
る
。

そ
の
業
界
団
体
は
、
1
9
1
5
年
、
業
務
需

要
旅
行
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
北
米
の
28
地
域

の
団
体
に
よ
っ
て
、
A
C
S
（A

ssociation
 

of C
on
ven

tion
 S
ecretaries

）
と
し
て

創
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
1
9
2
0
年
に

I
A
C
B
（International A

ssociation 

of C
onvention B

ureaus

）
と
な
り
、
さ

ら
に
、
1
9
7
4
年
に
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 an

d
 V
isito

r B
u
reau

s)

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に

D
M
A
I
（D

estin
ation

 M
arketin

g 

A
ssociation

 In
tern

ation
al

）
と
な
り
、

さ
ら
に
、
観
光
が
地
域
と
の
関
係
性
を
広
げ

た
こ
と
に
合
わ
せ
、
2
0
1
7
年
に
D
I

（D
estin

ation
s In

tern
ation

al

）
と

名

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
今
日
の
D
M
O
が
、

C
o
n
ven

tio
n

を
基
軸
に
展
開
さ
れ
て
き
た

存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
20
世
紀
か
ら
、
業
務
需
要

旅
行
は
力
強
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

総
称
し
た
用
語
が
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る

M
I
C
E
と
さ
れ
る
。

　た
だ
、
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
定
義
し
た
も
の
な
の
か
判
然
と

し
な
い
。

　観
光
領
域
の
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
つ
で

あ
るA

n
n
als o

f T
o
u
rism

 R
esearch

で
M
I
C
E
と
い
う
用
語
が
始
め
て
登
場
し

た
の
は
1
9
9
6
年
で
あ
る
が
、
学
術
論
文

で
は
な
く
、
1
9
9
5
年
3
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（G
en
d
er an

d
 T
o
u
rism

）
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
で
あ
る
（S

w
ain

 1
9
9
5

）。
本
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
特
別
な
注
釈
も
な
く

M
I
C
E
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な

く
と
も
90
年
代
の
前
半
に
は
M
I
C
E
が
、

M
e
e
tin

g

、In
c
e
n
tiv

e
 T

ra
v
e
l

、

C
o
n
ven

tio
n

、E
xh
ib
itio

n

を
総
称
す

る
も
の
で
あ
る
と
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
論
文
中
に
初
出
と
な
る

の
は
1
9
9
8
年
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
特

別
な
注
釈
、
定
義
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
論

文
の
対
象
も
M
I
C
E
で
は
な
い
）。
そ
の
3

年
後
、
M
I
C
E
が
主
体
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
論
文
で
は
な
く
、
出

版

物
「T

h
e
 B

u
s
in

e
s
s
 a

n
d
 

M
an
agem

en
t o

f C
o
n
ven

tio
n
s

」
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（B

eeton 2001

）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
も
、A

n
n
als o

f T
o
u
rism

 

R
esearch

掲
載
論
文
に
は
、
M
I
C
E
と

い
う
用
語
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　一
方
で
、
1
9
9
7
年
に
刊
行
さ
れ
た

Journal of C
onvention &

 E
xhibition

に
お
い
て
は
、
初
年
度
よ
り〝
M
I
C
E
〞が

利
用
さ
れ
た
論
文
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
同
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
業
務
需
要
旅
行
を
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
初
年
度
掲
載
の
論
文
に
お
い
て
も

M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
所
与
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
お
り
、
用
語
の
定
義
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　こ
れ
ら
よ
り
、M
I
C
E
と
い
う
用
語
は
、

学
術
的
に
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事

業
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
用
語
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
、

業
務
需
要
旅
行
が
あ
ま
り
学
術
的
な
研
究
対

象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
。

　な
お
、
M
I
C
E
は
、
業
務
需
要
旅
行
の

総
称
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
る
産
業
側
か
ら

み
る
と
会
議
施
設
と
必
ず
し
も
紐
づ
か
ず

In
cen

tive

と
の
関
係
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、

M
I
C
E
か
らIn

cen
tive

を
外
し
、

E
xh
ib
itio

n

をE
xp
o
sitio

n

に
置
き
換

え

た

C

E

M

I
（C

o
n
ven

tio
n

、

E
xp
o
sitio

n

、M
eetin

g In
d
u
stry

）
と

い
う
産
業
サ
イ
ド
の
用
語
も
あ
る
。
た
だ
、

C
E
M
I
に
つ
い
て
も
、
M
I
C
E
同
様
に

学
術
的
な
定
義
は
確
認
で
き
な
い
。

　な
お
、
業
務
需
要
旅
行
は
、
個
人
的
な
一

般
出
張
、
研
修
コ
ー
ス
、
製
品
発
表
会
、
企

業
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
旅

行
な
ど
、
少
な
く
と
も
15
種
類
に
分
類
さ
れ

る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（S

w
arb

ro
o
ke 

an
d
 H
o
rn
er 2

0
1
2

）。
M
I
C
E
／

C
E
M
I
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
需

要
を
わ
か
り
や
す
く
大
括
り
に
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　2
0
0
0
年
以
降
も
、
M
I
C
E
に
関
連
す

る
需
要
は
増
大
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
く
。
日
本
に
お
い
て
も
、

2
0
1
3
年
に
観
光
庁
が
グ
ロ
ー
バ
ル

M
I
C
E
戦
略
・
強
化
都
市（
戦
略
都
市
：
5

都
市
、強
化
都
市
：
2
都
市
）を
選
定
し
て
い
る
。

　そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
の
知
見
に
加

え
、各
地
で
の
事
例
が
増
え
て
き
た
こ
と
で
、

会
議
等
（M

eetin
gs

やC
o
n
ven

tio
n
s

）

を
中
心
に
、
あ
ら
た
め
て
、
開
催
都
市
に
求

め
ら
れ
る
要
件
（F

en
ich

 2
0
0
1

）
や
、

開
催
地
決
定
の
意
思
決
定
（Jago

 an
d
 

D
e
e
r
y
 2

0
0
5
; C

o
m
a
s
 a

n
d
 

M
o
sc
a
rd

o
 2
0
0
5
; E

lsto
n
 a
n
d
 

D
rap

er 2
0
1
2

）
構
造
に
つ
い
て
の
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
モ
デ
ル
も

重
層
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　1
9
9
3
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
会
議
等

に
関
す
る
論
文
整
理
に
よ
れ
ば
、
90
年
代
の

　た
だ
、
1
9
9
0
年
代
に
な
る
と
拡
大
す

る
需
要
を
当
て
込
み
、
多
く
の
地
域
が
さ
ら

に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
供
給
過
剰
状

態
と
な
り
建
設
投
資
ほ
ど
の
リ
タ
ー
ン
が
得

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
経
済

効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意

見
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（T

alb
ert 

1
9
9
8
; D

w
y
e
r
 a
n
d
 F

o
r
s
y
th

 

1
9
9
7

）。
合
わ
せ
て
、
業
務
需
要
旅
行
で

も
た
ら
さ
れ
る
経
済
効
果
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
地
域
だ
け
で
な

く
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
な
る
地
域
や
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
先
も
含
め
て
推
計
す
べ
き
と
い

う
主
張
も
出
て
き
た
（M

istilis an
d
 

D
w
yer 1

9
9
9

）。
さ
ら
に
、
業
務
需
要
旅

行
が
米
国
外
に
も
広
が
っ
た
こ
と
で
、
国
際

的
な
枠
組
み
で
研
究
を
体
系
的
に
行
っ
て
い

こ
う
と
い
う
主
張
も
出
て
き
た
（C

arlsen 

1999

）。

　も
と
も
と
、
業
務
需
要
旅
行
は
表
1
に
上
げ

る
よ
う
な
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る（D

w
yer and

 F
orsyth

 1996

）。

た
だ
し
、こ
れ
ら
は「
潜
在
的
」な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
定
量
的
な
検
証
は
各
地
で
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
「
効
果
」
を
地
域
が
確
実
に
得

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
適
し
た
、
効
果

を
生
み
出
す
需
要
を
継
続
的
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
課
題

意
識
か
ら
、
一
般
的
な
観
光
客
（
余
暇
需
要
）

の
旅
行
先
選
択
同
様
に
、
会
議
開
催
場
所
に

関
す
る
選
好
モ
デ
ル
の
研
究
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
（O

p
p
erm

an
n
 an

d
 C
h
o
n
 

1
9
9
7
; C

ro
u
ch
 an

d
 B
ren

t R
itch

ie 

1
9
9
7
; O

p
p
erm

an
n
 1
9
9
7

）。

　こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
業
務
需
要
旅

行
の
場
合
、
実
際
に
旅
行
し
て
く
る
（
訪
問

す
る
）
参
加
者
で
は
な
く
、
会
議
等
の
主
催

者
が
開
催
地
の
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
主
催
者
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る

の
は
、
発
地
側
で
会
議
な
ど
の
需
要
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
M
P
）
で
あ
る
こ
と
、
主
催
者
お
よ

び
M
P
が
開
催
地
を
決
定
す
る
要
因
は
、
参

加
者
数
に
対
応
で
き
る
会
議
、
宿
泊
、
飲
食
、

交
通
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
影
響
す
る
が
、
さ

ら
に
、
そ
の
会
議
等
主
催
者
に
も
大
き
く
依

存
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

創
設
間
も
な
い
協
会
の
主
な
関
心
は
、
会
員

数
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
と
な
る
た
め
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
い
主
要
な
人
口
中

心
地
に
近
い
場
所
に
大
会
会
場
を
置
く
傾
向

が
あ
る
。
一
方
、
実
績
の
あ
る
協
会
は
、
会

員
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
財

政
に
強
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
よ
り
冒
険
的

な
開
催
地
も
選
択
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
業
務
需
要
旅
行
の
誘
致

に
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ

ル
、
交
通
と
い
っ
た
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
だ
け

で
な
く
、
会
議
等
主
催
者
が
設
定
す
る
目
的

に
応
じ
て
各
種
要
素
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供

で
き
る
能
力
と
、
そ
れ
を
主
催
者
／
M
P
に

伝
え
る
能
力
の
2
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
前
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

業
務
需
要
旅
行
の
実
務
的
な
受
け
入
れ
に

特
化
し
た
D
M
C
（D

e
stin

a
tio

n
 

M
a
n
a
g
em

e
n
t C

o
m
p
a
n
y

）
で
あ
り

（H
eller, P

etersen
, a

n
d
 A
h
m
e
d
 

1
9
9
8

）、
後
者
の
役
割
を
担
う
の
が
、

C
V
B
（C

o
n
ven

tio
n
s &

 V
isito

rs 

B
ureau

）
で
あ
る
（G

a
rtre

ll 1
9
9
1
; 

W
eber 1

9
9
9

）。

 ̶

観
光
領
域
の
教
科
書
と
し
て
代
表
的
存
在

で
あ
り
、
今
や
古
典
と
も
呼
べ
る
も
の
に

「T
o
u
rism

: P
rin

cip
les, P

ractices, 

P
h
ilo

s
o
p
h
ie
s

（M
c
In
to
s
h
 a
n
d
 

G
oeldner 1

9
9
0

）
が
あ
る
。

　同
書
で
は
、
第
1
章
に
て
、「
人
々
」
を

住
民
（R

esidents

）
と
訪
問
者
（V

isito
rs

）

に
区
分
し
、
さ
ら
に
訪
問
者
を「
ト
ラ
ベ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
通
勤
、
通
学
、
移
民
な
ど

の
「
そ
の
他
の
旅
行
者
」
に
区
分
す
る
こ
と

で
、
対
象
と
す
る
人
々
を
特
定
し
て
い
る
。

　「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
旅
行
観
光
」
と

な
る
が
、同
書
の「
ト
ラ
ベ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
業
務
（B

usiness

）、
友
人
親
族
訪
問

（
V
F
R
／V

isitin
g
 F
rie

n
d
s a

n
d
 

R
elatives

）、
そ
の
他
の
用
務
（O

th
er 

p
erso

n
al b

u
sin

ess

）、
そ
し
て
、
楽
し

み
（P

leasu
re

）
の
4
つ
を
含
ん
だ
も
の

と
し
て
い
る
。
我
々
が
日
常
的
に
「
観
光
」

と
し
て
想
起
す
る
も
の
は
、
余
暇
需
要
に
基

づ
く
4
つ
目
の
需
要“

P
leasu

re T
ravel”

（
以
下
、
余
暇
旅
行
）で
あ
る
が
、
本
来
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
指
し
示
す
需
要
は
、
よ
り
広
い
も

の
で
あ
る
。

　海
外
で
は
、
以
前
よ
り
非
余
暇
需
要
で
あ

る
業
務
需
要
旅
行
へ
の
注
目
度
が
高
く
、
特

に
都
市
部
で
の
注
目
度
が
高
か
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
都
市
と
は
、
会
議
や
商
取
引
、

文
化
交
流
な
ど
人
々
の
様
々
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
需
要
の
取
り
込
み

こ
そ
が
都
市
の
活
力
の
源
で
あ
り
、
業
務
需

要
の
取
り
込
み
が
重
要
と
い
う
認
識
が
あ
る

（M
o
n
tgo

m
ery an

d
 S
trick 1

9
9
4

）。

つ
ま
り
、
業
務
需
要
の
取
り
込
み
は
（
特
に

米
国
に
お
い
て
）
都
市
政
策
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
1
9
6
0
年
代
の
後
半
か
ら
、
域

外
か
ら
の
業
務
需
要
旅
行
の
取
り
込
み
を
目

的
と
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
の
取

り
込
み
は
、
余
暇
需
要
旅
行
の
旅
行
目
的
地

で
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
特
集
3
で
も
登
場

す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

オ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
W
D
W
（W

alt 

D
isn

ey W
o
rld

）
は
、
世
界
を
代
表
す
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
機

能
と
空
間
を
活
用
し
た
業
務
需
要
旅
行
を
創

造
し
て
い
る
（T

rem
b
lay 1

9
9
4

）。

　こ
う
し
た
展
開
事
例
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル

事
業
者
も
業
務
需
要
旅
行
の
重
要
性
を
認
識

し
、
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
る（R

ichards and R
ichards 

1994

）。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
会
議
産
業

（m
eetin

g an
d
 co

n
ven

tio
n
s

）
は

爆

発
的
に
成
長
し
て
い
っ
た
（V

allès an
d
 

W
a
rsh

a
u
e
r 1

9
8
9

）。
I
A
C
V
B

（In
te
rn
a
tio

n
a
l A

sso
c
ia
tio

n
 o
f 

C
o
n
ven

tio
n
 &

 V
isito

r B
u
rea

u
s

）

に
よ
れ
ば
、
1
9
8
0
年
は
8
万
7
0
0
0

の
会
議
に
、
4
1
0
0
万
人
の
参
加
で
あ
っ

た
が
、
1
9
8
4
年
に
は
10
万
の
会
議
に

5
3
0
0
万
人
、
1
9
8
8
年
に
は
27
万
の

会
議
に
6
7
0
0
万
人
が
参
加
し
た
と
な
っ

て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
う
し
た
業
務
需
要
旅
行
へ
の

注
目
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど
に
も

広
が
っ
て
い
き
、
米
国
で
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
各
地
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
設
置
検
討
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

（P
o
n
gch

aro
en
kiat 1

9
9
2

）、
日
本
で

も
、
日
本
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
国
際

展
示
場
（
幕
張
メ
ッ
セ
）
が
1
9
8
9
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
り

1
9
7
6
年
に
1
9
9
3
年
の
需
要
を
予
測

し
た
が
、
実
績
は
1
3
7
％
と
大
き
く
伸
長

し
、
国
際
的
な
認
知
も
高
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（C

o
o
p
er 

1
9
9
9

）。
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米
国
フロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラン
ド
の

M
I
C
E
戦
略
と

D
M
O
設
立
の
経
緯職

を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

40
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造
的

問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光
経

済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
世
界
情
勢
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置

を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff
-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
、
明
治
維
新
後
1
6
0

年
と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一

方
的
に
申
し
付
け
る
年
貢
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本

人
」
に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た

る
べ
き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た

め
に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た

め
に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が

希
薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異

が
あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

1
．オ
ー
ラ
ン
ド
の

観
光
産
業
発
展
の
経
緯

（1）
1
9
7
1
年
の

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

（2）
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

宿
泊
業
界
の
経
営
危
機

（3）
宿
泊
業
界
に
よ
る

地
元
政
府
へ
の
陳
情

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3

UNESCO CSA

、ICAOASA

（
文

化
、航
空
の
国
連
統
計
サ
テ
ラ
イ
ト

勘
定
）の
技
術
諮
問
委
員
会
委
員
。上

智
大
学
法
学
部
卒
。日
本
興
業
銀
行
、

外
務
省
を
経
て
、米
国
コ
ー
ネ
ル
大

学
ホ
テ
ル
経
営
学
部
博
士
号
取
得
。

他
、ホ
テ
ル
経
営
、経
営
、地
域
科
学
の
3
修
士
号
を
持
つ
。

専
門
は
観
光
の
経
済
効
果
計
算
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
。琉
球
大
学
、一
橋
大
学
、京
都
大
学
、早
稲
田
大

学
、山
口
大
学
、広
島
大
学
、九
州
産
業
大
学
な
ど
、毎
年

日
本
の
い
く
つ
か
の
大
学
で
集
中
講
義
を
行
っ
て
い
る
。観

光
学
の
分
野
で
は
大
規
模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

（
M
O
O
C
）の
先
駆
者
で
も
あ
る
。米
フ
ロ
リ
ダ
州
在
住
。

原 

忠
之（
は
ら
・
た
だ
ゆ
き
）

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学

ロ
ー
ゼ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授

16

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

三 校



3

米
国
フロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラン
ド
の

M
I
C
E
戦
略
と

D
M
O
設
立
の
経
緯職

を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

40
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造
的

問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光
経

済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
世
界
情
勢
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置

を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff
-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
、
明
治
維
新
後
1
6
0

年
と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一

方
的
に
申
し
付
け
る
年
貢
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本

人
」
に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た

る
べ
き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た

め
に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た

め
に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が

希
薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異

が
あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

1
．オ
ー
ラ
ン
ド
の

観
光
産
業
発
展
の
経
緯

（1）
1
9
7
1
年
の

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

（2）
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

宿
泊
業
界
の
経
営
危
機

（3）
宿
泊
業
界
に
よ
る

地
元
政
府
へ
の
陳
情

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3

UNESCO CSA

、ICAOASA

（
文

化
、航
空
の
国
連
統
計
サ
テ
ラ
イ
ト

勘
定
）の
技
術
諮
問
委
員
会
委
員
。上

智
大
学
法
学
部
卒
。日
本
興
業
銀
行
、

外
務
省
を
経
て
、米
国
コ
ー
ネ
ル
大

学
ホ
テ
ル
経
営
学
部
博
士
号
取
得
。

他
、ホ
テ
ル
経
営
、経
営
、地
域
科
学
の
3
修
士
号
を
持
つ
。

専
門
は
観
光
の
経
済
効
果
計
算
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
。琉
球
大
学
、一
橋
大
学
、京
都
大
学
、早
稲
田
大

学
、山
口
大
学
、広
島
大
学
、九
州
産
業
大
学
な
ど
、毎
年

日
本
の
い
く
つ
か
の
大
学
で
集
中
講
義
を
行
っ
て
い
る
。観

光
学
の
分
野
で
は
大
規
模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

（
M
O
O
C
）の
先
駆
者
で
も
あ
る
。米
フ
ロ
リ
ダ
州
在
住
。

原 

忠
之（
は
ら
・
た
だ
ゆ
き
）

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学

ロ
ー
ゼ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授

第262号 August 202417

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

4
0
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造

的
問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光

経
済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
点
を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff
-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
明
治
維
新
後
1
6
0
年

と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一
方

的
に
申
し
付
け
る
年
貢
」
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本
人

に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た
る
べ

き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た
め

に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
希

薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異
が

あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

2
． 観
光
地
経
営
戦
略
の

視
点
か
ら
見
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
D
M
O

と
M
I
C
E
施
設

設
備
投
資
の
必
然
性

観
光
地
経
営
の

危
機
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

国
際
会
議
場
建
設
・

Ｄ
Ｍ
Ｏ
創
生
と
宿
泊
税
制
度

（1）

季
節
変
動
を
低
減
さ
せ
る
目
的
：

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の

維
持
・
向
上

（2）　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3
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表 2 米国フロリダ州オレンジ郡年間宿泊税収推移一覧表

表 1 オレンジ郡月次宿泊税収表（2019年10月から2022年10月まで）

Table : Orange County FL Tourism 
Development Tax Annual Revenues

1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

$68,257,785
$81,059,719
$92,862,345
$97,935,188
$100,539,325
$109,411,700
$97,932,100
$94,701,200
$94,512,900
$114,317,500
$122,151,700
$137,204,800
$165,661,400
$165,064,400
$140,202,100
$153,276,500
$176,533,100
$177,607,100
$186,962,039
$201,400,252
$226,178,591
$239,528,483
$254,942,009
$276,847,383
$283,998,382
$167,386,000
$176,872,100
$336,319,200
$359,324,500

5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%

18.76%
14.56%
5.46%
2.66%
8.82%

-10.49%
-3.30%
-0.20%
20.95%
6.85%

12.32%
20.74%
-0.36%

-15.06%
9.33%

15.17%
0.61%
5.27%
7.72%

12.30%
5.90%
6.43%
8.59%
2.58%

-41.06%
5.66%

90.14%
6.84%

Source: made by the author based on Orange County FL, 
Comptrollers' Office. 
https://occompt.com/download/Comprehensive-Annual-Financial-
Reports-Expanded-Version/CAFR_Expanded_2019.pdf 

Year
Tourist
Development Tax

Tax
%

Change 
%

出典：米国フロリダ州オレンジ郡財務局ウエブページの
情報ベースに筆者加筆

0

Pandemic
2020年4月
直撃

18

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

40
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造
的

問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光
経

済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
点
を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff
-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
、
明
治
維
新
後
1
6
0

年
と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一

方
的
に
申
し
付
け
る
年
貢
」
と
い
う
意
識
が

世
代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本

人
に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た
る

べ
き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た
め

に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
希

薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異
が

あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

2
． 観
光
地
経
営
戦
略
の

視
点
か
ら
見
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
D
M
O

と
M
I
C
E
施
設

設
備
投
資
の
必
然
性

観
光
地
経
営
の

危
機
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

国
際
会
議
場
建
設
・

Ｄ
Ｍ
Ｏ
創
生
と
宿
泊
税
制
度

（1）

季
節
変
動
を
低
減
さ
せ
る
目
的
：

地
域
住
民
の
生
活
の
質
の

維
持
・
向
上

（2）　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3
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表 2 米国フロリダ州オレンジ郡年間宿泊税収推移一覧表

表 1 オレンジ郡月次宿泊税収表（2019年10月から2022年10月まで）

Table : Orange County FL Tourism 
Development Tax Annual Revenues

1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023

$68,257,785
$81,059,719
$92,862,345
$97,935,188
$100,539,325
$109,411,700
$97,932,100
$94,701,200
$94,512,900
$114,317,500
$122,151,700
$137,204,800
$165,661,400
$165,064,400
$140,202,100
$153,276,500
$176,533,100
$177,607,100
$186,962,039
$201,400,252
$226,178,591
$239,528,483
$254,942,009
$276,847,383
$283,998,382
$167,386,000
$176,872,100
$336,319,200
$359,324,500

5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
5.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%
6.0%

18.76%
14.56%
5.46%
2.66%
8.82%

-10.49%
-3.30%
-0.20%
20.95%
6.85%

12.32%
20.74%
-0.36%

-15.06%
9.33%

15.17%
0.61%
5.27%
7.72%

12.30%
5.90%
6.43%
8.59%
2.58%

-41.06%
5.66%

90.14%
6.84%

Source: made by the author based on Orange County FL, 
Comptrollers' Office. 
https://occompt.com/download/Comprehensive-Annual-Financial-
Reports-Expanded-Version/CAFR_Expanded_2019.pdf 
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職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

4
0
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造

的
問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光

経
済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
点
を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
明
治
維
新
後
1
6
0
年

と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一
方

的
に
申
し
付
け
る
年
貢
」
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本
人

に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た
る
べ

き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た
め

に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
希

薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異
が

あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

3
．M
I
C
E
客

誘
致
に
つ
い
て

（1）
オ
ー
ラ
ン
ド
の
事
情

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3

全体 正規 非正規

（万円）（万円）（万円）
600

500

400

300

200

100

0

出典: https://news.yahoo.co.jp/byline/fuwaraizo/20201002-00201144/

表 3 国内の宿泊産業統計

表 4 1年間を通じて勤務した給与所得者の1人あたりの平均給与
（雇用形態別・男女別、万円）（2019年）

業種 男 女 計
電気・ガス・熱供給・水道業
金融業､保険業
情報通信業
建設業
学術研究､専門・技術サービス業、教育、学習支援業
製造業
複合サービス業
運輸業､郵便業
不動産業、物品賃貸業
医療、福祉
卸売業、小売業
サービス業
農林水産・鉱業
宿泊業、飲食サービス業

7,667
8,139
6,804
5,584
6,171
5,773
5,287
4,830
5,210
5,448
4,953
4,328
3,644
3,431

5,299
4,165
4,420
2,959
3,703
3,023
3,421
2,682
3,031
3,393
2,394
2,495
2,232
1,718

7,147
6,297
6,111
5,090
5,029
5,014
4,518
4,443
4,234
3,968
3,722
3,525
2,999
2,513

539.7

436.4

295.5

503.4

561.4

388.9

174.6

225.6

152.2

5,322 2,926 4,331

出典：非正規雇用率 (ritsumei.ac.jp)
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表 6

表 5 非正規雇用に占める女性の割合
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非正規に占める女性比率（右目盛り）

女性の非正規労働数（左目盛り）
男性の非正規労働数（左目盛り）

合計
男性
女性

出典：民間企業で1年を通じて勤務した給与所得者（パートタイマー、アルバイト､派遣会
社、契約社員、委託など非正規を含む）の平均給与を業種別、男女別に集計したもの。出
典：令和2年分民間給与実態統計調査（国税庁）

出典：Visit Orlandoのウエブページより年間予算
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職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

4
0
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造

的
問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光

経
済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
点
を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
明
治
維
新
後
1
6
0
年

と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一
方

的
に
申
し
付
け
る
年
貢
」
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本
人

に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た
る
べ

き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た
め

に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
希

薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異
が

あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

3
．M
I
C
E
客

誘
致
に
つ
い
て

（1）
オ
ー
ラ
ン
ド
の
事
情

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3

全体 正規 非正規

（万円）（万円）（万円）
600

500

400

300

200

100

0

出典: https://news.yahoo.co.jp/byline/fuwaraizo/20201002-00201144/

表 3 国内の宿泊産業統計

表 4 1年間を通じて勤務した給与所得者の1人あたりの平均給与
（雇用形態別・男女別、万円）（2019年）

業種 男 女 計
電気・ガス・熱供給・水道業
金融業､保険業
情報通信業
建設業
学術研究､専門・技術サービス業、教育、学習支援業
製造業
複合サービス業
運輸業､郵便業
不動産業、物品賃貸業
医療、福祉
卸売業、小売業
サービス業
農林水産・鉱業
宿泊業、飲食サービス業

7,667
8,139
6,804
5,584
6,171
5,773
5,287
4,830
5,210
5,448
4,953
4,328
3,644
3,431

5,299
4,165
4,420
2,959
3,703
3,023
3,421
2,682
3,031
3,393
2,394
2,495
2,232
1,718

7,147
6,297
6,111
5,090
5,029
5,014
4,518
4,443
4,234
3,968
3,722
3,525
2,999
2,513

539.7

436.4

295.5

503.4

561.4

388.9

174.6

225.6

152.2

5,322 2,926 4,331

出典：非正規雇用率 (ritsumei.ac.jp)

（万人）（万人）（万人） （%）（%）（%）
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表 6

表 5 非正規雇用に占める女性の割合
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典：令和2年分民間給与実態統計調査（国税庁）

出典：Visit Orlandoのウエブページより年間予算
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職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

4
0
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造

的
問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光

経
済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
点
を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
明
治
維
新
後
1
6
0
年

と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一
方

的
に
申
し
付
け
る
年
貢
」
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本
人

に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た
る
べ

き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た
め

に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
希

薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異
が

あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

4
．D
M
O
、会
議
場
、

宿
泊
事
業
者
な
ど

と
の
関
係
に
つ
い
て

5
．M
I
C
E
展
開

に
よ
る
観
光
地
経
営
の

強
靭
化

（3）M
eetin

g, In
cen
tive

、

C
on
feren

ce

、Even
t

市
場
に
つ
い
て

（2）E
xh
ibition

市
場
の
特
殊
性

（1）
米
国
経
済
復
興
の
き
っ
か
け
：

観
光
需
要
復
興

（2）
米
国
観
光
需
要
復
興
モ
デ
ル
を

日
本
観
光
産
業
に
導
入
す
る

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3
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職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM
eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

4
0
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造

的
問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光

経
済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
点
を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
明
治
維
新
後
1
6
0
年

と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一
方

的
に
申
し
付
け
る
年
貢
」
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本
人

に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た
る
べ

き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た
め

に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た
め

に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が
希

薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異
が

あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

4
．D
M
O
、会
議
場
、

宿
泊
事
業
者
な
ど

と
の
関
係
に
つ
い
て

5
．M
I
C
E
展
開

に
よ
る
観
光
地
経
営
の

強
靭
化

（3）M
eetin

g, In
cen
tive

、

C
on
feren

ce

、Even
t

市
場
に
つ
い
て

（2）E
xh
ibition

市
場
の
特
殊
性

（1）
米
国
経
済
復
興
の
き
っ
か
け
：

観
光
需
要
復
興

（2）
米
国
観
光
需
要
復
興
モ
デ
ル
を

日
本
観
光
産
業
に
導
入
す
る

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
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職
を
例
に
と
っ
て

も
高
止
ま
り
の
状

況
が
存
在
す
る

（
表
5
）。

　
観
光
産
業
の
待

遇
改
善
を
目
指
す

に
は
、
正
規
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
事

が
必
要
だ
が
、
経

営
者
が
そ
れ
を
決

断
す
る
た
め
に

は
、
観
光
地
経
営

と
し
て
、
地
域
の

観
光
需
要
の
季
節

性
を
減
ら
す
事
が

重
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は

M
I
C
E
客
と
い

う
季
節
変
動
を
受

け
に
く
い
訪
問
客

層
を
観
光
地
と
し

て
確
保
す
る
こ
と

が
有
効
な
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

　
世
界
の
M
I
C
E
市
場
規
模
は
、

2
0
2
2
年
に
9
0
4
0
億
ド
ル（
1
3
5
兆

円
：
＠
U
S
$
1
＝
1
5
0
円
）と
想
定
さ
れ
、

2
0
2
4
年
の
9
7
0
7
・
6
億
ド
ル
か
ら

2
0
3
2
年
に
は
1
兆
9
3
2
7
・
3
億

ド
ル
に
年
間
成
長
率
9
%
程
度
で
成
長

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。S

ource

：

https://w
w
w
.fortunebusinessinsights.

com
/m
ice-m

arket-108653

　
オ
ー
ラ
ン
ド
D
M
O
の
場
合
は
直
近
の

2
0
2
3
年
予
算
を
見
る
限
り
は
年
間
10
百

万
ド
ル
強
を
国
際
会
議
や
展
示
会
等
の

向
上
が
地
元
政
府
、
地
元
D
M
O
の
共
通
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
観
光
産
業
の
成
長
」

「
観
光
経
済
の
拡
大
」
の
よ
う
な
狭
義
の
目

的
と
し
て
し
ま
う
と
、
観
光
産
業
に
従
事
し

て
い
な
い
地
域
住
民
か
ら
「
そ
れ
は
自
分
に

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
て
、
地
域
住
民

の
小
さ
な
不
満
が
歯
止
め
な
し
に
増
幅
し
て

い
く
過
剰
観
光
問
題
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。

　
観
光
産
業
に
お
け
る
構
造
的
な
問
題
が
観

光
地
経
営
で
の
大
き
な
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
は
「
季
節
性
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
自

然
資
源
に
完
全
に
依
存
し
た
屋
外
ス
キ
ー
場

や
富
士
登
山
の
よ
う
な
年
に
数
か
月
の
み
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
の
観
光
地
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
内

に
は
大
き
な
観
光
消
費
が
起
こ
る
が
、
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
観
光
消
費
額
は
年
間
を
通

じ
て
一
定
に
発
生
す
る
固
定
費
（
固
定
資
産

税
、投
資
資
産
の
減
価
償
却
＆
修
繕
費
積
立
、

負
債
に
派
生
す
る
毎
月
の
元
利
金
返
済
）
を

も
カ
バ
ー
出
来
な
い
額
し
か
発
生
せ
ず
、
結

果
と
し
て
運
営
費
用
の
最
大
項
目
で
あ
る
人

件
費
は
不
足
し
、
非
正
規
雇
用
・
ア
ル
バ
イ

ト
し
か
雇
用
で
き
な
い
構
造
的
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
日
本
で
は
四
季
よ
り
も
短
い
週
単
位

の
季
節
性
問
題
（
週
末
の
稼
働
率
が
高
く
、

平
日
の
稼
働
率
が
低
い
、
ま
た
は
一
部
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
は
逆
の
問
題
）
及
び
日
本
人

の
休
暇
取
得
パ
タ
ー
ン
か
ら
派
生
す
る
日
本

特
有
の
高
需
要
期
問
題
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
、
年
末
、
正
月
等
）
も
あ
り
、

経
営
者
は
ピ
ー
ク
時
需
要
に
合
わ
せ
て
設
備

投
資
を
す
る
と
低
稼
働
で
年
間
の
多
く
の
日

数
で
損
益
分
岐
点
割
れ
の
売
上
し
か
確
保
で

き
ず
、
逆
に
平
常
時
需
要
に
合
わ
せ
た
運
営

体
制
を
確
立
す
る
と
、
ピ
ー
ク
時
の
客
室
や

食
堂
の
受
入
容
量
不
足
、
或
い
は
臨
時
非
正

規
職
員
の
確
保
困
難
に
よ
る
運
営
体
制
不
備

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
運
営
体

制
が
構
築
で
き
な
い
問
題
が
発
生
す
る
。
地

方
政
府
・
地
域
D
M
O
と
も
に
、
観
光
地
経

営
の
目
的
が
「
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維

持
又
は
向
上
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
季
節
性
を

低
減
し
て
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
観
光
消

費
が
発
生
す
る
な
ら
ば
、
地
域
観
光
産
業
、

特
に
宿
泊
産
業
で
の
福
利
厚
生
も
よ
り
充
実

し
た
正
規
雇
用
者
採
用
余
力
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
り
、そ
れ
は
住
民
目
線
で
見
れ
ば「
地

域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
に

繋
が
る
。

定
期
的
に
反
復
す
る
場
合
が
多
く
、
主
催
者

や
協
賛
の
企
業
や
地
元
政
府
が
あ
る
程
度
の

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
を
感
じ
る
場
合
に
は
後
援
と

し
て
入
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
方
は
過
去
に
M
I
C
E
業
務
が
観
光
地

に
存
在
す
る
事
で
起
業
と
の
相
関
関
係
は
あ

る
の
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
結
論
を
言
う
と
、
M
I
C
E
系
業
務
が

観
光
地
に
存
在
す
る
と
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
需
要
が
発
生
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
及

び
も
う
一
つ
の
米
国
中
堅
都
市
の
デ
ー
タ
で

は
、
2
0
0
業
種
程
度
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業

務
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
観
光
地
に
存
在
し
な

い
場
合
は
、
同
数
の
起
業
機
会
が
発
生
す
る

と
い
う
点
を
報
告
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
報

告
書
で
は
、
M
I
C
E
の
業
態
を

W
e
d
d
in
g
, E

xh
ib
itio

n
, M

e
e
tin

g
, 

Incentive, C
onference/C

onvention

の

5
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
態
で
ど
の
よ

う
な
外
部
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
て

い
た
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
各
業
態
に
お
い
て
1
0
0
項
目
を
超
え
る

物
品
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
必
ず
し
も
各
業
態
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
同
一
で
は
な
い
。

例
え
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
を
使
用
し
た
風

船
」
は
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
お
い
て
は
必
須
で
あ
り
、
現
地
居
住
者
が

必
要
と
す
る
機
会
は
多
く
な
い
が
、
こ
の
手

の
イ
ベ
ン
ト
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
企
画
す
る
際
に
は
、
地
元
業
者
で
必
ず
こ

の
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う

よ
う
な
例
で
あ
る
。
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

作
成
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
は
展
示
会
で
は
大

量
に
大
型
版
が
必
要
に
な
る
が
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
や
会
合
だ
と
さ
ほ
ど
の
必
然
性
は
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
類
い
の
き
め
細
か
い
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
M
I
C
E
需
要
が
存
在
す
る

観
光
地
故
の
必
要
な
物
品
サ
ー
ビ
ス
が
存
在

す
る
の
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
展
示
会
の

展
示
物
設
営
業
者
や
展
示
会
場
の
音
響
と
照

明
設
備
担
当
の
企
業
は
、
訪
問
客
需
要
、
し

か
も
レ
ジ
ャ
ー
客
で
な
い
M
I
C
E
関
連

ニ
ー
ズ
に
起
因
す
る
売
上
が
過
半
数
を
超
え

て
い
る
事
は
想
像
で
き
よ
う
。

　
あ
る
地
域
が
あ
っ
た
と
し
て
通
常
は
居
住

者
人
口
数
に
応
分
の
各
種
企
業
や
サ
ー
ビ
ス

供
給
者
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
観
光
地
と

な
る
と
、
そ
の
分
に
上
乗
せ
し
て
、
一
過
性

の
消
費
者
達
か
ら
発
生
す
る
需
要
に
見
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
必
要
と
な
る
。

　
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
産
業
で
い
う
と
、
通

常
の
人
口
1
4
0
万
人
都
市
で
要
求
さ
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
数
の
ほ
ぼ
倍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
数

が
存
在
す
る
の
が
オ
ー
ラ
ン
ド
と
い
え
る
。

そ
れ
は
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
支

払
わ
れ
る
売
上
税
（
消
費
税
）
の
51
％
が
訪

問
客
、
49
％
が
地
元
居
住
者
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
事

か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
地
元
人
口
が
1
・
4
百
万
人
の
オ
ー

ラ
ン
ド
に
、
そ
の
50
倍
以
上
の
年
間
74
百
万

人
が
訪
問
客
と
し
て
来
訪
す
る
観
光
地
で
あ

る
が
故
に
、
タ
ク
シ
ー
及
びU

b
er

の
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
も
地
元
住
民
が

必
要
と
す
る
よ
り
遥
か
に
高
い
水
準
で
訪
問

客
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。

　
今
回
の
オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
結
論
部
分

に
な
る
が
、
観
光
地
で
M
I
C
E
展
開
を
す

る
こ
と
で
、
自
然
体
で
の
弱
点
で
あ
っ
た
季

節
性
（
需
要
変
動
）
に
対
し
て
自
ら
の
努
力

で
閑
散
期
に
需
要
を
作
り
出
し
、
広
範
な
観

光
関
連
産
業
セ
ク
タ
ー
で
正
規
雇
用
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
大

の
強
靭
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
ま
た

M
I
C
E
展
開
を
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の

人
口
規
模
に
応
じ
た
産
業
規
模
以
上
の
物
品

サ
ー
ビ
ス
需
要
が
発
生
し
て
、
そ
こ
に
雇
用

機
会
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
機
会

が
発
生
す
る
。

　
米
国
は
2
0
2
0
年
4
月
と
い
う
日
本
と

同
時
期
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
勃
発
に
よ
る
観
光

需
要
の
激
減
が
起
こ
っ
た
が
、
観
光
需
要
復

興
は
日
本
よ
り
早
く
12
か
月
後
の
2
0
2
1

年
4
月
に
は
個
人
給
付
金
で
手
元
流
動
性
が

高
ま
っ
た
個
人
消
費
が
外
食
・
芸
術
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
宿
泊
産
業
と
い
う
観

光
関
連
セ
ク
タ
ー
に
流
れ
込
ん
だ
。
急
速
な

労
働
力
不
足
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
非
正

規
雇
用
者
時
給
が
60
％
、
正
規
雇
用
者
年
収

も
30
〜
35
％
上
昇
が
4
か
月
程
度
で
実
現
で

き
た
。

　
こ
の
米
国
経
済
復
興
が
観
光
産
業
需
要
復

興
に
先
導
さ
れ
た
点
を
鑑
み
る
と
、
日
本
の

場
合
も
同
様
な
観
光
産
業
主
導
の
経
済
復
興

M
I
C
E
誘
致
予
算
と
し
て
計
上
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
（
表
6
）。
つ
ま
り
発
足
時
の

M
I
C
E
客
層
誘
致
が
メ
イ
ン
の
状
況
か
ら

は
変
貌
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
向

け
の
予
算
が
多
く
、
そ
の
次
の
予
算
規
模
で

あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
国
際
会
議
場
の
総

床
面
積
が
2
1
0
万sq

ft

、
約
21
万
平
米
で

あ
り
、
売
上
規
模
別
で
い
う
と
、
財
務
諸
表

に
は
記
載
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
M
I
C
E

の
う
ち
のE

-E
xh
ibition

が
全
体
売
上
の
半

分
以
上
、
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

　
大
規
模
な
展
示
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
予
約
照
会

が
入
る
の
が
開
始
実
施
年
月
の
数
年
前
か
ら

と
い
う
の
は
通
常
で
あ
り
、
ま
た
一
回
分
だ

け
で
な
く
、
数
年
間
分
の
予
約
が
ま
と
め
て

入
る
と
い
う
特
殊
な
商
慣
習
が
あ
る
。
ま
た

展
示
会
で
も
B
to
C
と
言
わ
れ
る
一
般
顧
客

も
含
め
て
の
大
規
模
展
示
会
（
例
：
全
米
住

宅
建
設
業
者
協
会
：
7
万
人
参
加
、
メ
ガ
コ

ン
：
10
万
人
参
加
）
と
な
る
と
、
展
示
物
設

営
業
者
か
ら
音
響
会
社
、
D
M
C
（
着
地
型

旅
行
会
社
）
等
含
め
て
多
く
の
地
元
企
業
が

雇
用
さ
れ
、施
設
に
と
っ
て
は
膨
大
な
宿
泊
・

飲
食
・
交
通
移
動
需
要
が
発
生
す
る
た
め
、

街
全
体
が
数
日
間
ピ
ー
ク
時
稼
働
状
態
が
続

く
。
大
規
模
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
柱
の
無
い

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
会

議
場
で
は
代
替
で
き
ず
、
開
催
可
能
都
市
も

限
ら
れ
て
く
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
都
市
間

で
の
競
争
と
な
る
。

　
ま
た
各
展
示
会
に
向
け
て
の
現
地
で
の
臨

時
労
働
力
確
保
が
必
須
で
あ
る
が
、
観
光
地

で
定
期
的
に
展
示
会
や
イ
ベ
ン
ト
需
要
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
雇
用
を
正
規
職
員
と
し

て
人
材
派
遣
会
社
や
D
M
C
で
確
保
し
、
人

材
派
遣
す
る
こ
と
で
、
正
規
職
員
職
と
し
て

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
設
営
や
音
響
の
専
門
会
社
で
は
正
規
職

員
を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
人
材
が
各
展
示
会
主

催
者
の
委
託
を
受
け
て
設
営
か
ら
職
員
派
遣

で
対
応
す
る
と
い
う
形
が
取
れ
、
そ
れ
ら
専

門
会
社
で
は
、
筆
者
の
大
学
の
学
部
生
が
正

規
採
用
及
び
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
米
国
系
ホ
テ
ル

会
社
へ
の
就
職
と
遜
色
な
い
条
件
で
の
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
市
場
は
参
加
者
で
は
な
く
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
開
催
地
を
決
め

る
権
限
が
あ
る
た
め
、
普
段
か
ら
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
で
巨
額
の
展
示
会
を

複
数
年
確
保
で
き
る
。

　
こ
の
中
で
比
較
的
に
特
性
が
異
な
る
の
が

Incentive

で
あ
る
。
こ
ち
ら
はIncentive

を
専
門
に
扱
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー

達
が
い
て
、
個
人
企
業
や
小
規
模
組
織
が
基

本
的
に
口
コ
ミ
で
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
色

彩
が
強
い
。例
え
ば
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ

ト
予
約
とIncentive

を
同
時
に
行
っ
て
い

る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
場
合
、
各
国
の
空
港
入
国

管
理
制
度
や
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
等
滞
在
先
ま

で
如
何
に
隠
密
に
V
I
P
客
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
過
去
の
個
人
的
な

知
識
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
で
、
大
口
顧
客
を
紹

介
ベ
ー
ス
で
取
っ
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
来
訪
し
た
事
業
主
の
話
で
は
、
映
画
俳
優

や
歌
手
の
お
忍
び
ツ
ア
ー
で
米
国
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
米
国
東
部
に
立
ち
寄
っ

て
か
ら
カ
リ
ブ
海
の
滞
在
先
4
泊
程
度
で
、

30
万
ド
ル
（
45
百
万
円
）
を
払
え
る
よ
う
な

顧
客
を
複
数
抱
え
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
企
業
の
優
秀
成
績
者
報
奨
旅
行
の
手
配
時

に
使
え
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
、
展

示
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
全
く

異
な
る
特
殊
な
観
光
需
要
で
あ
る
。
故
に
単

価
は
高
い
も
の
の
、
人
数
が
大
き
い
会
議
・

会
合
の
形
態
で
は
な
い
点
、
富
裕
層
対
応
と

類
似
な
点
が
あ
る
。

　M
eeting

は
企
業
の
国
際
会
合
、
例
え
ば

世
界
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
業
務
会

合
や
販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
会
合
の

手
配
で
あ
り
、
数
千
人
か
ら
数
百
人
、
そ
れ

以
下
ま
で
多
く
の
会
合
が
あ
る
。
こ
れ
も
社

内
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
抱
え
る

場
合
や
そ
こ
を
外
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
委
託
す
る
形
も
あ
る
。
大
き
な

M
eeting

だ
と
1
万
人
単
位
の
も
の
も
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
と
予
算
も
潤
沢
な
分
、

夕
食
会
や
公
式
ツ
ア
ー
等
の
手
配
等
も
実
施

さ
れ
て
、
比
較
的
に
大
き
な
資
金
が
地
元
経

済
に
落
ち
る
。C

onference

は
典
型
的
な
の

が
学
術
会
議
で
あ
り
、
世
界
中
の
あ
る
特
定

分
野
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表

し
あ
っ
た
り
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
て
、

学
会
の
知
見
を
前
進
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ

り
、
医
学
医
療
系
や
I
T
系
は
別
に
し
て
も
、

通
常
の
学
術
会
議
は
民
間
企
業
のM

eeting

ほ
ど
の
大
き
な
予
算
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な

い
。
こ
ち
ら
は
大
学
の
研
究
者
が
主
催
者
と

な
る
こ
と
が
多
く
、そ
の
意
味
で
は
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

余
地
は
大
き
い
。
ま
た
年
次
会
議
の
よ
う
に

の
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
個
人
給
付
金

に
よ
る
日
本
人
個
人
に
よ
る
リ
ベ
ン
ジ
消
費

と
い
う
内
需
で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
客
の
急
速
回
復
・
急
成
長
に
よ
る
外
需

主
導
の
観
光
経
済
復
興
と
な
る
可
能
性
の
方

が
高
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
在
の
非
正
規
女

性
収
入
を
米
国
の
60
％
で
は
な
く
1
0
0
％

上
昇
に
よ
る
年
収
倍
増
を
実
現
さ
せ
て
労
働

力
を
確
保
し
、
米
国
同
様
に
オ
ー
ナ
ー
は
人

件
費
増
加
分
は
全
て
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る

事
で
経
営
危
機
を
乗
り
越
え
る
方
向
性
に
向

く
べ
き
で
あ
る
。
正
規
職
員
に
も
米
国
同
様

年
収
ベ
ー
ス
で
30
〜
40
%
の
増
加
を
実
施

し
、
小
売
価
格
に
転
嫁
し
て
売
上
が
前
年
比

20
％
強
も
増
加
す
れ
ば
全
て
の
営
業
費
用
増

を
吸
収
し
て
当
期
利
益
同
額
は
確
保
で
き
る

の
は
米
国
ホ
テ
ル
統
一
会
計
基
準
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

　
同
時
期
に
M
I
C
E
受
け
入
れ
可
能
な
市

区
町
村
や
都
道
府
県
で
は
、
自
分
の
地
域
の

観
光
イ
ン
フ
ラ
を
俯
瞰
し
て
M
I
C
E
の
ど

の
分
野
な
ら
ば
追
加
設
備
投
資
無
し
に
招
聘

可
能
か
を
判
断
し
、
地
域
D
M
O
を
利
用
し

て
、
M
I
C
E
特
定
分
野
の
誘
致
活
動
を
開

始
し
、
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
獲
得
の
実
績
を
少
し
ず
つ

で
も
積
み
上
げ
て
い
く
の
が
未
来
に
繋
が
る

先
行
投
資
と
な
る
。
2
‐（
2
）
で
指
摘
し
た

日
本
固
有
の
非
正
規
女
性
待
遇
問
題
は
日
本

人
国
内
需
要
で
は
何
ら
解
決
は
出
来
な
い
が
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
よ
る
需
要
増
に
よ
る
労

働
力
不
足
状
況
を
正
し
く
「
職
場
の
魅
力
不

足
問
題
」
と
い
う
待
遇
面
の
劣
悪
さ
で
捉
え

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
消
費
に
よ
っ
て
、

40
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
低
賃
金
の
構
造
的

問
題
を
急
速
に
是
正
す
る
事
が
地
域
観
光
経

済
を
力
強
く
す
る
事
に
直
結
す
る
。

　
2
0
2
4
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
世
界

学
術
会
議
・
展
示
会
情
勢
を
見
る
と
、
実
は

日
本
に
は
未
曾
有
の
機
会
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
北
米
諸
国
が
軒
並
み
敵
対
国
認
識
し
て

い
る
国
（
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

北
朝
鮮
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

キ
ュ
ー
バ
）
だ
け
で
な
く
、
カ
リ
ブ
諸
国
や

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
て
も
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
遅
ら
せ
て
い
る
事
が
顕
在
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
従
来
北
米
（
カ

ナ
ダ
・
米
国
）
に
て
開
催
し
て
い
た
年
次
国

際
会
議
の
参
加
者
が
目
に
見
え
て
減
少
し
て

お
り
、
米
国
・
欧
州
系
の
出
版
社
や
学
術
誌

発
行
元
が
北
米
以
外
で
の
国
際
会
議
開
催
を

好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
欧
州
大
陸

（
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
）
等
で

も
十
分
そ
れ
ら
会
議
は
開
催
で
き
る
が
、
欧

米
以
外
で
政
情
が
安
定
し
通
信
も
行
動
も
自

由
な
先
進
国
は
日
本
が
筆
頭
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
中
国
の
台
湾
海
峡

へ
の
脅
し
が
継
続
す
る
限
り
は
米
国
大
統
領

に
次
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
権
が
任
期
満
了

す
る
ま
で
の
今
後
5
年
程
度
は
、
日
本
で
の

学
術
・
国
際
会
議
や
国
際
展
示
会
、

M
I
C
E
分
野
に
は
追
い
風
が
吹
く
環
境
が

継
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
韓
国
も
当

然
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
把
握
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
香
港
で
さ
え
も
敵
対
国
の
関

係
で
少
な
く
と
も
米
国
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研

究
者
は
往
訪
を
躊
躇
う
し
、
中
国
本
土
入
国

は
論
外
と
い
う
状
況
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

韓
国
と
比
較
し
て
も
、
会
議
後
に
国
内
観
光

を
し
て
み
た
い
魅
力
度
の
観
点
で
は
圧
倒
的

に
日
本
は
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
今
後
5
年

間
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
間
に
ア
ジ
ア
で
の

M
I
C
E
市
場
シ
ェ
ア
を
意
識
し
た
国
家
戦

略
を
打
ち
出
せ
ば
、
世
界
に
吹
く
追
い
風
に

助
け
ら
れ
て
よ
り
成
果
が
出
や
す
い
時
期
に

い
る
世
界
情
勢
に
お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置

を
理
解
し
た
い
。

し
、
12
か
月
後
の

2
0
2
1
年
4
月

に
観
光
需
要
の
回

復
が
始
ま
っ
た

オ
ー
ラ
ン
ド
の
場

合
は
毎
月
の
宿
泊

税
収
を
記
録
・
公

開
し
て
い
る
の

で
、
2
0
2
0
年

4
月
の
税
収
と

2
0
2
0
年
の
年

間
税
収
が
激
減
し

て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
表
１
）。

　
一
方
で
米
国
観
光
需
要
が
本
格
的
に
戻
っ

て
き
た
2
0
2
2
年
の
年
間
税
収
額
の
前
年

比
増
加
分
は
強
烈
な
増
収
を
記
録
し
て
お

り
、
観
光
産
業
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
マ
イ
ナ
ス

の
シ
ョ
ッ
ク
に
耐
え
て
復
興
す
る
能
力
）
に
つ

い
て
は
特
筆
・
引
用
で
き
る
程
の
数
値
を
出

し
て
い
る
（
表
2
）。
市
場
復
興
時
に
は
稼
働

率
と
平
均
客
室
単
価
が
同
時
に
上
昇
す
る
環

境
で
あ
り
、
前
年
比
90
％
の
税
収
増
収
は
定

率
制
で
な
い
と
不
可
能
な
数
値
と
言
え
る
。

　
観
光
地
を
上
手
く
、
観
光
客
の
消
費
で
地

域
経
済
を
回
し
て
い
く
の
が
観
光
地
経
営
で

あ
る
が
、
観
光
奨
励
の
目
的
は
「
地
域
住
民

の
生
活
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」
で
あ
る
点

は
、
米
国
の
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン

ジ
郡
）、
フ
ロ
リ
ダ
州
、
そ
し
て
全
米
組
織

で
い
う
とB

rand U
S
A

で
も
共
通
し
て
各

組
織
の
目
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ラ
ン

ド
で
も
地
域
住
民
の
生
活
の
質
の
維
持
又
は

オ
ー
ラ
ン
ド
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
点
を
き
ち

ん
と
理
解
す
れ
ば
、
東
京
都
の
石
原
都
知
事

時
代
の
宿
泊
税
導
入
時
に
宿
泊
業
者
団
体
が

反
対
す
る
と
い
う
事
は
あ
り
得
な
か
っ
た
訳

で
あ
る
。
現
時
点
で
少
な
く
と
も
認
識
す
る

範
囲
内
で
は
沖
縄
県
の
宿
泊
税
導
入
に
際
し

沖
縄
C
V
B
と
宿
泊
業
関
連
団
体
が
一
緒
に

定
率
制
の
宿
泊
税
導
入
を
提
案
し
て
い
る
点

で
は
、
つ
い
に
米
国
同
様
の
意
識
で
の
地
方
特

別
目
的
税
と
し
て
の
導
入
を
唱
道
す
る
動
き

が
出
て
き
た
事
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
と

拝
察
す
る
。

　
こ
の
章
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
光
地
オ
ー

ラ
ン
ド
発
展
の
歴
史
的
経
緯
と
し
て
レ

ジ
ャ
ー
客
層
主
導
の
発
展
が
外
的
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
り
季
節
変
動
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
、
そ

れ
を
補
う
た
め
に
M
I
C
E
と
D
M
O
導
入

が
唱
道
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
次
章
で
そ
の
点

を
よ
り
深
く
観
察
す
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
D
M
O
が
出
来

て
、
そ
こ
が
M
I
C
E
招
聘
を
必
要
と
し
た

と
い
う
順
番
で
は
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
客
依
存

の
観
光
需
要
が
も
た
ら
す
季
節
変
動
に
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
て
、
観
光
産
業
界
が

総
崩
れ
に
な
る
ほ
ど
の
状
況
で

（i）
季
節
変
動
を
緩
和
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
の

持
続
性
に
懸
念
が
あ
る
、
故
に

（ii）
季
節
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
に
レ
ジ
ャ
ー

客
以
外
の
客
層
を
観
光
地
と
し
て
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
、
そ
れ
は
M
I
C
E
客
獲
得
で

あ
る
、

（iii）
そ
の
た
め
に
は
M
I
C
E
客
獲
得
の
た
め

の
観
光
イ
ン
フ
ラ
設
備
投
資
た
る
「
国
際
会

議
場
建
設
」
と
実
際
に
M
I
C
E
客
層
誘
致

活
動
を
行
う
D
M
O
（
当
時
は
C
V
B
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
を
設
立
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
陳
情
が
宿
泊
産
業
界

か
ら
地
元
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
そ
し

て
更
に
、
上
記

（iii）
の
財
務
的
実
現
可
能
性
を

高
め
る
た
め
に
、

（iv）
国
際
会
議
場
建
設
に
は
地
元
政
府
（
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
が
地
方
債
を
発
行
し

て
投
資
家
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金
を
国
際
会

議
場
建
設
資
金
に
充
当
す
る
が
、
そ
の
元
利

金
返
済
に
は
新
規
に
導
入
す
る
宿
泊
税
収
を

優
先
的
に
充
て
る
。

と
い
う
部
分
ま
で
詰
め
て
提
案
さ
れ
た
。
特

に
こ
の

（iv）
に
関
し
て
は
、
地
元
政
府
に
も
宿

泊
業
界
に
も
手
持
ち
余
剰
建
設
資
金
が
無
い

点
を
考
慮
し
、
地
方
債
発
行
で
建
設
資
金
調

達
を
し
、
そ
の
元
利
金
返
済
原
資
に
は
将
来

発
生
す
る
特
別
地
方
税
収
を
充
て
る
事
が
き

ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
ス
キ
ー
ム
に
は
「
一
般
財
源
か
ら
建
設

資
金
を
割
り
当
て
て
、
開
業
後
の
運
営
赤
字

補
填
も
政
府
一
般
財
源
か
ら
充
当
す
る
」
と

い
う
世
界
各
国
の
中
央
・
地
方
政
府
に
あ
る

甘
え
た
構
造
を
排
除
し
、「
観
光
イ
ン
フ
ラ

建
設
資
金
は
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般

財
源
を
利
用
せ
ず
に
地
方
債
発
行
と
い
う
外

部
調
達
で
確
保
し
、
そ
の
地
方
債
元
利
金
返

済
資
金
も
地
域
納
税
者
が
支
払
っ
た
一
般
財

源
に
依
存
せ
ず
に
、
地
方
特
別
目
的
税
で
あ

る
宿
泊
税
収
か
ら
優
先
的
に
充
当
す
る
」
と

い
う
ス
キ
ー
ム
を
組
ん
で
い
る
。

　
更
に
金
融
的
観
点
で
補
記
す
る
な
ら
ば
、

オ
レ
ン
ジ
郡
の
地
方
債
はT

ourism
 

R
even

u
e B

o
n
d

と
い
う
名
称
で
、
通
常

の
地
方
債
発
行
で
よ
く
あ
る
地
元
政
府
の
偶

発
債
務
保
証
を
排
除
し
、
発
行
体
た
る
地
元

政
府
保
証
無
のO

ff-B
alan

ce S
h
eet 

F
in
an
cin

g

（
地
方
自
治
体
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
負
債
側
に
偶
発
債
務
の
記
載
が
出
て

こ
な
い
形
態
）
で
の
資
金
調
達
を
実
施
し
て

い
る
。
で
は
一
般
投
資
家
か
ら
の
リ
ス
ク
判

断
へ
の
対
処
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、F

itch

及
びS

tan
d
ard

 P
o
o
r

社
か

ら
地
方
債
格
付
け
を
取
得
し
て
、
個
別
リ
ス

ク
の
懸
念
を
低
減
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
金

融
市
場
の
王
道
と
し
て
の
資
金
調
達
方
法
を

活
用
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
に
低
利
率
で

の
資
金
調
達
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
発
行

主
体
で
あ
る
地
方
政
府
へ
の
請
求
権

（R
eco

u
rse

）
が
無
い
と
い
う
意
味
で
は

N
o
n
-reco

u
rse

、
請
求
権
が
将
来
の
宿

泊
税
収
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
方
政
府
に
元

利
金
返
済
金
不
足
時
の
肩
代
わ
り
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
意
味
で
はL

im
ited

 

R
eco

u
rse

と
言
え
よ
う
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
宿
泊
代
金
に
6
％

を
課
税
す
る
定
率
制
で
、
日
本
と
同
時
期
の

2
0
2
0
年
4
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
直
撃

そ
の
分
、
内
陸
部
は
ワ
ニ
の
住
む
湿
地
帯
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
開
発
は
遅
延
し
て
お

り
、
軍
需
産
業
の
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能

性
を
淡
く
信
じ
る
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
が
大
変
貌
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
1
9
7
1
年
の
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
開
業

で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は
多
く
の
代
理
人

を
使
い
、
匿
名
で
農
地
や
沼
地
、
湿
地
帯
を

土
地
所
有
者
か
ら
低
額
で
買
収
し
、
最
終
的

に
は
東
京
の
山
手
線
の
内
側
に
匹
敵
す
る
面

積
の
土
地
を
取
得
し
、
そ
こ
に
巨
大
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
開
業
し
た
。
当
時
は
ま
だ
現
在

の
L
C
C
（
格
安
航
空
会
社
）
が
存
在
し
な

い
時
代
で
あ
り
、
家
族
連
れ
は
自
家
用
車
や

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
に
子
供
や
荷
物
を
の

せ
て
長
距
離
を
運
転
し
て
来
訪
し
た
が
、
多

く
の
観
光
客
流
入
に
よ
り
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区

で
は
地
元
企
業
が
ホ
テ
ル
を
複
数
建
設
し
て

も
十
分
に
需
要
が
確
保
出
来
る
状
態
で
は

あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
9
7
3
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル

建
国
1
9
4
8
年
か
ら
数
え
て
第
四
次
中
東

戦
争
が
エ
ジ
プ
ト
軍
を
主
体
と
す
る
ア
ラ
ブ

側
の
奇
襲
攻
撃
で
勃
発
し
、
ア
ラ
ブ
の
大
義

を
支
持
す
る
と
い
う
観
点
で
前
線
を
接
し
な

い
ア
ラ
ブ
産
油
国
複
数
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支

持
す
る
米
国
や
西
側
諸
国
に
対
し
原
油
禁
輸

措
置
を
取
っ
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は

3
0
0
％
上
昇
し
、
遥
か
に
距
離
の
離
れ
た

米
国
も
そ
の
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
小
売
価
格
が

急
騰
し
、
オ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
客
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　
産
業
界
か
ら
税
金
制
度
を
提
案
・
陳
情
し

た
と
い
う
経
緯
が
理
解
し
難
い
が
、
そ
れ
が

オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊
税
導
入
の
経
緯
で
あ

る
。

　
自
分
達
の
観
光
地
の
「
レ
ジ
ャ
ー
客
は

元
々
季
節
性
が
高
く
、
学
校
の
休
み
に
来
訪

が
集
中
し
、
学
校
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

時
期
に
は
来
訪
し
な
い
」
に
加
え
て
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
で
レ
ジ
ャ
ー
客
の
絶
対
数
が
減
少

し
て
し
ま
い
、
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
（
納
税

者
）
で
あ
る
現
地
ホ
テ
ル
協
会
が
、
未
曾
有

の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
、
苦
悩
の
中
で
現

地
政
府
に
対
し
て
陳
情
を
行
っ
た
。

　
陳
情
の
内
容
は
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
ど
ち

ら
も
オ
ー
ラ
ン
ド
来
訪
客
の
季
節
変
動
を
平

準
化
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

●
レ
ジ
ャ
ー
客
の
よ
う
な
季
節
変
動
の
少
な

い
新
し
い
訪
問
客
層
と
な
る
M
I
C
E
関
連

客
を
誘
致
す
る
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
国
際
会
議
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

●
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
実
際
に
招
聘
す

る
た
め
の
観
光
庁
奨
励
組
織
で
あ
る
Ｃ
Ｖ
Ｂ

（C
on
ven
tion
s an
d V
isitors B

ureau: 

現
在
は
D
M
O
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
組
織
）

を
創
立
し
て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
つ
ま
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
今
か
ら
50
年

前
に
既
に「
M
I
C
E
需
要
に
は
、レ
ジ
ャ
ー

客
と
は
異
な
り
季
節
性
が
少
な
く
、
且
つ
レ

ジ
ャ
ー
客
の
低
需
要
期
に
観
光
需
要
を
能
動

的
に
積
み
上
げ
る
事
が
可
能
な
来
訪
客
セ
グ

メ
ン
ト
で
あ
る
」
と
認
識
し
て
、
観
光
地
の

将
来
と
持
続
性
を
見
越
し
て
M
I
C
E
客
セ

グ
メ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
い
う

戦
略
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
業
界
団
体
が
そ
れ
ら
の
陳
情
を
行

う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
日
本
を
含
め
て
世
界
中

で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
ホ
テ
ル
業
界
の
陳
情
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、

明
確
な
財
源
に
関
す
る
提
案
を
含
め
て
陳
情

し
た
点
で
あ
る
。

　「
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
返
済
と

D
M
O
の
運
営
資
金
原
資
と
し
て
、
我
々
ホ

テ
ル
に
宿
泊
す
る
宿
泊
客
に
地
方
特
別
目
的

税
た
る
宿
泊
税
を
導
入
し
て
、
そ
の
税
収
を

活
用
し
、
且
つ
我
々
宿
泊
業
界
が
そ
の
税
収

の
代
理
徴
税
ま
で
行
う
」

　
米
国
の
場
合
は
、
市
区
町
村
民
に
「
居
住

者
」（resid

en
ts

）
と
い
う
感
覚
よ
り
も「
納

税
者
」（taxp

ayer

）
と
い
う
感
覚
が
強
く
、

故
に
自
分
た
ち
の
生
活
の
質
を
上
げ
る
た
め

に
新
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が

宿
泊
業
界
と
い
う
納
税
者
側
か
ら
出
て
き
た

点
の
理
解
が
重
要
で
あ
る
。税
金
に
対
し
て
、

江
戸
幕
府
2
6
0
年
、
明
治
維
新
後
1
6
0

年
と
い
う
4
0
0
年
を
超
え
て
「
お
上
が
一

方
的
に
申
し
付
け
る
年
貢
と
い
う
意
識
が
世

代
を
超
え
て
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
日
本

人
」
に
と
っ
て
は
、「
観
光
業
界
の
中
心
た

る
べ
き
宿
泊
業
界
が
観
光
地
を
良
く
す
る
た

め
に
、
自
分
達
の
た
め
に
、
地
域
成
長
の
た

め
に
税
金
を
導
入
し
よ
う
」
と
い
う
意
識
が

希
薄
、
又
は
理
解
出
来
な
い
構
造
的
な
差
異

が
あ
る
点
と
感
じ
る
。

　
こ
の
、
業
界
が
自
分
達
の
経
営
環
境
、
地
域

の
経
済
成
長
の
た
め
に
新
た
な
地
方
目
的
税

導
入
を
要
請
す
る
と
い
う
動
き
が
50
年
前
の

　
全
米
の
市
区
町
村
で
最
大
の
年
間
訪
問
客

（
レ
ジ
ャ
ー
客
と
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
数
で
あ
る

74
百
万
人
を
2
0
2
2
年
に
計
上
し
た
の
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は
フ

ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
で
あ
る
。
同
年
ネ

バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
39
百
万
人
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
が
56
百
万
人
で
あ
り
、
オ
ー
ラ
ン

ド
は
2
0
1
9
年
に
記
録
し
た
75
百
万
人
を

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
州
と
し
て
の
観

光
客
数
で
も
2
0
2
3
年
の
年
間
訪
問
客
数

は
ハ
ワ
イ
州
が
9
・
6
百
万
人
に
比
較
し
て

フ
ロ
リ
ダ
州
は
1
3
5
百
万
人
と
、
地
理
的

に
近
い
日
本
か
ら
見
る
と
ハ
ワ
イ
州
の
観
光

行
政
事
例
が
よ
く
観
察
対
象
に
な
る
の
に
対

し
、
米
国
本
土
で
は
ほ
ぼ
フ
ロ
リ
ダ
州
の
観

光
行
政
事
例
が
引
用
・
模
倣
の
対
象
に
な
る

の
は
規
模
の
差
が
圧
倒
的
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
産
業
の
発
展

と
歴
史
的
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
D
M
O（
当

時
は
C
V
B
：C

onvention and V
isitors 

B
ureau

の
名
称
だ
っ
た
）
設
立
と
M
I
C
E

戦
略
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
が
理
解
で

き
る
。
今
回
は
何
故
に
オ
ー
ラ
ン
ド
が

M
I
C
E
分
野
を
戦
略
的
に
開
発
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
か
の
経
緯
と
、
観
光
を
主

要
産
業
と
し
て
育
成
す
る
観
光
地
経
営
に
お

け
る
M
I
C
E
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
関
連
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

　
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
（
行
政
区
域
は

フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
1
9
7
2
年

人
口
は
38
万
3
5
6
7
名
で
あ
っ
た
が
、

2
0
2
2
年
に
は
1
4
5
万
2
7
2
6
名
と

50
年
で
2
7
8
%
の
人
口
増
を
計
上
し
て
い

る
。
同
時
期
の
米
国
全
体
の
人
口
増
が
59
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
の
人
口
増
が
1
9
5
％
で
あ
る

故
、
米
国
平
均
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
平
均
の
人

口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ラ
ン
ド
は
元
々
N
A
S
A
の
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
基
地
で
あ
る
ケ
ー
プ
カ
ナ
ベ
ラ

ル
か
ら
直
線
の
高
速
道
路
で
30
分
程
度
の
距

離
で
あ
り
、
戦
略
爆
撃
機
B
・
52
が
同
時
に

離
着
陸
で
き
る
大
規
模
な
マ
ッ
コ
イ
空
軍
基

地
が
市
の
東
南
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
テ
ィ
ン
社
等
の
軍
需
産
業
が
冷

戦
時
初
期
に
発
展
し
た
経
緯
が
あ
る
。
フ
ロ

リ
ダ
州
は
半
島
で
あ
り
、
1
8
1
9
年
に
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
米
国
領
と
な
り
、
1
8
6
0
年

代
、
日
本
が
明
治
維
新
の
頃
に
臨
海
部
を
中

心
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
、
半
島
の
東
西
両

海
岸
沿
い
が
米
国
北
東
部
や
中
西
部
の
冬
季

に
寒
い
地
域
か
ら
の
避
寒
者
向
け
に
開
発
さ

れ
て
、
発
展
し
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

（3）
世
界
情
勢
を
俯
瞰
し
た

機
会
を
掴
む
戦
術

　
現
在
の
日
本
の
宿
泊
産
業
統
計
を
見
る

と
、
国
際
問
題
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
な

程
の
低
収
入
で
あ
り
、
と
て
も
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
ど
こ
ろ
か
人
生
設
計
も
不
可
能
な
レ
ベ
ル

の
低
年
収
で
、
且
つ
男
女
格
差
を
示
唆
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
（
表
3
）。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職

員
の
年
収
差
も
存
在
す
る
（
表
4
）。

　
非
正
規
雇
用
中
の
女
性
の
占
め
る
割
合
は

70
％
程
度
で
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
観
光
産

業
、
特
に
宿
泊
産
業
で
は
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー

米国フロリダ州オーランドのMICE戦略とDMO設立の経緯3
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ト
開
催
以
降
は
、
様
々
な
国
際
会
議
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
は
、
1
9
9
6
年

の
県
経
済
界
に
よ
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
翌
年
に
は
県
議
会
で
「
主
要
国
首

脳
会
議
の
沖
縄
県
開
催
に
関
す
る
要
請
決

議
」
が
採
択
さ
れ
、
県
庁
に
「
2
0
0
0
年

サ
ミ
ッ
ト
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
県
知
事
の
国
に
対

す
る
最
終
要
請
を
経
て
、
最
終
的
に
は
小
渕

首
相
の
決
断
に
よ
り
開
催
の
決
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
の
季
節
性
は
学
校
暦
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
全
国
に
お
け
る
高
校
生
の

国
内
修
学
旅
行
実
施
件
数
は
10
〜
12
月
が

ピ
ー
ク
期
で
、
4
月
と
7
〜
8
月
が
オ
フ
期

と
な
る
。
長
期
休
み
の
期
間
を
避
け
て
実
施

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
航
空
運
賃
（
学

校
研
修
割
引
運
賃
）
が
比
較
的
安
く
設
定
さ

れ
る
時
期
が
選
ば
れ
や
す
い
た
め
、
沖
縄
の

よ
う
な
観
光
地
の
場
合
、
修
学
旅
行
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

対
策
と
な
る
。

　
沖
縄
の
修
学
旅
行
誘
致
の
歴
史
は
、

1
9
7
5
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
か
ら

は
じ
ま
る
。
海
洋
博
覧
会
後
に
予
想
さ
れ
て

い
た
観
光
需
要
の
減
少
を
補
う
た
め
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
修
学
旅
行
の
誘
致
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
当
時
、
8
月
に
お

け
る
沖
縄
観
光
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期

で
、
既
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
た
。
誘
致
活
動
と
し
て
は
、
県

と
沖
縄
県
観
光
連
盟
（
現
在
の
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
と
が
連
携
を

し
な
が
ら
、
招
待
旅
行
や
宣
伝
隊
の
派
遣
な

ど
を
行
い
、
1
9
7
7
年
に
約
1
万

4
0
0
0
人
を
受
け
入
れ
た
。
以
降
、
平
和

ガ
イ
ド
な
ど
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に

適
し
た
平
和
学
習
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

4

沖
縄
の

旅
行
需
要

平
準
化
策

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
　

川
村
竜
之
介

　
最
後
に
、
沖
縄
県
の
政
策
に
お
い
て
、
観

光
需
要
の
平
準
化
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
従
来
か
ら
、
県
の

観
光
計
画
等
で
は
平
準
化
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
「
稼
ぐ
」
た
め
の
重
要
課
題
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
一
歩

進
ん
だ
議
論
と
施
策
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
2
0
2
0
年
に
、
県
内
企
業

の
成
長
や
県
民
の
給
与
所
得
向
上
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「『
稼
ぐ
力
』
に
関

す
る
万
国
津
梁
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
万

国
津
梁
会
議
」
は
、
知
事
が
示
す
県
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
を
行
う
会

議
体
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
な
か
で
、
観
光

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、観
光
産
業
の
生
産
性
・

収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的

方
策
と
し
て
「
観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に

よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
行
う
「
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
た

観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
」
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
経
て
、
提
言
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
、
平
準
化
に
向
け
た

考
え
方
と
し
て
、
従
来
の
「
人
数
の
平
準
化
」

だ
け
で
は
な
く
「
観
光
収
入
の
平
準
化
」
を

目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
人
数
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
変
動
価
格
制
）

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン

の
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
、
結
局
は
観
光
収

入
（
旅
行
消
費
額
）
の
季
節
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
デ
ー
タ
で
確
認
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
宿
泊
業
な
ど
の
観
光
産

業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
収
益
の

平
準
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ

フ
期
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
で
、「
観
光
収

入
」
を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
準
化
策
の
方
針
と
し
て
は
「
季
節
性
の

異
な
る
市
場
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
組

み
合
わ
せ
」「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
散
化

に
よ
る
時
期
と
場
所
の
平
準
化
」
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
は
、
シ

テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
（
都
市
観
光
）、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
組
み
合
わ
せ
の
ほ
か
、

団
体
旅
行
需
要
が
特
定
の
時
期
に
偏
る
と
大

型
バ
ス
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
修
学
旅
行
の
2
〜
3
月
シ
フ
ト
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
、
団
体
旅
行
等
と
の
組
み
合
わ
せ

の
必
要
性
な
ど
も
示
さ
れ
た
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
今
後
も
成
長
が

期
待
で
き
る
領
域
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
県
で
は
順

次
、
施
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
で
は
修
学
旅
行

や
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
M
I
C
E
な
ど
の
長
期
間
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
に
寄
与
し

て
き
た
。
い
ず
れ
も
、
沖
縄
の
特
徴
を
う
ま

く
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
優
位
性
は

高
い
。現
在
で
も
、行
政
・
民
間
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
今
後
は
、前
述
の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、

「
稼
ぐ
」
観
光
に
す
る
た
め
の
、
よ
り
戦
略

的
な
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
、
新
た
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ン
ト
の
お
か
げ
で
、
需
要
が
下
支
え
さ
れ
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
平
準
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
業
務
目
的
客
は
比
較
的
10
〜
12
月
期
に

多
く
、
7
〜
9
月
期
に
少
な
い
（
図
11
）。

M
I
C
E
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
月
別
の
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
は
、
4
月
、
9
月
、
11
月
な
ど

が
多
い
（
図
12
）。

　
沖
縄
が
M
I
C
E
開
催
地
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト（
第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
地
は
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
効
果
と
し
て
、①
沖
縄
の
知
名
度

向
上
、②
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
、③
国
際
会
議
の
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
向
上
、④
県
産
品
販
路
拡
大
、⑤
教
育
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
万
国

津
梁
館
」
が
整
備
さ
れ
、
M
I
C
E
の
受
け

入
れ
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ

た
こ
と
や
、
1
9
8
7
年
に
修
学
旅
行
に
お

け
る
航
空
機
利
用
の
制
約
緩
和
が
な
さ
れ
た

こ
と
で
、受
け
入
れ
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

そ
し
て
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
安
定
的
な

受
け
入
れ
を
維
持
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は
、
約
50
年
前
か

ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
、
現

在
の
沖
縄
観
光
に
お
け
る
平
準
化
策
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
例
年
2
月
頃
に
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
12
球
団
中
9
球
団
が
実
施
し

た
。
延
べ
観
客
数
は
約
37
万
9
0
0
0
人
、

こ
の
う
ち
県
外
客
が
4
万
9
0
0
0
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
オ
フ
期
の
底
上
げ
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
い
。
ち
な
み

に
、
同
時
期
に
は
韓
国
や
台
湾
の
プ
ロ
チ
ー

ム
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
主
な
日
程
は
、
前
半
が
練
習

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
後
半
が
オ
ー
プ
ン
戦
や

練
習
試
合
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
客
の
多
く
は
プ
ロ
野
球
や
球
団
に
対
す

る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
特
に
前
半
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で

あ
る
。
県
外
客
の
宿
泊
地
は
、
那
覇
や
西
海

岸
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
で
は
出
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
各
地

域
に
も
一
定
の
経
済
効
果
が
生
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
と
球
団
と
の
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
期
間
中

に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
で
あ
る
。

　
沖
縄
県
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
は
、

1
9
7
9
年
の
名
護
市
で
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
投
手
陣
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
か
ら
、
1
9
8
1
年
の
同
チ
ー
ム
に
よ

る
本
格
的
な
1
軍
キ
ャ
ン
プ
に
つ
な
が
り
、

以
降
、
沖
縄
市
で
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
宜

野
湾
市
で
の
横
浜
ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
横
浜

D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
な
ど
、
徐
々
に

キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が
増
え
て
い
っ
た
。
更
に

1
9
9
0
年
台
は
5
球
団
、
2
0
0
0
年
台

は
6
〜
9
球
団
と
な
り
、
2
0
1
1
年
に
は

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
那
覇
市
を
第
2
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
加
え
た
こ
と
で
、
10
球
団
が

開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　
沖
縄
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
気
候
条
件
に
加
え

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
受
け
入
れ
可
能
な
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
が
、
沖
縄
県
の
季
節
性
に
つ
い
て
の

現
状
で
あ
る
。
平
準
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
長
年
に
渡
っ
て
季
節
性
の

緩
和
に
寄
与
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
も
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
は

更
に
大
き
な
季
節
性
が
生
じ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
取
組
み
と
し

て
、
修
学
旅
行
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
M
I
C
E
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。

　
ま
ず
は
修
学
旅
行
で
あ
る
。
県
外
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の
多
く
が
高
等
学

校
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
自
然
体
験
や

環
境
学
習
、
平
和
学
習
の
人
気
が
高
い
。
受

け
入
れ
の
ピ
ー
ク
は
10
〜
11
月
と
5
月
頃
で

あ
り
、
一
般
の
観
光
客
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

7
〜
8
月
は
非
常
に
少
な
い
（
図
9
）。
修

学
旅
行
市
場
の
季
節
性
は
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
い
て

大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
ま

で
は
年
間
約
40
〜
45
万
人
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
期
〜
オ
フ
期
の
需
要
底
上

　
自
然
資
源
が
強
い
魅
力
を
持
つ
観
光
地
に

お
い
て
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
由
来
の
季
節
性

に
加
え
て
、
長
期
休
み
に
よ
る
季
節
性
が
重

な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
繁
閑
差
が
生
じ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
海

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

る
沖
縄
で
あ
る
。
夏
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
季
節
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
平
準
化

は
長
年
に
わ
た
り
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
分
、
平
準
化
に
対
す

る
取
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
点

も
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沖
縄
の
季
節

性
と
平
準
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
デ
ー
タ

に
よ
る
現
状
整
理
や
、
代
表
的
な
取
組
み
と

そ
の
効
果
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
よ
る
今
後
の

平
準
化
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
沖
縄
県
の
季
節
性
の
現
状
に
つ

い
て
整
理
を
す
る
。具
体
的
に
は
、旅
行
者
数
、

一
人
当
た
り
消
費
単
価
、
旅
行
消
費
額
の
季

節
性
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
揃
っ
て
い

る
最
新
の
デ
ー
タ
は
2
0
2
2
年
分
で
あ
る

が
、
当
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
影
響
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
米

国
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ー
タ
と
も
比
較
を
行
う
。

　
沖
縄
県
の
旅
行
者
数
（
入
域
観
光
客
数
）

は
、
夏
休
み
の
7
〜
8
月
に
大
き
な
ピ
ー
ク

期
、
春
休
み
の
3
月
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
期
が

あ
り
、
冬
の
12
〜
2
月
が
オ
フ
期
に
な
る
特

徴
を
有
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
、

国
内
客
と
外
国
客
に
分
解
す
る
と
、
外
国
客

は
国
内
客
ほ
ど
の
季
節
性
は
有
し
て
お
ら

ず
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
要
因
は
、
ほ
ぼ
国
内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
次
に
、一
人
当
た
り
消
費
単
価
で
あ
る（
図

2
）。
消
費
単
価
も
旅
行
者
数
と
同
様
に
、

7
〜
9
月
期
が
高
く
、
1
〜
3
月
期
が
低
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
宿
泊
料
金
で
あ
る
。
特
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
お
け
る
平
均
客
室
単
価
の
季
節
変
動
が

大
き
く
、
7
〜
8
月
期
は
他
の
月
の
2
倍
以

上
に
達
す
る
（
図
3
）。

　
最
後
に
旅
行
消
費
額
（
観
光
収
入
）
で
あ

る
（
図
4
）。
旅
行
消
費
額
の
季
節
変
動
は

更
に
大
き
く
、
7
〜
9
月
期
に
特
に
大
き
な

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
る
特
徴
が
あ
る
。
旅
行
消

費
額
は
旅
行
者
数
と
消
費
単
価
の
積
で
あ
る

た
め
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
が
消
費
単
価
の

季
節
性
に
よ
り
増
幅
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
季

節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
ハ
ワ
イ
州
の
季
節
性
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
。
ま
ず
、
旅
行
者
数
（
到
着
数
）

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と
同
程
度
の
変
動
が

見
ら
れ
る
（
図
5
）。
国
内
客
と
外
国
客
に

分
解
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
人

数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
因
は
国

内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
宿
泊

施
設
の
平
均
客
室
単
価
は
、
12
月
に
や
や
上

昇
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
小
さ
な
変
動
に
留

ま
っ
て
い
る
（
図
7
）。
そ
の
結
果
、
一
人

当
た
り
消
費
単
価
と
旅
行
消
費
額
は
、
四
半

期
別
で
み
れ
ば
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
・
8
）。

　
気
候
条
件
な
ど
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
と
比

較
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
は
概
ね
平
準
化
し
て

1
．は
じ
め
に

2
．沖
縄
県
の

季
節
性
の
現
状

い
。
宮
城
は
、
キ
ャ
ン

プ
開
催
に
お
け
る
沖
縄

県
の
優
位
性
と
し
て
、

①
温
暖
な
気
候
、②
遅

い
日
没
時
間
、③
大
規

模
球
場
の
分
散
立
地
、

④
市
町
村
の
積
極
的

な
施
設
整
備
を
挙
げ
て

い
る
。
県
内
各
地
で
は

長
年
に
わ
た
り
、
プ
ロ

仕
様
の
球
場
整
備
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

盤
石
な
受
け
入
れ
態
勢

が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
「
野

球
愛
」
が
受
け
入
れ
の

土
壌
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
に
野
球
が
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
1
8
9
0
年
台
以
降
、
子
供

た
ち
の
草
野
球
や
社
会
人
野
球
な
ど
を
通
じ

て
、
野
球
は
本
土
以
上
に
、
沖
縄
県
民
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

1
9
5
8
年
の
甲
子
園
初
出
場
以
降
、
高
校

野
球
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
県
民
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

受
け
入
れ
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
各
地

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
沖
縄
の
象
徴
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
は
、
海
外
に
住
む
沖

縄
出
身
者
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
県
系
人
な

ど
、
沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
ま
る
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
9
0
年
か
ら
お

よ
そ
5
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
直
近
で
は
第
7
回
大
会
が

2
0
2
2
年
10
月
3
日
か
ら
4
日
間
開
催
さ

れ
、
24
か
国
2
地
域
か
ら
約
4
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
規
模
な
部
類
に
入
り
、
県
民
も

含
め
た
参
加
者
数
は
約
43
万
人
に
上
る
。
期

間
中
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
各
国

の
県
系
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
沖
縄
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
エ
イ
サ
ー
や
三
線
の
ス
テ
ー
ジ
、
空
手

の
演
武
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
ル
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
閉
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
積
極
的
な
海
外
移

民
政
策
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
海
外

に
住
む
県
系
人
が
お
よ
そ
42
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
M
I
C
E

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
加
え
て
、
県
内
各
地
で
は
、
他
に
も
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
数
が
数
千
人
規
模
に
上

る
も
の
も
あ
る
（
表
1
）。
沖
縄
観
光
の
オ

フ
期
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
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最
後
に
、
沖
縄
県
の
政
策
に
お
い
て
、
観

光
需
要
の
平
準
化
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
従
来
か
ら
、
県
の

観
光
計
画
等
で
は
平
準
化
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
「
稼
ぐ
」
た
め
の
重
要
課
題
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
1
歩

進
ん
だ
議
論
と
施
策
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
2
0
2
0
年
に
、
県
内
企
業

の
成
長
や
県
民
の
給
与
所
得
向
上
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「『
稼
ぐ
力
』
に
関

す
る
万
国
津
梁
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
万

国
津
梁
会
議
」
は
、
知
事
が
示
す
県
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
を
行
う
会

議
体
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
な
か
で
、
観
光

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、観
光
産
業
の
生
産
性
・

収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的

方
策
と
し
て
「
観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に

よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
行
う
「
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
た

観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
」
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
経
て
、
提
言
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
、
平
準
化
に
向
け
た

考
え
方
と
し
て
、
従
来
の
「
人
数
の
平
準
化
」

だ
け
で
は
な
く
「
観
光
収
入
の
平
準
化
」
を

目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
人
数
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
変
動
価
格
制
）

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン

の
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
、
結
局
は
観
光
収

入
（
旅
行
消
費
額
）
の
季
節
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
デ
ー
タ
で
確
認
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
宿
泊
業
な
ど
の
観
光
産

業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
収
益
の

平
準
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ

フ
期
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
で
、「
観
光
収

入
」
を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
準
化
策
の
方
針
と
し
て
は
「
季
節
性
の

異
な
る
市
場
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
組

み
合
わ
せ
」「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
散
化

に
よ
る
時
期
と
場
所
の
平
準
化
」
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
は
、
シ

テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
（
都
市
観
光
）、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
組
合
せ
の
ほ
か
、
団
体

旅
行
需
要
が
特
定
の
時
期
に
偏
る
と
大
型
バ

ス
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、

修
学
旅
行
の
2
〜
3
月
シ
フ
ト
や
、
ク
ル
ー

ズ
船
、
団
体
旅
行
等
と
の
組
み
合
わ
せ
の
必

要
性
な
ど
も
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
今
後
も
成
長
が
期

待
で
き
る
領
域
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
県
で
は
順

次
、
施
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
で
は
修
学
旅
行

や
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
M
I
C
E
な
ど
の
長
期
間
に
わ
た
る
取

組
み
が
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
に
寄
与
し
て

き
た
。
い
ず
れ
も
、
沖
縄
の
特
徴
を
う
ま
く

活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
優
位
性
は
高

い
。
現
在
で
も
、
行
政
・
民
間
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

今
後
は
、
前
述
の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、

「
稼
ぐ
」
観
光
に
す
る
た
め
の
、
よ
り
戦
略

的
な
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
、
新
た
な
取

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

 

　
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
平
準
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
業
務
目
的
客
は
比
較
的
10
〜
12
月
期
に

多
く
、
7
〜
9
月
期
に
少
な
い
（
図
11
）。

M
I
C
E
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
月
別
の
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
は
、
4
月
、
9
月
、
11
月
な
ど

が
多
い
（
図
12
）。

　
沖
縄
が
M
I
C
E
開
催
地
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト（
第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
地
は
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
効
果
と
し
て
、①
沖
縄
の
知
名
度

向
上
、②
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
、③
国
際
会
議
の
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
向
上
、④
県
産
品
販
路
拡
大
、⑤
教
育
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
万
国

津
梁
館
」
が
整
備
さ
れ
、
M
I
C
E
の
受
け

入
れ
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ

ト
開
催
以
降
は
、
様
々
な
国
際
会
議
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

け
る
航
空
機
利
用
の
制
約
緩
和
が
な
さ
れ
た

こ
と
で
、受
け
入
れ
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

そ
し
て
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
安
定
的
な

受
け
入
れ
を
維
持
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は
、
約
50
年
前
か

ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
、
現

在
の
沖
縄
観
光
に
お
け
る
平
準
化
策
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
例
年
2
月
頃
に
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
12
球
団
中
9
球
団
が
実
施
し

た
。
延
べ
観
客
数
は
約
37
万
9
0
0
0
人
、

こ
の
う
ち
県
外
客
が
4
万
9
0
0
0
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
オ
フ
期
の
底
上
げ
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
い
。
ち
な
み

に
、
同
時
期
に
は
韓
国
や
台
湾
の
プ
ロ
チ
ー

ム
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
主
な
日
程
は
、
前
半
が
練
習

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
後
半
が
オ
ー
プ
ン
戦
や

練
習
試
合
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
客
の
多
く
は
プ
ロ
野
球
や
球
団
に
対
す

る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
特
に
前
半
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で

あ
る
。
県
外
客
の
宿
泊
地
は
、
那
覇
や
西
海

岸
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
で
は
出
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
各
地

域
に
も
一
定
の
経
済
効
果
が
生
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
と
球
団
と
の
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
期
間
中

に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
で
あ
る
。

　
沖
縄
県
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
は
、

1
9
7
9
年
の
名
護
市
で
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
投
手
陣
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
か
ら
、
1
9
8
1
年
の
同
チ
ー
ム
に
よ

る
本
格
的
な
1
軍
キ
ャ
ン
プ
に
つ
な
が
り
、

以
降
、
沖
縄
市
で
の
広
島
カ
ー
プ
、
宜
野
湾

市
で
の
横
浜
ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
）
な
ど
、
徐
々
に
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が
増

え
て
い
っ
た
。
更
に
1
9
9
0
年
台
は
5
球

団
、
2
0
0
0
年
台
は
6
〜
9
球
団
と
な
り
、

2
0
1
1
年
に
は
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
那

覇
市
を
第
2
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
加
え
た
こ

と
で
、
10
球
団
が
開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　
沖
縄
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
気
候
条
件
に
加
え

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
受
け
入
れ
可
能
な
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
。
宮
城
は
、
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
お
け
る
沖

縄
県
の
優
位
性
と
し
て
、①
温
暖
な
気
候
、②

　
以
上
が
、
沖
縄
県
の
季
節
性
に
つ
い
て
の

現
状
で
あ
る
。
平
準
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
長
年
に
渡
っ
て
季
節
性
の

緩
和
に
寄
与
す
る
様
々
な
取
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。
も
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
は
更

に
大
き
な
季
節
性
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。本
稿
で
は
代
表
的
な
取
組
み
と
し
て
、

修
学
旅
行
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
・
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
、
M
I
C
E
に
つ
い
て
取
り
上

げ
た
い
。

　
ま
ず
は
修
学
旅
行
で
あ
る
。
県
外
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の
多
く
が
高
等
学

校
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
自
然
体
験
や

環
境
学
習
、
平
和
学
習
の
人
気
が
高
い
。
受

け
入
れ
の
ピ
ー
ク
は
10
〜
11
月
と
5
月
頃
で

あ
り
、
一
般
の
観
光
客
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

7
〜
8
月
は
非
常
に
少
な
い
（
図
9
）。
修

学
旅
行
市
場
の
季
節
性
は
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
い
て

大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
ま

で
は
年
間
約
40
〜
45
万
人
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
期
〜
オ
フ
期
の
需
要
底
上

げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
自
然
資
源
が
強
い
魅
力
を
持
つ
観
光
地
に

お
い
て
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
由
来
の
季
節
性

に
加
え
て
、
長
期
休
み
に
よ
る
季
節
性
が
重

な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
繁
閑
差
が
生
じ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
海

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

る
沖
縄
で
あ
る
。
夏
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
季
節
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
平
準
化

は
長
年
に
渡
り
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
分
、
平
準
化
に
対
す
る

取
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
点
も

多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沖
縄
の
季
節
性

と
平
準
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
デ
ー
タ
に

よ
る
現
状
整
理
や
、
代
表
的
な
取
組
み
と
そ

の
効
果
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
よ
る
今
後
の
平

準
化
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
沖
縄
県
の
季
節
性
の
現
状
に
つ

い
て
整
理
を
す
る
。具
体
的
に
は
、旅
行
者
数
、

一
人
当
た
り
消
費
単
価
、
旅
行
消
費
額
の
季

節
性
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
揃
っ
て
い

る
最
新
の
デ
ー
タ
は
2
0
2
2
年
分
で
あ
る

が
、
当
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
影
響
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
米

国
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ー
タ
と
も
比
較
を
行
う
。

　
沖
縄
県
の
旅
行
者
数
（
入
域
観
光
客
数
）

は
、
夏
休
み
の
7
〜
8
月
に
大
き
な
ピ
ー
ク

期
、
春
休
み
の
3
月
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
期
が

あ
り
、
冬
の
12
月
〜
2
月
が
オ
フ
期
に
な
る

特
徴
を
有
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
、

国
内
客
と
外
国
客
に
分
解
す
る
と
、
外
国
客

は
国
内
客
ほ
ど
の
季
節
性
は
有
し
て
お
ら

ず
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
要
因
は
、
ほ
ぼ
国
内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
次
に
、
一
人
当
た
り
消
費
単
価
で
あ

る
（
図
2
）。
消
費
単
価
も
旅
行
者
数
と
同

様
に
、
7
〜
9
月
期
が
高
く
、
1
〜
3
月
期

が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
主
因
と
な
っ
て

い
る
の
が
宿
泊
料
金
で
あ
る
。
特
に
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
に
お
け
る
平
均
客
室
単
価
の
季
節

変
動
が
大
き
く
、
7
〜
8
月
期
は
他
の
月
の

2
倍
以
上
に
達
す
る
（
図
3
）。

　
最
後
に
旅
行
消
費
額
（
観
光
収
入
）
で
あ

る
（
図
4
）。
旅
行
消
費
額
の
季
節
変
動
は

更
に
大
き
く
、
7
〜
9
月
期
に
特
に
大
き
な

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
る
特
徴
が
あ
る
。
旅
行
消

費
額
は
旅
行
者
数
と
消
費
単
価
の
積
で
あ
る

た
め
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
が
消
費
単
価
の

季
節
性
に
よ
り
増
幅
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
季

節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
ハ
ワ
イ
州
の
季
節
性
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
。
ま
ず
、
旅
行
者
数
（
到
着
数
）

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と
同
程
度
の
変
動
が

見
ら
れ
る
（
図
5
）。
国
内
客
と
外
国
客
に

分
解
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
人

数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
因
は
国

内
客
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
宿
泊

施
設
の
平
均
客
室
単
価
は
、
12
月
に
や
や
上

昇
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
小
さ
な
変
動
に
留

ま
っ
て
い
る
（
図
7
）。
そ
の
結
果
、
一
人

当
た
り
消
費
単
価
と
旅
行
消
費
額
は
、
四
半

期
別
で
み
れ
ば
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
・
8
）。

　
気
候
条
件
な
ど
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
と
比

較
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
は
概
ね
平
準
化
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

3
．取
組
み（
1
）

修
学
旅
行

遅
い
日
没
時
間
、③
大

規
模
球
場
の
分
散
立

地
、④
市
町
村
の
積
極

的
な
施
設
整
備
を
挙
げ

て
い
る
。
県
内
各
地
で

は
長
年
に
渡
り
、
プ
ロ

仕
様
の
球
場
整
備
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

盤
石
な
受
け
入
れ
態
勢

が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
「
野

球
愛
」
が
受
け
入
れ
の

土
壌
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
に
野
球
が
伝
わ
っ
た

と

さ

れ

て

い

る

1
8
9
0
年
台
以
降
、

子
供
た
ち
の
草
野
球
や

社
会
人
野
球
な
ど
を
通

じ
て
、
野
球
は
本
土
以
上
に
、
沖
縄
県
民
に

浸
透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

1
9
5
8
年
の
甲
子
園
初
出
場
以
降
、
高
校

野
球
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
県
民
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

受
け
入
れ
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
各
地

で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

※
1

※
2

　
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
は
、
1
9
9
6
年

の
県
経
済
界
に
よ
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
翌
年
に
は
県
議
会
で
「
主
要
国
首

脳
会
議
の
沖
縄
開
催
に
関
す
る
要
請
決
議
」

が
採
択
さ
れ
、県
庁
に「
2
0
0
0
年
サ
ミ
ッ

ト
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」
が
設
置
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
県
知
事
の
国
に
対
す
る
最

終
要
請
を
経
て
、
最
終
的
に
は
小
渕
首
相
の

決
断
に
よ
り
開
催
の
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
沖
縄
の
象
徴
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
は
、
海
外
に
住
む
沖

縄
出
身
者
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
県
系
人
な

ど
、
沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
ま
る
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
9
0
年
か
ら
お

よ
そ
5
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
直
近
で
は
第
7
回
大
会
が

2
0
2
2
年
10
月
3
日
か
ら
4
日
間
開
催
さ

れ
、
24
か
国
2
地
域
か
ら
約
4
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
規
模
な
部
類
に
入
り
、
県
民
も

含
め
た
参
加
者
数
は
約
43
万
人
に
上
る
。
期

間
中
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
各
国

の
県
系
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
沖
縄
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
エ
イ
サ
ー
や
三
線
の
ス
テ
ー
ジ
、
空
手

の
演
武
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
ル
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
閉
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
積
極
的
な
海
外
移

民
政
策
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
海
外

に
住
む
県
系
人
が
お
よ
そ
42
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
M
I
C
E

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
修
学
旅
行
の
季
節
性
は
学
校
暦
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
全
国
に
お
け
る
高
校
生
の

国
内
修
学
旅
行
実
施
件
数
は
10
〜
12
月
が

ピ
ー
ク
期
で
、
4
月
と
7
〜
8
月
が
オ
フ
期

と
な
る
。
長
期
休
み
の
期
間
を
避
け
て
実
施

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
航
空
運
賃
（
学

校
研
修
割
引
運
賃
）
が
比
較
的
安
く
設
定
さ

れ
る
時
期
が
選
ば
れ
や
す
い
た
め
、
沖
縄
の

よ
う
な
観
光
地
の
場
合
、
修
学
旅
行
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

対
策
と
な
る
。

　
沖
縄
の
修
学
旅
行
誘
致
の
歴
史
は
、

1
9
7
5
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
か
ら

は
じ
ま
る
。
海
洋
博
覧
会
後
に
予
想
さ
れ
て

い
た
観
光
需
要
の
減
少
を
補
う
た
め
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
修
学
旅
行
の
誘
致
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
当
時
、
8
月
に
お

け
る
沖
縄
観
光
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期

で
、
既
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
た
。
誘
致
活
動
と
し
て
は
、
県

と
沖
縄
県
観
光
連
盟
（
現
在
の
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
と
が
連
携
を

し
な
が
ら
、
招
待
旅
行
や
宣
伝
隊
の
派
遣
な

ど
を
行
い
、
1
9
7
7
年
に
約
1
万

4
0
0
0
人
を
受
け
入
れ
た
。
以
降
、
平
和

ガ
イ
ド
な
ど
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に

適
し
た
平
和
学
習
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

た
こ
と
や
、
1
9
8
7
年
に
修
学
旅
行
に
お

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

加
え
て
、
県
内
各
地
で
は
、
他
に
も
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県

外
か
ら
の
参
加
者
数
が
数
千
人
規
模
に
上
る

も
の
も
あ
る
（
表
1
）。
沖
縄
の
オ
フ
期
は
、

こ
う
し
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
お

か
げ
で
、
需
要
が
下
支
え
さ
れ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

沖縄の旅行需要平準化策4
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図 9 沖縄県 県外からの修学旅行生数

図 1 沖縄県 入域観光客数（2019）　
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ト
開
催
以
降
は
、
様
々
な
国
際
会
議
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
は
、
1
9
9
6
年

の
県
経
済
界
に
よ
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
翌
年
に
は
県
議
会
で
「
主
要
国
首

脳
会
議
の
沖
縄
開
催
に
関
す
る
要
請
決
議
」

が
採
択
さ
れ
、県
庁
に「
2
0
0
0
年
サ
ミ
ッ

ト
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」
が
設
置
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
県
知
事
の
国
に
対
す
る
最

終
要
請
を
経
て
、
最
終
的
に
は
小
渕
首
相
の

決
断
に
よ
り
開
催
の
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
の
季
節
性
は
学
校
暦
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
全
国
に
お
け
る
高
校
生
の

国
内
修
学
旅
行
実
施
件
数
は
10
〜
12
月
が

ピ
ー
ク
期
で
、
4
月
と
7
〜
8
月
が
オ
フ
期

と
な
る
。
長
期
休
み
の
期
間
を
避
け
て
実
施

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
航
空
運
賃
（
学

校
研
修
割
引
運
賃
）
が
比
較
的
安
く
設
定
さ

れ
る
時
期
が
選
ば
れ
や
す
い
た
め
、
沖
縄
の

よ
う
な
観
光
地
の
場
合
、
修
学
旅
行
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

対
策
と
な
る
。

　
沖
縄
の
修
学
旅
行
誘
致
の
歴
史
は
、

1
9
7
5
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
か
ら

は
じ
ま
る
。
海
洋
博
覧
会
後
に
予
想
さ
れ
て

い
た
観
光
需
要
の
減
少
を
補
う
た
め
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
修
学
旅
行
の
誘
致
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
当
時
、
8
月
に
お

け
る
沖
縄
観
光
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期

で
、
既
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
た
。
誘
致
活
動
と
し
て
は
、
県

と
沖
縄
県
観
光
連
盟
（
現
在
の
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
と
が
連
携
を

し
な
が
ら
、
招
待
旅
行
や
宣
伝
隊
の
派
遣
な

ど
を
行
い
、
1
9
7
7
年
に
約
1
万

4
0
0
0
人
を
受
け
入
れ
た
。
以
降
、
平
和

ガ
イ
ド
な
ど
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に

適
し
た
平
和
学
習
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

　
最
後
に
、
沖
縄
県
の
政
策
に
お
い
て
、
観

光
需
要
の
平
準
化
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
従
来
か
ら
、
県
の

観
光
計
画
等
で
は
平
準
化
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
「
稼
ぐ
」
た
め
の
重
要
課
題
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
一
歩

進
ん
だ
議
論
と
施
策
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
2
0
2
0
年
に
、
県
内
企
業

の
成
長
や
県
民
の
給
与
所
得
向
上
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「『
稼
ぐ
力
』
に
関

す
る
万
国
津
梁
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
万

国
津
梁
会
議
」
は
、
知
事
が
示
す
県
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
を
行
う
会

議
体
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
な
か
で
、
観
光

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、観
光
産
業
の
生
産
性
・

収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的

方
策
と
し
て
「
観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に

よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
行
う
「
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
た

観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
」
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
経
て
、
提
言
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
、
平
準
化
に
向
け
た

考
え
方
と
し
て
、
従
来
の
「
人
数
の
平
準
化
」

だ
け
で
は
な
く
「
観
光
収
入
の
平
準
化
」
を

目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
人
数
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
変
動
価
格
制
）

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン

の
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
、
結
局
は
観
光
収

入
（
旅
行
消
費
額
）
の
季
節
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
デ
ー
タ
で
確
認
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
宿
泊
業
な
ど
の
観
光
産

業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
収
益
の

平
準
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ

フ
期
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
で
、「
観
光
収

入
」
を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
準
化
策
の
方
針
と
し
て
は
「
季
節
性
の

異
な
る
市
場
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
組

み
合
わ
せ
」「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
散
化

に
よ
る
時
期
と
場
所
の
平
準
化
」
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
は
、
シ

テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
（
都
市
観
光
）、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
組
み
合
わ
せ
の
ほ
か
、

団
体
旅
行
需
要
が
特
定
の
時
期
に
偏
る
と
大

型
バ
ス
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
修
学
旅
行
の
2
〜
3
月
シ
フ
ト
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
、
団
体
旅
行
等
と
の
組
み
合
わ
せ

の
必
要
性
な
ど
も
示
さ
れ
た
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
今
後
も
成
長
が

期
待
で
き
る
領
域
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
県
で
は
順

次
、
施
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
で
は
修
学
旅
行

や
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
M
I
C
E
な
ど
の
長
期
間
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
に
寄
与
し

て
き
た
。
い
ず
れ
も
、
沖
縄
の
特
徴
を
う
ま

く
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
優
位
性
は

高
い
。現
在
で
も
、行
政
・
民
間
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
今
後
は
、前
述
の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、

「
稼
ぐ
」
観
光
に
す
る
た
め
の
、
よ
り
戦
略

的
な
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
、
新
た
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

か
げ
で
、
需
要
が
下
支
え
さ
れ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

 

　
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
平
準
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
業
務
目
的
客
は
比
較
的
10
〜
12
月
期
に

多
く
、
7
〜
9
月
期
に
少
な
い
（
図
11
）。

M
I
C
E
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
月
別
の
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
は
、
4
月
、
9
月
、
11
月
な
ど

が
多
い
（
図
12
）。

　
沖
縄
が
M
I
C
E
開
催
地
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト（
第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
地
は
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
効
果
と
し
て
、①
沖
縄
の
知
名
度

向
上
、②
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
、③
国
際
会
議
の
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
向
上
、④
県
産
品
販
路
拡
大
、⑤
教
育
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
万
国

津
梁
館
」
が
整
備
さ
れ
、
M
I
C
E
の
受
け

入
れ
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ

た
こ
と
や
、
1
9
8
7
年
に
修
学
旅
行
に
お

け
る
航
空
機
利
用
の
制
約
緩
和
が
な
さ
れ
た

こ
と
で
、受
け
入
れ
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

そ
し
て
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
安
定
的
な

受
け
入
れ
を
維
持
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は
、
約
50
年
前
か

ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
、
現

在
の
沖
縄
観
光
に
お
け
る
平
準
化
策
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
例
年
2
月
頃
に
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
12
球
団
中
9
球
団
が
実
施
し

た
。
延
べ
観
客
数
は
約
37
万
9
0
0
0
人
、

こ
の
う
ち
県
外
客
が
4
万
9
0
0
0
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
オ
フ
期
の
底
上
げ
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
い
。
ち
な
み

に
、
同
時
期
に
は
韓
国
や
台
湾
の
プ
ロ
チ
ー

ム
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
主
な
日
程
は
、
前
半
が
練
習

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
後
半
が
オ
ー
プ
ン
戦
や

練
習
試
合
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
客
の
多
く
は
プ
ロ
野
球
や
球
団
に
対
す

る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
特
に
前
半
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で

あ
る
。
県
外
客
の
宿
泊
地
は
、
那
覇
や
西
海

岸
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
で
は
出
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
各
地

域
に
も
一
定
の
経
済
効
果
が
生
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
と
球
団
と
の
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
期
間
中

に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
で
あ
る
。

　
沖
縄
県
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
は
、

1
9
7
9
年
の
名
護
市
で
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
投
手
陣
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
か
ら
、
1
9
8
1
年
の
同
チ
ー
ム
に
よ

る
本
格
的
な
1
軍
キ
ャ
ン
プ
に
つ
な
が
り
、

以
降
、
沖
縄
市
で
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
宜

野
湾
市
で
の
横
浜
ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
横
浜

D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
な
ど
、
徐
々
に

キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が
増
え
て
い
っ
た
。
更
に

1
9
9
0
年
台
は
5
球
団
、
2
0
0
0
年
台

は
6
〜
9
球
団
と
な
り
、
2
0
1
1
年
に
は

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
那
覇
市
を
第
2
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
加
え
た
こ
と
で
、
10
球
団
が

開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　
沖
縄
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
気
候
条
件
に
加
え

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
受
け
入
れ
可
能
な
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
が
、
沖
縄
県
の
季
節
性
に
つ
い
て
の

現
状
で
あ
る
。
平
準
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
長
年
に
渡
っ
て
季
節
性
の

緩
和
に
寄
与
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
も
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
は

更
に
大
き
な
季
節
性
が
生
じ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
取
組
み
と
し

て
、
修
学
旅
行
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
M
I
C
E
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。

　
ま
ず
は
修
学
旅
行
で
あ
る
。
県
外
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の
多
く
が
高
等
学

校
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
自
然
体
験
や

環
境
学
習
、
平
和
学
習
の
人
気
が
高
い
。
受

け
入
れ
の
ピ
ー
ク
は
10
〜
11
月
と
5
月
頃
で

あ
り
、
一
般
の
観
光
客
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

7
〜
8
月
は
非
常
に
少
な
い
（
図
9
）。
修

学
旅
行
市
場
の
季
節
性
は
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
い
て

大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
ま

で
は
年
間
約
40
〜
45
万
人
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
期
〜
オ
フ
期
の
需
要
底
上

　
自
然
資
源
が
強
い
魅
力
を
持
つ
観
光
地
に

お
い
て
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
由
来
の
季
節
性

に
加
え
て
、
長
期
休
み
に
よ
る
季
節
性
が
重

な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
繁
閑
差
が
生
じ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
海

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

る
沖
縄
で
あ
る
。
夏
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
季
節
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
平
準
化

は
長
年
に
渡
り
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
分
、
平
準
化
に
対
す
る

取
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
点
も

多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沖
縄
の
季
節
性

と
平
準
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
デ
ー
タ
に

よ
る
現
状
整
理
や
、
代
表
的
な
取
組
み
と
そ

の
効
果
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
よ
る
今
後
の
平

準
化
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
沖
縄
県
の
季
節
性
の
現
状
に
つ

い
て
整
理
を
す
る
。具
体
的
に
は
、旅
行
者
数
、

一
人
当
た
り
消
費
単
価
、
旅
行
消
費
額
の
季

節
性
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
揃
っ
て
い

る
最
新
の
デ
ー
タ
は
2
0
2
2
年
分
で
あ
る

が
、
当
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
影
響
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
米

国
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ー
タ
と
も
比
較
を
行
う
。

　
沖
縄
県
の
旅
行
者
数
（
入
域
観
光
客
数
）

は
、
夏
休
み
の
7
〜
8
月
に
大
き
な
ピ
ー
ク

期
、
春
休
み
の
3
月
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
期
が

あ
り
、
冬
の
12
〜
2
月
が
オ
フ
期
に
な
る
特

徴
を
有
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
、

国
内
客
と
外
国
客
に
分
解
す
る
と
、
外
国
客

は
国
内
客
ほ
ど
の
季
節
性
は
有
し
て
お
ら

ず
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
要
因
は
、
ほ
ぼ
国
内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
次
に
、一
人
当
た
り
消
費
単
価
で
あ
る（
図

2
）。
消
費
単
価
も
旅
行
者
数
と
同
様
に
、

7
〜
9
月
期
が
高
く
、
1
〜
3
月
期
が
低
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
宿
泊
料
金
で
あ
る
。
特
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
お
け
る
平
均
客
室
単
価
の
季
節
変
動
が

大
き
く
、
7
〜
8
月
期
は
他
の
月
の
2
倍
以

上
に
達
す
る
（
図
3
）。

　
最
後
に
旅
行
消
費
額
（
観
光
収
入
）
で
あ

る
（
図
4
）。
旅
行
消
費
額
の
季
節
変
動
は

更
に
大
き
く
、
7
〜
9
月
期
に
特
に
大
き
な

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
る
特
徴
が
あ
る
。
旅
行
消

費
額
は
旅
行
者
数
と
消
費
単
価
の
積
で
あ
る

た
め
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
が
消
費
単
価
の

季
節
性
に
よ
り
増
幅
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
季

節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
ハ
ワ
イ
州
の
季
節
性
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
。
ま
ず
、
旅
行
者
数
（
到
着
数
）

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と
同
程
度
の
変
動
が

見
ら
れ
る
（
図
5
）。
国
内
客
と
外
国
客
に

分
解
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
人

数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
因
は
国

内
客
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
宿
泊

施
設
の
平
均
客
室
単
価
は
、
12
月
に
や
や
上

昇
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
小
さ
な
変
動
に
留

ま
っ
て
い
る
（
図
7
）。
そ
の
結
果
、
一
人

当
た
り
消
費
単
価
と
旅
行
消
費
額
は
、
四
半

期
別
で
み
れ
ば
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
・
8
）。

　
気
候
条
件
な
ど
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
と
比

較
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
は
概
ね
平
準
化
し
て

3
．取
り
組
み（
1
）

修
学
旅
行

い
。
宮
城
は
、
キ
ャ
ン

プ
開
催
に
お
け
る
沖
縄

県
の
優
位
性
と
し
て
、

①
温
暖
な
気
候
、②
遅

い
日
没
時
間
、③
大
規

模
球
場
の
分
散
立
地
、

④
市
町
村
の
積
極
的

な
施
設
整
備
を
挙
げ
て

い
る
。
県
内
各
地
で
は

長
年
に
渡
り
、
プ
ロ
仕

様
の
球
場
整
備
が
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
で
、
盤

石
な
受
け
入
れ
態
勢
が

整
え
ら
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
「
野

球
愛
」
が
受
け
入
れ
の

土
壌
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
に
野
球
が
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
1
8
9
0
年
台
以
降
、
子
供

た
ち
の
草
野
球
や
社
会
人
野
球
な
ど
を
通
じ

て
、
野
球
は
本
土
以
上
に
、
沖
縄
県
民
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

1
9
5
8
年
の
甲
子
園
初
出
場
以
降
、
高
校

野
球
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
県
民
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

受
け
入
れ
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
各
地

※
1

※
2

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
沖
縄
の
象
徴
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
は
、
海
外
に
住
む
沖

縄
出
身
者
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
県
系
人
な

ど
、
沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
ま
る
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
9
0
年
か
ら
お

よ
そ
5
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
直
近
で
は
第
7
回
大
会
が

2
0
2
2
年
10
月
3
日
か
ら
4
日
間
開
催
さ

れ
、
24
か
国
2
地
域
か
ら
約
4
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
規
模
な
部
類
に
入
り
、
県
民
も

含
め
た
参
加
者
数
は
約
43
万
人
に
上
る
。
期

間
中
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
各
国

の
県
系
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
沖
縄
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
エ
イ
サ
ー
や
三
線
の
ス
テ
ー
ジ
、
空
手

の
演
武
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
ル
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
閉
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
積
極
的
な
海
外
移

民
政
策
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
海
外

に
住
む
県
系
人
が
お
よ
そ
42
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
M
I
C
E

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
加
え
て
、
県
内
各
地
で
は
、
他
に
も
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
数
が
数
千
人
規
模
に
上

る
も
の
も
あ
る（
表
1
）。沖
縄
の
オ
フ
期
は
、

こ
う
し
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
お

沖縄の旅行需要平準化策4
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図 9 沖縄県 県外からの修学旅行生数
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ト
開
催
以
降
は
、
様
々
な
国
際
会
議
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
は
、
1
9
9
6
年

の
県
経
済
界
に
よ
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
翌
年
に
は
県
議
会
で
「
主
要
国
首

脳
会
議
の
沖
縄
県
開
催
に
関
す
る
要
請
決

議
」
が
採
択
さ
れ
、
県
庁
に
「
2
0
0
0
年

サ
ミ
ッ
ト
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
県
知
事
の
国
に
対

す
る
最
終
要
請
を
経
て
、
最
終
的
に
は
小
渕

首
相
の
決
断
に
よ
り
開
催
の
決
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
の
季
節
性
は
学
校
暦
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
全
国
に
お
け
る
高
校
生
の

国
内
修
学
旅
行
実
施
件
数
は
10
〜
12
月
が

ピ
ー
ク
期
で
、
4
月
と
7
〜
8
月
が
オ
フ
期

と
な
る
。
長
期
休
み
の
期
間
を
避
け
て
実
施

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
航
空
運
賃
（
学

校
研
修
割
引
運
賃
）
が
比
較
的
安
く
設
定
さ

れ
る
時
期
が
選
ば
れ
や
す
い
た
め
、
沖
縄
の

よ
う
な
観
光
地
の
場
合
、
修
学
旅
行
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

対
策
と
な
る
。

　
沖
縄
の
修
学
旅
行
誘
致
の
歴
史
は
、

1
9
7
5
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
か
ら

は
じ
ま
る
。
海
洋
博
覧
会
後
に
予
想
さ
れ
て

い
た
観
光
需
要
の
減
少
を
補
う
た
め
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
修
学
旅
行
の
誘
致
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
当
時
、
8
月
に
お

け
る
沖
縄
観
光
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期

で
、
既
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
た
。
誘
致
活
動
と
し
て
は
、
県

と
沖
縄
県
観
光
連
盟
（
現
在
の
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
と
が
連
携
を

し
な
が
ら
、
招
待
旅
行
や
宣
伝
隊
の
派
遣
な

ど
を
行
い
、
1
9
7
7
年
に
約
1
万

4
0
0
0
人
を
受
け
入
れ
た
。
以
降
、
平
和

ガ
イ
ド
な
ど
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に

適
し
た
平
和
学
習
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

　
最
後
に
、
沖
縄
県
の
政
策
に
お
い
て
、
観

光
需
要
の
平
準
化
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
従
来
か
ら
、
県
の

観
光
計
画
等
で
は
平
準
化
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
「
稼
ぐ
」
た
め
の
重
要
課
題
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
一
歩

進
ん
だ
議
論
と
施
策
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
2
0
2
0
年
に
、
県
内
企
業

の
成
長
や
県
民
の
給
与
所
得
向
上
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「『
稼
ぐ
力
』
に
関

す
る
万
国
津
梁
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
万

国
津
梁
会
議
」
は
、
知
事
が
示
す
県
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
を
行
う
会

議
体
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
な
か
で
、
観
光

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、観
光
産
業
の
生
産
性
・

収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的

方
策
と
し
て
「
観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に

よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
行
う
「
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
た

観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
」
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
経
て
、
提
言
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
、
平
準
化
に
向
け
た

考
え
方
と
し
て
、
従
来
の
「
人
数
の
平
準
化
」

だ
け
で
は
な
く
「
観
光
収
入
の
平
準
化
」
を

目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
人
数
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
変
動
価
格
制
）

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン

の
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
、
結
局
は
観
光
収

入
（
旅
行
消
費
額
）
の
季
節
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
デ
ー
タ
で
確
認
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
宿
泊
業
な
ど
の
観
光
産

業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
収
益
の

平
準
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ

フ
期
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
で
、「
観
光
収

入
」
を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
準
化
策
の
方
針
と
し
て
は
「
季
節
性
の

異
な
る
市
場
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
組

み
合
わ
せ
」「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
散
化

に
よ
る
時
期
と
場
所
の
平
準
化
」
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
は
、
シ

テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
（
都
市
観
光
）、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
組
み
合
わ
せ
の
ほ
か
、

団
体
旅
行
需
要
が
特
定
の
時
期
に
偏
る
と
大

型
バ
ス
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
修
学
旅
行
の
2
〜
3
月
シ
フ
ト
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
、
団
体
旅
行
等
と
の
組
み
合
わ
せ

の
必
要
性
な
ど
も
示
さ
れ
た
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
今
後
も
成
長
が

期
待
で
き
る
領
域
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
県
で
は
順

次
、
施
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
で
は
修
学
旅
行

や
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
M
I
C
E
な
ど
の
長
期
間
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
に
寄
与
し

て
き
た
。
い
ず
れ
も
、
沖
縄
の
特
徴
を
う
ま

く
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
優
位
性
は

高
い
。現
在
で
も
、行
政
・
民
間
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
今
後
は
、前
述
の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、

「
稼
ぐ
」
観
光
に
す
る
た
め
の
、
よ
り
戦
略

的
な
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
、
新
た
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ン
ト
の
お
か
げ
で
、
需
要
が
下
支
え
さ
れ
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
平
準
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
業
務
目
的
客
は
比
較
的
10
〜
12
月
期
に

多
く
、
7
〜
9
月
期
に
少
な
い
（
図
11
）。

M
I
C
E
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
月
別
の
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
は
、
4
月
、
9
月
、
11
月
な
ど

が
多
い
（
図
12
）。

　
沖
縄
が
M
I
C
E
開
催
地
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト（
第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
地
は
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
効
果
と
し
て
、①
沖
縄
の
知
名
度

向
上
、②
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
、③
国
際
会
議
の
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
向
上
、④
県
産
品
販
路
拡
大
、⑤
教
育
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
万
国

津
梁
館
」
が
整
備
さ
れ
、
M
I
C
E
の
受
け

入
れ
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ

た
こ
と
や
、
1
9
8
7
年
に
修
学
旅
行
に
お

け
る
航
空
機
利
用
の
制
約
緩
和
が
な
さ
れ
た

こ
と
で
、受
け
入
れ
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

そ
し
て
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
安
定
的
な

受
け
入
れ
を
維
持
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は
、
約
50
年
前
か

ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
、
現

在
の
沖
縄
観
光
に
お
け
る
平
準
化
策
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
例
年
2
月
頃
に
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
12
球
団
中
9
球
団
が
実
施
し

た
。
延
べ
観
客
数
は
約
37
万
9
0
0
0
人
、

こ
の
う
ち
県
外
客
が
4
万
9
0
0
0
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
オ
フ
期
の
底
上
げ
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
い
。
ち
な
み

に
、
同
時
期
に
は
韓
国
や
台
湾
の
プ
ロ
チ
ー

ム
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
主
な
日
程
は
、
前
半
が
練
習

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
後
半
が
オ
ー
プ
ン
戦
や

練
習
試
合
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
客
の
多
く
は
プ
ロ
野
球
や
球
団
に
対
す

る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
特
に
前
半
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で

あ
る
。
県
外
客
の
宿
泊
地
は
、
那
覇
や
西
海

岸
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
で
は
出
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
各
地

域
に
も
一
定
の
経
済
効
果
が
生
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
と
球
団
と
の
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
期
間
中

に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
で
あ
る
。

　
沖
縄
県
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
は
、

1
9
7
9
年
の
名
護
市
で
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
投
手
陣
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
か
ら
、
1
9
8
1
年
の
同
チ
ー
ム
に
よ

る
本
格
的
な
1
軍
キ
ャ
ン
プ
に
つ
な
が
り
、

以
降
、
沖
縄
市
で
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
宜

野
湾
市
で
の
横
浜
ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
横
浜

D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
な
ど
、
徐
々
に

キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が
増
え
て
い
っ
た
。
更
に

1
9
9
0
年
台
は
5
球
団
、
2
0
0
0
年
台

は
6
〜
9
球
団
と
な
り
、
2
0
1
1
年
に
は

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
那
覇
市
を
第
2
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
加
え
た
こ
と
で
、
10
球
団
が

開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　
沖
縄
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
気
候
条
件
に
加
え

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
受
け
入
れ
可
能
な
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
が
、
沖
縄
県
の
季
節
性
に
つ
い
て
の

現
状
で
あ
る
。
平
準
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
長
年
に
渡
っ
て
季
節
性
の

緩
和
に
寄
与
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
も
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
は

更
に
大
き
な
季
節
性
が
生
じ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
取
組
み
と
し

て
、
修
学
旅
行
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
M
I
C
E
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。

　
ま
ず
は
修
学
旅
行
で
あ
る
。
県
外
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の
多
く
が
高
等
学

校
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
自
然
体
験
や

環
境
学
習
、
平
和
学
習
の
人
気
が
高
い
。
受

け
入
れ
の
ピ
ー
ク
は
10
〜
11
月
と
5
月
頃
で

あ
り
、
一
般
の
観
光
客
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

7
〜
8
月
は
非
常
に
少
な
い
（
図
9
）。
修

学
旅
行
市
場
の
季
節
性
は
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
い
て

大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
ま

で
は
年
間
約
40
〜
45
万
人
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
期
〜
オ
フ
期
の
需
要
底
上

　
自
然
資
源
が
強
い
魅
力
を
持
つ
観
光
地
に

お
い
て
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
由
来
の
季
節
性

に
加
え
て
、
長
期
休
み
に
よ
る
季
節
性
が
重

な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
繁
閑
差
が
生
じ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
海

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

る
沖
縄
で
あ
る
。
夏
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
季
節
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
平
準
化

は
長
年
に
わ
た
り
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
分
、
平
準
化
に
対
す

る
取
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
点

も
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沖
縄
の
季
節

性
と
平
準
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
デ
ー
タ

に
よ
る
現
状
整
理
や
、
代
表
的
な
取
組
み
と

そ
の
効
果
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
よ
る
今
後
の

平
準
化
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
沖
縄
県
の
季
節
性
の
現
状
に
つ

い
て
整
理
を
す
る
。具
体
的
に
は
、旅
行
者
数
、

一
人
当
た
り
消
費
単
価
、
旅
行
消
費
額
の
季

節
性
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
揃
っ
て
い

る
最
新
の
デ
ー
タ
は
2
0
2
2
年
分
で
あ
る

が
、
当
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
影
響
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
米

国
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ー
タ
と
も
比
較
を
行
う
。

　
沖
縄
県
の
旅
行
者
数
（
入
域
観
光
客
数
）

は
、
夏
休
み
の
7
〜
8
月
に
大
き
な
ピ
ー
ク

期
、
春
休
み
の
3
月
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
期
が

あ
り
、
冬
の
12
〜
2
月
が
オ
フ
期
に
な
る
特

徴
を
有
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
、

国
内
客
と
外
国
客
に
分
解
す
る
と
、
外
国
客

は
国
内
客
ほ
ど
の
季
節
性
は
有
し
て
お
ら

ず
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
要
因
は
、
ほ
ぼ
国
内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
次
に
、一
人
当
た
り
消
費
単
価
で
あ
る（
図

2
）。
消
費
単
価
も
旅
行
者
数
と
同
様
に
、

7
〜
9
月
期
が
高
く
、
1
〜
3
月
期
が
低
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
宿
泊
料
金
で
あ
る
。
特
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
お
け
る
平
均
客
室
単
価
の
季
節
変
動
が

大
き
く
、
7
〜
8
月
期
は
他
の
月
の
2
倍
以

上
に
達
す
る
（
図
3
）。

　
最
後
に
旅
行
消
費
額
（
観
光
収
入
）
で
あ

る
（
図
4
）。
旅
行
消
費
額
の
季
節
変
動
は

更
に
大
き
く
、
7
〜
9
月
期
に
特
に
大
き
な

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
る
特
徴
が
あ
る
。
旅
行
消

費
額
は
旅
行
者
数
と
消
費
単
価
の
積
で
あ
る

た
め
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
が
消
費
単
価
の

季
節
性
に
よ
り
増
幅
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
季

節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
ハ
ワ
イ
州
の
季
節
性
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
。
ま
ず
、
旅
行
者
数
（
到
着
数
）

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と
同
程
度
の
変
動
が

見
ら
れ
る
（
図
5
）。
国
内
客
と
外
国
客
に

分
解
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
人

数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
因
は
国

内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
宿
泊

施
設
の
平
均
客
室
単
価
は
、
12
月
に
や
や
上

昇
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
小
さ
な
変
動
に
留

ま
っ
て
い
る
（
図
7
）。
そ
の
結
果
、
一
人

当
た
り
消
費
単
価
と
旅
行
消
費
額
は
、
四
半

期
別
で
み
れ
ば
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
・
8
）。

　
気
候
条
件
な
ど
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
と
比

較
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
は
概
ね
平
準
化
し
て

4
．取
り
組
み（
2
）

プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ

5
．取
り
組
み（
3
）

M
I
C
E

い
。
宮
城
は
、
キ
ャ
ン

プ
開
催
に
お
け
る
沖
縄

県
の
優
位
性
と
し
て
、

①
温
暖
な
気
候
、②
遅

い
日
没
時
間
、③
大
規

模
球
場
の
分
散
立
地
、

④
市
町
村
の
積
極
的

な
施
設
整
備
を
挙
げ
て

い
る
。
県
内
各
地
で
は

長
年
に
わ
た
り
、
プ
ロ

仕
様
の
球
場
整
備
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

盤
石
な
受
け
入
れ
態
勢

が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
「
野

球
愛
」
が
受
け
入
れ
の

土
壌
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
に
野
球
が
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
1
8
9
0
年
台
以
降
、
子
供

た
ち
の
草
野
球
や
社
会
人
野
球
な
ど
を
通
じ

て
、
野
球
は
本
土
以
上
に
、
沖
縄
県
民
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

1
9
5
8
年
の
甲
子
園
初
出
場
以
降
、
高
校

野
球
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
県
民
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

受
け
入
れ
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
各
地

※
4

※
5

※
6

※
2

※
2

※
7

※
8

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
沖
縄
の
象
徴
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
は
、
海
外
に
住
む
沖

縄
出
身
者
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
県
系
人
な

ど
、
沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
ま
る
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
9
0
年
か
ら
お

よ
そ
5
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
直
近
で
は
第
7
回
大
会
が

2
0
2
2
年
10
月
3
日
か
ら
4
日
間
開
催
さ

れ
、
24
か
国
2
地
域
か
ら
約
4
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
規
模
な
部
類
に
入
り
、
県
民
も

含
め
た
参
加
者
数
は
約
43
万
人
に
上
る
。
期

間
中
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
各
国

の
県
系
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
沖
縄
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
エ
イ
サ
ー
や
三
線
の
ス
テ
ー
ジ
、
空
手

の
演
武
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
ル
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
閉
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
積
極
的
な
海
外
移

民
政
策
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
海
外

に
住
む
県
系
人
が
お
よ
そ
42
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
M
I
C
E

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
加
え
て
、
県
内
各
地
で
は
、
他
に
も
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
数
が
数
千
人
規
模
に
上

る
も
の
も
あ
る
（
表
1
）。
沖
縄
観
光
の
オ

フ
期
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

沖縄の旅行需要平準化策4

※
3

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

（万人）（万人）（万人）
8

6

4

2

表 1 沖縄県内で開催されるオフ期の
主なスポーツイベント（2019年実績）　

図10 2024年プロ野球キャンプ開催地

出典）沖縄県：観光統計実態調査、MICE開催実態調査

出典）沖縄県：プロ野球沖縄キャンプ攻略ガイドブック2024

出典）沖縄県：スポーツコンベンション開催実績一覧

図12 沖縄県で開催されたMICEへの県外･海外参加者数 （2019）　

0

イベント名 開催時期 開催場所

県外からの
参加者数

（2019年・外国人含む）

石垣島マラソン
おきなわマラソン
全日本トライアスロン
宮古島大会
ツール・ド・おきなわ
エコアイランド
宮古島マラソン
NAHAマラソン

1月

2月

4月

11月

11月

12月

石垣島

本島中部

宮古島市

本島北部

宮古島市

本島南西部

2,602

3,875

1,339

2,800

1,026

9,043

10～12月期4～6月期 7～9月期1～3月期

（万人）（万人）（万人）
30

25

20

15

10

5

図11 沖縄県 業務目的客数（国内客・2019）　　

0

会議・研修

仕事

石垣島

久米島

沖縄本島

名護市：北海道日本ハムファイターズ（1軍）

国頭村：北海道日本ハムファイターズ（2軍）

久米島町：東北楽天ゴールデン
　　　　  イーグルス（2軍）

金武町：東北楽天ゴールデン
　　　  イーグルス（1軍）

KIAタイガース

うるま市：阪神タイガース（2軍）
ロッテジャイアンツ

浦添市：東京ヤクルトスワローズ

那覇市：読売ジャイアンツ

糸満市：千葉ロッテマリーンズ

沖縄市：広島東洋カープ

宜野座村：阪神タイガーズ（1軍）

石垣市：千葉ロッテマリーンズ

うるま市：サムスンライオンズ（2軍）

恩納村：サムスンライオンズ（1軍）

北谷町：中日ドラゴンズ（1軍）

宜野湾市：横浜DeNAベイスターズ

読谷村：中日ドラゴンズ（2軍）
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三 校



ト
開
催
以
降
は
、
様
々
な
国
際
会
議
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
は
、
1
9
9
6
年

の
県
経
済
界
に
よ
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
翌
年
に
は
県
議
会
で
「
主
要
国
首

脳
会
議
の
沖
縄
県
開
催
に
関
す
る
要
請
決

議
」
が
採
択
さ
れ
、
県
庁
に
「
2
0
0
0
年

サ
ミ
ッ
ト
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
県
知
事
の
国
に
対

す
る
最
終
要
請
を
経
て
、
最
終
的
に
は
小
渕

首
相
の
決
断
に
よ
り
開
催
の
決
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
の
季
節
性
は
学
校
暦
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
全
国
に
お
け
る
高
校
生
の

国
内
修
学
旅
行
実
施
件
数
は
10
〜
12
月
が

ピ
ー
ク
期
で
、
4
月
と
7
〜
8
月
が
オ
フ
期

と
な
る
。
長
期
休
み
の
期
間
を
避
け
て
実
施

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
航
空
運
賃
（
学

校
研
修
割
引
運
賃
）
が
比
較
的
安
く
設
定
さ

れ
る
時
期
が
選
ば
れ
や
す
い
た
め
、
沖
縄
の

よ
う
な
観
光
地
の
場
合
、
修
学
旅
行
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

対
策
と
な
る
。

　
沖
縄
の
修
学
旅
行
誘
致
の
歴
史
は
、

1
9
7
5
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
か
ら

は
じ
ま
る
。
海
洋
博
覧
会
後
に
予
想
さ
れ
て

い
た
観
光
需
要
の
減
少
を
補
う
た
め
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
修
学
旅
行
の
誘
致
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
当
時
、
8
月
に
お

け
る
沖
縄
観
光
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期

で
、
既
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
た
。
誘
致
活
動
と
し
て
は
、
県

と
沖
縄
県
観
光
連
盟
（
現
在
の
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
と
が
連
携
を

し
な
が
ら
、
招
待
旅
行
や
宣
伝
隊
の
派
遣
な

ど
を
行
い
、
1
9
7
7
年
に
約
1
万

4
0
0
0
人
を
受
け
入
れ
た
。
以
降
、
平
和

ガ
イ
ド
な
ど
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に

適
し
た
平
和
学
習
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

　
最
後
に
、
沖
縄
県
の
政
策
に
お
い
て
、
観

光
需
要
の
平
準
化
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
従
来
か
ら
、
県
の

観
光
計
画
等
で
は
平
準
化
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
「
稼
ぐ
」
た
め
の
重
要
課
題
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
一
歩

進
ん
だ
議
論
と
施
策
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
2
0
2
0
年
に
、
県
内
企
業

の
成
長
や
県
民
の
給
与
所
得
向
上
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「『
稼
ぐ
力
』
に
関

す
る
万
国
津
梁
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
万

国
津
梁
会
議
」
は
、
知
事
が
示
す
県
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
を
行
う
会

議
体
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
な
か
で
、
観
光

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、観
光
産
業
の
生
産
性
・

収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的

方
策
と
し
て
「
観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に

よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
行
う
「
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
た

観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
」
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
経
て
、
提
言
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
、
平
準
化
に
向
け
た

考
え
方
と
し
て
、
従
来
の
「
人
数
の
平
準
化
」

だ
け
で
は
な
く
「
観
光
収
入
の
平
準
化
」
を

目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
人
数
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
変
動
価
格
制
）

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン

の
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
、
結
局
は
観
光
収

入
（
旅
行
消
費
額
）
の
季
節
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
デ
ー
タ
で
確
認
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
宿
泊
業
な
ど
の
観
光
産

業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
収
益
の

平
準
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ

フ
期
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
で
、「
観
光
収

入
」
を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
準
化
策
の
方
針
と
し
て
は
「
季
節
性
の

異
な
る
市
場
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
組

み
合
わ
せ
」「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
散
化

に
よ
る
時
期
と
場
所
の
平
準
化
」
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
は
、
シ

テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
（
都
市
観
光
）、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
組
み
合
わ
せ
の
ほ
か
、

団
体
旅
行
需
要
が
特
定
の
時
期
に
偏
る
と
大

型
バ
ス
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
修
学
旅
行
の
2
〜
3
月
シ
フ
ト
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
、
団
体
旅
行
等
と
の
組
み
合
わ
せ

の
必
要
性
な
ど
も
示
さ
れ
た
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
今
後
も
成
長
が

期
待
で
き
る
領
域
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
県
で
は
順

次
、
施
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
で
は
修
学
旅
行

や
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
M
I
C
E
な
ど
の
長
期
間
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
に
寄
与
し

て
き
た
。
い
ず
れ
も
、
沖
縄
の
特
徴
を
う
ま

く
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
優
位
性
は

高
い
。現
在
で
も
、行
政
・
民
間
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
今
後
は
、前
述
の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、

「
稼
ぐ
」
観
光
に
す
る
た
め
の
、
よ
り
戦
略

的
な
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
、
新
た
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ン
ト
の
お
か
げ
で
、
需
要
が
下
支
え
さ
れ
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
平
準
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
業
務
目
的
客
は
比
較
的
10
〜
12
月
期
に

多
く
、
7
〜
9
月
期
に
少
な
い
（
図
11
）。

M
I
C
E
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
月
別
の
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
は
、
4
月
、
9
月
、
11
月
な
ど

が
多
い
（
図
12
）。

　
沖
縄
が
M
I
C
E
開
催
地
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト（
第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
地
は
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
効
果
と
し
て
、①
沖
縄
の
知
名
度

向
上
、②
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
、③
国
際
会
議
の
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
向
上
、④
県
産
品
販
路
拡
大
、⑤
教
育
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
万
国

津
梁
館
」
が
整
備
さ
れ
、
M
I
C
E
の
受
け

入
れ
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ

た
こ
と
や
、
1
9
8
7
年
に
修
学
旅
行
に
お

け
る
航
空
機
利
用
の
制
約
緩
和
が
な
さ
れ
た

こ
と
で
、受
け
入
れ
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

そ
し
て
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
安
定
的
な

受
け
入
れ
を
維
持
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は
、
約
50
年
前
か

ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
、
現

在
の
沖
縄
観
光
に
お
け
る
平
準
化
策
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
例
年
2
月
頃
に
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
12
球
団
中
9
球
団
が
実
施
し

た
。
延
べ
観
客
数
は
約
37
万
9
0
0
0
人
、

こ
の
う
ち
県
外
客
が
4
万
9
0
0
0
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
オ
フ
期
の
底
上
げ
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
い
。
ち
な
み

に
、
同
時
期
に
は
韓
国
や
台
湾
の
プ
ロ
チ
ー

ム
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
主
な
日
程
は
、
前
半
が
練
習

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
後
半
が
オ
ー
プ
ン
戦
や

練
習
試
合
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
客
の
多
く
は
プ
ロ
野
球
や
球
団
に
対
す

る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
特
に
前
半
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で

あ
る
。
県
外
客
の
宿
泊
地
は
、
那
覇
や
西
海

岸
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
で
は
出
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
各
地

域
に
も
一
定
の
経
済
効
果
が
生
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
と
球
団
と
の
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
期
間
中

に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
で
あ
る
。

　
沖
縄
県
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
は
、

1
9
7
9
年
の
名
護
市
で
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
投
手
陣
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
か
ら
、
1
9
8
1
年
の
同
チ
ー
ム
に
よ

る
本
格
的
な
1
軍
キ
ャ
ン
プ
に
つ
な
が
り
、

以
降
、
沖
縄
市
で
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
宜

野
湾
市
で
の
横
浜
ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
横
浜

D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
な
ど
、
徐
々
に

キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が
増
え
て
い
っ
た
。
更
に

1
9
9
0
年
台
は
5
球
団
、
2
0
0
0
年
台

は
6
〜
9
球
団
と
な
り
、
2
0
1
1
年
に
は

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
那
覇
市
を
第
2
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
加
え
た
こ
と
で
、
10
球
団
が

開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　
沖
縄
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
気
候
条
件
に
加
え

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
受
け
入
れ
可
能
な
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
が
、
沖
縄
県
の
季
節
性
に
つ
い
て
の

現
状
で
あ
る
。
平
準
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
長
年
に
渡
っ
て
季
節
性
の

緩
和
に
寄
与
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
も
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
は

更
に
大
き
な
季
節
性
が
生
じ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
取
組
み
と
し

て
、
修
学
旅
行
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
M
I
C
E
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。

　
ま
ず
は
修
学
旅
行
で
あ
る
。
県
外
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の
多
く
が
高
等
学

校
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
自
然
体
験
や

環
境
学
習
、
平
和
学
習
の
人
気
が
高
い
。
受

け
入
れ
の
ピ
ー
ク
は
10
〜
11
月
と
5
月
頃
で

あ
り
、
一
般
の
観
光
客
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

7
〜
8
月
は
非
常
に
少
な
い
（
図
9
）。
修

学
旅
行
市
場
の
季
節
性
は
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
い
て

大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
ま

で
は
年
間
約
40
〜
45
万
人
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
期
〜
オ
フ
期
の
需
要
底
上

　
自
然
資
源
が
強
い
魅
力
を
持
つ
観
光
地
に

お
い
て
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
由
来
の
季
節
性

に
加
え
て
、
長
期
休
み
に
よ
る
季
節
性
が
重

な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
繁
閑
差
が
生
じ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
海

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

る
沖
縄
で
あ
る
。
夏
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
季
節
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
平
準
化

は
長
年
に
わ
た
り
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
分
、
平
準
化
に
対
す

る
取
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
点

も
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沖
縄
の
季
節

性
と
平
準
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
デ
ー
タ

に
よ
る
現
状
整
理
や
、
代
表
的
な
取
組
み
と

そ
の
効
果
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
よ
る
今
後
の

平
準
化
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
沖
縄
県
の
季
節
性
の
現
状
に
つ

い
て
整
理
を
す
る
。具
体
的
に
は
、旅
行
者
数
、

一
人
当
た
り
消
費
単
価
、
旅
行
消
費
額
の
季

節
性
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
揃
っ
て
い

る
最
新
の
デ
ー
タ
は
2
0
2
2
年
分
で
あ
る

が
、
当
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
影
響
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
米

国
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ー
タ
と
も
比
較
を
行
う
。

　
沖
縄
県
の
旅
行
者
数
（
入
域
観
光
客
数
）

は
、
夏
休
み
の
7
〜
8
月
に
大
き
な
ピ
ー
ク

期
、
春
休
み
の
3
月
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
期
が

あ
り
、
冬
の
12
〜
2
月
が
オ
フ
期
に
な
る
特

徴
を
有
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
、

国
内
客
と
外
国
客
に
分
解
す
る
と
、
外
国
客

は
国
内
客
ほ
ど
の
季
節
性
は
有
し
て
お
ら

ず
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
要
因
は
、
ほ
ぼ
国
内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
次
に
、一
人
当
た
り
消
費
単
価
で
あ
る（
図

2
）。
消
費
単
価
も
旅
行
者
数
と
同
様
に
、

7
〜
9
月
期
が
高
く
、
1
〜
3
月
期
が
低
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
宿
泊
料
金
で
あ
る
。
特
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
お
け
る
平
均
客
室
単
価
の
季
節
変
動
が

大
き
く
、
7
〜
8
月
期
は
他
の
月
の
2
倍
以

上
に
達
す
る
（
図
3
）。

　
最
後
に
旅
行
消
費
額
（
観
光
収
入
）
で
あ

る
（
図
4
）。
旅
行
消
費
額
の
季
節
変
動
は

更
に
大
き
く
、
7
〜
9
月
期
に
特
に
大
き
な

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
る
特
徴
が
あ
る
。
旅
行
消

費
額
は
旅
行
者
数
と
消
費
単
価
の
積
で
あ
る

た
め
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
が
消
費
単
価
の

季
節
性
に
よ
り
増
幅
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
季

節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
ハ
ワ
イ
州
の
季
節
性
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
。
ま
ず
、
旅
行
者
数
（
到
着
数
）

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と
同
程
度
の
変
動
が

見
ら
れ
る
（
図
5
）。
国
内
客
と
外
国
客
に

分
解
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
人

数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
因
は
国

内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
宿
泊

施
設
の
平
均
客
室
単
価
は
、
12
月
に
や
や
上

昇
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
小
さ
な
変
動
に
留

ま
っ
て
い
る
（
図
7
）。
そ
の
結
果
、
一
人

当
た
り
消
費
単
価
と
旅
行
消
費
額
は
、
四
半

期
別
で
み
れ
ば
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
・
8
）。

　
気
候
条
件
な
ど
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
と
比

較
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
は
概
ね
平
準
化
し
て

4
．取
り
組
み（
2
）

プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ

5
．取
り
組
み（
3
）

M
I
C
E

い
。
宮
城
は
、
キ
ャ
ン

プ
開
催
に
お
け
る
沖
縄

県
の
優
位
性
と
し
て
、

①
温
暖
な
気
候
、②
遅

い
日
没
時
間
、③
大
規

模
球
場
の
分
散
立
地
、

④
市
町
村
の
積
極
的

な
施
設
整
備
を
挙
げ
て

い
る
。
県
内
各
地
で
は

長
年
に
わ
た
り
、
プ
ロ

仕
様
の
球
場
整
備
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

盤
石
な
受
け
入
れ
態
勢

が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
「
野

球
愛
」
が
受
け
入
れ
の

土
壌
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
に
野
球
が
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
1
8
9
0
年
台
以
降
、
子
供

た
ち
の
草
野
球
や
社
会
人
野
球
な
ど
を
通
じ

て
、
野
球
は
本
土
以
上
に
、
沖
縄
県
民
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

1
9
5
8
年
の
甲
子
園
初
出
場
以
降
、
高
校

野
球
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
県
民
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

受
け
入
れ
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
各
地

※
4

※
5

※
6

※
2

※
2

※
7

※
8

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
沖
縄
の
象
徴
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
は
、
海
外
に
住
む
沖

縄
出
身
者
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
県
系
人
な

ど
、
沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
ま
る
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
9
0
年
か
ら
お

よ
そ
5
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
直
近
で
は
第
7
回
大
会
が

2
0
2
2
年
10
月
3
日
か
ら
4
日
間
開
催
さ

れ
、
24
か
国
2
地
域
か
ら
約
4
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
規
模
な
部
類
に
入
り
、
県
民
も

含
め
た
参
加
者
数
は
約
43
万
人
に
上
る
。
期

間
中
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
各
国

の
県
系
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
沖
縄
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
エ
イ
サ
ー
や
三
線
の
ス
テ
ー
ジ
、
空
手

の
演
武
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
ル
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
閉
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
積
極
的
な
海
外
移

民
政
策
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
海
外

に
住
む
県
系
人
が
お
よ
そ
42
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
M
I
C
E

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
加
え
て
、
県
内
各
地
で
は
、
他
に
も
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
数
が
数
千
人
規
模
に
上

る
も
の
も
あ
る
（
表
1
）。
沖
縄
観
光
の
オ

フ
期
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

沖縄の旅行需要平準化策4

※
3

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

（万人）（万人）（万人）
8

6

4

2

表 1 沖縄県内で開催されるオフ期の
主なスポーツイベント（2019年実績）　

図10 2024年プロ野球キャンプ開催地

出典）沖縄県：観光統計実態調査、MICE開催実態調査

出典）沖縄県：プロ野球沖縄キャンプ攻略ガイドブック2024

出典）沖縄県：スポーツコンベンション開催実績一覧

図12 沖縄県で開催されたMICEへの県外･海外参加者数 （2019）　

0

イベント名 開催時期 開催場所

県外からの
参加者数

（2019年・外国人含む）

石垣島マラソン
おきなわマラソン
全日本トライアスロン
宮古島大会
ツール・ド・おきなわ
エコアイランド
宮古島マラソン
NAHAマラソン

1月

2月

4月

11月

11月

12月

石垣島

本島中部

宮古島市

本島北部

宮古島市

本島南西部

2,602

3,875

1,339

2,800

1,026

9,043

10～12月期4～6月期 7～9月期1～3月期

（万人）（万人）（万人）
30

25

20

15

10

5

図11 沖縄県 業務目的客数（国内客・2019）　　

0

会議・研修

仕事

石垣島

久米島

沖縄本島

名護市：北海道日本ハムファイターズ（1軍）

国頭村：北海道日本ハムファイターズ（2軍）

久米島町：東北楽天ゴールデン
　　　　  イーグルス（2軍）

金武町：東北楽天ゴールデン
　　　  イーグルス（1軍）

KIAタイガース

うるま市：阪神タイガース（2軍）
ロッテジャイアンツ

浦添市：東京ヤクルトスワローズ

那覇市：読売ジャイアンツ

糸満市：千葉ロッテマリーンズ

沖縄市：広島東洋カープ

宜野座村：阪神タイガーズ（1軍）

石垣市：千葉ロッテマリーンズ

うるま市：サムスンライオンズ（2軍）

恩納村：サムスンライオンズ（1軍）

北谷町：中日ドラゴンズ（1軍）

宜野湾市：横浜DeNAベイスターズ

読谷村：中日ドラゴンズ（2軍）
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三 校



ト
開
催
以
降
は
、
様
々
な
国
際
会
議
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
活
動
は
、
1
9
9
6
年

の
県
経
済
界
に
よ
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
始

ま
っ
た
。
翌
年
に
は
県
議
会
で
「
主
要
国
首

脳
会
議
の
沖
縄
県
開
催
に
関
す
る
要
請
決

議
」
が
採
択
さ
れ
、
県
庁
に
「
2
0
0
0
年

サ
ミ
ッ
ト
誘
致
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班
」
が

設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
県
知
事
の
国
に
対

す
る
最
終
要
請
を
経
て
、
最
終
的
に
は
小
渕

首
相
の
決
断
に
よ
り
開
催
の
決
定
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

げ
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
の
季
節
性
は
学
校
暦
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
全
国
に
お
け
る
高
校
生
の

国
内
修
学
旅
行
実
施
件
数
は
10
〜
12
月
が

ピ
ー
ク
期
で
、
4
月
と
7
〜
8
月
が
オ
フ
期

と
な
る
。
長
期
休
み
の
期
間
を
避
け
て
実
施

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
航
空
運
賃
（
学

校
研
修
割
引
運
賃
）
が
比
較
的
安
く
設
定
さ

れ
る
時
期
が
選
ば
れ
や
す
い
た
め
、
沖
縄
の

よ
う
な
観
光
地
の
場
合
、
修
学
旅
行
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

対
策
と
な
る
。

　
沖
縄
の
修
学
旅
行
誘
致
の
歴
史
は
、

1
9
7
5
年
の
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
か
ら

は
じ
ま
る
。
海
洋
博
覧
会
後
に
予
想
さ
れ
て

い
た
観
光
需
要
の
減
少
を
補
う
た
め
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
修
学
旅
行
の
誘
致
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
当
時
、
8
月
に
お

け
る
沖
縄
観
光
が
本
格
化
し
始
め
た
時
期

で
、
既
に
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
た
。
誘
致
活
動
と
し
て
は
、
県

と
沖
縄
県
観
光
連
盟
（
現
在
の
沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
と
が
連
携
を

し
な
が
ら
、
招
待
旅
行
や
宣
伝
隊
の
派
遣
な

ど
を
行
い
、
1
9
7
7
年
に
約
1
万

4
0
0
0
人
を
受
け
入
れ
た
。
以
降
、
平
和

ガ
イ
ド
な
ど
、
修
学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
に

適
し
た
平
和
学
習
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き

　
最
後
に
、
沖
縄
県
の
政
策
に
お
い
て
、
観

光
需
要
の
平
準
化
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
従
来
か
ら
、
県
の

観
光
計
画
等
で
は
平
準
化
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た

が
、
近
年
は
「
稼
ぐ
」
た
め
の
重
要
課
題
と

し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
一
歩

進
ん
だ
議
論
と
施
策
の
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
県
で
は
2
0
2
0
年
に
、
県
内
企
業

の
成
長
や
県
民
の
給
与
所
得
向
上
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「『
稼
ぐ
力
』
に
関

す
る
万
国
津
梁
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
万

国
津
梁
会
議
」
は
、
知
事
が
示
す
県
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
を
行
う
会

議
体
で
あ
る
。
こ
の
提
言
の
な
か
で
、
観
光

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、観
光
産
業
の
生
産
性
・

収
益
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体
的

方
策
と
し
て
「
観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に

よ
る
稼
ぐ
力
の
強
化
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
よ
り
具
体
的

な
議
論
を
行
う
「
稼
ぐ
力
の
強
化
に
向
け
た

観
光
需
要
の
年
間
平
準
化
に
関
す
る
万
国
津

梁
会
議
」
を
設
置
し
、
有
識
者
に
よ
る
議
論

を
経
て
、
提
言
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
提
言
の
中
で
は
、
平
準
化
に
向
け
た

考
え
方
と
し
て
、
従
来
の
「
人
数
の
平
準
化
」

だ
け
で
は
な
く
「
観
光
収
入
の
平
準
化
」
を

目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
人
数
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
変
動
価
格
制
）

に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン

の
価
格
が
上
昇
す
る
た
め
、
結
局
は
観
光
収

入
（
旅
行
消
費
額
）
の
季
節
変
動
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
。
前
述
の
デ
ー
タ
で
確
認
し

た
と
お
り
で
あ
る
。
宿
泊
業
な
ど
の
観
光
産

業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
収
益
の

平
準
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
オ

フ
期
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
で
、「
観
光
収

入
」
を
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
平
準
化
策
の
方
針
と
し
て
は
「
季
節
性
の

異
な
る
市
場
／
コ
ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
組

み
合
わ
せ
」「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
散
化

に
よ
る
時
期
と
場
所
の
平
準
化
」
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
は
、
シ

テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
（
都
市
観
光
）、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

訪
日
外
国
人
市
場
の
組
み
合
わ
せ
の
ほ
か
、

団
体
旅
行
需
要
が
特
定
の
時
期
に
偏
る
と
大

型
バ
ス
の
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ
と
か

ら
、
修
学
旅
行
の
2
〜
3
月
シ
フ
ト
や
、
ク

ル
ー
ズ
船
、
団
体
旅
行
等
と
の
組
み
合
わ
せ

の
必
要
性
な
ど
も
示
さ
れ
た
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
今
後
も
成
長
が

期
待
で
き
る
領
域
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
強
化
や
、
そ
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
も
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
提
言
を
受
け
て
、
県
で
は
順

次
、
施
策
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
で
は
修
学
旅
行

や
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
、
M
I
C
E
な
ど
の
長
期
間
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
に
寄
与
し

て
き
た
。
い
ず
れ
も
、
沖
縄
の
特
徴
を
う
ま

く
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
競
争
優
位
性
は

高
い
。現
在
で
も
、行
政
・
民
間
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
需
要
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
今
後
は
、前
述
の
提
言
に
も
あ
る
と
お
り
、

「
稼
ぐ
」
観
光
に
す
る
た
め
の
、
よ
り
戦
略

的
な
市
場
ミ
ッ
ク
ス
策
と
し
て
、
新
た
な
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

ン
ト
の
お
か
げ
で
、
需
要
が
下
支
え
さ
れ
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

 

　
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
も
平
準
化
に
寄
与
し
て
い

る
。
業
務
目
的
客
は
比
較
的
10
〜
12
月
期
に

多
く
、
7
〜
9
月
期
に
少
な
い
（
図
11
）。

M
I
C
E
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
月
別
の
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
者
数
は
、
4
月
、
9
月
、
11
月
な
ど

が
多
い
（
図
12
）。

　
沖
縄
が
M
I
C
E
開
催
地
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト（
第
26
回
主
要
国
首
脳
会
議
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
地
は
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
効
果
と
し
て
、①
沖
縄
の
知
名
度

向
上
、②
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
の

強
化
、③
国
際
会
議
の
開
催
地
と
し
て
の
知

名
度
向
上
、④
県
産
品
販
路
拡
大
、⑤
教
育
効

果
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

に
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
万
国

津
梁
館
」
が
整
備
さ
れ
、
M
I
C
E
の
受
け

入
れ
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
サ
ミ
ッ

た
こ
と
や
、
1
9
8
7
年
に
修
学
旅
行
に
お

け
る
航
空
機
利
用
の
制
約
緩
和
が
な
さ
れ
た

こ
と
で
、受
け
入
れ
人
数
が
大
き
く
伸
び
た
。

そ
し
て
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
前
ま
で
安
定
的
な

受
け
入
れ
を
維
持
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
修
学
旅
行
は
、
約
50
年
前
か

ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組
み
が
奏
功
し
て
、
現

在
の
沖
縄
観
光
に
お
け
る
平
準
化
策
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
例
年
2
月
頃
に
県
内
各
地
で
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
12
球
団
中
9
球
団
が
実
施
し

た
。
延
べ
観
客
数
は
約
37
万
9
0
0
0
人
、

こ
の
う
ち
県
外
客
が
4
万
9
0
0
0
人
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
オ
フ
期
の
底
上
げ
に
対
す

る
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
は
大
き
い
。
ち
な
み

に
、
同
時
期
に
は
韓
国
や
台
湾
の
プ
ロ
チ
ー

ム
も
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
主
な
日
程
は
、
前
半
が
練
習

や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
後
半
が
オ
ー
プ
ン
戦
や

練
習
試
合
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

県
外
客
の
多
く
は
プ
ロ
野
球
や
球
団
に
対
す

る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
特
に
前
半
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
人
気
で

あ
る
。
県
外
客
の
宿
泊
地
は
、
那
覇
や
西
海

岸
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
町
村
で
は
出
店
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
各
地

域
に
も
一
定
の
経
済
効
果
が
生
じ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
と
球
団
と
の
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ

ズ
を
販
売
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
期
間
中

に
完
売
す
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
人
気
で
あ
る
。

　
沖
縄
県
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
は
、

1
9
7
9
年
の
名
護
市
で
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
投
手
陣
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
か
ら
、
1
9
8
1
年
の
同
チ
ー
ム
に
よ

る
本
格
的
な
1
軍
キ
ャ
ン
プ
に
つ
な
が
り
、

以
降
、
沖
縄
市
で
の
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、
宜

野
湾
市
で
の
横
浜
ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
横
浜

D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
）
な
ど
、
徐
々
に

キ
ャ
ン
プ
の
開
催
が
増
え
て
い
っ
た
。
更
に

1
9
9
0
年
台
は
5
球
団
、
2
0
0
0
年
台

は
6
〜
9
球
団
と
な
り
、
2
0
1
1
年
に
は

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
が
那
覇
市
を
第
2
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
加
え
た
こ
と
で
、
10
球
団
が

開
催
す
る
に
至
っ
た
。

　
沖
縄
で
、
こ
れ
だ
け
の
数
の
プ
ロ
野
球

キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
気
候
条
件
に
加
え

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
受
け
入
れ
可
能
な
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
が
、
沖
縄
県
の
季
節
性
に
つ
い
て
の

現
状
で
あ
る
。
平
準
化
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
長
年
に
渡
っ
て
季
節
性
の

緩
和
に
寄
与
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
も
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
現
在
は

更
に
大
き
な
季
節
性
が
生
じ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。
本
稿
で
は
代
表
的
な
取
組
み
と
し

て
、
修
学
旅
行
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
M
I
C
E
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
い
。

　
ま
ず
は
修
学
旅
行
で
あ
る
。
県
外
か
ら
受

け
入
れ
て
い
る
修
学
旅
行
の
多
く
が
高
等
学

校
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
自
然
体
験
や

環
境
学
習
、
平
和
学
習
の
人
気
が
高
い
。
受

け
入
れ
の
ピ
ー
ク
は
10
〜
11
月
と
5
月
頃
で

あ
り
、
一
般
の
観
光
客
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

7
〜
8
月
は
非
常
に
少
な
い
（
図
9
）。
修

学
旅
行
市
場
の
季
節
性
は
安
定
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年
ま
で
の
過
去
10
年
間
に
お
い
て

大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
ま

で
は
年
間
約
40
〜
45
万
人
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
期
〜
オ
フ
期
の
需
要
底
上

　
自
然
資
源
が
強
い
魅
力
を
持
つ
観
光
地
に

お
い
て
、
旅
行
需
要
の
平
準
化
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。
国
内
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
観
光
資
源
由
来
の
季
節
性

に
加
え
て
、
長
期
休
み
に
よ
る
季
節
性
が
重

な
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
繁
閑
差
が
生
じ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
代
表
例
が
、
海

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇

る
沖
縄
で
あ
る
。
夏
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
季
節
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
平
準
化

は
長
年
に
わ
た
り
大
き
な
課
題
で
あ
り
続
け

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
分
、
平
準
化
に
対
す

る
取
組
み
の
蓄
積
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
点

も
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沖
縄
の
季
節

性
と
平
準
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
デ
ー
タ

に
よ
る
現
状
整
理
や
、
代
表
的
な
取
組
み
と

そ
の
効
果
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
よ
る
今
後
の

平
準
化
策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
沖
縄
県
の
季
節
性
の
現
状
に
つ

い
て
整
理
を
す
る
。具
体
的
に
は
、旅
行
者
数
、

一
人
当
た
り
消
費
単
価
、
旅
行
消
費
額
の
季

節
性
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
時
点
で
揃
っ
て
い

る
最
新
の
デ
ー
タ
は
2
0
2
2
年
分
で
あ
る

が
、
当
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
に
よ
る
影
響
が
残
っ

て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
を
用
い
る
。
ま
た
参
考
の
た
め
、
米

国
ハ
ワ
イ
州
の
デ
ー
タ
と
も
比
較
を
行
う
。

　
沖
縄
県
の
旅
行
者
数
（
入
域
観
光
客
数
）

は
、
夏
休
み
の
7
〜
8
月
に
大
き
な
ピ
ー
ク

期
、
春
休
み
の
3
月
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
期
が

あ
り
、
冬
の
12
〜
2
月
が
オ
フ
期
に
な
る
特

徴
を
有
す
る
（
図
1
）。
ま
た
、
こ
れ
を
、

国
内
客
と
外
国
客
に
分
解
す
る
と
、
外
国
客

は
国
内
客
ほ
ど
の
季
節
性
は
有
し
て
お
ら

ず
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
要
因
は
、
ほ
ぼ
国
内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
次
に
、一
人
当
た
り
消
費
単
価
で
あ
る（
図

2
）。
消
費
単
価
も
旅
行
者
数
と
同
様
に
、

7
〜
9
月
期
が
高
く
、
1
〜
3
月
期
が
低
い

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
主
因
と
な
っ
て
い
る
の

が
宿
泊
料
金
で
あ
る
。
特
に
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
に
お
け
る
平
均
客
室
単
価
の
季
節
変
動
が

大
き
く
、
7
〜
8
月
期
は
他
の
月
の
2
倍
以

上
に
達
す
る
（
図
3
）。

　
最
後
に
旅
行
消
費
額
（
観
光
収
入
）
で
あ

る
（
図
4
）。
旅
行
消
費
額
の
季
節
変
動
は

更
に
大
き
く
、
7
〜
9
月
期
に
特
に
大
き
な

ピ
ー
ク
期
を
迎
え
る
特
徴
が
あ
る
。
旅
行
消

費
額
は
旅
行
者
数
と
消
費
単
価
の
積
で
あ
る

た
め
、
旅
行
者
数
の
季
節
性
が
消
費
単
価
の

季
節
性
に
よ
り
増
幅
さ
れ
、
よ
り
大
き
な
季

節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
ハ
ワ
イ
州
の
季
節
性
に
つ
い
て

整
理
を
す
る
。
ま
ず
、
旅
行
者
数
（
到
着
数
）

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と
同
程
度
の
変
動
が

見
ら
れ
る
（
図
5
）。
国
内
客
と
外
国
客
に

分
解
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
も
、
人

数
の
季
節
性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
主
因
は
国

内
客
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
宿
泊

施
設
の
平
均
客
室
単
価
は
、
12
月
に
や
や
上

昇
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
小
さ
な
変
動
に
留

ま
っ
て
い
る
（
図
7
）。
そ
の
結
果
、
一
人

当
た
り
消
費
単
価
と
旅
行
消
費
額
は
、
四
半

期
別
で
み
れ
ば
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い
る

（
図
6
・
8
）。

　
気
候
条
件
な
ど
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
と
比

較
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
州
は
概
ね
平
準
化
し
て

6
．沖
縄
県
の
政
策
に

お
け
る
観
光
需
要
の

平
準
化

7
．お
わ
り
に
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い
。
宮
城
は
、
キ
ャ
ン

プ
開
催
に
お
け
る
沖
縄

県
の
優
位
性
と
し
て
、

①
温
暖
な
気
候
、②
遅

い
日
没
時
間
、③
大
規

模
球
場
の
分
散
立
地
、

④
市
町
村
の
積
極
的

な
施
設
整
備
を
挙
げ
て

い
る
。
県
内
各
地
で
は

長
年
に
わ
た
り
、
プ
ロ

仕
様
の
球
場
整
備
が
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

盤
石
な
受
け
入
れ
態
勢

が
整
え
ら
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
民
の
「
野

球
愛
」
が
受
け
入
れ
の

土
壌
に
な
っ
た
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
に
野
球
が
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
1
8
9
0
年
台
以
降
、
子
供

た
ち
の
草
野
球
や
社
会
人
野
球
な
ど
を
通
じ

て
、
野
球
は
本
土
以
上
に
、
沖
縄
県
民
に
浸

透
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

1
9
5
8
年
の
甲
子
園
初
出
場
以
降
、
高
校

野
球
の
人
気
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
県
民
的

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
こ
う
し
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

受
け
入
れ
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
各
地

＜参考文献＞

※
10

※
9

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

　
沖
縄
の
象
徴
的
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
の

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
は
、
海
外
に
住
む
沖

縄
出
身
者
や
そ
の
子
孫
で
あ
る
県
系
人
な

ど
、
沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
ま
る
県

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
9
0
年
か
ら
お

よ
そ
5
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
直
近
で
は
第
7
回
大
会
が

2
0
2
2
年
10
月
3
日
か
ら
4
日
間
開
催
さ

れ
、
24
か
国
2
地
域
か
ら
約
4
0
0
0
人
が

参
加
し
た
。
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
規
模
な
部
類
に
入
り
、
県
民
も

含
め
た
参
加
者
数
は
約
43
万
人
に
上
る
。
期

間
中
は
、
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
各
国

の
県
系
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
沖
縄
に
ゆ
か

り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
エ
イ
サ
ー
や
三
線
の
ス
テ
ー
ジ
、
空
手

の
演
武
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ザ
ー
ル
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
閉
会
イ
ベ

ン
ト
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
積
極
的
な
海
外
移

民
政
策
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
海
外

に
住
む
県
系
人
が
お
よ
そ
42
万
人
と
言
わ
れ

て
い
る
沖
縄
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
M
I
C
E

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。

で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
開
催
に
つ
な
が
っ

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
加
え
て
、
県
内
各
地
で
は
、
他
に
も
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、

県
外
か
ら
の
参
加
者
数
が
数
千
人
規
模
に
上

る
も
の
も
あ
る
（
表
1
）。
沖
縄
観
光
の
オ

フ
期
は
、
こ
う
し
た
数
々
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

沖縄の旅行需要平準化策4
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三 校



　「地
域
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
生
産
性

を
高
め
る
手
法
が
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
か
ら
、
早
15
年
。
そ
れ
が
、
本
号

で
取
り
上
げ
た
M
I
C
E
で
あ
る
。

　こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
特
集
と
し
た
理
由

は
、
三
つ
。

　一
つ
目
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
力
強
く

訪
日
観
光
が
復
活
し
、
勢
い
を
増
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
観
光
領
域
で
の
民
間
投
資

が
活
発
と
な
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、
需
要

の
急
回
復
も
あ
り
各
地
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
三

つ
目
は
、
観
光
振
興
の
持
続
と
安
定
し
た
財

源
と
し
て
宿
泊
税
の
導
入
が
拡
が
り
を
見
せ

述
し
た
よ
う
に
観
光
需
要
は
ピ
ー
キ
ー
な
動

き
を
み
せ
る
し
、
特
定
の
地
域
と
時
間
に
極

端
に
偏
在
す
る
た
め
、
集
中
日
（
時
間
）
に

対
応
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
用
意
す
る
こ
と

は
、
事
実
上
、
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
道
路
計
画
に
お
い
て
は
「
30

番
目
時
間
交
通
量
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
1
年
間
の
総
時
間
数
8
7
6
0
時

間
を
交
通
量
の
多
い
順
に
並
べ
、
そ
の
30
番

目
の
交
通
量
の
こ
と
で
あ
り
、
道
路
計
画
時

の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
1
番
目
交
通
量
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

道
路
を
造
れ
ば
渋
滞
の
な
い
道
路
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
公
共
投
資
の
経
済
性
と
、
渋
滞
回

避
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
30
番
目
交

通
量
あ
た
り
が
妥
当
（
年
間
、
30
時
間
は
渋

滞
す
る
が
、
そ
れ
は
許
容
す
る
）
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
需
要
が
生
じ

る
道
路
の
場
合
、
交
通
量
が
特
定
日
（
時
間
）

に
集
中
的
に
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
30
番
目

時
間
交
通
量
で
は
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
、
経

済
性
か
ら
は
50
〜
2
0
0
番
目
時
間
交
通
量

を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ

れ
は
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
ピ
ー

キ
ー
な
観
光
需
要
に
よ
っ
て
生
じ
る
渋
滞
ま

で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
事
例

で
あ
る
。

　ま
た
、
ピ
ー
キ
ー
な
需
要
の
存
在
は
、
本

来
、
地
域
で
獲
得
で
き
る
は
ず
の
需
要
を
域

外
に
漏
出
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
こ
こ
で
は
1
万
ベ
ッ
ド
と
潜
在
的

に
年
間
2
0
0
万
人
泊
の
需
要
を
持
つ
都
市

を
想
定
し
て
み
よ
う
。
仮
に
1
年
間
で
2
割

の
日
に
需
要
が
8
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
1
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
が
約
2
・
2
万
人
泊
／
日
と
な
り
、
地

域
の
ベ
ッ
ド
数
1
万
を
超
え
て
し
ま
う
。
こ

の
オ
ー
バ
ー
分
の
宿
泊
需
要
は
隣
接
地
域
に

流
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
日
帰
り
で
の
需

要
に
転
化
す
る
）。
一
方
で
、
非
集
中
日
の

需
要
は
わ
ず
か
に
1
3
7
0
人
泊
／
日
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
集
中
日
と
非
集
中
日

で
、
宿
泊
客
だ
け
で
7
倍
。
日
帰
り
へ
の
転

化
分
も
含
め
れ
ば
、
実
に
16
倍
と
い
う
比
率

と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
交
通
や
飲
食
な
ど
の

対
応
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
、
1
年
間
の

4
割
の
日
に
需
要
の
6
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
2
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
は
約
8
千
人
泊
／
日
と
な
り
、
1
万
の

ベ
ッ
ド
数
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

非
集
中
日
に
も
3
・
7
千
人
泊
／
日
の
需
要

が
存
在
す
る
。
こ
の
程
度
の
繁
閑
差
で
あ
れ

ば
、
集
中
日
と
非
集
中
日
で
の
比
率
は
2
倍

強
に
収
ま
り
、
か
つ
、
す
べ
て
の
需
要
を
地

域
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
で
あ

れ
ば
、
地
域
側
の
対
応
も
可
能
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
宿
泊
収
入
に
も
影
響
す
る
。
両
ケ
ー

ス
と
も
、
集
中
日
は
2
万
円
／
人
泊
、
非
集

中
日
は
1
万
円
／
人
泊
と
し
た
場
合
、
ケ
ー

ス
2
で
は
3
2
0
億
円
に
達
す
る
の
に
対

し
、
ケ
ー
ス
1
で
は
1
8
6
億
円
に
と
ど

ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
ケ
ー
ス
1
に
お
い

て
、
ケ
ー
ス
2
と
同
等
の
売
上
を
上
げ
る
に

は
集
中
日
の
料
金
を
4
万
円
に
ま
で
高
め
る

必
要
が
あ
る
（
図
1
）。

　こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
観
光
需
要
の
ピ
ー
キ
ー
さ
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
有
効
な
の
が

M
I
C
E
で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
で
示
し
て
き
た
よ
う
に

M
I
C
E
は
、
適
切
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

ピ
ー
キ
ー
な
需
要
を
抑
え
る
効
果
を
持
つ
。

沖
縄
県
で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
や
修
学
旅

行
誘
致
、
米
オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
会
議
場
を
起

点
と
し
た
M
I
C
E
誘
致
は
、
そ
の
好
例
で

あ
る
。特
に
、ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
世
界
的
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
ひ
し
め
き
、
1
年
を
通
じ
て
温

暖
な
気
候
を
持
つ
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

M
I
C
E
が
戦
略
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
「
余
暇
需
要
旅
行
の
促
進
だ

け
で
は
、
地
域
産
業
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、
M
I
C
E
は
、
地
域
側
が
そ
の

開
催
日
程
や
内
容
、
顧
客
属
性
を
、
一
定
程

度
、
規
定
／
誘
導
で
き
る
と
い
う
特
性
を
持

つ
。
余
暇
需
要
に
基
づ
く
旅
行
は
、
地
域
側

は
魅
力
の
提
示
は
で
き
て
も
、
訪
問
日
や
現

地
で
の
行
動
に
つ
い
て
の
選
択
権
は
す
べ
て

顧
客
に
あ
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。郷
土
料
理
を
食
べ
て
ほ
し
く
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
人
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
M
I
C
E
は
、

会
議
場
や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど

を
通
じ
て
、主
催
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
域
と
の
間
で
事
前
に
様
々
な
調
整
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
側

は
、事
前
に
、誰
が
い
つ
来
る
の
か
、ど
こ
で
、

何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
地
域
側
の

働
き
か
け
（
例
：
会
議
場
の
利
用
料
を
割
引

す
る
）
に
よ
っ
て
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
、
特
に
北
米
の

D
M
O
で
は
M
I
C
E
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
か
が
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

る
。　し

か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て

M
I
C
E
は
、
あ
ま
た
あ
る
「
形
容
詞
観
光
」

の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
中
で
も
地
味
な
存
在
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
の

一
つ
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
言
え
ば

「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」「
交
通
渋
滞
な
ど

を
招
く
」
と
い
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
抑
制

さ
れ
る
傾
向
に
す
ら
あ
る
。

　そ
こ
で
第
三
の
理
由
。
宿
泊
税
導
入
で
あ

る
。
M
I
C
E
に
関
す
る
成
果
が
「
見
え
に

く
い
」
理
由
に
、
M
I
C
E
を
誘
致
す
る
主

体
と
、
そ
こ
で
利
益
を
上
げ
る
主
体
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
多
く

の
場
合
、
会
議
場
は
公

共
投
資
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

我
々
の
税
金
で
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
会
議
場

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

利
益
を
得
る
の
は
、
参

加
者
が
宿
泊
す
る
宿
泊

施
設
や
食
事
を
す
る
飲

食
店
な
ど
で
あ
る
。
が
、

そ
の
効
果
は
薄
く
広
が

る
も
の
で
あ
る
た
め

に
、
認
識
す
る
こ
と
が

難
し
く
、「
な
ん
の
た

め
に
造
っ
た
の
か
」「
箱

物
行
政
は
止
め
る
べ
き

だ
」
と
い
う
意
見
が
で

て
き
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
行
政
は
、
公
共

投
資
の
効
果
を
示
す
た

め
に
、
会
議
場
な
ど
の

運
営
K
P
I
と
し
て
稼

働
率
を
設
定
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
こ
れ

は
一
見
、
正
し
い
が
、
会
議
場
が
稼
働
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
（
集

中
日
）
で
あ
れ
ば
、
混
雑
を
増
す
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
、
日
帰
り
客
だ
け
が
集
ま
る
よ
う

な
展
示
会
を
開
催
し
て
も
、
需
要
の
平
準
化

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
稼
働
率
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
数
目
標
も
同
様
で
あ

る
。
人
数
を
目
標
と
す
れ
ば
、
人
々
が
集
ま

り
や
す
い
土
日
や
休
日
に
設
定
す
る
の
が
合

理
的
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も

そ
も
土
日
が
集
中
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
、
地
域
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

呼
び
込
ん
だ
需
要
の
多
く
が
、
域
外
に
漏
出

し
て
し
ま
う
。

　実
際
、
M
I
C
E
を
こ
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
地
域
が
少
な
く
な
い
た
め
、
宿
泊
事

業
者
な
ど
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
た
だ
で
さ

え
混
み
合
う
時
に
、
さ
ら
に
混
雑
さ
せ
て
ど

う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
評
価
に
な
っ
て
し
ま

う
。　こ

こ
で
宿
泊
税
が
入
っ
て
く
る
と
、
話
が

少
し
変
わ
っ
て
く
る
。
宿
泊
税
は
、
定
額
制

／
定
率
制
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

需
要
の
平
準
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
仮

に
提
供
す
る
ベ
ッ
ド
総
数
が
変
わ
ら
な
く
て

も
、
そ
の
税
収
は
伸
び
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、
先
程
の
試
算
で
い
え
ば
、
ケ
ー

ス
1
で
は
1
1
3
万
人
泊
だ
が
、
ケ
ー
ス
2

で
は
2
0
0
万
人
泊
と
1
・
8
倍
に
増
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
税
収
も
1
・
8
倍
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
へ
の
予
算
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　こ
れ
ま
で
、
地
域
は
、
M
I
C
E
の
取
り

組
み
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
術
を
持

た
な
か
っ
た
が
、「
宿
泊
税
の
あ
る
世
界
」

で
は
、
需
要
の
平
準
化
を
実
現
す
る
＝
宿
泊

施
設
の
稼
働
率
を
底
上
げ
す
る
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
税
収
増
と
な
る
。
こ
れ
は
、
従

来
の
経
済
波
及
効
果
か
ら
の
効
果
測
定
と
は

大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　言
い
方
を
変
え
れ
ば
、M
I
C
E
を
地
域
、

特
に
D
M
O
が
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
宿
泊
税
と
い
う
仕
組
み
が
必
要

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　と
は
い
え
、
宿
泊
税
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

M
I
C
E
の
展
開
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。
例
え
ば
、
需
要
平
準
化
に
取
り
組
む

の
で
あ
れ
ば
、
大
前
提
と
し
て
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
得
て
お
く

こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
情
報
を

有
し
て
い
る
地
域
／
D
M
O
は
非
常
に
少
な

い
。宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、原
理
上
、

月
別
の
人
泊
数
の
把
握
は
可
能
と
な
る
が
、

税
情
報
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
展
開
を
考
え

れ
ば
月
別
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
日
別
の

デ
ー
タ
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
欧

米
D
M
O
で
は
、
日
別
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
将
来
的
な
需
要
予
測
を
日
別
に
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
M
I
C
E
の
開
催
日

程
や
内
容
を
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

D
M
O
が
、
宿
泊
施
設
の
稼
働
情
報
を
得
て

い
く
た
め
に
は
、D
M
O
と
事
業
者
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。

　ま
た
、
D
M
O
が
M
I
C
E
関
連
施
設
に

つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
影
響
力
を
持
て
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
に
大
型

会
議
場
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
管
理
は
県
が

行
っ
て
お
り
、
地
元
市
町
村
で
は
直
接
的
な

や
り
取
り
が
難
し
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
観
光
は
商
工
系
に
属

す
る
が
、
運
動
競
技
場
は
教
育
系
、
道
路
使

用
許
可
は
警
察
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
縦
割

り
」
問
題
も
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
本
号
で
は
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ

た
が
、
M
I
C
E
の
誘
導
／
誘
致
は
D
M
O

が
実
施
す
る
と
し
て
も
、
実
際
の
受
け
入
れ

に
係
る
ロ
ジ
作
業
ま
で
D
M
O
が
行
う
こ
と

は
難
し
い
。
ロ
ジ
作
業
は
、
営
利
事
業
で
あ

る
が
、
そ
の
展
開
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
現
状
、
日
本
で

は
こ
の
役
回
り
は
発
地
型
の
旅
行
会
社
が

担
っ
て
い
る
が
、
旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
一

般
の
旅
行
同
様
に
「
人
数
」
と
「
価
格
」
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
需
要
の
平
準
化
に
つ
い
て

の
関
心
は
低
い
。
ま
た
、
地
域
に
対
す
る
理

解
が
浅
く
な
り
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
前
の
道

路
が
何
時
く
ら
い
か
ら
混
み
合
う
の
か
と

い
っ
た
地
元
で
あ
れ
ば
暗
黙
知
で
あ
る
よ
う

な
情
報
に
弱
く
な
る
。
M
I
C
E
が
社
会
的

に
発
達
し
て
い
る
北
米
で
は
、
都
市
や
リ

ゾ
ー
ト
に
D
M
C
と
い
う
法
人
が
複
数
立
地

し
て
お
り
、
彼
ら
が
、
実
際
の
ロ
ジ
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
D
M
C
は
、
地
域
密
着
の
た

め
、
地
域
事
情
に
精
通
し
て
い
る
し
、

D
M
O
や
民
間
企
業
と
も
強
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
最
適
な
動
き
を
展

開
し
や
す
い
。
当
然
、
会
議
主
催
者
、
参
加

者
の
満
足
度
も
上
が
り
や
す
い
し
、
優
秀
な

D
M
C
が
い
る
か
ど
う
か
は
、
地
域
の

M
I
C
E
誘
致
に
お
い
て
も
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
展
開
が
望
ま
れ
る

D
M
C
で
あ
る
が
、
北
米
の
着
地
に
お
い
て

営
利
企
業
で
あ
る
D
M
C
が
成
立
す
る
の

は
、
M
I
C
E
が
安
定
的
、
戦
略
的
市
場
と

し
て
各
地
域
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
表
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
我

の
差
は
大
き
い
。

　観
光
は
、
光
を
観
る
と
い
う
こ
と
が
語
源

と
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
観
光
は
そ
の
語
源

通
り
、
文
化
的
、
社
会
的
に
多
様
な
側
面
を

有
し
て
お
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
さ
ら

に
注
目
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
、
あ
る
意
味
「
高
尚
」
な
概

念
が
付
与
さ
れ
た
た
め
に
、
余
暇
、
自
由
時

間
に
基
づ
か
な
い
旅
行
に
つ
い
て
の
関
心
が

薄
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
交

流
が
生
み
出
し
て
い
く
文
化
は
重
要
な
存
在

で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
交
流
を
支

え
る
に
は
経
済
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
も
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
も
同
時
に
動
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
歪
な
形
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　M
I
C
E
に
代
表
さ
れ
る
非
余
暇
需
要
旅

行
、
端
的
に
い
え
ば
、
業
務
需
要
旅
行
も
含

め
て
需
要
を
捉
え
、そ
れ
と
相
対
す
る
産
業
、

事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
体
と
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　前
号
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、
訪
日
客
の

増
大
、
宿
泊
税
導
入
の
拡
が
り
と
い
っ
た
環

境
変
化
に
お
い
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
手

法
も
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　本
号
が
、
そ
う
し
た
検
討
や
実
践
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

D
M
に

組
み
込
ま
れ
る

M
I
C
E
戦
略

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・

旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

て
い
る
こ
と
だ
。

　長
ら
く
経
済
が
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
我
が

国
に
お
い
て
、
民
間
投
資
が
旺
盛
と
な
る
の

は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
去
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
不
動
産
投
資

は
徐
々
に
大
規
模
化
し
、
ス
プ
ロ
ー
ル
開
発

に
つ
な
が
り
や
す
い
。
観
光
需
要
が
力
強
く

復
活
し
て
き
た
と
は
い
え
、
経
済
社
会
情
勢

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
市
場
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
過
熱
し
た
」
投
資

が
将
来
的
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

過
去
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
側
か
ら
す
る
と
、
大
規
模
化

す
る
こ
と
に
は
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
観
光
」
は
季
節
や
曜
日
に
よ
っ
て
需
要

変
動
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

人
気
の
高
い
地
域
に
新
規
に
参
入
す
る
後
発

組
は
、
先
行
組
と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
設

備
を
充
実
さ
せ
た
り
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
設

け
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現
在
で

あ
れ
ば
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
冠
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
一

つ
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
「
競
争
」

に
勝
つ
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
投

資
額
や
運
営
費
を
上
昇
さ
せ
、
損
益
分
岐
点

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
観
光
需

要
は
季
節
や
曜
日
で
大
き
く
増
減
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
誰
も
、
不
快
な
季
節
や

多
忙
な
時
期
に
は
余
暇
需
要
旅
行
を
行
お
う

と
は
思
わ
な
い
か
ら
だ
。
今
日
で
は
、
需
要

に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
動
さ
せ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
一
般
化
し
て
い

る
が
、
こ
の
仕
組
み
で
は
需
要
が
集
中
す
る

時
期
の
価
格
は
青
天
井
と
な
る
一
方
で
、
需

要
が
低
減
す
る
時
期
は
、
競
合
施
設
と
の
際

限
の
な
い
価
格
競
争
と
な
る
。
ホ
テ
ル
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
っ
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
毀
損
を
避
け

る
た
め
に
一
定
の
価
格
以
下
で
は
販
売
し
な

い
ル
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
は
各
日
に
空
室
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
と
し

て
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
で
き
る
だ
け
高

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
販
売
し
た
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
気
の
高
い
地
域
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
ベ
ッ
ド
数
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
し
か
し
、

人
気
地
域
の
既
存
開
発
エ
リ
ア
で
は
大
規
模

な
開
発
を
新
た
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
結

果
、
隣
接
す
る
郊
外
に
ス
プ
ロ
ー
ル
し
て
拠

点
開
発
す
る
か
、
簡
易
宿
所
の
規
制
緩
和
を

利
用
し
て
、
既
存
開
発
エ
リ
ア
に
あ
る
住
宅

や
商
店
を
リ
プ
レ
ー
ス
し
て
小
規
模
・
多
店

舗
展
開
す
る
か
と
い
う
選
択
と
な
る
。

　も
と
も
と
人
気
の
高
い
地
域
に
お
い
て
供

給
量
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
は
多
く
の
需

要
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
計
画
上
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
交
通
渋
滞
や
住
環
境
悪

化
、
場
合
に
よ
っ
て
治
安
の
悪
化
と
い
っ
た

問
題
を
引
き
起
こ
す
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
し
た
い

の
は
、
こ
こ
で
生
じ
る
地
域
の
負
担
と
は
、

単
純
に
、
定
住
人
口
や
就
業
人
口
に
観
光
に

よ
る
交
流
人
口
が
上
乗
せ
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
仮
に
、
単
純
に
加
算

さ
れ
る
だ
け
な
ら
、
都
市
計
画
の
基
本
を
更

新
し
、
地
域
の
受
け
入
れ
可
能
限
界
値
を
高

め
れ
ば
い
い
か
ら
だ
。
実
際
、
観
光
需
要
を

想
定
し
た
新
規
の
都
市
開
発
で
は
、
従
来
よ

り
も
歩
道
の
幅
を
広
げ
た
り
、
滞
留
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
と
い
っ
た

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
前
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再 校



　「地
域
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
生
産
性

を
高
め
る
手
法
が
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
か
ら
、
早
15
年
。
そ
れ
が
、
本
号

で
取
り
上
げ
た
M
I
C
E
で
あ
る
。

　こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
特
集
と
し
た
理
由

は
、
三
つ
。

　一
つ
目
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
力
強
く

訪
日
観
光
が
復
活
し
、
勢
い
を
増
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
観
光
領
域
で
の
民
間
投
資

が
活
発
と
な
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、
需
要

の
急
回
復
も
あ
り
各
地
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
三

つ
目
は
、
観
光
振
興
の
持
続
と
安
定
し
た
財

源
と
し
て
宿
泊
税
の
導
入
が
拡
が
り
を
見
せ

述
し
た
よ
う
に
観
光
需
要
は
ピ
ー
キ
ー
な
動

き
を
み
せ
る
し
、
特
定
の
地
域
と
時
間
に
極

端
に
偏
在
す
る
た
め
、
集
中
日
（
時
間
）
に

対
応
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
用
意
す
る
こ
と

は
、
事
実
上
、
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
道
路
計
画
に
お
い
て
は
「
30

番
目
時
間
交
通
量
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
1
年
間
の
総
時
間
数
8
7
6
0
時

間
を
交
通
量
の
多
い
順
に
並
べ
、
そ
の
30
番

目
の
交
通
量
の
こ
と
で
あ
り
、
道
路
計
画
時

の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
1
番
目
交
通
量
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

道
路
を
造
れ
ば
渋
滞
の
な
い
道
路
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
公
共
投
資
の
経
済
性
と
、
渋
滞
回

避
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
30
番
目
交

通
量
あ
た
り
が
妥
当
（
年
間
、
30
時
間
は
渋

滞
す
る
が
、
そ
れ
は
許
容
す
る
）
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
需
要
が
生
じ

る
道
路
の
場
合
、
交
通
量
が
特
定
日
（
時
間
）

に
集
中
的
に
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
30
番
目

時
間
交
通
量
で
は
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
、
経

済
性
か
ら
は
50
〜
2
0
0
番
目
時
間
交
通
量

を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ

れ
は
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
ピ
ー

キ
ー
な
観
光
需
要
に
よ
っ
て
生
じ
る
渋
滞
ま

で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
事
例

で
あ
る
。

　ま
た
、
ピ
ー
キ
ー
な
需
要
の
存
在
は
、
本

来
、
地
域
で
獲
得
で
き
る
は
ず
の
需
要
を
域

外
に
漏
出
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
こ
こ
で
は
1
万
ベ
ッ
ド
と
潜
在
的

に
年
間
2
0
0
万
人
泊
の
需
要
を
持
つ
都
市

を
想
定
し
て
み
よ
う
。
仮
に
1
年
間
で
2
割

の
日
に
需
要
の
8
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
1
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
が
約
2
・
2
万
人
泊
／
日
と
な
り
、
地

域
の
ベ
ッ
ド
数
1
万
を
超
え
て
し
ま
う
。
こ

の
オ
ー
バ
ー
分
の
宿
泊
需
要
は
隣
接
地
域
に

流
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
日
帰
り
で
の
需

要
に
転
化
す
る
）。
一
方
で
、
非
集
中
日
の

需
要
は
わ
ず
か
に
1
3
7
0
人
泊
／
日
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
集
中
日
と
非
集
中
日

で
、
宿
泊
客
だ
け
で
7
倍
。
日
帰
り
へ
の
転

化
分
も
含
め
れ
ば
、
実
に
16
倍
と
い
う
比
率

と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
交
通
や
飲
食
な
ど
の

対
応
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
、
1
年
間
の

4
割
の
日
に
需
要
の
6
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
2
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
は
約
8
千
人
泊
／
日
と
な
り
、
1
万
の

ベ
ッ
ド
数
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

非
集
中
日
に
も
3
・
7
千
人
泊
／
日
の
需
要

が
存
在
す
る
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
集
中
日
と

非
集
中
日
で
の
比
率
は
2
倍
強
に
収
ま
り
、

か
つ
、
す
べ
て
の
需
要
を
地
域
に
取
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
程
度
の
繁
閑
差
で
あ

れ
ば
、
地
域
側
の
対
応
も
可
能
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
宿
泊
収
入
に
も
影
響
す
る
。
両
ケ
ー

ス
と
も
、
集
中
日
は
2
万
円
／
人
泊
、
非
集

中
日
は
1
万
円
／
人
泊
と
し
た
場
合
、
ケ
ー

ス
2
で
は
3
2
0
億
円
に
達
す
る
の
に
対

し
、
ケ
ー
ス
1
で
は
1
8
6
億
円
に
と
ど

ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
ケ
ー
ス
1
に
お
い

て
、
ケ
ー
ス
2
と
同
等
の
売
上
を
上
げ
る
に

は
集
中
日
の
料
金
を
4
万
円
に
ま
で
高
め
る

必
要
が
あ
る
（
図
1
）。

　こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
観
光
需
要
の
ピ
ー
キ
ー
さ
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
有
効
な
の
が

M
I
C
E
で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
で
示
し
て
き
た
よ
う
に

M
I
C
E
は
、
適
切
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

ピ
ー
キ
ー
な
需
要
を
抑
え
る
効
果
を
持
つ
。

沖
縄
県
で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
や
修
学
旅

行
誘
致
、
米
オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
会
議
場
を
起

点
と
し
た
M
I
C
E
誘
致
は
、
そ
の
好
例
で

あ
る
。特
に
、ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
世
界
的
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
ひ
し
め
き
、
1
年
を
通
じ
て
温

暖
な
気
候
を
持
つ
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

M
I
C
E
が
戦
略
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
「
余
暇
需
要
旅
行
の
促
進
だ

け
で
は
、
地
域
産
業
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、
M
I
C
E
は
、
地
域
側
が
そ
の

開
催
日
程
や
内
容
、
顧
客
属
性
を
、
一
定
程

度
、
規
定
／
誘
導
で
き
る
と
い
う
特
性
を
持

つ
。
余
暇
需
要
に
基
づ
く
旅
行
は
、
地
域
側

は
魅
力
の
提
示
は
で
き
て
も
、
訪
問
日
や
現

地
で
の
行
動
に
つ
い
て
の
選
択
権
は
す
べ
て

顧
客
に
あ
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。郷
土
料
理
を
食
べ
て
ほ
し
く
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
人
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
M
I
C
E
は
、

会
議
場
や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど

を
通
じ
て
、主
催
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
域
と
の
間
で
事
前
に
様
々
な
調
整
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
側

は
、事
前
に
、誰
が
い
つ
来
る
の
か
、ど
こ
で
、

何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
地
域
側
の

働
き
か
け
（
例
：
会
議
場
の
利
用
料
を
割
引

す
る
）
に
よ
っ
て
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
、
特
に
北
米
の

D
M
O
で
は
M
I
C
E
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
か
が
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

る
。　し

か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て

M
I
C
E
は
、
あ
ま
た
あ
る
「
形
容
詞
観
光
」

の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
中
で
も
地
味
な
存
在
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
の

一
つ
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
言
え
ば

「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」「
交
通
渋
滞
な
ど

を
招
く
」
と
い
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
抑
制

さ
れ
る
傾
向
に
す
ら
あ
る
。

　そ
こ
で
第
三
の
理
由
。
宿
泊
税
導
入
で
あ

る
。
M
I
C
E
に
関
す
る
成
果
が
「
見
え
に

く
い
」
理
由
に
、
M
I
C
E
を
誘
致
す
る
主

体
と
、
そ
こ
で
利
益
を
上
げ
る
主
体
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
多
く

の
場
合
、
会
議
場
は
公

共
投
資
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

我
々
の
税
金
で
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
会
議
場

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

利
益
を
得
る
の
は
、
参

加
者
が
宿
泊
す
る
宿
泊

施
設
や
食
事
を
す
る
飲

食
店
な
ど
で
あ
る
。
が
、

そ
の
効
果
は
薄
く
広
が

る
も
の
で
あ
る
た
め

に
、
認
識
す
る
こ
と
が

難
し
く
、「
な
ん
の
た

め
に
造
っ
た
の
か
」「
箱

物
行
政
は
止
め
る
べ
き

だ
」
と
い
う
意
見
が
で

て
き
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
行
政
は
、
公
共

投
資
の
効
果
を
示
す
た

め
に
、
会
議
場
な
ど
の

運
営
K
P
I
と
し
て
稼

働
率
を
設
定
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
こ
れ

は
一
見
、
正
し
い
が
、
会
議
場
が
稼
働
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
（
集

中
日
）
で
あ
れ
ば
、
混
雑
を
増
す
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
、
日
帰
り
客
だ
け
が
集
ま
る
よ
う

な
展
示
会
を
開
催
し
て
も
、
需
要
の
平
準
化

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
稼
働
率
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
数
目
標
も
同
様
で
あ

る
。
人
数
を
目
標
と
す
れ
ば
、
人
々
が
集
ま

り
や
す
い
土
日
や
休
日
に
設
定
す
る
の
が
合

理
的
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も

そ
も
土
日
が
集
中
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
、
地
域
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

呼
び
込
ん
だ
需
要
の
多
く
が
、
域
外
に
漏
出

し
て
し
ま
う
。

　実
際
、
M
I
C
E
を
こ
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
地
域
が
少
な
く
な
い
た
め
、
宿
泊
事

業
者
な
ど
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
た
だ
で
さ

え
混
み
合
う
時
に
、
さ
ら
に
混
雑
さ
せ
て
ど

う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
評
価
に
な
っ
て
し
ま

う
。　こ

こ
で
宿
泊
税
が
入
っ
て
く
る
と
、
話
が

少
し
変
わ
っ
て
く
る
。
宿
泊
税
は
、
定
額
制

／
定
率
制
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

需
要
の
平
準
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
仮

に
提
供
す
る
ベ
ッ
ド
総
数
が
変
わ
ら
な
く
て

も
、
そ
の
税
収
は
伸
び
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、
先
程
の
試
算
で
い
え
ば
、
ケ
ー

ス
1
で
は
1
1
3
万
人
泊
だ
が
、
ケ
ー
ス
2

で
は
2
0
0
万
人
泊
と
1
・
8
倍
に
増
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
税
収
も
1
・
8
倍
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
へ
の
予
算
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　こ
れ
ま
で
、
地
域
は
、
M
I
C
E
の
取
り

組
み
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
術
を
持

た
な
か
っ
た
が
、「
宿
泊
税
の
あ
る
世
界
」

で
は
、
需
要
の
平
準
化
を
実
現
す
る
＝
宿
泊

施
設
の
稼
働
率
を
底
上
げ
す
る
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
税
収
増
と
な
る
。
こ
れ
は
、
従

来
の
経
済
波
及
効
果
か
ら
の
効
果
測
定
と
は

大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　言
い
方
を
変
え
れ
ば
、M
I
C
E
を
地
域
、

特
に
D
M
O
が
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
宿
泊
税
と
い
う
仕
組
み
が
必
要

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　と
は
い
え
、
宿
泊
税
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

M
I
C
E
の
展
開
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。
例
え
ば
、
需
要
平
準
化
に
取
り
組
む

の
で
あ
れ
ば
、
大
前
提
と
し
て
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
得
て
お
く

こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
情
報
を

有
し
て
い
る
地
域
／
D
M
O
は
非
常
に
少
な

い
。宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、原
理
上
、

月
別
の
人
泊
数
の
把
握
は
可
能
と
な
る
が
、

税
情
報
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
展
開
を
考
え

れ
ば
月
別
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
日
別
の

デ
ー
タ
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
欧

米
D
M
O
で
は
、
日
別
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
将
来
的
な
需
要
予
測
を
日
別
に
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
M
I
C
E
の
開
催
日

程
や
内
容
を
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

D
M
O
が
、
宿
泊
施
設
の
稼
働
情
報
を
得
て

い
く
た
め
に
は
、D
M
O
と
事
業
者
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。

　ま
た
、
D
M
O
が
M
I
C
E
関
連
施
設
に

つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
影
響
力
を
持
て
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
に
大
型

会
議
場
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
管
理
は
県
が

行
っ
て
お
り
、
地
元
市
町
村
で
は
直
接
的
な

や
り
取
り
が
難
し
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
観
光
は
商
工
系
に
属

す
る
が
、
運
動
競
技
場
は
教
育
系
、
道
路
使

用
許
可
は
警
察
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
縦
割

り
」
問
題
も
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
本
号
で
は
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ

た
が
、
M
I
C
E
の
誘
導
／
誘
致
は
D
M
O

が
実
施
す
る
と
し
て
も
、
実
際
の
受
け
入
れ

に
係
る
ロ
ジ
作
業
ま
で
D
M
O
が
行
う
こ
と

は
難
し
い
。
ロ
ジ
作
業
は
、
営
利
事
業
で
あ

る
が
、
そ
の
展
開
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
現
状
、
日
本
で

は
こ
の
役
回
り
は
発
地
型
の
旅
行
会
社
が

担
っ
て
い
る
が
、
旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
一

般
の
旅
行
同
様
に
「
人
数
」
と
「
価
格
」
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
需
要
の
平
準
化
に
つ
い
て

の
関
心
は
低
い
。
ま
た
、
地
域
に
対
す
る
理

解
が
浅
く
な
り
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
前
の
道

路
が
何
時
く
ら
い
か
ら
混
み
合
う
の
か
と

い
っ
た
地
元
で
あ
れ
ば
暗
黙
知
で
あ
る
よ
う

な
情
報
に
弱
く
な
る
。
M
I
C
E
が
社
会
的

に
発
達
し
て
い
る
北
米
で
は
、
都
市
や
リ

ゾ
ー
ト
に
D
M
C
と
い
う
法
人
が
複
数
立
地

し
て
お
り
、
彼
ら
が
、
実
際
の
ロ
ジ
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
D
M
C
は
、
地
域
密
着
の
た

め
、
地
域
事
情
に
精
通
し
て
い
る
し
、

D
M
O
や
民
間
企
業
と
も
強
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
最
適
な
動
き
を
展

開
し
や
す
い
。
当
然
、
会
議
主
催
者
、
参
加

者
の
満
足
度
も
上
が
り
や
す
い
し
、
優
秀
な

D
M
C
が
い
る
か
ど
う
か
は
、
地
域
の

M
I
C
E
誘
致
に
お
い
て
も
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
展
開
が
望
ま
れ
る

D
M
C
で
あ
る
が
、
北
米
の
着
地
に
お
い
て

営
利
企
業
で
あ
る
D
M
C
が
成
立
す
る
の

は
、
M
I
C
E
が
安
定
的
、
戦
略
的
市
場
と

し
て
各
地
域
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
表
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
我

の
差
は
大
き
い
。

　観
光
は
、
光
を
観
る
と
い
う
こ
と
が
語
源

と
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
観
光
は
そ
の
語
源

通
り
、
文
化
的
、
社
会
的
に
多
様
な
側
面
を

有
し
て
お
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
さ
ら

に
注
目
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
、
あ
る
意
味
「
高
尚
」
な
概

念
が
付
与
さ
れ
た
た
め
に
、
余
暇
、
自
由
時

間
に
基
づ
か
な
い
旅
行
に
つ
い
て
の
関
心
が

薄
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
交

流
が
生
み
出
し
て
い
く
文
化
は
重
要
な
存
在

で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
交
流
を
支

え
る
に
は
経
済
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
も
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
も
同
時
に
動
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
歪
な
形
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　M
I
C
E
に
代
表
さ
れ
る
非
余
暇
需
要
旅

行
、
端
的
に
い
え
ば
、
業
務
需
要
旅
行
も
含

め
て
需
要
を
捉
え
、そ
れ
と
相
対
す
る
産
業
、

事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
体
と
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　前
号
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、
訪
日
客
の

増
大
、
宿
泊
税
導
入
の
拡
が
り
と
い
っ
た
環

境
変
化
に
お
い
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
手

法
も
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　本
号
が
、
そ
う
し
た
検
討
や
実
践
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
だ
。

　長
ら
く
経
済
が
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
我
が

国
に
お
い
て
、
民
間
投
資
が
旺
盛
と
な
る
の

は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
去
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
不
動
産
投
資

は
徐
々
に
大
規
模
化
し
、
ス
プ
ロ
ー
ル
開
発

に
つ
な
が
り
や
す
い
。
観
光
需
要
が
力
強
く

復
活
し
て
き
た
と
は
い
え
、
経
済
社
会
情
勢

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
市
場
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
過
熱
し
た
」
投
資

が
将
来
的
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

過
去
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
側
か
ら
す
る
と
、
大
規
模
化

す
る
こ
と
に
は
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
観
光
」
は
季
節
や
曜
日
に
よ
っ
て
需
要

変
動
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

人
気
の
高
い
地
域
に
新
規
に
参
入
す
る
後
発

組
は
、
先
行
組
と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
設

備
を
充
実
さ
せ
た
り
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
設

け
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現
在
で

あ
れ
ば
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
冠
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
一

つ
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
「
競
争
」

に
勝
つ
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
投

資
額
や
運
営
費
を
上
昇
さ
せ
、
損
益
分
岐
点

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
観
光
需

要
は
季
節
や
曜
日
で
大
き
く
増
減
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
誰
も
、
不
快
な
季
節
や

多
忙
な
時
期
に
は
余
暇
需
要
旅
行
を
行
お
う

と
は
思
わ
な
い
か
ら
だ
。
今
日
で
は
、
需
要

に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
動
さ
せ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
一
般
化
し
て
い

る
が
、
こ
の
仕
組
み
で
は
需
要
が
集
中
す
る

時
期
の
価
格
は
青
天
井
と
な
る
一
方
で
、
需

要
が
低
減
す
る
時
期
は
、
競
合
施
設
と
の
際

限
の
な
い
価
格
競
争
と
な
る
。
ホ
テ
ル
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
っ
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
毀
損
を
避
け

る
た
め
に
一
定
の
価
格
以
下
で
は
販
売
し
な

い
ル
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
は
各
日
に
空
室
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
と
し

て
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
で
き
る
だ
け
高

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
販
売
し
た
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
気
の
高
い
地
域
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
ベ
ッ
ド
数
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
し
か
し
、

人
気
地
域
の
既
存
開
発
エ
リ
ア
で
は
大
規
模

な
開
発
を
新
た
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
結

果
、
隣
接
す
る
郊
外
に
ス
プ
ロ
ー
ル
し
て
拠

点
開
発
す
る
か
、
簡
易
宿
所
の
規
制
緩
和
を

利
用
し
て
、
既
存
開
発
エ
リ
ア
に
あ
る
住
宅

や
商
店
を
リ
プ
レ
ー
ス
し
て
小
規
模
・
多
店

舗
展
開
す
る
か
と
い
う
選
択
と
な
る
。

　も
と
も
と
人
気
の
高
い
地
域
に
お
い
て
供

給
量
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
は
多
く
の
需

要
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
計
画
上
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
交
通
渋
滞
や
住
環
境
悪

化
、
場
合
に
よ
っ
て
治
安
の
悪
化
と
い
っ
た

問
題
を
引
き
起
こ
す
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
し
た
い

の
は
、
こ
こ
で
生
じ
る
地
域
の
負
担
と
は
、

単
純
に
、
定
住
人
口
や
就
業
人
口
に
観
光
に

よ
る
交
流
人
口
が
上
乗
せ
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
仮
に
、
単
純
に
加
算

さ
れ
る
だ
け
な
ら
、
都
市
計
画
の
基
本
を
更

新
し
、
地
域
の
受
け
入
れ
可
能
限
界
値
を
高

め
れ
ば
い
い
か
ら
だ
。
実
際
、
観
光
需
要
を

想
定
し
た
新
規
の
都
市
開
発
で
は
、
従
来
よ

り
も
歩
道
の
幅
を
広
げ
た
り
、
滞
留
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
と
い
っ
た

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
前

DMに組み込まれるMICE戦略視座

ベッド数1万　潜在的年間宿泊需要200万人泊
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試算ケース1 年間の2割（73日）に潜在需要の80％が集中する

試算ケース2 年間の4割（146日）に潜在需要の60％が集中する
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再 校



　「地
域
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
生
産
性

を
高
め
る
手
法
が
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
か
ら
、
早
15
年
。
そ
れ
が
、
本
号

で
取
り
上
げ
た
M
I
C
E
で
あ
る
。

　こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
特
集
と
し
た
理
由

は
、
三
つ
。

　一
つ
目
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
力
強
く

訪
日
観
光
が
復
活
し
、
勢
い
を
増
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
観
光
領
域
で
の
民
間
投
資

が
活
発
と
な
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、
需
要

の
急
回
復
も
あ
り
各
地
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
三

つ
目
は
、
観
光
振
興
の
持
続
と
安
定
し
た
財

源
と
し
て
宿
泊
税
の
導
入
が
拡
が
り
を
見
せ

述
し
た
よ
う
に
観
光
需
要
は
ピ
ー
キ
ー
な
動

き
を
み
せ
る
し
、
特
定
の
地
域
と
時
間
に
極

端
に
偏
在
す
る
た
め
、
集
中
日
（
時
間
）
に

対
応
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
用
意
す
る
こ
と

は
、
事
実
上
、
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
道
路
計
画
に
お
い
て
は
「
30

番
目
時
間
交
通
量
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
1
年
間
の
総
時
間
数
8
7
6
0
時

間
を
交
通
量
の
多
い
順
に
並
べ
、
そ
の
30
番

目
の
交
通
量
の
こ
と
で
あ
り
、
道
路
計
画
時

の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
1
番
目
交
通
量
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

道
路
を
造
れ
ば
渋
滞
の
な
い
道
路
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
公
共
投
資
の
経
済
性
と
、
渋
滞
回

避
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
30
番
目
交

通
量
あ
た
り
が
妥
当
（
年
間
、
30
時
間
は
渋

滞
す
る
が
、
そ
れ
は
許
容
す
る
）
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
需
要
が
生
じ

る
道
路
の
場
合
、
交
通
量
が
特
定
日
（
時
間
）

に
集
中
的
に
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
30
番
目

時
間
交
通
量
で
は
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
、
経

済
性
か
ら
は
50
〜
2
0
0
番
目
時
間
交
通
量

を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ

れ
は
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
ピ
ー

キ
ー
な
観
光
需
要
に
よ
っ
て
生
じ
る
渋
滞
ま

で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
事
例

で
あ
る
。

　ま
た
、
ピ
ー
キ
ー
な
需
要
の
存
在
は
、
本

来
、
地
域
で
獲
得
で
き
る
は
ず
の
需
要
を
域

外
に
漏
出
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
こ
こ
で
は
1
万
ベ
ッ
ド
と
潜
在
的

に
年
間
2
0
0
万
人
泊
の
需
要
を
持
つ
都
市

を
想
定
し
て
み
よ
う
。
仮
に
1
年
間
で
2
割

の
日
に
需
要
が
8
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
1
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
が
約
2
・
2
万
人
泊
／
日
と
な
り
、
地

域
の
ベ
ッ
ド
数
1
万
を
超
え
て
し
ま
う
。
こ

の
オ
ー
バ
ー
分
の
宿
泊
需
要
は
隣
接
地
域
に

流
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
日
帰
り
で
の
需

要
に
転
化
す
る
）。
一
方
で
、
非
集
中
日
の

需
要
は
わ
ず
か
に
1
3
7
0
人
泊
／
日
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
集
中
日
と
非
集
中
日

で
、
宿
泊
客
だ
け
で
7
倍
。
日
帰
り
へ
の
転

化
分
も
含
め
れ
ば
、
実
に
16
倍
と
い
う
比
率

と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
交
通
や
飲
食
な
ど
の

対
応
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
、
1
年
間
の

4
割
の
日
に
需
要
の
6
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
2
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
は
約
8
千
人
泊
／
日
と
な
り
、
1
万
の

ベ
ッ
ド
数
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

非
集
中
日
に
も
3
・
7
千
人
泊
／
日
の
需
要

が
存
在
す
る
。
こ
の
程
度
の
繁
閑
差
で
あ
れ

ば
、
集
中
日
と
非
集
中
日
で
の
比
率
は
2
倍

強
に
収
ま
り
、
か
つ
、
す
べ
て
の
需
要
を
地

域
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
で
あ

れ
ば
、
地
域
側
の
対
応
も
可
能
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
宿
泊
収
入
に
も
影
響
す
る
。
両
ケ
ー

ス
と
も
、
集
中
日
は
2
万
円
／
人
泊
、
非
集

中
日
は
1
万
円
／
人
泊
と
し
た
場
合
、
ケ
ー

ス
2
で
は
3
2
0
億
円
に
達
す
る
の
に
対

し
、
ケ
ー
ス
1
で
は
1
8
6
億
円
に
と
ど

ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
ケ
ー
ス
1
に
お
い

て
、
ケ
ー
ス
2
と
同
等
の
売
上
を
上
げ
る
に

は
集
中
日
の
料
金
を
4
万
円
に
ま
で
高
め
る

必
要
が
あ
る
（
図
1
）。

　こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
観
光
需
要
の
ピ
ー
キ
ー
さ
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
有
効
な
の
が

M
I
C
E
で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
で
示
し
て
き
た
よ
う
に

M
I
C
E
は
、
適
切
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

ピ
ー
キ
ー
な
需
要
を
抑
え
る
効
果
を
持
つ
。

沖
縄
県
で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
や
修
学
旅

行
誘
致
、
米
オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
会
議
場
を
起

点
と
し
た
M
I
C
E
誘
致
は
、
そ
の
好
例
で

あ
る
。特
に
、ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
世
界
的
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
ひ
し
め
き
、
1
年
を
通
じ
て
温

暖
な
気
候
を
持
つ
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

M
I
C
E
が
戦
略
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
「
余
暇
需
要
旅
行
の
促
進
だ

け
で
は
、
地
域
産
業
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、
M
I
C
E
は
、
地
域
側
が
そ
の

開
催
日
程
や
内
容
、
顧
客
属
性
を
、
一
定
程

度
、
規
定
／
誘
導
で
き
る
と
い
う
特
性
を
持

つ
。
余
暇
需
要
に
基
づ
く
旅
行
は
、
地
域
側

は
魅
力
の
提
示
は
で
き
て
も
、
訪
問
日
や
現

地
で
の
行
動
に
つ
い
て
の
選
択
権
は
す
べ
て

顧
客
に
あ
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。郷
土
料
理
を
食
べ
て
ほ
し
く
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
人
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
M
I
C
E
は
、

会
議
場
や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど

を
通
じ
て
、主
催
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
域
と
の
間
で
事
前
に
様
々
な
調
整
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
側

は
、事
前
に
、誰
が
い
つ
来
る
の
か
、ど
こ
で
、

何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
地
域
側
の

働
き
か
け
（
例
：
会
議
場
の
利
用
料
を
割
引

す
る
）
に
よ
っ
て
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
、
特
に
北
米
の

D
M
O
で
は
M
I
C
E
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
か
が
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

る
。　し

か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て

M
I
C
E
は
、
あ
ま
た
あ
る
「
形
容
詞
観
光
」

の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
中
で
も
地
味
な
存
在
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
の

一
つ
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
言
え
ば

「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」「
交
通
渋
滞
な
ど

を
招
く
」
と
い
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
抑
制

さ
れ
る
傾
向
に
す
ら
あ
る
。

　そ
こ
で
第
三
の
理
由
。
宿
泊
税
導
入
で
あ

る
。
M
I
C
E
に
関
す
る
成
果
が
「
見
え
に

く
い
」
理
由
に
、
M
I
C
E
を
誘
致
す
る
主

体
と
、
そ
こ
で
利
益
を
上
げ
る
主
体
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
多
く

の
場
合
、
会
議
場
は
公

共
投
資
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

我
々
の
税
金
で
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
会
議
場

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

利
益
を
得
る
の
は
、
参

加
者
が
宿
泊
す
る
宿
泊

施
設
や
食
事
を
す
る
飲

食
店
な
ど
で
あ
る
。
が
、

そ
の
効
果
は
薄
く
広
が

る
も
の
で
あ
る
た
め

に
、
認
識
す
る
こ
と
が

難
し
く
、「
な
ん
の
た

め
に
造
っ
た
の
か
」「
箱

物
行
政
は
止
め
る
べ
き

だ
」
と
い
う
意
見
が
で

て
き
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
行
政
は
、
公
共

投
資
の
効
果
を
示
す
た

め
に
、
会
議
場
な
ど
の

運
営
K
P
I
と
し
て
稼

働
率
を
設
定
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
こ
れ

は
一
見
、
正
し
い
が
、
会
議
場
が
稼
働
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
（
集

中
日
）
で
あ
れ
ば
、
混
雑
を
増
す
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
、
日
帰
り
客
だ
け
が
集
ま
る
よ
う

な
展
示
会
を
開
催
し
て
も
、
需
要
の
平
準
化

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
稼
働
率
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
数
目
標
も
同
様
で
あ

る
。
人
数
を
目
標
と
す
れ
ば
、
人
々
が
集
ま

り
や
す
い
土
日
や
休
日
に
設
定
す
る
の
が
合

理
的
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も

そ
も
土
日
が
集
中
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
、
地
域
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

呼
び
込
ん
だ
需
要
の
多
く
が
、
域
外
に
漏
出

し
て
し
ま
う
。

　実
際
、
M
I
C
E
を
こ
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
地
域
が
少
な
く
な
い
た
め
、
宿
泊
事

業
者
な
ど
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
た
だ
で
さ

え
混
み
合
う
時
に
、
さ
ら
に
混
雑
さ
せ
て
ど

う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
評
価
に
な
っ
て
し
ま

う
。　こ

こ
で
宿
泊
税
が
入
っ
て
く
る
と
、
話
が

少
し
変
わ
っ
て
く
る
。
宿
泊
税
は
、
定
額
制

／
定
率
制
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

需
要
の
平
準
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
仮

に
提
供
す
る
ベ
ッ
ド
総
数
が
変
わ
ら
な
く
て

も
、
そ
の
税
収
は
伸
び
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、
先
程
の
試
算
で
い
え
ば
、
ケ
ー

ス
1
で
は
1
1
3
万
人
泊
だ
が
、
ケ
ー
ス
2

で
は
2
0
0
万
人
泊
と
1
・
8
倍
に
増
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
税
収
も
1
・
8
倍
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
へ
の
予
算
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　こ
れ
ま
で
、
地
域
は
、
M
I
C
E
の
取
り

組
み
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
術
を
持

た
な
か
っ
た
が
、「
宿
泊
税
の
あ
る
世
界
」

で
は
、
需
要
の
平
準
化
を
実
現
す
る
＝
宿
泊

施
設
の
稼
働
率
を
底
上
げ
す
る
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
税
収
増
と
な
る
。
こ
れ
は
、
従

来
の
経
済
波
及
効
果
か
ら
の
効
果
測
定
と
は

大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　言
い
方
を
変
え
れ
ば
、M
I
C
E
を
地
域
、

特
に
D
M
O
が
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
宿
泊
税
と
い
う
仕
組
み
が
必
要

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　と
は
い
え
、
宿
泊
税
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

M
I
C
E
の
展
開
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。
例
え
ば
、
需
要
平
準
化
に
取
り
組
む

の
で
あ
れ
ば
、
大
前
提
と
し
て
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
得
て
お
く

こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
情
報
を

有
し
て
い
る
地
域
／
D
M
O
は
非
常
に
少
な

い
。宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、原
理
上
、

月
別
の
人
泊
数
の
把
握
は
可
能
と
な
る
が
、

税
情
報
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
展
開
を
考
え

れ
ば
月
別
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
日
別
の

デ
ー
タ
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
欧

米
D
M
O
で
は
、
日
別
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
将
来
的
な
需
要
予
測
を
日
別
に
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
M
I
C
E
の
開
催
日

程
や
内
容
を
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

D
M
O
が
、
宿
泊
施
設
の
稼
働
情
報
を
得
て

い
く
た
め
に
は
、D
M
O
と
事
業
者
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。

　ま
た
、
D
M
O
が
M
I
C
E
関
連
施
設
に

つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
影
響
力
を
持
て
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
に
大
型

会
議
場
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
管
理
は
県
が

行
っ
て
お
り
、
地
元
市
町
村
で
は
直
接
的
な

や
り
取
り
が
難
し
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
観
光
は
商
工
系
に
属

す
る
が
、
運
動
競
技
場
は
教
育
系
、
道
路
使

用
許
可
は
警
察
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
縦
割

り
」
問
題
も
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
本
号
で
は
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ

た
が
、
M
I
C
E
の
誘
導
／
誘
致
は
D
M
O

が
実
施
す
る
と
し
て
も
、
実
際
の
受
け
入
れ

に
係
る
ロ
ジ
作
業
ま
で
D
M
O
が
行
う
こ
と

は
難
し
い
。
ロ
ジ
作
業
は
、
営
利
事
業
で
あ

る
が
、
そ
の
展
開
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
現
状
、
日
本
で

は
こ
の
役
回
り
は
発
地
型
の
旅
行
会
社
が

担
っ
て
い
る
が
、
旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
一

般
の
旅
行
同
様
に
「
人
数
」
と
「
価
格
」
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
需
要
の
平
準
化
に
つ
い
て

の
関
心
は
低
い
。
ま
た
、
地
域
に
対
す
る
理

解
が
浅
く
な
り
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
前
の
道

路
が
何
時
く
ら
い
か
ら
混
み
合
う
の
か
と

い
っ
た
地
元
で
あ
れ
ば
暗
黙
知
で
あ
る
よ
う

な
情
報
に
弱
く
な
る
。
M
I
C
E
が
社
会
的

に
発
達
し
て
い
る
北
米
で
は
、
都
市
や
リ

ゾ
ー
ト
に
D
M
C
と
い
う
法
人
が
複
数
立
地

し
て
お
り
、
彼
ら
が
、
実
際
の
ロ
ジ
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
D
M
C
は
、
地
域
密
着
の
た

め
、
地
域
事
情
に
精
通
し
て
い
る
し
、

D
M
O
や
民
間
企
業
と
も
強
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
最
適
な
動
き
を
展

開
し
や
す
い
。
当
然
、
会
議
主
催
者
、
参
加

者
の
満
足
度
も
上
が
り
や
す
い
し
、
優
秀
な

D
M
C
が
い
る
か
ど
う
か
は
、
地
域
の

M
I
C
E
誘
致
に
お
い
て
も
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
展
開
が
望
ま
れ
る

D
M
C
で
あ
る
が
、
北
米
の
着
地
に
お
い
て

営
利
企
業
で
あ
る
D
M
C
が
成
立
す
る
の

は
、
M
I
C
E
が
安
定
的
、
戦
略
的
市
場
と

し
て
各
地
域
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
表
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
我

の
差
は
大
き
い
。

　観
光
は
、
光
を
観
る
と
い
う
こ
と
が
語
源

と
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
観
光
は
そ
の
語
源

通
り
、
文
化
的
、
社
会
的
に
多
様
な
側
面
を

有
し
て
お
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
さ
ら

に
注
目
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
、
あ
る
意
味
「
高
尚
」
な
概

念
が
付
与
さ
れ
た
た
め
に
、
余
暇
、
自
由
時

間
に
基
づ
か
な
い
旅
行
に
つ
い
て
の
関
心
が

薄
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
交

流
が
生
み
出
し
て
い
く
文
化
は
重
要
な
存
在

で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
交
流
を
支

え
る
に
は
経
済
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
も
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
も
同
時
に
動
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
歪
な
形
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　M
I
C
E
に
代
表
さ
れ
る
非
余
暇
需
要
旅

行
、
端
的
に
い
え
ば
、
業
務
需
要
旅
行
も
含

め
て
需
要
を
捉
え
、そ
れ
と
相
対
す
る
産
業
、

事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
体
と
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　前
号
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、
訪
日
客
の

増
大
、
宿
泊
税
導
入
の
拡
が
り
と
い
っ
た
環

境
変
化
に
お
い
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
手

法
も
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　本
号
が
、
そ
う
し
た
検
討
や
実
践
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
だ
。

　長
ら
く
経
済
が
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
我
が

国
に
お
い
て
、
民
間
投
資
が
旺
盛
と
な
る
の

は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
去
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
不
動
産
投
資

は
徐
々
に
大
規
模
化
し
、
ス
プ
ロ
ー
ル
開
発

に
つ
な
が
り
や
す
い
。
観
光
需
要
が
力
強
く

復
活
し
て
き
た
と
は
い
え
、
経
済
社
会
情
勢

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
市
場
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
過
熱
し
た
」
投
資

が
将
来
的
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

過
去
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
側
か
ら
す
る
と
、
大
規
模
化

す
る
こ
と
に
は
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
観
光
」
は
季
節
や
曜
日
に
よ
っ
て
需
要

変
動
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

人
気
の
高
い
地
域
に
新
規
に
参
入
す
る
後
発

組
は
、
先
行
組
と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
設

備
を
充
実
さ
せ
た
り
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
設

け
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現
在
で

あ
れ
ば
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
冠
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
一

つ
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
「
競
争
」

に
勝
つ
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
投

資
額
や
運
営
費
を
上
昇
さ
せ
、
損
益
分
岐
点

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
観
光
需

要
は
季
節
や
曜
日
で
大
き
く
増
減
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
誰
も
、
不
快
な
季
節
や

多
忙
な
時
期
に
は
余
暇
需
要
旅
行
を
行
お
う

と
は
思
わ
な
い
か
ら
だ
。
今
日
で
は
、
需
要

に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
動
さ
せ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
一
般
化
し
て
い

る
が
、
こ
の
仕
組
み
で
は
需
要
が
集
中
す
る

時
期
の
価
格
は
青
天
井
と
な
る
一
方
で
、
需

要
が
低
減
す
る
時
期
は
、
競
合
施
設
と
の
際

限
の
な
い
価
格
競
争
と
な
る
。
ホ
テ
ル
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
っ
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
毀
損
を
避
け

る
た
め
に
一
定
の
価
格
以
下
で
は
販
売
し
な

い
ル
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
は
各
日
に
空
室
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
と
し

て
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
で
き
る
だ
け
高

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
販
売
し
た
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
気
の
高
い
地
域
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
ベ
ッ
ド
数
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
し
か
し
、

人
気
地
域
の
既
存
開
発
エ
リ
ア
で
は
大
規
模

な
開
発
を
新
た
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
結

果
、
隣
接
す
る
郊
外
に
ス
プ
ロ
ー
ル
し
て
拠

点
開
発
す
る
か
、
簡
易
宿
所
の
規
制
緩
和
を

利
用
し
て
、
既
存
開
発
エ
リ
ア
に
あ
る
住
宅

や
商
店
を
リ
プ
レ
ー
ス
し
て
小
規
模
・
多
店

舗
展
開
す
る
か
と
い
う
選
択
と
な
る
。

　も
と
も
と
人
気
の
高
い
地
域
に
お
い
て
供

給
量
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
は
多
く
の
需

要
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
計
画
上
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
交
通
渋
滞
や
住
環
境
悪

化
、
場
合
に
よ
っ
て
治
安
の
悪
化
と
い
っ
た

問
題
を
引
き
起
こ
す
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
し
た
い

の
は
、
こ
こ
で
生
じ
る
地
域
の
負
担
と
は
、

単
純
に
、
定
住
人
口
や
就
業
人
口
に
観
光
に

よ
る
交
流
人
口
が
上
乗
せ
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
仮
に
、
単
純
に
加
算

さ
れ
る
だ
け
な
ら
、
都
市
計
画
の
基
本
を
更

新
し
、
地
域
の
受
け
入
れ
可
能
限
界
値
を
高

め
れ
ば
い
い
か
ら
だ
。
実
際
、
観
光
需
要
を

想
定
し
た
新
規
の
都
市
開
発
で
は
、
従
来
よ

り
も
歩
道
の
幅
を
広
げ
た
り
、
滞
留
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
と
い
っ
た

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
前

DMに組み込まれるMICE戦略視座

ベッド数1万　潜在的年間宿泊需要200万人泊
オンシーズン　2万円/人泊　オフシーズン　1万円/人泊

試算ケース1 年間の2割（73日）に潜在需要の80％が集中する

試算ケース2 年間の4割（146日）に潜在需要の60％が集中する

図 1
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　「地
域
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
の
生
産
性

を
高
め
る
手
法
が
あ
る
の
に
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
認
識
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
か
ら
、
早
15
年
。
そ
れ
が
、
本
号

で
取
り
上
げ
た
M
I
C
E
で
あ
る
。

　こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
特
集
と
し
た
理
由

は
、
三
つ
。

　一
つ
目
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
力
強
く

訪
日
観
光
が
復
活
し
、
勢
い
を
増
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
観
光
領
域
で
の
民
間
投
資

が
活
発
と
な
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
は
、
需
要

の
急
回
復
も
あ
り
各
地
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
囁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
三

つ
目
は
、
観
光
振
興
の
持
続
と
安
定
し
た
財

源
と
し
て
宿
泊
税
の
導
入
が
拡
が
り
を
見
せ

述
し
た
よ
う
に
観
光
需
要
は
ピ
ー
キ
ー
な
動

き
を
み
せ
る
し
、
特
定
の
地
域
と
時
間
に
極

端
に
偏
在
す
る
た
め
、
集
中
日
（
時
間
）
に

対
応
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
用
意
す
る
こ
と

は
、
事
実
上
、
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
道
路
計
画
に
お
い
て
は
「
30

番
目
時
間
交
通
量
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
1
年
間
の
総
時
間
数
8
7
6
0
時

間
を
交
通
量
の
多
い
順
に
並
べ
、
そ
の
30
番

目
の
交
通
量
の
こ
と
で
あ
り
、
道
路
計
画
時

の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
1
番
目
交
通
量
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

道
路
を
造
れ
ば
渋
滞
の
な
い
道
路
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
公
共
投
資
の
経
済
性
と
、
渋
滞
回

避
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
30
番
目
交

通
量
あ
た
り
が
妥
当
（
年
間
、
30
時
間
は
渋

滞
す
る
が
、
そ
れ
は
許
容
す
る
）
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
需
要
が
生
じ

る
道
路
の
場
合
、
交
通
量
が
特
定
日
（
時
間
）

に
集
中
的
に
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
30
番
目

時
間
交
通
量
で
は
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
、
経

済
性
か
ら
は
50
〜
2
0
0
番
目
時
間
交
通
量

を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ

れ
は
道
路
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
ピ
ー

キ
ー
な
観
光
需
要
に
よ
っ
て
生
じ
る
渋
滞
ま

で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
事
例

で
あ
る
。

　ま
た
、
ピ
ー
キ
ー
な
需
要
の
存
在
は
、
本

来
、
地
域
で
獲
得
で
き
る
は
ず
の
需
要
を
域

外
に
漏
出
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
、
こ
こ
で
は
1
万
ベ
ッ
ド
と
潜
在
的

に
年
間
2
0
0
万
人
泊
の
需
要
を
持
つ
都
市

を
想
定
し
て
み
よ
う
。
仮
に
1
年
間
で
2
割

の
日
に
需
要
が
8
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
1
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
が
約
2
・
2
万
人
泊
／
日
と
な
り
、
地

域
の
ベ
ッ
ド
数
1
万
を
超
え
て
し
ま
う
。
こ

の
オ
ー
バ
ー
分
の
宿
泊
需
要
は
隣
接
地
域
に

流
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
日
帰
り
で
の
需

要
に
転
化
す
る
）。
一
方
で
、
非
集
中
日
の

需
要
は
わ
ず
か
に
1
3
7
0
人
泊
／
日
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
集
中
日
と
非
集
中
日

で
、
宿
泊
客
だ
け
で
7
倍
。
日
帰
り
へ
の
転

化
分
も
含
め
れ
ば
、
実
に
16
倍
と
い
う
比
率

と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
交
通
や
飲
食
な
ど
の

対
応
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
で
、
1
年
間
の

4
割
の
日
に
需
要
の
6
割
が
集
中
す
る
場
合

（
ケ
ー
ス
2
）
で
は
、
集
中
日
に
発
生
す
る

需
要
は
約
8
千
人
泊
／
日
と
な
り
、
1
万
の

ベ
ッ
ド
数
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

非
集
中
日
に
も
3
・
7
千
人
泊
／
日
の
需
要

が
存
在
す
る
。
こ
の
程
度
の
繁
閑
差
で
あ
れ

ば
、
集
中
日
と
非
集
中
日
で
の
比
率
は
2
倍

強
に
収
ま
り
、
か
つ
、
す
べ
て
の
需
要
を
地

域
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
で
あ

れ
ば
、
地
域
側
の
対
応
も
可
能
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
宿
泊
収
入
に
も
影
響
す
る
。
両
ケ
ー

ス
と
も
、
集
中
日
は
2
万
円
／
人
泊
、
非
集

中
日
は
1
万
円
／
人
泊
と
し
た
場
合
、
ケ
ー

ス
2
で
は
3
2
0
億
円
に
達
す
る
の
に
対

し
、
ケ
ー
ス
1
で
は
1
8
6
億
円
に
と
ど

ま
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
ケ
ー
ス
1
に
お
い

て
、
ケ
ー
ス
2
と
同
等
の
売
上
を
上
げ
る
に

は
集
中
日
の
料
金
を
4
万
円
に
ま
で
高
め
る

必
要
が
あ
る
（
図
1
）。

　こ
れ
ら
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
振
興
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、
観
光
需
要
の
ピ
ー
キ
ー
さ
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　そ
し
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
有
効
な
の
が

M
I
C
E
で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
で
示
し
て
き
た
よ
う
に

M
I
C
E
は
、
適
切
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

ピ
ー
キ
ー
な
需
要
を
抑
え
る
効
果
を
持
つ
。

沖
縄
県
で
の
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
や
修
学
旅

行
誘
致
、
米
オ
ー
ラ
ン
ド
で
の
会
議
場
を
起

点
と
し
た
M
I
C
E
誘
致
は
、
そ
の
好
例
で

あ
る
。特
に
、ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
を
は
じ
め
世
界
的
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
ひ
し
め
き
、
1
年
を
通
じ
て
温

暖
な
気
候
を
持
つ
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

M
I
C
E
が
戦
略
的
な
市
場
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
「
余
暇
需
要
旅
行
の
促
進
だ

け
で
は
、
地
域
産
業
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　さ
ら
に
、
M
I
C
E
は
、
地
域
側
が
そ
の

開
催
日
程
や
内
容
、
顧
客
属
性
を
、
一
定
程

度
、
規
定
／
誘
導
で
き
る
と
い
う
特
性
を
持

つ
。
余
暇
需
要
に
基
づ
く
旅
行
は
、
地
域
側

は
魅
力
の
提
示
は
で
き
て
も
、
訪
問
日
や
現

地
で
の
行
動
に
つ
い
て
の
選
択
権
は
す
べ
て

顧
客
に
あ
り
、
そ
れ
を
制
御
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。郷
土
料
理
を
食
べ
て
ほ
し
く
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
人
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
M
I
C
E
は
、

会
議
場
や
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど

を
通
じ
て
、主
催
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

地
域
と
の
間
で
事
前
に
様
々
な
調
整
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
側

は
、事
前
に
、誰
が
い
つ
来
る
の
か
、ど
こ
で
、

何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
地
域
側
の

働
き
か
け
（
例
：
会
議
場
の
利
用
料
を
割
引

す
る
）
に
よ
っ
て
日
程
を
調
整
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
特
性
に
注
目
し
、
特
に
北
米
の

D
M
O
で
は
M
I
C
E
を
ど
の
よ
う
に
展
開

す
る
か
が
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

る
。　し

か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
い
て

M
I
C
E
は
、
あ
ま
た
あ
る
「
形
容
詞
観
光
」

の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
中
で
も
地
味
な
存
在
と
み
な
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
の

一
つ
で
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
言
え
ば

「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
」「
交
通
渋
滞
な
ど

を
招
く
」
と
い
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
抑
制

さ
れ
る
傾
向
に
す
ら
あ
る
。

　そ
こ
で
第
三
の
理
由
。
宿
泊
税
導
入
で
あ

る
。
M
I
C
E
に
関
す
る
成
果
が
「
見
え
に

く
い
」
理
由
に
、
M
I
C
E
を
誘
致
す
る
主

体
と
、
そ
こ
で
利
益
を
上
げ
る
主
体
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
多
く

の
場
合
、
会
議
場
は
公

共
投
資
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

我
々
の
税
金
で
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
会
議
場

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

利
益
を
得
る
の
は
、
参

加
者
が
宿
泊
す
る
宿
泊

施
設
や
食
事
を
す
る
飲

食
店
な
ど
で
あ
る
。
が
、

そ
の
効
果
は
薄
く
広
が

る
も
の
で
あ
る
た
め

に
、
認
識
す
る
こ
と
が

難
し
く
、「
な
ん
の
た

め
に
造
っ
た
の
か
」「
箱

物
行
政
は
止
め
る
べ
き

だ
」
と
い
う
意
見
が
で

て
き
て
し
ま
う
。
そ
の

た
め
、
行
政
は
、
公
共

投
資
の
効
果
を
示
す
た

め
に
、
会
議
場
な
ど
の

運
営
K
P
I
と
し
て
稼

働
率
を
設
定
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
こ
れ

は
一
見
、
正
し
い
が
、
会
議
場
が
稼
働
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
（
集

中
日
）
で
あ
れ
ば
、
混
雑
を
増
す
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
、
日
帰
り
客
だ
け
が
集
ま
る
よ
う

な
展
示
会
を
開
催
し
て
も
、
需
要
の
平
準
化

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
稼
働
率
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
人
数
目
標
も
同
様
で
あ

る
。
人
数
を
目
標
と
す
れ
ば
、
人
々
が
集
ま

り
や
す
い
土
日
や
休
日
に
設
定
す
る
の
が
合

理
的
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も

そ
も
土
日
が
集
中
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
地
域
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
い
、
地
域
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

呼
び
込
ん
だ
需
要
の
多
く
が
、
域
外
に
漏
出

し
て
し
ま
う
。

　実
際
、
M
I
C
E
を
こ
の
よ
う
に
運
用
し

て
い
る
地
域
が
少
な
く
な
い
た
め
、
宿
泊
事

業
者
な
ど
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
た
だ
で
さ

え
混
み
合
う
時
に
、
さ
ら
に
混
雑
さ
せ
て
ど

う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
評
価
に
な
っ
て
し
ま

う
。　こ

こ
で
宿
泊
税
が
入
っ
て
く
る
と
、
話
が

少
し
変
わ
っ
て
く
る
。
宿
泊
税
は
、
定
額
制

／
定
率
制
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

需
要
の
平
準
化
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
仮

に
提
供
す
る
ベ
ッ
ド
総
数
が
変
わ
ら
な
く
て

も
、
そ
の
税
収
は
伸
び
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
例
え
ば
、
先
程
の
試
算
で
い
え
ば
、
ケ
ー

ス
1
で
は
1
1
3
万
人
泊
だ
が
、
ケ
ー
ス
2

で
は
2
0
0
万
人
泊
と
1
・
8
倍
に
増
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
税
収
も
1
・
8
倍
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
へ
の
予
算
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　こ
れ
ま
で
、
地
域
は
、
M
I
C
E
の
取
り

組
み
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
術
を
持

た
な
か
っ
た
が
、「
宿
泊
税
の
あ
る
世
界
」

で
は
、
需
要
の
平
準
化
を
実
現
す
る
＝
宿
泊

施
設
の
稼
働
率
を
底
上
げ
す
る
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
税
収
増
と
な
る
。
こ
れ
は
、
従

来
の
経
済
波
及
効
果
か
ら
の
効
果
測
定
と
は

大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　言
い
方
を
変
え
れ
ば
、M
I
C
E
を
地
域
、

特
に
D
M
O
が
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
宿
泊
税
と
い
う
仕
組
み
が
必
要

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　と
は
い
え
、
宿
泊
税
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

M
I
C
E
の
展
開
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。
例
え
ば
、
需
要
平
準
化
に
取
り
組
む

の
で
あ
れ
ば
、
大
前
提
と
し
て
宿
泊
施
設
の

稼
働
率
に
関
す
る
情
報
を
事
前
に
得
て
お
く

こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
情
報
を

有
し
て
い
る
地
域
／
D
M
O
は
非
常
に
少
な

い
。宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、原
理
上
、

月
別
の
人
泊
数
の
把
握
は
可
能
と
な
る
が
、

税
情
報
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
も
、
M
I
C
E
展
開
を
考
え

れ
ば
月
別
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
日
別
の

デ
ー
タ
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
実
際
、
欧

米
D
M
O
で
は
、
日
別
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
将
来
的
な
需
要
予
測
を
日
別
に
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
M
I
C
E
の
開
催
日

程
や
内
容
を
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

D
M
O
が
、
宿
泊
施
設
の
稼
働
情
報
を
得
て

い
く
た
め
に
は
、D
M
O
と
事
業
者
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。

　ま
た
、
D
M
O
が
M
I
C
E
関
連
施
設
に

つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
影
響
力
を
持
て
る
か
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
に
大
型

会
議
場
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
管
理
は
県
が

行
っ
て
お
り
、
地
元
市
町
村
で
は
直
接
的
な

や
り
取
り
が
難
し
い
と
い
う
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
観
光
は
商
工
系
に
属

す
る
が
、
運
動
競
技
場
は
教
育
系
、
道
路
使

用
許
可
は
警
察
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
縦
割

り
」
問
題
も
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
本
号
で
は
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ

た
が
、
M
I
C
E
の
誘
導
／
誘
致
は
D
M
O

が
実
施
す
る
と
し
て
も
、
実
際
の
受
け
入
れ

に
係
る
ロ
ジ
作
業
ま
で
D
M
O
が
行
う
こ
と

は
難
し
い
。
ロ
ジ
作
業
は
、
営
利
事
業
で
あ

る
が
、
そ
の
展
開
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
現
状
、
日
本
で

は
こ
の
役
回
り
は
発
地
型
の
旅
行
会
社
が

担
っ
て
い
る
が
、
旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
一

般
の
旅
行
同
様
に
「
人
数
」
と
「
価
格
」
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
需
要
の
平
準
化
に
つ
い
て

の
関
心
は
低
い
。
ま
た
、
地
域
に
対
す
る
理

解
が
浅
く
な
り
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
前
の
道

路
が
何
時
く
ら
い
か
ら
混
み
合
う
の
か
と

い
っ
た
地
元
で
あ
れ
ば
暗
黙
知
で
あ
る
よ
う

な
情
報
に
弱
く
な
る
。
M
I
C
E
が
社
会
的

に
発
達
し
て
い
る
北
米
で
は
、
都
市
や
リ

ゾ
ー
ト
に
D
M
C
と
い
う
法
人
が
複
数
立
地

し
て
お
り
、
彼
ら
が
、
実
際
の
ロ
ジ
作
業
を

行
っ
て
い
る
。
D
M
C
は
、
地
域
密
着
の
た

め
、
地
域
事
情
に
精
通
し
て
い
る
し
、

D
M
O
や
民
間
企
業
と
も
強
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
全
体
最
適
な
動
き
を
展

開
し
や
す
い
。
当
然
、
会
議
主
催
者
、
参
加

者
の
満
足
度
も
上
が
り
や
す
い
し
、
優
秀
な

D
M
C
が
い
る
か
ど
う
か
は
、
地
域
の

M
I
C
E
誘
致
に
お
い
て
も
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
展
開
が
望
ま
れ
る

D
M
C
で
あ
る
が
、
北
米
の
着
地
に
お
い
て

営
利
企
業
で
あ
る
D
M
C
が
成
立
す
る
の

は
、
M
I
C
E
が
安
定
的
、
戦
略
的
市
場
と

し
て
各
地
域
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
表
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
我

の
差
は
大
き
い
。

　観
光
は
、
光
を
観
る
と
い
う
こ
と
が
語
源

と
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
観
光
は
そ
の
語
源

通
り
、
文
化
的
、
社
会
的
に
多
様
な
側
面
を

有
し
て
お
り
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
さ
ら

に
注
目
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
こ
に
、
あ
る
意
味
「
高
尚
」
な
概

念
が
付
与
さ
れ
た
た
め
に
、
余
暇
、
自
由
時

間
に
基
づ
か
な
い
旅
行
に
つ
い
て
の
関
心
が

薄
く
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
交

流
が
生
み
出
し
て
い
く
文
化
は
重
要
な
存
在

で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
交
流
を
支

え
る
に
は
経
済
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
も
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
も
同
時
に
動
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
歪
な
形
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　M
I
C
E
に
代
表
さ
れ
る
非
余
暇
需
要
旅

行
、
端
的
に
い
え
ば
、
業
務
需
要
旅
行
も
含

め
て
需
要
を
捉
え
、そ
れ
と
相
対
す
る
産
業
、

事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
総
体
と
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　前
号
で
も
整
理
し
た
よ
う
に
、
訪
日
客
の

増
大
、
宿
泊
税
導
入
の
拡
が
り
と
い
っ
た
環

境
変
化
に
お
い
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
手

法
も
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　本
号
が
、
そ
う
し
た
検
討
や
実
践
の
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
だ
。

　長
ら
く
経
済
が
停
滞
状
態
に
あ
っ
た
我
が

国
に
お
い
て
、
民
間
投
資
が
旺
盛
と
な
る
の

は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
去
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
不
動
産
投
資

は
徐
々
に
大
規
模
化
し
、
ス
プ
ロ
ー
ル
開
発

に
つ
な
が
り
や
す
い
。
観
光
需
要
が
力
強
く

復
活
し
て
き
た
と
は
い
え
、
経
済
社
会
情
勢

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
市
場
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
過
熱
し
た
」
投
資

が
将
来
的
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

過
去
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
側
か
ら
す
る
と
、
大
規
模
化

す
る
こ
と
に
は
一
定
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ

は
、「
観
光
」
は
季
節
や
曜
日
に
よ
っ
て
需
要

変
動
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

人
気
の
高
い
地
域
に
新
規
に
参
入
す
る
後
発

組
は
、
先
行
組
と
の
差
別
化
の
た
め
に
、
設

備
を
充
実
さ
せ
た
り
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
設

け
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現
在
で

あ
れ
ば
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
冠
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
一

つ
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
「
競
争
」

に
勝
つ
た
め
に
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
投

資
額
や
運
営
費
を
上
昇
さ
せ
、
損
益
分
岐
点

を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
観
光
需

要
は
季
節
や
曜
日
で
大
き
く
増
減
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
誰
も
、
不
快
な
季
節
や

多
忙
な
時
期
に
は
余
暇
需
要
旅
行
を
行
お
う

と
は
思
わ
な
い
か
ら
だ
。
今
日
で
は
、
需
要

に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
動
さ
せ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
一
般
化
し
て
い

る
が
、
こ
の
仕
組
み
で
は
需
要
が
集
中
す
る

時
期
の
価
格
は
青
天
井
と
な
る
一
方
で
、
需

要
が
低
減
す
る
時
期
は
、
競
合
施
設
と
の
際

限
の
な
い
価
格
競
争
と
な
る
。
ホ
テ
ル
ブ
ラ

ン
ド
に
よ
っ
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
毀
損
を
避
け

る
た
め
に
一
定
の
価
格
以
下
で
は
販
売
し
な

い
ル
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
し
た
ホ
テ
ル
で
は
各
日
に
空
室
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
と
し

て
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
で
き
る
だ
け
高

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
販
売
し
た
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
気
の
高
い
地
域
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
ベ
ッ
ド
数
を
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
が
基
本
戦
略
と
な
る
。
し
か
し
、

人
気
地
域
の
既
存
開
発
エ
リ
ア
で
は
大
規
模

な
開
発
を
新
た
に
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
結

果
、
隣
接
す
る
郊
外
に
ス
プ
ロ
ー
ル
し
て
拠

点
開
発
す
る
か
、
簡
易
宿
所
の
規
制
緩
和
を

利
用
し
て
、
既
存
開
発
エ
リ
ア
に
あ
る
住
宅

や
商
店
を
リ
プ
レ
ー
ス
し
て
小
規
模
・
多
店

舗
展
開
す
る
か
と
い
う
選
択
と
な
る
。

　も
と
も
と
人
気
の
高
い
地
域
に
お
い
て
供

給
量
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域
は
多
く
の
需

要
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
計
画
上
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
交
通
渋
滞
や
住
環
境
悪

化
、
場
合
に
よ
っ
て
治
安
の
悪
化
と
い
っ
た

問
題
を
引
き
起
こ
す
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
こ
で
留
意
し
た
い

の
は
、
こ
こ
で
生
じ
る
地
域
の
負
担
と
は
、

単
純
に
、
定
住
人
口
や
就
業
人
口
に
観
光
に

よ
る
交
流
人
口
が
上
乗
せ
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
仮
に
、
単
純
に
加
算

さ
れ
る
だ
け
な
ら
、
都
市
計
画
の
基
本
を
更

新
し
、
地
域
の
受
け
入
れ
可
能
限
界
値
を
高

め
れ
ば
い
い
か
ら
だ
。
実
際
、
観
光
需
要
を

想
定
し
た
新
規
の
都
市
開
発
で
は
、
従
来
よ

り
も
歩
道
の
幅
を
広
げ
た
り
、
滞
留
で
き
る

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
と
い
っ
た

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
前
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再 校



区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
か
ら
学
ぶ

多
様
性
と
包
摂
を
基
本
理
念
に
据
え
る

成
熟
都
市
の
訪
問
者
管
理

観
光

研
究
最
前
線

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部
主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

1
．は
じ
め
に
―

訪
問
者
の
量
と

質
の
適
正
管
理

※
1

※
2

※
3
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主
研
究
報
告
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究
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三 校



区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

3
．渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

概
要
、渋
谷
区
に
よ
る

対
応
及
び
条
例
制
定

2
．渋
谷
区
の

基
本
理
念
と
未
来
像※

5

※
6

※
4

渋
谷
区
の
概
要
、
特
徴

2‐1
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に

変
え
る
街
。渋
谷
区
」

2‐2

渋
谷
駅
周
辺
で
の
迷
惑
行
為
が

社
会
問
題
化

3‐1

表 1 訪都外国人旅行者の都内訪問先（上位５位）
２０18年 ２０19年 ２０２２年年

1位 新宿・大久保 55.4％ 新宿・大久保 53.8％ 渋谷 58.4％

２位 銀座 48.9％ 銀座 52.0％ 新宿・大久保 50.3％

3位 浅草 45.0％ 渋谷 43.7％ 銀座 48.8％

4位 渋谷 44.3％ 浅草 43.4％ 東京駅周辺・丸の内・
日本橋 45.2％

5位 秋葉原 41.3％ 秋葉原 37.6％ 浅草 42.5％

２０２3年

渋谷 67.1％

新宿・大久保 57.4％

銀座 50.1％

浅草 47.4％

秋葉原 46.2％
出典：「国・地域別外国人旅行者行動特性調査報告書」（東京都、平成30～令和5年）より

 （公財）日本交通公社作成
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/tourism

写真1） 渋谷スクランブル交差点の風景
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

3
．渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

概
要
、渋
谷
区
に
よ
る

対
応
及
び
条
例
制
定

2
．渋
谷
区
の

基
本
理
念
と
未
来
像※

5

※
6

※
4

渋
谷
区
の
概
要
、
特
徴

2‐1
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に

変
え
る
街
。渋
谷
区
」

2‐2

渋
谷
駅
周
辺
で
の
迷
惑
行
為
が

社
会
問
題
化

3‐1

表 1 訪都外国人旅行者の都内訪問先（上位５位）
２０18年 ２０19年 ２０２２年年

1位 新宿・大久保 55.4％ 新宿・大久保 53.8％ 渋谷 58.4％

２位 銀座 48.9％ 銀座 52.0％ 新宿・大久保 50.3％

3位 浅草 45.0％ 渋谷 43.7％ 銀座 48.8％

4位 渋谷 44.3％ 浅草 43.4％ 東京駅周辺・丸の内・
日本橋 45.2％

5位 秋葉原 41.3％ 秋葉原 37.6％ 浅草 42.5％

２０２3年

渋谷 67.1％

新宿・大久保 57.4％

銀座 50.1％

浅草 47.4％

秋葉原 46.2％
出典：「国・地域別外国人旅行者行動特性調査報告書」（東京都、平成30～令和5年）より

 （公財）日本交通公社作成
https://data.tourism.metro.tokyo.lg.jp/data/kunibetsu/#activity

写真1） 渋谷スクランブル交差点の風景

第262号 August 202437
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

※
7

※
8

※
9

条
例
の
概
要
、
意
図

3‐2

表 2 渋谷駅周辺でのハロウィーン関連の主な出来事（～20１９年）

渋谷スクランブル交差点周辺では、サッカーをはじめとした国際スポーツ大会（2002年、日韓ワールドカップ等）やカウントダウ
ン、ハロウィーンなどのイベント時に徐々に人が集まるようになる

【民間企業】「ハロウィン列車」運行、「HAPPY HALLOWEEN PARTY」イベント等が開催

【警視庁】ハロウィーン期間中の混乱を緩和するため「DJポリス」配置導入
【問題】ごみの放置、着替えのための商業施設のトイレ占拠や汚染等の迷惑行為が発生

【区】仮装用の「仮設テント」設置、自宅で仮装を完了させてから来場するよう呼びかけ等
【都】ハロウィーンのごみ問題対策として、デザイン性のある「お化けごみ袋」配布
【ボランティア】「ハロウィーンごみゼロ大作戦 in 渋谷」（～現在まで実施）
【東京デザインウィーク】「SHIBUYA Halloween ゴーストバスターズ&トラッシュアート」
【問題】喧嘩や騒音、屋外での放尿などの迷惑行為が発生、センター街など密集で歩行困難

【区】渋谷区基本構想策定 未来像（ビジョン）「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」
【区】瓶入りのアルコール類の販売を自粛要請、着替え用の更衣室、仮説トイレ、ごみ捨て場所を設置拡充
【観光協会】マナー向上を目指すプロジェクト「OFF HALLOWEEN」（８日、31日）
【実行委員会】代々木公園にて『SHIBUYA HALLOWEEN FES 2016』（31日）
【警視庁】28～31日、一部の時間帯に一部の道路で車両進入禁止、歩行者天国化
【問題】仮装を見に来る人、写真を撮るために来訪する人も増加

カウントダウンイベント「“YOU MAKE SHIBUYA”COUNTDOWN 2016-2017」を初開催
“YOU MAKE SHIBUYA”をスローガンとしたキャンペーンの一環（実行委員会）

【区長】「盛り上がりを活かすのが渋谷らしさ、秩序を作りながら、他の街とも連携して地域活性化につなげていくことができれば
素晴らしい」

【区長】「みんなで拾うこともイベントの一部に」「着替え場所やエコステーションを区から提供し、決まった範囲の中で自由に」と
いう方向に（範囲が決まっていると警備しやすい）

【警視庁】機動隊の大型車両を使用、多国籍の観光客に対応するため、新しい機器を試験導入（拡声器を介して英語、中国語、韓
国語でアナウンス）、英語が話せるDJポリスの配置
【問題】割れた瓶が路上に散乱する事例が相次ぐ

【区長】「ハロウィーンの様相がだんだん変わってきた」「渋谷に人が集まりすぎて危険になっている」「大勢の人が渋谷の街を訪れ
てもらうのは大変ありがたいが、迷惑行為は看過できない状況」「本物の文化にするためには皆の努力が必要」「禁止するのでは
なく、節度を持ってマナーを守って遊んでほしい」「変わらなかったり、酷くなったりするようであれば規制を考えないといけない」
のほか、終電までの帰宅を呼びかけ（23日）
【区】渋谷駅周辺のコンビニや小売店に対し、瓶入りの酒類の販売自粛を初めて呼びかけ

軽トラック横転事件（28日）のほか、痴漢や盗撮、暴行、窃盗などで逮捕、書類送検

【区長】強い憤りを示す異例の声明を発表
「犯罪に至らなくても、ルール、マナー違反をしている人たちの様子も多く報道されている。そのような人たちは、渋谷を愛し、この
街を誇れるものにしていく思いのない人たちです」「周囲に迷惑をかけることなく、健全に楽しんでいる方たちはきちんといらっし
ゃいます」「日頃から真に渋谷を愛し、この街を誇れるようにする努力をしていらっしゃる方たちもたくさんいらっしゃいます」「そう
いった方の努力や思いを踏みにじる一連の行為は、到底許せるものではありません」「街の安心・安全と賑わいの両立は、地方公
共団体のトップとして大事な責務です。誠に残念ながら一朝一夕にこの問題を解決できる特効薬はありませんが、解決に向けて
強い意志を持って取り組んでまいります」（29日）
【問題】店舗のガラス・自動販売機・シャッター等破損、店舗エレベーターや路地裏等での大小排泄・嘔吐物による汚染、空き缶・
瓶の放置、故意に空き瓶を割る行為が多発、商店街の売上は１／３に減

【区】「渋谷ハロウィーン対策検討会」を設置（27日）、４月までに計７回の会議を開催

【区】「きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例」改正、吸殻のポイ捨て、路上・公園等での喫煙禁止

【検討会】中間報告公表「区の積極的な対処」を提言（15日）

【区】「渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保に関する条例」施行（20日）〈表３参照〉

【区】改正「きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例」に基づき、違反者には過料を徴収

【区】「渋谷ハロウィーン対策実施連絡会」設置（１日）、地元商店街、観光協会、エリマネ、警察等で構成。警備体制、群衆対策のあ
り方、トイレやごみ問題への対応、酒類販売の自粛要請、公共の場所における飲酒制限の周知方法など検討、具体化

【区】ハロウィーン対策費を補正予算に計上、可決（警備、マナー啓発、仮説トイレ設置等）（25日）

【区】渋谷駅周辺エリアの事業者に対して、ハロウィーン期間中のアルコール類の販売自粛要請を開始（７日～）
【区長】「集まってくる人の中に渋谷区民はほとんどいない状況」「世界に誇れるハロウィーンにしていただきたい」「まずは遊びに
来る人のモラルとマナーに懸けてみたい」「10月31日がハロウィーン。今週末はハロウィーンではありません」「自然発生的に生ま
れてきた動きを自然発生的にモラルとマナーを守ったムーブメントに変わっていくかの背中を押していきたい」「私自身もこの状況
をずっと続けていきたいと思っていないし、この条例もいつかなくなればいいと思う」（24日）
【区】マナー啓発広告「SHIBUYA PRIDE SHIBUYA HALLOWEEN ハロウィーンを渋谷の誇りに」掲出（フラッグ、街灯広告、憲
章ボード）（19日）、渋谷を愛し、渋谷にプライドを持つ人たちによってマナーとモラルが守られ、世界に誇れるハロウィーンの実
現を目指すという趣旨
【制限期間】2５～27日、31日の午後６時～翌朝５時

【区長】「渋谷ハロウィーン渋谷プライド」のスローガンを、渋谷を訪れる多くの人 と々共有し、マナーとモラルを守り、秩序が保た
れた上で、街の賑わいに寄与するハロウィーンにしていきたい」「今回明らかになった課題を整理し、今後の対策の糧とするととも
に「渋谷ハロウィーン 渋谷プライド」の輪を広げていきたい」第4回区議会定例会（21日）

出来事・問題、区長メッセージ・発言、対策年月

2000年以降

2013年 10月

2014年 10月

2015年 10月

2016年

10月

12月

2017年

7月

9月

10月

2018年 10月

2月

4月

11月

5月

6月

7月

2019年 8月

9月

10月

出典：渋谷区公式サイト、渋谷区議会会議録、渋谷区ヒアリング時提供資料、新聞記事等より（公財）日本交通公社作成
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

※
7

※
8

※
9

条
例
の
概
要
、
意
図

3‐2

表 2 渋谷駅周辺でのハロウィーン関連の主な出来事（～20１９年）

渋谷スクランブル交差点周辺では、サッカーをはじめとした国際スポーツ大会（2002年、日韓ワールドカップ等）やカウントダウ
ン、ハロウィーンなどのイベント時に徐々に人が集まるようになる

【民間企業】「ハロウィン列車」運行、「HAPPY HALLOWEEN PARTY」イベント等が開催

【警視庁】ハロウィーン期間中の混乱を緩和するため「DJポリス」配置導入
【問題】ごみの放置、着替えのための商業施設のトイレ占拠や汚染等の迷惑行為が発生

【区】仮装用の「仮設テント」設置、自宅で仮装を完了させてから来場するよう呼びかけ等
【都】ハロウィーンのごみ問題対策として、デザイン性のある「お化けごみ袋」配布
【ボランティア】「ハロウィーンごみゼロ大作戦 in 渋谷」（～現在まで実施）
【東京デザインウィーク】「SHIBUYA Halloween ゴーストバスターズ&トラッシュアート」
【問題】喧嘩や騒音、屋外での放尿などの迷惑行為が発生、センター街など密集で歩行困難

【区】渋谷区基本構想策定 未来像（ビジョン）「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」
【区】瓶入りのアルコール類の販売を自粛要請、着替え用の更衣室、仮説トイレ、ごみ捨て場所を設置拡充
【観光協会】マナー向上を目指すプロジェクト「OFF HALLOWEEN」（８日、31日）
【実行委員会】代々木公園にて『SHIBUYA HALLOWEEN FES 2016』（31日）
【警視庁】28～31日、一部の時間帯に一部の道路で車両進入禁止、歩行者天国化
【問題】仮装を見に来る人、写真を撮るために来訪する人も増加

カウントダウンイベント「“YOU MAKE SHIBUYA”COUNTDOWN 2016-2017」を初開催
“YOU MAKE SHIBUYA”をスローガンとしたキャンペーンの一環（実行委員会）

【区長】「盛り上がりを活かすのが渋谷らしさ、秩序を作りながら、他の街とも連携して地域活性化につなげていくことができれば
素晴らしい」

【区長】「みんなで拾うこともイベントの一部に」「着替え場所やエコステーションを区から提供し、決まった範囲の中で自由に」と
いう方向に（範囲が決まっていると警備しやすい）

【警視庁】機動隊の大型車両を使用、多国籍の観光客に対応するため、新しい機器を試験導入（拡声器を介して英語、中国語、韓
国語でアナウンス）、英語が話せるDJポリスの配置
【問題】割れた瓶が路上に散乱する事例が相次ぐ

【区長】「ハロウィーンの様相がだんだん変わってきた」「渋谷に人が集まりすぎて危険になっている」「大勢の人が渋谷の街を訪れ
てもらうのは大変ありがたいが、迷惑行為は看過できない状況」「本物の文化にするためには皆の努力が必要」「禁止するのでは
なく、節度を持ってマナーを守って遊んでほしい」「変わらなかったり、酷くなったりするようであれば規制を考えないといけない」
のほか、終電までの帰宅を呼びかけ（23日）
【区】渋谷駅周辺のコンビニや小売店に対し、瓶入りの酒類の販売自粛を初めて呼びかけ

軽トラック横転事件（28日）のほか、痴漢や盗撮、暴行、窃盗などで逮捕、書類送検

【区長】強い憤りを示す異例の声明を発表
「犯罪に至らなくても、ルール、マナー違反をしている人たちの様子も多く報道されている。そのような人たちは、渋谷を愛し、この
街を誇れるものにしていく思いのない人たちです」「周囲に迷惑をかけることなく、健全に楽しんでいる方たちはきちんといらっし
ゃいます」「日頃から真に渋谷を愛し、この街を誇れるようにする努力をしていらっしゃる方たちもたくさんいらっしゃいます」「そう
いった方の努力や思いを踏みにじる一連の行為は、到底許せるものではありません」「街の安心・安全と賑わいの両立は、地方公
共団体のトップとして大事な責務です。誠に残念ながら一朝一夕にこの問題を解決できる特効薬はありませんが、解決に向けて
強い意志を持って取り組んでまいります」（29日）
【問題】店舗のガラス・自動販売機・シャッター等破損、店舗エレベーターや路地裏等での大小排泄・嘔吐物による汚染、空き缶・
瓶の放置、故意に空き瓶を割る行為が多発、商店街の売上は１／３に減

【区】「渋谷ハロウィーン対策検討会」を設置（27日）、４月までに計７回の会議を開催

【区】「きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例」改正、吸殻のポイ捨て、路上・公園等での喫煙禁止

【検討会】中間報告公表「区の積極的な対処」を提言（15日）

【区】「渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保に関する条例」施行（20日）〈表３参照〉

【区】改正「きれいなまち渋谷をみんなでつくる条例」に基づき、違反者には過料を徴収

【区】「渋谷ハロウィーン対策実施連絡会」設置（１日）、地元商店街、観光協会、エリマネ、警察等で構成。警備体制、群衆対策のあ
り方、トイレやごみ問題への対応、酒類販売の自粛要請、公共の場所における飲酒制限の周知方法など検討、具体化

【区】ハロウィーン対策費を補正予算に計上、可決（警備、マナー啓発、仮説トイレ設置等）（25日）

【区】渋谷駅周辺エリアの事業者に対して、ハロウィーン期間中のアルコール類の販売自粛要請を開始（７日～）
【区長】「集まってくる人の中に渋谷区民はほとんどいない状況」「世界に誇れるハロウィーンにしていただきたい」「まずは遊びに
来る人のモラルとマナーに懸けてみたい」「10月31日がハロウィーン。今週末はハロウィーンではありません」「自然発生的に生ま
れてきた動きを自然発生的にモラルとマナーを守ったムーブメントに変わっていくかの背中を押していきたい」「私自身もこの状況
をずっと続けていきたいと思っていないし、この条例もいつかなくなればいいと思う」（24日）
【区】マナー啓発広告「SHIBUYA PRIDE SHIBUYA HALLOWEEN ハロウィーンを渋谷の誇りに」掲出（フラッグ、街灯広告、憲
章ボード）（19日）、渋谷を愛し、渋谷にプライドを持つ人たちによってマナーとモラルが守られ、世界に誇れるハロウィーンの実
現を目指すという趣旨
【制限期間】2５～27日、31日の午後６時～翌朝５時

【区長】「渋谷ハロウィーン渋谷プライド」のスローガンを、渋谷を訪れる多くの人 と々共有し、マナーとモラルを守り、秩序が保た
れた上で、街の賑わいに寄与するハロウィーンにしていきたい」「今回明らかになった課題を整理し、今後の対策の糧とするととも
に「渋谷ハロウィーン 渋谷プライド」の輪を広げていきたい」第4回区議会定例会（21日）

出来事・問題、区長メッセージ・発言、対策年月
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

条
例
制
定
後
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
成
果

3‐3

滞留抑制対策(委託)調整、会議体事務局、 
警察・鉄道事業者等連携調整

区職員によるマナー啓発活動、情報共有

会議体事務局(報告会)

滞留抑制対策(委託)調整、
酒類販売自粛依頼、条例告示、
警察・消防・鉄道事業者等連携調整、
事故対応準備

滞留抑制対策(委託)指揮等

各種報告会出席

広報・周知(記者会見、SNS、広報誌など)

記者会見(報告)

ハチ公広場憲章ボード、
商店街フラッグの掲出

過去の路上販売行為店舗への事前通知

路上販売行為の是正・指導

委託業者との調整(ごみステーションの設置)

期間中のごみステーション運営、
ごみ回収、喫煙所閉鎖

事前

環境政策部
当日

事前

健康推進部
当日

事前

土木部 当日

事後

事前

危機管理対策部
当日

事後

産業観光文化部 事前

デジタルサービス部
事後

事前

表 4 渋谷区における実施体制と主な役割分担
部署 時期 役割分担

出典：渋谷区ヒアリング時提供資料より（公財）日本交通公社作成

表 3「渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保に関する条例」の内容（2019年6月20日施行）

渋谷区は、「ダイバーシティとインクルージョン」という理念の下、渋谷区に集まる全ての人の力をまちづくりの原動力にしている。多様な人 で々満た
され、その中にも人と人とのつながりが強固にある、末永く世界に愛される魅力的な都市を渋谷区は目指している。
しかし、国内外を問わず様々な地域から多くの人々が集まる渋谷駅周辺地域において、特にハロウィーン、年末カウントダウン等の特定の期間にあ
っては、一部の来街者のマナーに欠ける行為及び迷惑行為によって、街の安全で快適な秩序が脅かされる事態が発生している。
そこで、区、区民、事業者及び来街者が、渋谷を愛する気持ちを共有し、街を楽しむ気持ちを互いに尊重するために必要なルールを定めることによ
って、区民、事業者及び来街者の安全及び安心を確保し、渋谷区が成熟した魅力ある国際都市へと進化していくために、ここに条例を制定する。

●第1条…この条例は、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境を確保するために、区、事業者及び来街者の責務を明確にし、渋谷
駅周辺地域におけるマナーの向上及び迷惑行為の防止を推進することにより、もって渋谷区が成熟した魅力ある国際都市へと
進化していくことを目的とする。

●第2条…この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
(1) 渋谷駅周辺地域　渋谷一丁目、渋谷二丁目、渋谷三丁目、桜丘町、道玄坂一丁目、道玄坂二丁目、宇田川町、神南一丁目及
び神宮前六丁目の区域をいう。
(2) 事業者　主に渋谷駅周辺地域において、飲食店若しくは物品の販売その他の営業を行うための店舗を設置する者若しくは
運営する者又はその従業者をいう。
(3) 来街者　渋谷駅周辺地域を訪れる者又は通過する者をいう。

●第3条…区は、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境を確保するため、関係行政機関及び関係団体との協力体制を確立し、来
街者に対するマナーの向上及び事業者に対する意識啓発のために必要な施策を策定し、これを実施するものとする。
2　区は、前項の施策の策定に当たっては、関係行政機関及び関係団体との協議の場を設け、その意見を尊重し、反映することに
努めなければならない。

●第4条…事業者は、この条例の趣旨を十分に理解し、関係法令を遵守するとともに、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確
保のため、区が実施する酒類の販売自粛等の施策に協力しなければならない。

●第5条…来街者は、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保のため、関係法令を
遵守し、次条及び第7条に規定する行為をしてはならない。  

●第6条…来街者は、次の各号に掲げる期間において、渋谷駅周辺地域のうち、区規則で
定める区域内の公共の場所(道路、公園、広場その他公共性を有する場所をいう。以下同
じ。)で飲酒をしてはならない。
(1) 10月31日及び11月1日並びに10月24日から同月30日までの金曜日、土曜日及び日
曜日
(2) 12月31日及び1月1日
(3) 前2号に掲げる期間のほか、区長が特に必要と認める期間
2　区長は、前項の規定による飲酒の制限について、時間帯を限って行うことができる。 

●第7条…来街者は、法令に定めのあるもののほか、渋谷駅周辺地域の公共の場所において、正当な理由なく、次の各号に掲げ
る行為をしてはならない。
(1) 音響機器等により音を異常に大きく出す行為
(2) 放尿等をする行為
(3) 街路灯、標識、屋根等に上る行為
(4) 前3号に掲げるもののほか、他人に迷惑を及ぼす行為又は危害を及ぼすおそれのある行為

●第8条…区長は、第6条の規定に違反する行為をしていると認められる者に対し、当該行為を中止するよう指導することができ
る。

●第9条…この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、区規則で定める。

目的

定義

区の責務

事業者の責務

来街者の責務

公共の場所
における
飲酒の制限

迷惑行為等の
禁止

委任

指導

出典：渋谷区例規集システム「Reiki-Base インターネット版」より（公財）日本交通公社作成
https://krg114.legal-square.com/HAS-Shohin/page/SJSrbLogin.jsf
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

条
例
制
定
後
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
成
果

3‐3

滞留抑制対策(委託)調整、会議体事務局、 
警察・鉄道事業者等連携調整

区職員によるマナー啓発活動、情報共有

会議体事務局(報告会)

滞留抑制対策(委託)調整、
酒類販売自粛依頼、条例告示、
警察・消防・鉄道事業者等連携調整、
事故対応準備

滞留抑制対策(委託)指揮等

各種報告会出席

広報・周知(記者会見、SNS、広報誌など)

記者会見(報告)

ハチ公広場憲章ボード、
商店街フラッグの掲出

過去の路上販売行為店舗への事前通知

路上販売行為の是正・指導

委託業者との調整(ごみステーションの設置)

期間中のごみステーション運営、
ごみ回収、喫煙所閉鎖

事前

環境政策部
当日

事前

健康推進部
当日

事前

土木部 当日

事後

事前

危機管理対策部
当日

事後

産業観光文化部 事前

デジタルサービス部
事後

事前

表 4 渋谷区における実施体制と主な役割分担
部署 時期 役割分担

出典：渋谷区ヒアリング時提供資料より（公財）日本交通公社作成

表 3「渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保に関する条例」の内容（2019年6月20日施行）

渋谷区は、「ダイバーシティとインクルージョン」という理念の下、渋谷区に集まる全ての人の力をまちづくりの原動力にしている。多様な人 で々満た
され、その中にも人と人とのつながりが強固にある、末永く世界に愛される魅力的な都市を渋谷区は目指している。
しかし、国内外を問わず様々な地域から多くの人々が集まる渋谷駅周辺地域において、特にハロウィーン、年末カウントダウン等の特定の期間にあ
っては、一部の来街者のマナーに欠ける行為及び迷惑行為によって、街の安全で快適な秩序が脅かされる事態が発生している。
そこで、区、区民、事業者及び来街者が、渋谷を愛する気持ちを共有し、街を楽しむ気持ちを互いに尊重するために必要なルールを定めることによ
って、区民、事業者及び来街者の安全及び安心を確保し、渋谷区が成熟した魅力ある国際都市へと進化していくために、ここに条例を制定する。

●第1条…この条例は、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境を確保するために、区、事業者及び来街者の責務を明確にし、渋谷
駅周辺地域におけるマナーの向上及び迷惑行為の防止を推進することにより、もって渋谷区が成熟した魅力ある国際都市へと
進化していくことを目的とする。

●第2条…この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
(1) 渋谷駅周辺地域　渋谷一丁目、渋谷二丁目、渋谷三丁目、桜丘町、道玄坂一丁目、道玄坂二丁目、宇田川町、神南一丁目及
び神宮前六丁目の区域をいう。
(2) 事業者　主に渋谷駅周辺地域において、飲食店若しくは物品の販売その他の営業を行うための店舗を設置する者若しくは
運営する者又はその従業者をいう。
(3) 来街者　渋谷駅周辺地域を訪れる者又は通過する者をいう。

●第3条…区は、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境を確保するため、関係行政機関及び関係団体との協力体制を確立し、来
街者に対するマナーの向上及び事業者に対する意識啓発のために必要な施策を策定し、これを実施するものとする。
2　区は、前項の施策の策定に当たっては、関係行政機関及び関係団体との協議の場を設け、その意見を尊重し、反映することに
努めなければならない。

●第4条…事業者は、この条例の趣旨を十分に理解し、関係法令を遵守するとともに、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確
保のため、区が実施する酒類の販売自粛等の施策に協力しなければならない。

●第5条…来街者は、渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保のため、関係法令を
遵守し、次条及び第7条に規定する行為をしてはならない。  

●第6条…来街者は、次の各号に掲げる期間において、渋谷駅周辺地域のうち、区規則で
定める区域内の公共の場所(道路、公園、広場その他公共性を有する場所をいう。以下同
じ。)で飲酒をしてはならない。
(1) 10月31日及び11月1日並びに10月24日から同月30日までの金曜日、土曜日及び日
曜日
(2) 12月31日及び1月1日
(3) 前2号に掲げる期間のほか、区長が特に必要と認める期間
2　区長は、前項の規定による飲酒の制限について、時間帯を限って行うことができる。 

●第7条…来街者は、法令に定めのあるもののほか、渋谷駅周辺地域の公共の場所において、正当な理由なく、次の各号に掲げ
る行為をしてはならない。
(1) 音響機器等により音を異常に大きく出す行為
(2) 放尿等をする行為
(3) 街路灯、標識、屋根等に上る行為
(4) 前3号に掲げるもののほか、他人に迷惑を及ぼす行為又は危害を及ぼすおそれのある行為

●第8条…区長は、第6条の規定に違反する行為をしていると認められる者に対し、当該行為を中止するよう指導することができ
る。

●第9条…この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、区規則で定める。

目的

定義

区の責務

事業者の責務

来街者の責務

公共の場所
における
飲酒の制限

迷惑行為等の
禁止

委任

指導

出典：渋谷区例規集システム「Reiki-Base インターネット版」より（公財）日本交通公社作成
https://krg114.legal-square.com/HAS-Shohin/page/SJSrbLogin.jsf
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

4
．2
0
2
3
年
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

※
10

コ
ロ
ナ
禍
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

4‐1

2
0
2
3
年
に
講
じ
ら
れ
た

対
策
の
特
徴

4‐2

表 5 渋谷駅周辺でのハロウィーン関連の主な出来事（2020年～）

非常事態宣言発出（7日）

【区長】外出自体が自粛ムードの中で、人出を抑制し新型コロナウイルスの感染拡大リスクを減らすため、参加者や観光客に対し、
今年は渋谷への来街を自粛するよう強く呼びかけ（22日）
【区】感染拡大予防で、大勢の人が集まることを避けるため、外出自粛のメッセージ掲出（憲章ボード、商店街フラッグ）、「集まらな
いハロウィーン」を呼びかける動画、インターネット空間に仮想のまちを再現した「バーチャル渋谷」の活用、仮設トイレや着替え
スペースの設置中止、渋谷区内の酒類販売店に対して販売自粛の呼びかけ、職員によるパトロール、不測の事態に備えるために
民間警備員を配置（規模は縮小）など
【制限期間】31日の午後６時～翌日午前５時

【区長】「来年以降のアフターコロナにおいては、皆がマナーとルールを守り、秩序とにぎわいが同居するハロウィーンにしていき
たい」（第4回区議会定例会）

【渋谷区商店会連合会中央ブロック】「新型コロナ感染拡大を招き、街の環境を乱す「路上飲み」対策を求める要望書」を区長に
提出（30日）

【区長】「ハロウィーンは自宅で楽しむこと」「渋谷に来る際はモラルを持って行動すること」と呼びかけ（21日）
【区】トラブル対策のために、ハロウィーンの安全確保のための予算を組み、区職員による路上飲酒等への巡回指導、渋谷センタ
ー街を中心に警備員による滞留抑制や人の動線を確保するための呼びかけなど

「渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保に関する条例施行規則」改正、適用範囲拡大

新型コロナウイルス感染症に関する水際対策緩和（11日以降）
【区長】「街に来てくれるなとは当然言いたくない。ルールを守っていつも通り楽しんでもらう分にはありがたい」「駄目駄目という
だけの街ではなくて、今できることを提案していく街でありたい」（20日）
【区】マナー啓発広告掲出：渋谷GOOD MANNER PROJECT 2022 「ルールを守る人は、渋谷を守る人。」「「ハロウィーンの渋
谷みたい」そんな例えが、良い意味で使われる日が来ますように」「自由とモラルはセットだろ？」「今宵、ハチ公を泣かすな。」（東京
コピーライターズクラブとコラボ）
【制限期間】28～31日の午後6時～翌日午前5時
渋谷駅周辺エリアの道路や公園等での路上飲酒を制限するという方針も明らかにされた

韓国ソウル梨泰院でのハロウィーン雑踏事故、159人が犠牲（29日）※主催者不在

【区長】「飲食や映画、ライブなど渋谷で楽しみに来る方には通常通り渋谷を楽しんでいただきたい」とする一方、ハロウィーンで
の仮装や練り歩き撮影などを目的に来街する人に対してはルールを守ることを強く求め、「街を訪れること自体を控えることも検
討していただきたい」「ただ仮装を見に来るだけの目的での来街はお控えください」と呼びかけ（31日、日・英・韓）
【区】公式サイトやSNSで「ハロウィーン当日を迎えて」と発信（31日）

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類に移行
若者や外国人による路上飲酒が目立つ状況
【区】毎週金曜・土曜（午後10時～翌日午前７時）、民間の警備会社にパトロール委託（12日以降）

【区】迷惑路上飲酒ゼロ宣言（31日）　※ハロウィーンに先立って宣言
迷惑路上飲酒が最も深刻化している渋谷駅周辺において、毎晩、パトロール隊による迷惑路上飲酒の自粛要請活動を行う、地元
商店街、ボランティア、飲料メーカーをはじめとしたさまざまな企業と協力して、迷惑路上飲酒ゼロへの環境づくりを実施

【区】路上飲酒注意を優先するパトロール体制を追加（１日）
【区長】例年より早く記者会見「ハロウィーン目的で渋谷駅周辺に来ないでほしい」（12日）
【大型看板等】「〈注意〉渋谷はハロウィーンイベントの会場ではありません。」
「NO EVENTS FOR HALLOWEEN ON SHIBUYA STREETS」(12日)

【区】YouTube渋谷区公式チャンネル等で来訪自粛及び路上飲酒禁止等に関する動画公開（日、英）（５日）
【区長】日本外国特派員協会（FCCJ）にて記者会見、ハロウィーン目的での来訪自粛呼びかけ（５日） 
「ハロウィーン期間の渋谷駅周辺への来訪自粛のお願い」（日、英、中（簡）、韓）（11日）
「今年は「〈注意〉渋谷はハロウィーンイベントの会場ではありません。」と世界に明確に伝えたい」「あえて強く言うならば、ハロウ
ィーン目的でハロウィーン期間に渋谷駅周辺に来ないでほしいという意味」「区長として、「渋谷に来ないでほしい」と訴えることは
非常につらいが、来街者の安全を第一に考えて、国内外の人々に要請」(９月２０日第３回定例会で発言)
【制限期間】2７～31日の午後6時～翌日午前5時
２８、３１日、渋谷駅周辺のコンビニエンスストアなどに酒類の販売自粛要請

【区長】「渋谷区は何でも禁止する街ではないし若い人たちを排除する街でもない」「いろんな人が混り合い、認め合いながら新し
い価値・文化を発信してきた街なので、そういうエネルギーは生かしていきたい」（１日）
【区長】「住民や来訪者の安全・安心が確保されることを前提とし、東京都や近隣区との連携に関する研究などを重ねながら、慎
重に判断」（第４回区議会定例会）

【区】条例改正、対象エリアの拡大、路上飲酒禁止期間を通年化、10月１日施行（表6参照）

出来事・問題、区長メッセージ・発言、対策年月

4月

2020年 10月

12月

2021年

4月

10月

12月

2022年 10月

2023年
9月

5月

8月

10月

11月

2024年 6月
出典：渋谷区公式サイト、渋谷区議会会議録、渋谷区ヒアリング時提供資料、新聞記事等より（公財）日本交通公社作成

図 1 来街自粛の呼びかけ―（YouTube（日、英））

出典：渋谷区公式チャンネル　日：https://www.youtube.com/watch?v=WEZKV4XlkEY　英：https://www.youtube.com/watch?v=umy5KCtlxXg
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

4
．2
0
2
3
年
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

※
10

コ
ロ
ナ
禍
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

4‐1

2
0
2
3
年
に
講
じ
ら
れ
た

対
策
の
特
徴

4‐2

表 5 渋谷駅周辺でのハロウィーン関連の主な出来事（2020年～）

非常事態宣言発出（7日）

【区長】外出自体が自粛ムードの中で、人出を抑制し新型コロナウイルスの感染拡大リスクを減らすため、参加者や観光客に対し、
今年は渋谷への来街を自粛するよう強く呼びかけ（22日）
【区】感染拡大予防で、大勢の人が集まることを避けるため、外出自粛のメッセージ掲出（憲章ボード、商店街フラッグ）、「集まらな
いハロウィーン」を呼びかける動画、インターネット空間に仮想のまちを再現した「バーチャル渋谷」の活用、仮設トイレや着替え
スペースの設置中止、渋谷区内の酒類販売店に対して販売自粛の呼びかけ、職員によるパトロール、不測の事態に備えるために
民間警備員を配置（規模は縮小）など
【制限期間】31日の午後６時～翌日午前５時

【区長】「来年以降のアフターコロナにおいては、皆がマナーとルールを守り、秩序とにぎわいが同居するハロウィーンにしていき
たい」（第4回区議会定例会）

【渋谷区商店会連合会中央ブロック】「新型コロナ感染拡大を招き、街の環境を乱す「路上飲み」対策を求める要望書」を区長に
提出（30日）

【区長】「ハロウィーンは自宅で楽しむこと」「渋谷に来る際はモラルを持って行動すること」と呼びかけ（21日）
【区】トラブル対策のために、ハロウィーンの安全確保のための予算を組み、区職員による路上飲酒等への巡回指導、渋谷センタ
ー街を中心に警備員による滞留抑制や人の動線を確保するための呼びかけなど

「渋谷駅周辺地域の安全で安心な環境の確保に関する条例施行規則」改正、適用範囲拡大

新型コロナウイルス感染症に関する水際対策緩和（11日以降）
【区長】「街に来てくれるなとは当然言いたくない。ルールを守っていつも通り楽しんでもらう分にはありがたい」「駄目駄目という
だけの街ではなくて、今できることを提案していく街でありたい」（20日）
【区】マナー啓発広告掲出：渋谷GOOD MANNER PROJECT 2022 「ルールを守る人は、渋谷を守る人。」「「ハロウィーンの渋
谷みたい」そんな例えが、良い意味で使われる日が来ますように」「自由とモラルはセットだろ？」「今宵、ハチ公を泣かすな。」（東京
コピーライターズクラブとコラボ）
【制限期間】28～31日の午後6時～翌日午前5時
渋谷駅周辺エリアの道路や公園等での路上飲酒を制限するという方針も明らかにされた

韓国ソウル梨泰院でのハロウィーン雑踏事故、159人が犠牲（29日）※主催者不在

【区長】「飲食や映画、ライブなど渋谷で楽しみに来る方には通常通り渋谷を楽しんでいただきたい」とする一方、ハロウィーンで
の仮装や練り歩き撮影などを目的に来街する人に対してはルールを守ることを強く求め、「街を訪れること自体を控えることも検
討していただきたい」「ただ仮装を見に来るだけの目的での来街はお控えください」と呼びかけ（31日、日・英・韓）
【区】公式サイトやSNSで「ハロウィーン当日を迎えて」と発信（31日）

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類に移行
若者や外国人による路上飲酒が目立つ状況
【区】毎週金曜・土曜（午後10時～翌日午前７時）、民間の警備会社にパトロール委託（12日以降）

【区】迷惑路上飲酒ゼロ宣言（31日）　※ハロウィーンに先立って宣言
迷惑路上飲酒が最も深刻化している渋谷駅周辺において、毎晩、パトロール隊による迷惑路上飲酒の自粛要請活動を行う、地元
商店街、ボランティア、飲料メーカーをはじめとしたさまざまな企業と協力して、迷惑路上飲酒ゼロへの環境づくりを実施

【区】路上飲酒注意を優先するパトロール体制を追加（１日）
【区長】例年より早く記者会見「ハロウィーン目的で渋谷駅周辺に来ないでほしい」（12日）
【大型看板等】「〈注意〉渋谷はハロウィーンイベントの会場ではありません。」
「NO EVENTS FOR HALLOWEEN ON SHIBUYA STREETS」(12日)

【区】YouTube渋谷区公式チャンネル等で来訪自粛及び路上飲酒禁止等に関する動画公開（日、英）（５日）
【区長】日本外国特派員協会（FCCJ）にて記者会見、ハロウィーン目的での来訪自粛呼びかけ（５日） 
「ハロウィーン期間の渋谷駅周辺への来訪自粛のお願い」（日、英、中（簡）、韓）（11日）
「今年は「〈注意〉渋谷はハロウィーンイベントの会場ではありません。」と世界に明確に伝えたい」「あえて強く言うならば、ハロウ
ィーン目的でハロウィーン期間に渋谷駅周辺に来ないでほしいという意味」「区長として、「渋谷に来ないでほしい」と訴えることは
非常につらいが、来街者の安全を第一に考えて、国内外の人々に要請」(９月２０日第３回定例会で発言)
【制限期間】2７～31日の午後6時～翌日午前5時
２８、３１日、渋谷駅周辺のコンビニエンスストアなどに酒類の販売自粛要請

【区長】「渋谷区は何でも禁止する街ではないし若い人たちを排除する街でもない」「いろんな人が混り合い、認め合いながら新し
い価値・文化を発信してきた街なので、そういうエネルギーは生かしていきたい」（１日）
【区長】「住民や来訪者の安全・安心が確保されることを前提とし、東京都や近隣区との連携に関する研究などを重ねながら、慎
重に判断」（第４回区議会定例会）

【区】条例改正、対象エリアの拡大、路上飲酒禁止期間を通年化、10月１日施行（表6参照）

出来事・問題、区長メッセージ・発言、対策年月

4月

2020年 10月

12月

2021年

4月

10月

12月

2022年 10月

2023年
9月

5月

8月

10月

11月

2024年 6月
出典：渋谷区公式サイト、渋谷区議会会議録、渋谷区ヒアリング時提供資料、新聞記事等より（公財）日本交通公社作成

図 1 来街自粛の呼びかけ―（YouTube（日、英））

出典：渋谷区公式チャンネル　日：https://www.youtube.com/watch?v=WEZKV4XlkEY　英：https://www.youtube.com/watch?v=umy5KCtlxXg
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外
に

も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル

が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時
間

外
で
あ
る
た
め
、同
行
為
を
現
認
し
た
場
合
、

「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な
い
で

ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い
よ
う

促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行
錯
誤

し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
、
中
央
に
柵
を
設
置
し
一

方
通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
2
0
1
8
年
は
、
検
討
会

の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非
常
に
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

対
策
の
結
果
、
成
果

4‐3

5
．結
び
に
か
え
て
―

明
確
な
未
来
像
の
設
定
、

再
認
識
が
不
可
欠

※
12

※
11

写真2）パトロールの様子（渋谷区安全対策課提供）

写真3）路上飲酒禁止を伝える街路灯フラッグ

写真4）忠犬ハチ公像前広場の仮囲い

44

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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三 校



区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外
に

も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル

が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時
間

外
で
あ
る
た
め
、同
行
為
を
現
認
し
た
場
合
、

「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な
い
で

ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い
よ
う

促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行
錯
誤

し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
、
中
央
に
柵
を
設
置
し
一

方
通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
2
0
1
8
年
は
、
検
討
会

の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非
常
に
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

対
策
の
結
果
、
成
果

4‐3

5
．結
び
に
か
え
て
―

明
確
な
未
来
像
の
設
定
、

再
認
識
が
不
可
欠

※
12

※
11

写真2）パトロールの様子（渋谷区安全対策課提供）

写真3）路上飲酒禁止を伝える街路灯フラッグ

写真4）忠犬ハチ公像前広場の仮囲い
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区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外
に

も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル

が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時
間

外
で
あ
る
た
め
、同
行
為
を
現
認
し
た
場
合
、

「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な
い
で

ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い
よ
う

促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行
錯
誤

し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
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後
藤
健
太
郎（
2
0
2
0
）：「
由
布
院
―
生
活
型
観
光
地
が
模
索
す
る
暮
ら
し
と
観
光
の
距
離
感
」、

『
ポ
ス
ト
・
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム 

界
隈
を
再
生
す
る
観
光
戦
略
』、p
1
7
1
〜
1
9
2

渋
谷
区
議
会
会
議
録 

令
和
１
年 

定
例
会（
第
4
回
）11
月
22
日
‐
14
号
。ま
た
、『
渋
谷
区
産
業
・
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
』（
2
0
2
0
年
4
月
策
定
）で
は
、30
の
具
体
的
施
策
の
う
ち
、来
街
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
2
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

現
地
調
査
は
、2
0
2
3
年
9
月
9
日（
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
等
掲
出
前
）、10
月
22
日（
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
期
間
開
始
前
）、31
日（
当
日
、飲
酒
制
限
開
始
時
間
前
）に
実
施
。ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、2
0
2
4

年
3
月
8
日
に
実
施
。

『
渋
谷
区
実
施
計
画
2
0
2
0
』、p
1
3
2
。「
文
化
の
掛
け
算
は
い
っ
そ
う
加
速
す
る
は
ず
。渋
谷
区

は
そ
の
掛
け
算
を
誘
発
す
る
文
化
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
」を
す
す
め
る
と

し
て
い
る
。

『
渋
谷
区
実
施
計
画
2
0
1
7
』、p
59
。な
お
、コ
ロ
ナ
禍
前
、2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件

の
前
、そ
し
て
2
0
1
9
年
の
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
に
お
い
て
、渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。具
体
的
に
は
、代
々
木
公
園
で
開
催
す
る

な
ど
検
討
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、セ
ン
タ
ー
街
か
ら
代
々
木
公
園
ま
で
距
離
が
あ
る

こ
と
、動
線
、地
形
の
影
響
を
受
け
狭
い
道
も
あ
り
厳
し
い
こ
と
、結
局
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周

辺
や
セ
ン
タ
ー
街
な
ど
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
異
な
り
、数
日
間
に
及

ぶ
た
め
ず
っ
と
誘
導
し
続
け
る
の
は
難
し
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

近
隣
の
商
店
街
で
は
、同
時
間
帯
に
商
売
が
で
き
ず
に
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
事

案
が
起
き
て
い
る
こ
と
、売
り
上
げ
は
3
分
の
1
と
な
り
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
て

い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

渋
谷
区
議
会
会
議
録
、令
和
1
年 

定
例
会（
第
2
回
）6
月
6
日
‐
06
号

エ
リ
ア
の
拡
大
が
修
正
提
案
さ
れ
る
一
方
、最
低
限
に
す
べ
き
と
の
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

渋
谷
区
議
会
会
議
録
、令
和
1
年 

定
例
会（
第
4
回
）11
月
21
日
‐
13
号

2
0
2
4
年
3
月
8
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
よ
り

2
0
2
4
年
3
月
8
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
よ
り

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、観
光
政
策
と
し
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
い
る
の
か
、ブ
レ

ー
キ
を
踏
ん
で
い
る
の
か
、ど
ち
ら
な
の
か
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
が
、そ
れ
は
ハ
ン
ド
ル
と
な
る
未
来
像

（
ビ
ジ
ョ
ン
）と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、状
況
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。時
間
軸
で
見
る
と

全
体
と
し
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
も
、そ
の
逆
の
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
の
は
、

普
通
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
の
対
策
で
は
あ
る
も
の
の
、対
策

自
体
は
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
者
や
仮
装
を
見
に
来
た
来
街
者
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
区
民
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
の
こ
と
。同
対
策
に
税
金
を
充
当
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
、条
例
制
定
当
初
よ
り
、区
長
、区
議
会
、区
民
等
か
ら
本
意
で
は
な
い
と
発
せ
ら
れ
て
お

り
、今
後
の
課
題
で
あ
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
、
中
央
に
柵
を
設
置
し
一

方
通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

1) 渋谷区公式サイト
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/
2) 渋谷区公式SNS（X（旧twitter）、Instagram、Facebook）
3) 渋谷区（2016）：渋谷区基本構想
4) 渋谷区（2017）：渋谷区長期基本計画2017-2026
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/basicplan.html
5) 渋谷区（2017）：渋谷区実施計画2017
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/action2023.html
6) 渋谷区（2020）：渋谷区実施計画2020
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/action2023.html
7) 渋谷区（2021）：渋谷区長期基本計画2017-2026中間評価
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/basicplan.html
8) 渋谷区（2023）：渋谷区実施計画2023
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/action2023.html
9) 渋谷区議会会議録検索システム
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/shibuya/SpTop.html
10) 渋谷区（2019）：渋谷区まちづくりマスタープラン
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-design-plan/machi_mas.html
11) 渋谷区（2020）：渋谷区産業・観光ビジョン
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-sangyo-plan/sangyokanko_vision.html
12) 菊地悠人（2016）：ハロウィーン迷惑行為、渋谷区の対策とは？アンチを味方にして、市場を育てていけるか、東洋経済ONLINE
https://toyokeizai.net/articles/-/143584
13) 木曽崇（2017）：渋谷駅前が｢荒れた所｣から観光地化した事情 仕掛け人は元博報堂の40代異色区長だった！、東洋経済ONLINE
https://toyokeizai.net/articles/-/181002?display=b
14) 菊地映輝（2020）：渋谷ハロウィンへの批判を乗り越え社会のアップデートの契機にしよう、GLOCOM OPINION PAPER、No.30
https://www.glocom.ac.jp/publicity/opinion/5059
15) 中谷健太郎（2024）：地域のブレンド力を磨く―この土地に運ばれたものを暮らしに編み込む、観光文化、260号、pp.52-59
https://www.jtb.or.jp/tourism-culture/bunka260/260-18/
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ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

※
14

※
13

表 6 条例及び施行規則改正の概要

●渋谷駅周辺地域に「円山町」を追加（条例第2条）
●飲酒の制限区域は、【右図】を参照（詳細は規則第
３条別表）

●来街者から来街者「等」（区民及び来街者）に変更
●その責務を「区が実施する施策に協力しなければ
ならない」に変更（条例第３、５条等）

●飲酒の制限対象期間を「ハロウィーン、年末カウン
トダウン等の特定の期間」から通年へ
（第6条）
●時間帯は、「午後６時から翌日の午前５時まで」
（規則第３条第２項）
※区長が特に必要と認めるときは、期日を指定して
前項の時間帯を変更することが可能（同条第3項）
●（通年化を受けて）区長は、「特に必要と認める期
日及び時間帯並びに区域を指定して飲酒の制限を
解除」することが可能（第6条第２項）
●解除は、制限区域及び時間帯において、以下に該
当する場合
（１）区が主催、後援、協賛又は共催する催しが実施
される場合 
（２）制限区域等において、町会、商店会その他これ
に準ずる地域団体の催しが実施される場合 
（３）その他区長が特に必要と認める場合（規則第4
条）

●区長は、飲酒の制限（第６条）に対してだけではな
く、第７条の規定に違反する行為に対しても中止す
るよう指導することが可能（第８条）

エリア

責務

期間・
時間帯

指導

渋谷区では、公共空間での路上飲酒が常態化している現状及び地域からの要望を受けて、
2024年6月に条例の改正を行った。制限期間が通年となったことを受けて、新たに制限を解除する基準を定めている。

「渋谷駅周辺地域の安全で安心な
環境の確保に関する条例」の改正

出典：渋谷区安全対策課提供資料より（公財）日本交通公社作成

出典：渋谷区安全対策課提供資料

追加エリア
飲酒禁止エリア
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三 校



区
規
則
で
定
め
る
区
域
内
の
道
路
、
公
園
、

広
場
な
ど
で
あ
る
。
制
限
期
間
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
関
し
て
は
1
号
で
定
め
る
期
間

の
ほ
か
、「
区
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
期

間
」
で
あ
り
、
区
長
が
時
間
帯
も
限
定
し
、

告
示
す
る
。
飲
酒
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
第

8
条
の
通
り
、
違
反
行
為
が
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
罰
則

や
過
料
徴
収
は
設
け
て
い
な
い
も
の
の
、
公

共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
を
広
く
来
街

者
等
の
モ
ラ
ル
に
訴
え
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
条
例

の
実
効
性
を
確
保
し
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
の

平
穏
と
来
街
者
等
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
7
条
で
は
、
迷
惑
行
為
等
の
禁
止
と
し

て
具
体
的
な
も
の
が
1
〜
3
号
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
期
間
や
時
間
は
限
定
さ
れ
て
い
な

い
。
刑
罰
法
等
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
で

既
に
規
制
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
街
の
方
々
の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
意
味
で
例
示
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
社
会
通
念
上
、
一
般
的
に
は
許
容

さ
れ
な
い
行
為
で
、
指
導
に
関
す
る
規
定
は

設
け
て
い
な
い
が
、
迷
惑
行
為
が
あ
っ
た
場

合
、
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の
は
警
察
と
連

携
し
て
対
処
。
犯
罪
行
為
と
し
て
逮
捕
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
罰
則
を
科
せ
ら
れ
る
。
刑
罰

法
令
に
触
れ
な
い
迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

実
質
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
よ
っ
て
注
意

や
指
導
を
行
う
。
4
号
の
「
他
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
」と
は
、道
路
上
に
車
座
に
な
っ

て
座
り
込
ん
だ
り
道
路
上
で
踊
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
客
観

的
に
人
が
迷
惑
を
被
る
よ
う
な
行
為
を
想
定

し
て
い
る
。

　
な
お
、
同
条
例
は
、
人
が
集
ま
る
こ
と
自

体
を
否
定
は
し
て
い
な
い
。
2
0
1
8
年
の

事
件
等
は
あ
っ
た
も
の
の
、「
決
し
て
秩
序

維
持
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
と
秩
序
の
維
持

の
両
方
を
い
か
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」（
安

全
対
策
課
長
）
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
が
自

主
的
に
ま
ち
を
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
素
晴
ら
し
い
こ
と
」（
委
員
）「
自
然

発
生
的
に
生
ま
れ
て
き
た
動
き
を
自
然
発
生

的
に
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
か
の
背
中
を
押
し
て

い
き
た
い
」（
区
長
）「
自
主
的
に
集
ま
る
方

た
ち
が
自
ら
が
楽
し
い
催
し
だ
と
い
う
こ
と

で
、
自
主
的
に
こ
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
な
り
が
で

き
て
く
る
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
」（
委
員
）

だ
と
期
待
、
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

●
実
施
・
連
絡
体
制

　
2
0
1
9
年
8
月
、
同
条
例
に
基
づ
き
、

区
は
、
地
元
商
店
街
、
関
係
事
業
者
、
警
察

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
対
策
実
施
連
絡
会
」
を
発
足
。
警
備
体
制

を
は
じ
め
、
群
集
対
策
の
あ
り
方
、
ト
イ
レ

や
ご
み
問
題
へ
の
対
応
、
酒
類
販
売
の
自
粛

要
請
、
公
共
の
場
所
に
お
け
る
飲
酒
制
限
の

周
知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　
対
策
当
初
は
、土
木
部
が
中
心
と
な
っ
た
。

土
木
部
は
、
道
路
上
の
利
活
用
を
扱
う
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
交
通
規
制
を
そ
れ
以
前
か

ら
行
っ
て
お
り
、
そ
の
知
見
や
経
験
を
活
か

し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
行
お
う
と
し

た
。
実
施
体
制
と
し
て
は
、
民
間
の
ほ
か
、

区
役
所
内
で
は
、
土
木
部
を
含
む
6
部
で
役

割
分
担
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
対
応
を

行
っ
た
【
表
4
】。
対
策
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
総
体
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。

●
基
本
理
念

「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」

　
2
0
1
9
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
で
着

目
す
べ
き
は
、基
本
理
念「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」の
も
と
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

い
、
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
、
規
制
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
と
発
言
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、そ
れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件
が
発
生
。
痴
漢
や
盗

撮
、
暴
行
、
窃
盗
な
ど
も
発
生
し
、
2
0
1
8

年
は
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
よ
り
事
態
は
深

刻
化
し
た
。
世
界
中
で
報
道
さ
れ
、
渋
谷
の
治

安
に
つ
い
て
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
区
長
は
、
翌
29
日
、
強
い
憤
り
の
声
明
を

発
表
。
健
全
に
楽
し
ん
で
い
る
人
々
の
存
在

を
認
め
つ
つ
、
一
方
で
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違

反
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
「
渋
谷
を
愛
し
、

こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
思
い
の

な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区
の
描
く
未
来
像
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
、
望
ま
し
く
な
い
来
街
者

層
に
つ
い
て
発
言
し
た
。
そ
し
て
、「
日
頃

か
ら
真
に
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る

よ
う
に
す
る
努
力
を
し
て
い
る
方
々
の
努
力

や
思
い
を
踏
み
に
じ
る
一
連
の
行
為
は
、
到

底
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」「
街
の
安
心
・

安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、
地
方
公
共
団
体

の
ト
ッ
プ
と
し
て
大
事
な
責
務
」
と
述
べ
、

解
決
に
向
け
て
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

●
検
討
会
の
設
置 

― 

中
間
報
告

「
区
は
積
極
的
に
対
処
を
」（
2
0
1
9
年
）

　
2
0
1
9
年
に
入
り
、
区
長
は
、
新
た
に

会
議
体
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に

よ
る
渋
谷
駅
周
辺
地
域
に
集
ま
る
群
衆
の
人

数
制
限
や
、
路
上
に
お
け
る
飲
酒
禁
止
を
含

む
規
制
、
交
通
規
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
、
具
体
的
な
方
策
に
向
け
て
動
き
出
す
こ

と
を
表
明
。
2
0
1
8
年
の
よ
う
な
事
態
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。区
は
、

2
0
1
9
年
2
月
に
地
元
の
商
店
会
や
町

会
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、
民
間
の
関

係
者
、
警
察
で
構
成
さ
れ
る
「
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
」
を
設
置
。
同
検
討

会
は
、
計
7
回
の
会
議
を
経
て
、
5
月
15
日

に
条
例
制
定
の
必
要
性
を
含
む
検
討
内
容
を

中
間
報
告
し
た
。「
区
の
基
本
方
針
と
し
て
、

今
後
、
不
測
の
事
態
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
対
処
す
べ
き
」
と
の
意
見
の
も
と
、

以
下
を
提
言
し
た
。

〇
必
要
な
責
務
と
ル
ー
ル
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
の
制
定
と
周
知

〇
区
、
警
視
庁
、
地
元
の
関
係
者
等
と
の
連

携
を
密
に
し
た
、
効
果
的
な
警
察
力
の
運
用

等
の
検
討

〇
渋
谷
に
集
う
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
包
容

す
る
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

〇
多
く
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
実
現

す
る
た
め
の
区
、
警
察
、
地
元
商
店
街
等
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策

実
施
連
絡
会
（
仮
称
）」
の
立
ち
上
げ

　な
ど

　
区
は
周
知
期
間
を
鑑
み
、
6
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
区
議
会
に
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域

の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、
同
条
例
）
を
上
程
、
多
数
の
賛

成
を
得
て
可
決
成
立
。
同
条
例
は
、「
受
容
の

限
界
を
超
え
た
人
々
が
密
集
す
る
状
況
で
発

生
し
た
、
犯
罪
行
為
や
迷
惑
防
止
を
未
然
防

止
す
る
必
要
が
生
じ
た
背
景
か
ら
、
渋
谷
駅

周
辺
地
域
に
お
け
る
区
民
、
事
業
者
及
び
来

街
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
、
マ
ナ
ー

の
向
上
及
び
迷
惑
行
為
の
防
止
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
渋
谷
区
が
成
熟
し
た
国
際
都

市
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
特
定
期
間
に
お
け
る
必
要

な
責
務
と
ル
ー
ル
を
明
ら
か
に
し
、
公
共
の

場
所
で
の
路
上
飲
酒
を
制
限
す
る
。
そ
れ
は
、

路
上
飲
酒
が
起
因
と
な
っ
て
迷
惑
行
為
等
が

発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
同
条
例
は
前
文
と
第
1
〜
9
条
で
構
成
さ

れ
る
【
表
3
】。
こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
議
会

会
議
録
等
か
ら
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
や

具
体
的
な
想
定
等
を
補
足
説
明
す
る
。

　
同
条
例
で
は
、
最
初
に
前
文
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
基

本
理
念
や
未
来
像
、
近
年
の
状
況
、
条
例
を

制
定
す
る
理
由
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
条
例
制

定
ま
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
等
を
巡
る
各
種
状

況
は
渋
谷
区
の
安
全
な
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
著
し
く
損
ね
る
状
況
に
あ
っ
た
。
再
び
同

じ
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
基
本
構
想
を
再
認
識
す
る
と
い

う
趣
旨
と
、
渋
谷
の
街
、
自
分
た
ち
の
街
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
渋
谷
区
と
し
て
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
は
必
要
、
と

の
考
え
の
も
と
意
識
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
2
条
で
は
、
渋
谷
駅
周
辺
地
域
、
事
業

者
、
来
街
者
の
3
つ
を
定
義
し
て
い
る
。
渋

谷
駅
周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、
検
討
会
の
中

間
報
告
を
受
け
て
、
区
が
条
例
づ
く
り
の
中

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
実
態
を
踏
ま
え
て
人

が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
区
域
、
さ
ら
に
犯
罪

行
為
や
迷
惑
行
為
が
散
見
さ
れ
た
地
域
を
選

定
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
様
、
不
測
で
危
険

性
が
あ
る
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
や
や
広
範
に
設
定
し
て
い
る
。

　
第
4
条
で
は
、事
業
者
の
責
務
と
し
て
、「
区

が
実
施
す
る
酒
類
の
販
売
自
粛
等
の
施
策
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

第
2
条
で
は
、
飲
食
店
等
を
設
置
す
る
者
若

し
く
は
運
営
す
る
者
又
は
そ
の
従
事
者
を
事

業
者
と
し
て
定
義
し
て
い
る
が
、
酒
類
の
販

売
自
粛
等
の
協
力
は
、
あ
く
ま
で
店
頭
で
酒

類
等
を
販
売
す
る
店
舗
に
限
ら
れ
る
。

　
第
6
条
で
は
、
飲
酒
を
制
限
す
る
場
所
と

期
間
を
定
め
て
い
る
。
公
共
の
場
所
と
は
、

取
り
組
み
も
重
ね
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
の

確
保
が
目
指
さ
れ
た
。

　
な
お
、「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
は
、

2
0
2
2
年
に
行
わ
れ
た
「
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

2
0
2
3
年
に
新
た
に
区
と
東
京
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
T
C
C
）
が
検
討
を
行

い
、
厳
し
い
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
敢

え
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
区
は
、
本
当

は
こ
の
よ
う
な
発
信
を
望
ん
で
は
い
な
い

が
、
2
0
2
2
年
に
韓
国
ソ
ウ
ル
梨
泰
院
で

の
雑
踏
事
故
が
あ
り
、
命
を
落
と
す
危
険
を

回
避
す
る
た
め
、
安
全
を
守
る
た
め
に
そ
の

よ
う
な
コ
ピ
ー
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
同

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
順
次
、
商
店
街
の
フ
ラ
ッ

グ
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
な
ど
で
掲
出
さ

れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
を
予
定

し
て
い
る
人
々
や
、
区
民
、
通
常
の
来
街
者

に
も
伝
え
ら
れ
た
。

②
来
街
者
の
迷
惑
行
為
等
の
抑
制

― 

コ
ロ
ナ
禍
で
定
着
し
た
路
上
飲
酒
へ
の

対
応
等

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
後
、
よ
り
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
路
上
飲
酒
。
区
で
は
、

5
月
よ
り
民
間
警
備
会
社
に
委
託
し
て
迷

惑
行
為
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

【
写
真
2
・
3
】。
さ
ら
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
行
う
と
と
も
に
、
区
職
員
に
よ
る
巡
回
指

導
、
警
備
事
業
者
に
委
託
し
て
の
警
備
等
、

各
種
対
策
が
事
前
、
当
日
、
事
後
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
路
上
で
の
飲
酒
行
為
が
減

少
し
、
さ
ら
に
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
缶
や

瓶
な
ど
の
ご
み
の
減
少
、
路
上
で
の
排
泄
行

為
等
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
課
題
で
あ
っ
た
迷
惑
行
為
の
減
少
に
も
つ

な
が
っ
た
。
安
全
・
安
心
に
関
す
る
課
題
は

残
っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て
大
き
な
問

題
は
発
生
せ
ず
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
後
に
は
、「「
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン 

渋
谷
プ
ラ
イ
ド
」
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
方
向
性
が

区
長
よ
り
発
せ
ら
れ
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
発
生
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
次

の
局
面
を
迎
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
区
職
員
に
よ
る
夜
間
巡

回
指
導
、
警
備
要
員
に
よ
る
路
上
飲
酒
の
自

粛
要
請
、
駅
前
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
啓
発

情
報
の
発
信
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
夜
8
時
以
降
の

消
灯
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
【
表
5
】、
大

き
な
混
乱
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。「
集
ま
ら

な
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」
を
呼
び
か
け
つ
つ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、「
皆
が
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守
り
、
秩
序
と
に
ぎ
わ
い

が
同
居
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
き
た

い
」（
区
長
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
2
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

直
前
の
週
末
（
10
月
29
日
夜
）、
韓
国
ソ
ウ

ル
梨
泰
院
に
て
群
衆
雑
踏
事
故
（
ク
ラ
ウ
ド

ク
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
発
生
。
1
5
0
人
以
上
の

死
者
が
出
る
大
惨
事
と
な
っ
た
。
梨
泰
院
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
も
渋
谷
と
同
様
に
主
催
者
不

在
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
事
故
を
受
け
て
、

区
長
は
、
通
常
通
り
の
楽
し
み
方
を
予
定
す

る
人
々
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
し

つ
つ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
人
々
に
は

来
街
を
控
え
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。

　
2
0
2
3
年
5
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
へ

移
行
。
2
0
2
3
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

移
行
後
初
め
て
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

含
め
た
来
街
者
も
急
増
し
、
こ
こ
数
年
の
人

流
動
向
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
来
街
者

が
、
若
者
や
外
国
人
を
中
心
に
自
然
発
生
的

に
集
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
行
動
制
限

や
営
業
自
粛
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
抑
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
群
衆
心
理
に

よ
る
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
路
上
飲
酒
が
常
態
化
。
路
上
飲
酒
が
来

街
者
の
通
行
を
妨
げ
、
ご
み
の
散
乱
や
騒
音

な
ど
の
問
題
行
為
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
街

の
秩
序
を
乱
し
、
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全

を
脅
か
し
て
い
た
。
そ
こ
で
区
は
、
5
月
以

降
に
新
た
な
対
策
を
講
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
同
年
に
講
じ
ら
れ
た
対
策
の

う
ち
、
訪
問
者
の
量
と
質
と
い
う
観
点
か
ら

次
の
4
つ
の
対
策
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の

内
容
と
意
図
を
整
理
す
る
。

①
来
街
者
の
抑
制

― 

特
定
の
対
象
者
へ
の
来
街
自
粛
の
お
願
い

「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
2
0
2
3
年
、
区
長
は
「【
注
意
】
渋
谷
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
と
い
う
明
確
な
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目

的
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
に
渋
谷
駅
周
辺
の

公
共
空
間
に
来
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
主
催
者
な
き
群
集
の
発
生
は
人
命

に
関
わ
る
重
大
な
危
険
事
項
で
あ
り
、
当
面

の
間
は
、
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
対
策
は
必

要
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

あ
わ
せ
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
終
了
後
に
見
に

来
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
も
行
っ
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
ピ
ー
ク
時
の
来

街
者
は
、
10
月
31
日
22
時
で
約
1
・
5
万
人
、

2
0
2
2
年
の
約
6
割
に
留
ま
り
、
大
き
な

混
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
。
動
線
設
定
に
よ
り

ハ
チ
公
前
広
場
に
は
出
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

密
度
は
例
年
よ
り
下
が
る
と
と
も
に
、
破
壊

行
為
等
は
発
生
し
な
か
っ
た
。
2
0
2
3
年

は
「
渋
谷
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
打
ち
出
し
、「
来
訪
自
粛
を
促
す
対
策

を
行
っ
た
こ
と
で
来
街
者
数
（
量
）
を
例
年

よ
り
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
破
損
等
、
質
的
な
問
題
も
大

き
く
顕
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」「
対

策
を
実
施
し
て
も
路
上
飲
酒
が
ゼ
ロ
に
な
る

わ
け
で
は
な
く
一
定
数
は
確
認
さ
れ
る
が
」

（
区
）
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、

路
上
飲
酒
制
限
エ
リ
ア
外
の
コ
ン
ビ
ニ
に
外

国
人
が
集
中
し
、
店
舗
前
で
飲
酒
し
て
い
る

状
況
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
路
上
飲
酒
に
対
し
て
は
、
条
例
に

基
づ
き
区
長
が
告
示
す
る
期
間
・
時
間
以
外

に
も
区
職
員
及
び
警
備
員
に
よ
り
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
、
強
化
さ
れ
た
。
制
限
期
間
・
時

間
外
で
あ
る
た
め
、
同
行
為
を
現
認
し
た
場

合
、「
酒
を
飲
ん
で
ご
み
を
路
上
で
出
さ
な

い
で
ね
」
と
間
接
的
に
路
上
飲
酒
を
し
な
い

よ
う
促
す
等
、
現
場
で
工
夫
す
る
な
ど
施
行

錯
誤
し
な
が
ら
対
策
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
主
催

者
不
在
の
自
然
発
生
的
な
参
加
者
の
群
衆
化

に
伴
う
過
密
混
雑
や
迷
惑
行
為
等
に
対
し

て
、
行
政
が
区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安

心
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
渋

谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
を
俯
瞰
し
て
見

る
と
、
以
下
の
点
が
今
後
の
我
が
国
の
地
域

観
光
政
策
へ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◎
問
題
現
象
の
発
生
及
び
変
容
に
対
す
る

即
応
型
管
理

　
詳
細
は
【
表
2
・
5
】
に
譲
る
が
、
渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
規
模
が
拡
大
に
す
る
に

つ
れ
て
問
題
現
象
は
変
化
し
て
い
っ
た
。
当

初
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
汚
染
等
、
来
街

者
の
行
為
、
行
動
が
引
き
起
こ
す
質
的
な
問

題
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
人
々
が
集
ま
り
過

―
混
ざ
り
合
っ
て
生
ま
れ
る
価
値
、
シ
テ
ィ

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

　
2
0
1
6
年
、
渋
谷
区
は
、
長
期
的
且
つ

世
界
的
視
野
で
基
本
理
念
に
「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

摂
）」
を
据
え
、
20
年
後
を
展
望
し
た
未
来

像
「
ち
が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋

谷
区
」
を
掲
げ
た
。
渋
谷
区
が
持
つ
独
特
の

気
風
や
経
験
を
渋
谷
区
に
し
か
な
い
財
産
と

捉
え
、
そ
の
価
値
観
を
発
信
す
る
、「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
磨
い
て
い
く
区
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。『
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画

2
0
1
7
‐
2
0
2
6
』（
2
0
1
7
年
2
月

策
定
）
で
定
め
る
3
つ
の
視
点
の
う
ち
の
一

つ
は
、「
来
街
者
を
含
む
協
働
型
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
。
区
民
だ
け
で
な
く
来
街
者
と

「
街
の
魅
力
と
誇
り
を
育
む
」。
そ
れ
は
多
様

性
を
受
容
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
多
様
性
を
受
け
入
れ
そ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
、
文
化
の
掛
け
算
、

多
文
化
の
化
学
反
応
を
通
じ
て
、
シ
テ
ィ
プ

ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、策
定
さ
れ
た
区
の
計
画
の
う
ち
、

例
え
ば
、『
渋
谷
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
』（
2
0
1
9
年
12
月
策
定
）
で
は
、

●
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
規
模
の

急
速
な
拡
大

　
渋
谷
駅
周
辺
で
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、

2
0
1
0
年
前
後
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
時
期

に
仮
装
し
た
人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
、

2
0
1
0
年
代
中
盤
に
は
、
そ
の
規
模
が
急

速
に
拡
大
し
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
民
間
の
商
業
施

設
や
店
舗
等
も
参
加
し
、
仮
装
イ
ベ
ン
ト
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
速
な
拡
大
と
と
も
に
、
問
題

現
象
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
集
に
よ

る
歩
行
困
難
な
状
況
の
発
生
や
ご
み
の
大
量

放
置
、
着
替
え
に
よ
る
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

占
拠
の
ほ
か
、
喧
嘩
や
騒
音
、
屋
外
で
の
排

泄
・
放
尿
、
嘔
吐
に
よ
る
汚
染
、
店
舗
ガ
ラ

ス
等
の
破
損
な
ど
が
社
会
問
題
化
し
て
い
っ

た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
主
催
者
が
い

な
い
中
で
自
然
発
生
的
に
来
街
者
が
増
加
・

群
衆
化
し
、
無
秩
序
に
危
険
行
為
や
ト
ラ
ブ

ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
警
察
は
、
2
0
1
4
年
よ
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
時
期
に
「
D
J
ポ
リ
ス
」
や
交
通
規
制
を

導
入
・
実
施
し
安
全
対
策
を
強
化
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
、
区
は
仮
設
ト
イ
レ
や

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
設
置
。
瓶
入
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
類

の
販
売
自
粛
要
請
な
ど
の
対
策
も
行
っ
た
。

　
そ
の
後
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
中
の
来
街

者
の
急
速
な
増
加
は
止
ま
ら
ず
、
年
々
そ
の

規
模
は
拡
大
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
全
国

的
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外
か

ら
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
区
は
、
2
0
1
7
年
時
点

で
は
「
問
題
を
起
こ
す
人
の
集
ま
り
か
ら
、

渋
谷
か
ら
世
界
に
発
信
す
る
に
ぎ
わ
い
に
集

う
イ
ベ
ン
ト
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
内
外
の
来
街
者
が
触
れ
る
機
会
が

最
も
多
い
公
共
空
間
等
を
活
用
し
た
、
人
々

が
秩
序
を
持
っ
て
楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
」

を
目
指
す
方
向
で
進
め
て
い
た
。

●「
節
度
を
持
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」

「
街
の
安
心
・
安
全
と
賑
わ
い
の
両
立
は
、

地
方
公
共
団
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て

大
事
な
責
務
」（
2
0
1
8
年
）

　
2
0
1
8
年
は
、
そ
の
後
の
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
転
換
点
と
な
る
年
で
あ
っ

た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
前
、
区
長
は
記
者

会
見
で
、
人
が
集
ま
り
過
ぎ
て
危
険
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
本
物

の
文
化
に
す
る
に
は
皆
の
努
力
が
必
要
、
節

度
を
持
っ
て
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
遊
ん
で
ほ
し

い
と
訴
え
た
。
加
え
て
、
状
況
に
変
化
が
な

地
域
の
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

訪
問
者
の
適
正
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
取

り
組
み
の
概
要
を
整
理
す
る
。

　
な
お
、
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献

資
料
調
査
の
ほ
か
、
現
地
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
た
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、
渋
谷
区
が
描
く

未
来
像
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点
を
持
た

ず
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
そ
の
変
遷
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず

こ
こ
で
は
、
渋
谷
区
の
特
徴
と
、
基
本
理
念

及
び
未
来
像
を
整
理
す
る
。

　
渋
谷
区
は
、
東
京
都
23
区
の
う
ち
の
一
つ

で
、渋
谷
、原
宿
、表
参
道
、明
治
神
宮
、代
々
木
、

恵
比
寿
、
代
官
山
な
ど
、
独
自
の
魅
力
を
持

つ
街
、
資
源
が
渋
谷
区
全
体
の
多
様
性
と
活

気
を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
で
も
渋
谷
は
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、

我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
一
つ
で
あ
る【
写
真
1
】。
2
0
2
2
年
及
び

2
0
2
3
年
の
東
京
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

訪
都
外
国
人
旅
行
者

が
都
内
で
訪
問
し
た

場
所
の
一
位
は
渋
谷

で
あ
っ
た【
表
1
】。

　
渋
谷
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

や
若
者
文
化
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
、
我
が
国
の
都

市
を
象
徴
す
る
渋
谷

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
、
世
界
で
唯
一

無
二
の
空
間
で
あ

る
。
巨
大
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
擁
し
、
国
内

外
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や

商
業
施
設
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
劇
場
、
映

画
館
な
ど
の
文
化
・

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設
が
集
積
し
、
独
自

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
音
楽
を
通
じ
て
、
多
様

な
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
文
化
を
発
信

し
て
い
る
。
多
様
な
人
々
が
集
う
こ
と
で
生

ま
れ
る
寛
容
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
も
街
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
産
業
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
産
業
も

集
積
。
渋
谷
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を
育
む
豊
か

な
土
壌
を
持
ち
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
が
盛
ん
な
創
造
都
市
、
文
化
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
生
み
だ
す
世
界
的
な
拠
点
で
あ

る
。
近
年
は
多
く
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
を
続
け
る
街
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
（U

N
 T
ourism

）

に
よ
る
と
、
2
0
2
3
年
の
国
際
観
光
客
到

着
数
は
、
強
力
な
繰
越
需
要
に
支
え
ら
れ
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
レ
ベ
ル
の
89
%
に
回

復
。
観
光
に
よ
る
輸
出
収
入
は
96
％
に
回
復

し
、
観
光
直
接
G
D
P
は
2
0
1
9
年
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
達
し
た
。
2
0
2
4
年
第
1
四

半
期
の
国
際
観
光
客
到
着
数
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
約
20
%
増
加
、
2
0
1
9
年
の
97
％

に
達
し
て
い
る
。
2
0
2
4
年
は
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
完
全
に
回
復
す
る
と
予

（
量
）と
行
動（
質
）を
適
切
に
管
理
し
、住
民
、

訪
問
者
、
両
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

こ
と

◎
複
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と

―
問
題
現
象
を
分
解
し
、
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
全
体
最
適
を
図
る
こ
と
、
そ
の

た
め
の
体
制
構
築
を
通
じ
て
総
力
で
対
応
す

る
こ
と

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
や
や
長

期
的
で
連
続
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
短
期
・
特
定
期

間
で
講
じ
ら
れ
る
た
め
、
や
や
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
あ
る
特
定
の
場

所
、
特
定
の
時
期
・
時
間
に
発
生
す
る
問
題
、

と
の
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
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後
藤
健
太
郎（
2
0
2
0
）：「
由
布
院
―
生
活
型
観
光
地
が
模
索
す
る
暮
ら
し
と
観
光
の
距
離
感
」、

『
ポ
ス
ト
・
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム 

界
隈
を
再
生
す
る
観
光
戦
略
』、p
1
7
1
〜
1
9
2

渋
谷
区
議
会
会
議
録 

令
和
１
年 

定
例
会（
第
4
回
）11
月
22
日
‐
14
号
。ま
た
、『
渋
谷
区
産
業
・
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
』（
2
0
2
0
年
4
月
策
定
）で
は
、30
の
具
体
的
施
策
の
う
ち
、来
街
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
2
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

現
地
調
査
は
、2
0
2
3
年
9
月
9
日（
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー
ド
等
掲
出
前
）、10
月
22
日（
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
期
間
開
始
前
）、31
日（
当
日
、飲
酒
制
限
開
始
時
間
前
）に
実
施
。ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、2
0
2
4

年
3
月
8
日
に
実
施
。

『
渋
谷
区
実
施
計
画
2
0
2
0
』、p
1
3
2
。「
文
化
の
掛
け
算
は
い
っ
そ
う
加
速
す
る
は
ず
。渋
谷
区

は
そ
の
掛
け
算
を
誘
発
す
る
文
化
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
」を
す
す
め
る
と

し
て
い
る
。

『
渋
谷
区
実
施
計
画
2
0
1
7
』、p
59
。な
お
、コ
ロ
ナ
禍
前
、2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
事
件

の
前
、そ
し
て
2
0
1
9
年
の
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
に
お
い
て
、渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。具
体
的
に
は
、代
々
木
公
園
で
開
催
す
る

な
ど
検
討
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、セ
ン
タ
ー
街
か
ら
代
々
木
公
園
ま
で
距
離
が
あ
る

こ
と
、動
線
、地
形
の
影
響
を
受
け
狭
い
道
も
あ
り
厳
し
い
こ
と
、結
局
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周

辺
や
セ
ン
タ
ー
街
な
ど
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
異
な
り
、数
日
間
に
及

ぶ
た
め
ず
っ
と
誘
導
し
続
け
る
の
は
難
し
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。

近
隣
の
商
店
街
で
は
、同
時
間
帯
に
商
売
が
で
き
ず
に
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
事

案
が
起
き
て
い
る
こ
と
、売
り
上
げ
は
3
分
の
1
と
な
り
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
て

い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

渋
谷
区
議
会
会
議
録
、令
和
1
年 

定
例
会（
第
2
回
）6
月
6
日
‐
06
号

エ
リ
ア
の
拡
大
が
修
正
提
案
さ
れ
る
一
方
、最
低
限
に
す
べ
き
と
の
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

渋
谷
区
議
会
会
議
録
、令
和
1
年 

定
例
会（
第
4
回
）11
月
21
日
‐
13
号

2
0
2
4
年
3
月
8
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
よ
り

2
0
2
4
年
3
月
8
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
よ
り

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、観
光
政
策
と
し
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
い
る
の
か
、ブ
レ

ー
キ
を
踏
ん
で
い
る
の
か
、ど
ち
ら
な
の
か
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
が
、そ
れ
は
ハ
ン
ド
ル
と
な
る
未
来
像

（
ビ
ジ
ョ
ン
）と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、状
況
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。時
間
軸
で
見
る
と

全
体
と
し
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
も
、そ
の
逆
の
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
の
は
、

普
通
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
、区
民
及
び
来
街
者
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
の
対
策
で
は
あ
る
も
の
の
、対
策

自
体
は
、ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
目
的
で
の
来
街
者
や
仮
装
を
見
に
来
た
来
街
者
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。渋
谷

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
区
民
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
の
こ
と
。同
対
策
に
税
金
を
充
当
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
、条
例
制
定
当
初
よ
り
、区
長
、区
議
会
、区
民
等
か
ら
本
意
で
は
な
い
と
発
せ
ら
れ
て
お

り
、今
後
の
課
題
で
あ
る
。

想
さ
れ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
の
水
準
を

2
%
上
回
る
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
内
外
の
観
光
地
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
再
燃
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
既
に
問
題
現
象
が
顕
れ
て
い
る
地
域
も

見
受
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
明
け
の
刻
々
と
状

況
が
変
化
す
る
中
で
、
効
果
的
な
対
策
を
見

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
稿
で
は
、

そ
の
一
例
と
し
て
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

対
策
を
取
り
上
げ
る
。

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
と
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
主
な
共
通
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
公
共
空
間
で
自
然
発
生
的
に
人
が
集
う
こ

と
に
伴
う
問
題
現
象
へ
の
対
策
で
あ
る
こ
と

―
主
催
者
不
在
の
、
自
然
発
生
的
な
混
雑

ン
を
渋
谷
の
誇
り
に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

発
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋

谷
駅
周
辺
に
集
ま
る
人
々
が
マ
ナ
ー
と
モ
ラ

ル
を
守
り
つ
つ
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
力

が
原
動
力
と
な
り
、
世
界
に
誇
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
さ
せ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
を
通
じ

て
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
、
渋
谷
の
価

値
を
高
め
る
、と
い
う
決
意
表
明
で
も
あ
る
。

同
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
多
く
の
人
々
と
共
有
し
、

街
を
守
る
取
組
と
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

を
並
行
し
て
行
う
こ
と
で
、
秩
序
を
保
ち
つ

つ
賑
わ
い
を
創
出
し
、
成
熟
し
た
魅
力
あ
る

に
先
立
っ
て
「
迷
惑
路
上
飲
酒
ゼ
ロ
」
を
宣

言
し
、
9
月
1
日
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
当
日
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
い
た
酒
類
の
販
売
自
粛
要
請
や
、
ご

み
対
策
及
び
た
ば
こ
等
の
マ
ナ
ー
啓
発
も
行

わ
れ
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日
は
、
区
職
員
、

警
備
員
を
増
員
し
て
早
朝
ま
で
巡
回
が
行
わ

れ
た
。

③
来
街
者
等
の
流
動
の
管
理

―
一
方
通
行
化
等
に
よ
る
誘
導

　
5
類
移
行
後
、
平
時
の
人
流
が
コ
ロ
ナ
前

を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間

の
更
な
る
混
雑
が
危
惧
さ
れ
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
目
的
の
来
街
者
に
は
、
仮
装
す
る

人
を
見
に
来
る
人
も
含
ま
れ
る
。
彼
ら
は
見

る
た
め
に
同
じ
エ
リ
ア
を
回
遊
す
る
た
め
、

滞
留
を
引
き
起
こ
す
一
因
に
も
な
る
。区
は
、

渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
警
備
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
セ
ン

タ
ー
街
入
口
で
は
中
央
に
柵
を
設
置
し
一
方

通
行
化
を
行
う
と
と
も
に
、
渋
谷
駅
で
は
、

ハ
チ
公
改
札
口
は
出
場
不
可
と
し
、
入
場
の

み
の
規
制
と
し
た
。
渋
谷
駅
前
広
場
に
直
接

出
ら
れ
な
い
、
宮
益
坂
口
か
ら
出
る
動
線
と

し
た
の
で
あ
る
。

　「
D
J
ポ
リ
ス
」
の
ほ
か
、
区
職
員
及
び

警
備
員
に
よ
り
滞
留
し
な
い
よ
う
誘
導
す
る

呼
び
か
け
も
行
い
人
々
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
な
対
策
を
取
る
と
と
も
に
、
爆
音
車

な
ど
の
迷
惑
車
両
が
駐
車
し
な
い
よ
う
に
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
、
新
た
に
対

策
も
講
じ
た
。

④
滞
留
地
点
の
一
時
閉
鎖

― 

ハ
チ
公
像
の
仮
囲
い
の
設
置

　
同
じ
く
、
区
は
渋
谷
警
察
や
J
R
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
、
渋
谷

駅
の
ハ
チ
公
像
周
辺
や
渋
谷
区
民
憲
章
ボ
ー

ド
前
な
ど
広
場
の
一
部
に
仮
囲
い
を
設
置【
写

真
4
】。
観
光
対
象
を
一
時
的
に
閉
鎖
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、来
街
者
の
滞
留
を
抑
制
し
、人
々

が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
対
策
を
講
じ
た
。

渋
谷
区
に
住
む
人
だ
け
で
は
な
く
、
渋
谷
で

働
く
人
、
渋
谷
で
学
ぶ
人
、
渋
谷
を
訪
れ
る

人
、
渋
谷
が
好
き
な
人
な
ど
、
渋
谷
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
「
渋
谷
民
」
と
称
し
、

内
外
か
ら
「
同
区
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
の

力
を
、ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
と
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て

い
る
。

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
期
間
は
、
若
者
を
中
心
に

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
周
辺
や
セ
ン

タ
ー
街
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
街
全

体
が
仮
装
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
う
。

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
自
然
発

生
的
に
来
街
者
が
増
加
し
、
規
模
は
拡
大
し

て
い
っ
た
が
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク

横
転
事
件
発
生
等
の
事
態
を
受
け
て
、
渋
谷

区
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
「
渋
谷
駅
周
辺

地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確
保
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
条
例
制

定
に
至
る
経
緯
、
背
景
を
区
長
等
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
発
言
と
と
も
に
整
理
す
る【
表
2
】。

ま
た
、
渋
谷
区
自
身
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
の
期
間
に
は
来
街
者
が
集
中
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
態
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
渋
谷
区
の

政
策
対
応
は
、
長
年
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て

お
り
、
問
題
現
象
の
変
容
や
重
要
な
局
面
に

お
い
て
区
が
ど
の
よ
う
な
考
え
、
姿
勢
の
も

と
対
応
し
て
き
た
か
が
把
握
で
き
る
。
行
政

と
し
て
の
関
与
、
そ
し
て
行
政
の
代
表
で
あ

る
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か

ら
も
参
考
に
な
る
実
践
事
例
で
あ
る
。

2
0
2
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
及
び
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
対
策
に
加
え
て
、
新
た
な
取

り
組
み
も
行
わ
れ
た
。
渋
谷
区
の
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

1) 渋谷区公式サイト
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/
2) 渋谷区公式SNS（X（旧twitter）、Instagram、Facebook）
3) 渋谷区（2016）：渋谷区基本構想
4) 渋谷区（2017）：渋谷区長期基本計画2017-2026
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/basicplan.html
5) 渋谷区（2017）：渋谷区実施計画2017
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/action2023.html
6) 渋谷区（2020）：渋谷区実施計画2020
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/action2023.html
7) 渋谷区（2021）：渋谷区長期基本計画2017-2026中間評価
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/basicplan.html
8) 渋谷区（2023）：渋谷区実施計画2023
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-plan/action2023.html
9) 渋谷区議会会議録検索システム
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/shibuya/SpTop.html
10) 渋谷区（2019）：渋谷区まちづくりマスタープラン
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-design-plan/machi_mas.html
11) 渋谷区（2020）：渋谷区産業・観光ビジョン
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/shibuyaku-sangyo-plan/sangyokanko_vision.html
12) 菊地悠人（2016）：ハロウィーン迷惑行為、渋谷区の対策とは？アンチを味方にして、市場を育てていけるか、東洋経済ONLINE
https://toyokeizai.net/articles/-/143584
13) 木曽崇（2017）：渋谷駅前が｢荒れた所｣から観光地化した事情 仕掛け人は元博報堂の40代異色区長だった！、東洋経済ONLINE
https://toyokeizai.net/articles/-/181002?display=b
14) 菊地映輝（2020）：渋谷ハロウィンへの批判を乗り越え社会のアップデートの契機にしよう、GLOCOM OPINION PAPER、No.30
https://www.glocom.ac.jp/publicity/opinion/5059
15) 中谷健太郎（2024）：地域のブレンド力を磨く―この土地に運ばれたものを暮らしに編み込む、観光文化、260号、pp.52-59
https://www.jtb.or.jp/tourism-culture/bunka260/260-18/
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ぎ
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
な

ど
も
来
街
し
、
量
的
な
問
題
も
顕
在
化
。
仮

装
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
仮
装
見
物
等
を
目

的
と
し
た
人
々
の
増
加
な
ど
、
来
街
者
層
も

変
化
し
て
い
っ
た
。迷
惑
行
為
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
逮
捕
者
も
出
る

な
ど
、
初
期
に
比
べ
て
事
態
は
質
的
な
面
で

深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
渋
谷
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
は
街
の
経
済
に
も
寄
与
し
な
い
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
路
上
飲
酒
が
定
着
。
コ
ロ
ナ
明

け
は
、
2
0
1
9
年
よ
り
も
多
い
来
街
者
数

と
な
り
、
人
流
が
再
び
問
題
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
問
題
現
象
は
変
容
す
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
渋
谷
区
で

は
、
複
数
年
に
わ
た
り
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
事

前
・
当
日
・
事
後
も
含
め
て
量
的
、
質
的
な

問
題
に
対
し
て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横

転
事
件
、
2
0
2
2
年
の
梨
泰
院
雑
踏
事
故

な
ど
が
発
生
し
た
局
面
で
、
即
時
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
と
対
策
・
対
応
の
修
正
変
更

を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
2
0
1
8
年
は
、

検
討
会
の
設
置
、
条
例
の
制
定
・
施
行
と
非

常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
対
策
が
な
さ
れ
た
。

　
各
局
面
に
応
じ
て
、
ま
た
多
岐
に
わ
た
る

問
題
に
対
し
て
即
応
型
管
理
と
未
然
防
止
対

応
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
区
役
所
内
に
お
い
て
は
、
横
断

的
な
役
割
分
担
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
さ
ら

に
現
場
で
具
体
的
に
反
映
、
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

◎
明
確
な
未
来
像
の
設
定
と

そ
れ
に
基
づ
く
決
断

　
渋
谷
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
根
底
に

は
、
常
に
基
本
理
念
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」や
明
確
な
未
来
像「
ち

が
い
を 

ち
か
ら
に 

変
え
る
街
。
渋
谷
区
」

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
渋
谷
と

い
う
街
が
持
つ
特
性
、
地
域
固
有
の
渋
谷
ら

し
さ
等
を
踏
ま
え
て
世
界
的
視
野
を
持
っ
て

導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
資

す
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
対
象
と
対

策
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
2
0
1
7
年
は
、「
盛
り
上
が

り
を
活
か
す
の
が
渋
谷
ら
し
さ
」
と
し
、「
秩

序
を
作
り
な
が
ら
、
他
の
街
と
も
連
携
し
て

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
、
同
区
に
集
ま
る
多

様
な
人
々
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

し
て
い
く
考
え
が
確
認
で
き
る
。
2
0
1
8

年
は
、
犯
罪
行
為
に
至
ら
な
く
て
も
、
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
違
反
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

「
渋
谷
を
愛
し
、
こ
の
街
を
誇
れ
る
も
の
に

し
て
い
く
思
い
の
な
い
人
た
ち
」
と
、
同
区

の
描
く
未
来
像
か
ら
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
、
渋
谷
の
価
値
を
と
も
に
高
め
る
存

在
で
は
な
い
と
非
対
象
設
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
策
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容
は
、
対
処
す
る
問
題
、
状
況
に
応
じ
て

変
化
す
る
が
、
決
断
の
拠
り
所
は
「
未
来
像
」

で
あ
る
。
近
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
は
制

限
、
抑
制
策
が
注
目
さ
れ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ

（
規
制
）
を
踏
む
か
、
ア
ク
セ
ル
（
促
進
）
を

踏
む
か
、
ど
の
程
度
減
速
す
る
か
加
速
す
る

か
、
こ
れ
ら
全
て
の
対
応
策
は
ハ
ン
ド
ル
と

な
る
未
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
判
断
、
決
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
最
後
に
、
渋
谷
区
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
並
ぶ
、
世
界
に
誇
れ
る
よ

う
な
魅
力
溢
れ
る
「
成
熟
し
た
国
際
都
市
」

を
目
指
し
て
現
在
も
歩
み
続
け
て
い
る
。

2
0
2
4
年
5
月
31
日
に
は
、
多
種
多
様
な

民
族
と
文
化
が
共
生
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

観
光
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、
多
様

性
、
世
界
に
誇
れ
る
ア
ー
ト
、
自
然
保
護
、

音
楽
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
文
化
継
承
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
な
ど
の
多
方
面
に
お
い

て
、
多
様
な
分
野
で
の
知
識
及
び
経
験
の
交

換
、
事
業
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
6
月
17
日
の
渋
谷
区
議
会
で
は
、

路
上
飲
酒
の
制
限
期
間
を
通
年
と
す
る
「
渋

谷
駅
周
辺
地
域
の
安
全
で
安
心
な
環
境
の
確

保
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。
制
限
エ
リ
ア
も
拡
大
さ
れ
る

（
10
月
1
日
施
行
）【
表
6
】。
渋
谷
区
政
に

よ
る
現
在
進
行
形
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
未
来
像
が
実
現
す
る
日
を
願
っ
て
、
今

後
も
同
区
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
状
況
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
谷
区
危

機
管
理
対
策
部
安
全
対
策
課
、
土
木
部
企
画

管
理
課
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
広
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
概
要
】

日
時
：
2
0
2
4
年
3
月
8
日
（
金
）

11
:
00
〜
12
:
00

場
所
：
渋
谷
区
役
所

取
材
者
：
後
藤
健
太
郎
、
後
藤
伸
一

（（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
）

国
際
都
市
へ
の
進
化
を
追
求
す
る
と
い
う
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
渋
谷
の

誇
り
に
」
す
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
は
、

例
え
ば
、2
0
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
な
ど
を
含

め
た
、
渋
谷
を
愛
す
る
人
々
の
活
動
及
び
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
翌
日
朝
の
最
も
き
れ
い
な
状
態

を
含
め
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
全
体
を
指
す
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
の
成
果

　
2
0
1
9
年
は
、
条
例
に
基
づ
き
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
オ
ウ
ン

ド
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
た
啓
発
情
報
の
発
信

　
な
お
、
区
長
と
し
て

「
来
な
い
で
ほ
し
い
」

と
発
信
す
る
こ
と
は
本

意
で
は
な
い
が
、
区
民

及
び
来
街
者
の
安
全
を

第
一
に
考
え
た
場
合
、

国
内
外
の
人
々
に
要
請

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
例
年
よ
り

約
一
か
月
以
上
早
い
9

月
12
日
に
記
者
会
見
を

行
い
、
来
街
自
粛
を
お

願
い
。
10
月
5
日
に
は

新
た
に
作
成
し
た
外
国

語
の
動
画
を
公
開
、
外

国
特
派
員
協
会
に
お
い

て
記
者
会
見
を
開
く
な

ど
、
外
国
人
旅
行
者
に

対
し
て
も
区
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
明
確
に
届
く

よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ

た【
図
1
】。
ま
た
、
来

街
自
粛
や
マ
ナ
ー
啓
発

の
呼
び
か
け
だ
け
で
は

な
く
、「
バ
ー
チ
ャ
ル

渋
谷
」
の
活
用
な
ど
、

来
訪
せ
ず
に
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
を
楽
し
め
る

※
14

※
13

表 6 条例及び施行規則改正の概要

●渋谷駅周辺地域に「円山町」を追加（条例第2条）
●飲酒の制限区域は、【右図】を参照（詳細は規則第
３条別表）

●来街者から来街者「等」（区民及び来街者）に変更
●その責務を「区が実施する施策に協力しなければ
ならない」に変更（条例第３、５条等）

●飲酒の制限対象期間を「ハロウィーン、年末カウン
トダウン等の特定の期間」から通年へ
（第6条）
●時間帯は、「午後６時から翌日の午前５時まで」
（規則第３条第２項）
※区長が特に必要と認めるときは、期日を指定して
前項の時間帯を変更することが可能（同条第3項）
●（通年化を受けて）区長は、「特に必要と認める期
日及び時間帯並びに区域を指定して飲酒の制限を
解除」することが可能（第6条第２項）
●解除は、制限区域及び時間帯において、以下に該
当する場合
（１）区が主催、後援、協賛又は共催する催しが実施
される場合 
（２）制限区域等において、町会、商店会その他これ
に準ずる地域団体の催しが実施される場合 
（３）その他区長が特に必要と認める場合（規則第4
条）

●区長は、飲酒の制限（第６条）に対してだけではな
く、第７条の規定に違反する行為に対しても中止す
るよう指導することが可能（第８条）

エリア

責務

期間・
時間帯

指導

渋谷区では、公共空間での路上飲酒が常態化している現状及び地域からの要望を受けて、
2024年6月に条例の改正を行った。制限期間が通年となったことを受けて、新たに制限を解除する基準を定めている。

「渋谷駅周辺地域の安全で安心な
環境の確保に関する条例」の改正

出典：渋谷区安全対策課提供資料より（公財）日本交通公社作成

出典：渋谷区安全対策課提供資料

追加エリア
飲酒禁止エリア

第262号 August 202447
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外
山
昌
樹（
と
や
ま・ま
さ
き
）

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部

観
光
政
策
学
科
・
准
教
授
。

1
9
8
4
年
北
海
道
生
ま
れ
。筑

波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
経
営
学
）。公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、淑
徳
大
学
を
経
て

2
0
2
3
年
4
月
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
マ
ー
ケ

ティン
グ
、消
費
者
行
動

図2）輪読に用いた本

図1）ゼミや講義が
行われるキャンパ
ス内の1号館

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

高
崎
経
済
大
学 

地
域
政
策
学
部
観
光
政
策
学
科

外
山
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

22
回

第

群
馬
の
地
で

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

学
ぶ

て
優
れ
て
い
る
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
考
え

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

点
は
、
筆
者
自
身
が
日
本
交
通
公
社
在
籍
時

に
、
出
張
で
各
地
域
を
視
察
し
た
際
に
意
識

し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　
実
際
に
視
察
に
行
っ
て
み
る
と
、
築
地
場

外
市
場
や
豊
洲
の
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ

ツ 

T
O
K
Y
O 

D
M
M
」
に
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
、
学
生
に
と
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

活
気
を
肌
で
感
じ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　
2
年
生
の
「
基
礎
演
習
」
の
後
半
部
分
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
近
年
の

大
学
で
は
、
企
業
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
の
授
業
が
多
く
見
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
教
育
的
効
果
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
ま
っ

た
く
な
い
の
だ
が
、
実
務
の
現
場
に
お
い
て

大
事
な
の
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
課
題
を
発
見
す
る
こ
と

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
思
い
の
も
と
、
昨
年
度
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
か
な
り
学
術
研
究
に
寄

せ
た
形
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
任
意
の
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
関
連
す
る
先
行
研
究
を

調
査
し
た
上
で
、
解
決
す
べ
き
研
究
課
題
を

見
つ
け
出
す
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
は
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
最
終
的
に
は

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
研
究
課
題
の
発
見
ま
で
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
実
践
的
な
テ
ー
マ
は
社
会
に
出
て
か
ら
触

れ
る
機
会
は
数
多
い
が
、
学
術
的
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
取
り
組
む
機
会
は
、
社
会
人
向
け

の
大
学
院
に
進
ま
な
い
限
り
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学
生
の

時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経
験
を
積
ん
で
も
ら

い
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
の
実
務
に
つ
な
が

る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
筆
者
が
最
も
得
意
と
す
る
調
査
手
法
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お

い
て
も
、
顧
客
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
ス
キ

ル
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
3
年
生
の
「
演

習
Ⅰ
」
の
序
盤
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
習
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
調

査
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
グ

ル
ー
プ
で
興
味
の
あ
る
観
光
地
を
1
つ
選

こ
れ
ま
で
の
活
動
紹
介

　
こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
が
主
宰
す
る
ゼ
ミ
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
、

「
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
観
光
地
お
よ
び
観
光
関
連
産
業
に
お

け
る
集
客
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
を

研
究
対
象
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
筆
者
は
2
0
2
3
年
4
月
に
本
学

へ
着
任
し
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
4
年
6
月

現
在
は
、
1
期
生
で
あ
る
3
年
生
の
ゼ
ミ
し

か
担
当
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
紹

介
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
の
「
基
礎
演
習
」

の
授
業
内
容
と
、
今
年
度
の
「
演
習
Ⅰ
」
の

授
業
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
年
生
の
「
基
礎

演
習
」
の
前
半
部
分

で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
研
究
者
が
執

筆
し
た
大
学
生
向
け

の
教
科
書
の
翻
訳
版

で
あ
る
「
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（D

A
V
ID
 

W
E
A
V
E
R
,L
A
U
R
A
 L
A
W
T
O
N

著
、

国
枝
よ
し
み
監
訳
、
千
倉
書
房
）
と
い
う
本

（
図
2
）
に
つ
い
て
輪
読
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
毎
週
2
人
の
担
当
者
が
、
本
の
中

の
章
の
一
部
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
を
作

成
し
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
個
人
発
表
を

行
っ
た
後
、
意
見
交
換
を
行
う
と
い
う
形
式

で
進
め
た
。

　
輪
読
と
い
う
と
退
屈
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
実
際
に
退
屈
な
側

面
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
が
、
筆
者
は
そ

れ
で
も
輪
読
を
ゼ
ミ
活
動
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
学
術
的
な
研
究
を
行
う

に
せ
よ
、
現
場
で
の
活
動
を
行
う
に
せ
よ
、

基
本
的
な
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
卒
業
論
文
と
い
う
長
く
て
論
理
的

な
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

多
く
の
本
を
読
む
必
要
が
あ
る
。
専
門
的
な

本
を
読
む
こ
と
に
対
し
て
慣
れ
て
も
ら
う
こ

と
も
、
輪
読
を
導
入
し
て
い
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
自
ら
の
知
識
を
深
め
、

将
来
の
研
究
や
実
務
に
役
立
て
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
輪
読
の
時
間
を
大

切
に
し
て
い
る
。

 

　
2
年
生
の
「
基
礎
演
習
」
の
前
半
部
分
で

は
、輪
読
と
並
行
し
て
、観
光
分
野
の
ニ
ュ
ー

ス
に
関
す
る
個
人
発
表
も
行
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
観
光
専
門
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ト

ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス
」（h

ttp
s://w

w
w
.

travelvo
ice.jp

/

）
の
中
か
ら
、
毎
週
1
人

の
担
当
者
が
興
味
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
選

び
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
ま
と
め
た
5

分
程
度
の
発
表
資
料
をP

o
w
erP

o
in
t

で

作
成
し
、
授
業
時
間
内
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
形
式
で
進
め
た
。
本

学
で
は
、
2
年
生
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
授
業
が
意
外
と
少
な
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し

て
ゼ
ミ
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
た
次
第
で
あ

は
じ
め
に

　
高
崎
経
済
大
学
は
、
1
9
5
7
年
に
開
学

し
た
公
立
大
学
で
あ
る
。
開
学
以
降
、
長
ら

く
経
済
学
部
の
み
の
単
科
大
学
で
あ
っ
た

が
、
1
9
9
6
年
に
「
地
方
分
権
社
会
を
担

う
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
、

全
国
で
初
め
て
「
地
域
政
策
学
」
を
学
部
名
に

用
い
た
地
域
政
策
学
部
が
設
立
さ
れ
た
。
地

域
政
策
学
部
は
、
地
域
政
策
学
科
、
地
域
づ

く
り
学
科
、
観
光
政
策
学
科
の
3
学
科
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
観
光
政
策
学
科

に
所
属
し
て
い
る
。

　
公
立
大
学
と
い
う
と
、
地
元
出
身
の
学
生

や
近
隣
都
道
府
県
出
身
の
学
生
が
大
多
数
を

占
め
る
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
学
の
場
合
、
群
馬
県
出
身
者

の
割
合
は
例
年
20
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

埼
玉
や
茨
城
、
長
野
と
い
っ
た
近
隣
県
の
出

身
者
を
除
い
て
も
、
多
く
は
群
馬
か
ら
離
れ

た
地
域
出
身
の
学
生
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

東
京
都
内
の
有
名
大
学
も
首
都
圏
出
身
者
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

そ
う
し
た
中
で
、
様
々
な
地
域
か
ら
学
生
が

集
ま
り
、
学
び
や
交
流
を
深
め
ら
れ
る
点
は
、

本
学
の
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
本
学
の
地
域
政
策
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の

概
要
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
ゼ
ミ
は
必
修

科
目
で
あ
り
、
1
つ
の
ゼ
ミ
あ
た
り
の
所
属

人
数
は
12
人
前
後
で
あ
る
。本
学
の
学
生
は
、

2
年
生
の
後
期
か
ら
「
基
礎
演
習
」
を
履
修

し
、
そ
の
後
、
3
年
生
と
4
年
生
は
通
年
で

「
演
習
Ⅰ
」「
演
習
Ⅱ
」
と
い
う
科
目
を
履
修

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
4
年
生
の
ゼ
ミ

で
は
、
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
。

　
学
生
に
と
っ
て
ゼ
ミ
活
動
の
始
ま
り
と
な

る
の
は
、
2
年
前
期
の
ゼ
ミ
選
考
で
あ
る
。

学
生
は
、
所
属
を
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
す

る
の
だ
が
、
希
望
者
多
数
の
ゼ
ミ
で
は
選
抜

が
あ
る
。
本
学
の
場
合
、
ゼ
ミ
選
び
の
参
考

と
な
る
機
会
が
多
い
。
学
生
団
体
が
主
催
す

る
ゼ
ミ
説
明
会
で
は
、
先
輩
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
ゼ
ミ
活
動
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
各

教
員
に
よ
っ
て
3
年
以
降
の
ゼ
ミ
の
授
業
を

開
放
し
て
見
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
オ
ー

プ
ン
ゼ
ミ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

学
生
が
教
員
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取

び
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
項
目

を
作
成
し
た
。
ち
な
み
に
各
グ
ル
ー
プ
の
調

査
対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
、
金
沢
、
熱
海

で
あ
っ
た
。
調
査
項
目
を
作
成
し
た
後
は
、

W
eb

で
回
答
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
学
生
が
友
人
ら
に
回
答

を
依
頼
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
消
費
者

の
属
性
な
ど
様
々
な
軸
を
用
い
て
ク
ロ
ス
集

計
を
行
い
、
属
性
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
た

項
目
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
違
い
が

生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
最
後
に
、
分
析
結
果
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
図
3
）。

　
時
間
の
都
合
上
、
分
析
手
法
に
つ
い
て
は

ク
ロ
ス
集
計
し
か
教
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
点
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
の
考
察
を
深
め
る
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
収
穫
で

あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
ゼ
ミ
活
動
の

概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。
先

に
述
べ
た
通
り
、
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
は
「
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
が
、
観

光
に
つ
い
て
学
ぶ
と
同
時

に
、
将
来
、
学
生
が
観
光
以

外
の
分
野
に
就
職
し
た
と
し

て
も
活
か
せ
る
よ
う
な
能
力

の
育
成
を
心
が
け
て
い
る
。

　
学
生
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
今
後
も
ゼ
ミ
活
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

る
。
な
お
、
最
近
の
学
生
のP

o
w
erP

o
in
t

の
ス
ラ
イ
ド
作
成
技
術
は
非
常
に
高
く
、
見

栄
え
が
よ
く
て
洗
練
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
が
毎

回
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
つ
い
て
学
ぶ
上
で
は
、
当
然
な
が

ら
実
際
の
現
場
を
見
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
本
学
が
所
在
す
る
高
崎
と
い
う
街
は
ま

ぎ
れ
も
な
い
地
方
都
市
だ
が
、
東
京
か
ら
あ

る
程
度
近
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
新
幹
線
を

使
え
ば
片
道
50
分
、
在
来
線
に
乗
っ
て
も
2

時
間
で
東
京
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

地
理
的
な
好
条
件
を
生
か
し
、「
基
礎
演
習
」

の
課
外
活
動
と
し
て
、
2
0
2
3
年
の
秋
に

東
京
都
内
観
光
地
を
め
ぐ
る
日
帰
り
視
察
を

実
施
し
た
。

　
具
体
的
な
視
察
場
所
に
つ
い
て
は
学
生
に

候
補
を
出
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
希
望
が

多
か
っ
た
築
地
・
豊
洲
エ
リ
ア
を
巡
っ
た
。

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
視
察
ル
ー
ト
は
、

幹
事
役
の
学
生
を
中
心
に
決
定
し
て
も
ら

い
、
な
る
べ
く
学
生
主
体
で
取
り
組
み
を
進

め
て
も
ら
っ
た
。
視
察
時
に
は
、
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
供
給
側
と
し
て
の
視

点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
、
旅
行

者
の
客
層
や
、
観
光
資
源
や
観
光
施
設
と
し

（
2
）観
光
関
連
の

ニ
ュ
ー
ス
の
発
表

（
3
）東
京
都
内
観
光
地
の

日
帰
り
視
察

（
1
）専
門
書
の

輪
読

り
、
個
別
に
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
質
問
す
る

「
研
究
室
訪
問
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
本
学
に
着
任
し
て
か
ら
初
め
て
研
究
室
訪

問
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
、
学
生
の
ゼ
ミ
活

動
へ
の
関
心
の
高
さ
に
驚
い
た
記
憶
が
あ

る
。
ゼ
ミ
選
考
に
あ
た
っ
て
の
活
動
が
充
実

し
て
い
る
点
は
、
本
学
の
地
域
政
策
学
部
に

お
い
て
ゼ
ミ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
文
化

を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
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外
山
昌
樹（
と
や
ま・ま
さ
き
）

高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部

観
光
政
策
学
科
・
准
教
授
。

1
9
8
4
年
北
海
道
生
ま
れ
。筑

波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
科
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
経
営
学
）。公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、淑
徳
大
学
を
経
て

2
0
2
3
年
4
月
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
マ
ー
ケ

ティン
グ
、消
費
者
行
動

図2）輪読に用いた本

図1）ゼミや講義が
行われるキャンパ
ス内の1号館

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

高
崎
経
済
大
学 

地
域
政
策
学
部
観
光
政
策
学
科

外
山
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

22
回

第

群
馬
の
地
で

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

学
ぶ

て
優
れ
て
い
る
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
考
え

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

点
は
、
筆
者
自
身
が
日
本
交
通
公
社
在
籍
時

に
、
出
張
で
各
地
域
を
視
察
し
た
際
に
意
識

し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　
実
際
に
視
察
に
行
っ
て
み
る
と
、
築
地
場

外
市
場
や
豊
洲
の
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ

ツ 

T
O
K
Y
O 

D
M
M
」
に
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
、
学
生
に
と
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

活
気
を
肌
で
感
じ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　
2
年
生
の
「
基
礎
演
習
」
の
後
半
部
分
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
近
年
の

大
学
で
は
、
企
業
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
の
授
業
が
多
く
見
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
教
育
的
効
果
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
ま
っ

た
く
な
い
の
だ
が
、
実
務
の
現
場
に
お
い
て

大
事
な
の
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
課
題
を
発
見
す
る
こ
と

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
思
い
の
も
と
、
昨
年
度
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
か
な
り
学
術
研
究
に
寄

せ
た
形
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
任
意
の
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
関
連
す
る
先
行
研
究
を

調
査
し
た
上
で
、
解
決
す
べ
き
研
究
課
題
を

見
つ
け
出
す
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
は
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
最
終
的
に
は

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
研
究
課
題
の
発
見
ま
で
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
実
践
的
な
テ
ー
マ
は
社
会
に
出
て
か
ら
触

れ
る
機
会
は
数
多
い
が
、
学
術
的
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
取
り
組
む
機
会
は
、
社
会
人
向
け

の
大
学
院
に
進
ま
な
い
限
り
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学
生
の

時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経
験
を
積
ん
で
も
ら

い
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
の
実
務
に
つ
な
が

る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
筆
者
が
最
も
得
意
と
す
る
調
査
手
法
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お

い
て
も
、
顧
客
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
ス
キ

ル
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
3
年
生
の
「
演

習
Ⅰ
」
の
序
盤
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
習
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
調

査
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
グ

ル
ー
プ
で
興
味
の
あ
る
観
光
地
を
1
つ
選

こ
れ
ま
で
の
活
動
紹
介

　
こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
が
主
宰
す
る
ゼ
ミ
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
、

「
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
観
光
地
お
よ
び
観
光
関
連
産
業
に
お

け
る
集
客
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
を

研
究
対
象
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
筆
者
は
2
0
2
3
年
4
月
に
本
学

へ
着
任
し
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
4
年
6
月

現
在
は
、
1
期
生
で
あ
る
3
年
生
の
ゼ
ミ
し

か
担
当
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
紹

介
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
の
「
基
礎
演
習
」

の
授
業
内
容
と
、
今
年
度
の
「
演
習
Ⅰ
」
の

授
業
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
年
生
の
「
基
礎

演
習
」
の
前
半
部
分

で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
研
究
者
が
執

筆
し
た
大
学
生
向
け

の
教
科
書
の
翻
訳
版

で
あ
る
「
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（D

A
V
ID
 

W
E
A
V
E
R
,L
A
U
R
A
 L
A
W
T
O
N

著
、

国
枝
よ
し
み
監
訳
、
千
倉
書
房
）
と
い
う
本

（
図
2
）
に
つ
い
て
輪
読
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
毎
週
2
人
の
担
当
者
が
、
本
の
中

の
章
の
一
部
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
を
作

成
し
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
個
人
発
表
を

行
っ
た
後
、
意
見
交
換
を
行
う
と
い
う
形
式

で
進
め
た
。

　
輪
読
と
い
う
と
退
屈
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
実
際
に
退
屈
な
側

面
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
が
、
筆
者
は
そ

れ
で
も
輪
読
を
ゼ
ミ
活
動
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
学
術
的
な
研
究
を
行
う

に
せ
よ
、
現
場
で
の
活
動
を
行
う
に
せ
よ
、

基
本
的
な
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
卒
業
論
文
と
い
う
長
く
て
論
理
的

な
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

多
く
の
本
を
読
む
必
要
が
あ
る
。
専
門
的
な

本
を
読
む
こ
と
に
対
し
て
慣
れ
て
も
ら
う
こ

と
も
、
輪
読
を
導
入
し
て
い
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
自
ら
の
知
識
を
深
め
、

将
来
の
研
究
や
実
務
に
役
立
て
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
輪
読
の
時
間
を
大

切
に
し
て
い
る
。

 

　
2
年
生
の
「
基
礎
演
習
」
の
前
半
部
分
で

は
、輪
読
と
並
行
し
て
、観
光
分
野
の
ニ
ュ
ー

ス
に
関
す
る
個
人
発
表
も
行
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
観
光
専
門
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ト

ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス
」（h

ttp
s://w

w
w
.

travelvo
ice.jp

/

）
の
中
か
ら
、
毎
週
1
人

の
担
当
者
が
興
味
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
選

び
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
ま
と
め
た
5

分
程
度
の
発
表
資
料
をP

o
w
erP

o
in
t

で

作
成
し
、
授
業
時
間
内
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
形
式
で
進
め
た
。
本

学
で
は
、
2
年
生
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
授
業
が
意
外
と
少
な
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し

て
ゼ
ミ
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
た
次
第
で
あ

は
じ
め
に

　
高
崎
経
済
大
学
は
、
1
9
5
7
年
に
開
学

し
た
公
立
大
学
で
あ
る
。
開
学
以
降
、
長
ら

く
経
済
学
部
の
み
の
単
科
大
学
で
あ
っ
た

が
、
1
9
9
6
年
に
「
地
方
分
権
社
会
を
担

う
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
、

全
国
で
初
め
て
「
地
域
政
策
学
」
を
学
部
名
に

用
い
た
地
域
政
策
学
部
が
設
立
さ
れ
た
。
地

域
政
策
学
部
は
、
地
域
政
策
学
科
、
地
域
づ

く
り
学
科
、
観
光
政
策
学
科
の
3
学
科
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
観
光
政
策
学
科

に
所
属
し
て
い
る
。

　
公
立
大
学
と
い
う
と
、
地
元
出
身
の
学
生

や
近
隣
都
道
府
県
出
身
の
学
生
が
大
多
数
を

占
め
る
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
学
の
場
合
、
群
馬
県
出
身
者

の
割
合
は
例
年
20
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

埼
玉
や
茨
城
、
長
野
と
い
っ
た
近
隣
県
の
出

身
者
を
除
い
て
も
、
多
く
は
群
馬
か
ら
離
れ

た
地
域
出
身
の
学
生
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

東
京
都
内
の
有
名
大
学
も
首
都
圏
出
身
者
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

そ
う
し
た
中
で
、
様
々
な
地
域
か
ら
学
生
が

集
ま
り
、
学
び
や
交
流
を
深
め
ら
れ
る
点
は
、

本
学
の
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
本
学
の
地
域
政
策
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の

概
要
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
ゼ
ミ
は
必
修

科
目
で
あ
り
、
1
つ
の
ゼ
ミ
あ
た
り
の
所
属

人
数
は
12
人
前
後
で
あ
る
。本
学
の
学
生
は
、

2
年
生
の
後
期
か
ら
「
基
礎
演
習
」
を
履
修

し
、
そ
の
後
、
3
年
生
と
4
年
生
は
通
年
で

「
演
習
Ⅰ
」「
演
習
Ⅱ
」
と
い
う
科
目
を
履
修

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
4
年
生
の
ゼ
ミ

で
は
、
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
。

　
学
生
に
と
っ
て
ゼ
ミ
活
動
の
始
ま
り
と
な

る
の
は
、
2
年
前
期
の
ゼ
ミ
選
考
で
あ
る
。

学
生
は
、
所
属
を
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
す

る
の
だ
が
、
希
望
者
多
数
の
ゼ
ミ
で
は
選
抜

が
あ
る
。
本
学
の
場
合
、
ゼ
ミ
選
び
の
参
考

と
な
る
機
会
が
多
い
。
学
生
団
体
が
主
催
す

る
ゼ
ミ
説
明
会
で
は
、
先
輩
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
ゼ
ミ
活
動
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
各

教
員
に
よ
っ
て
3
年
以
降
の
ゼ
ミ
の
授
業
を

開
放
し
て
見
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
オ
ー

プ
ン
ゼ
ミ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

学
生
が
教
員
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取

び
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
項
目

を
作
成
し
た
。
ち
な
み
に
各
グ
ル
ー
プ
の
調

査
対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
、
金
沢
、
熱
海

で
あ
っ
た
。
調
査
項
目
を
作
成
し
た
後
は
、

W
eb

で
回
答
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
学
生
が
友
人
ら
に
回
答

を
依
頼
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
消
費
者

の
属
性
な
ど
様
々
な
軸
を
用
い
て
ク
ロ
ス
集

計
を
行
い
、
属
性
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
た

項
目
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
違
い
が

生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
最
後
に
、
分
析
結
果
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
図
3
）。

　
時
間
の
都
合
上
、
分
析
手
法
に
つ
い
て
は

ク
ロ
ス
集
計
し
か
教
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
点
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
の
考
察
を
深
め
る
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
収
穫
で

あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
ゼ
ミ
活
動
の

概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。
先

に
述
べ
た
通
り
、
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
は
「
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
が
、
観

光
に
つ
い
て
学
ぶ
と
同
時

に
、
将
来
、
学
生
が
観
光
以

外
の
分
野
に
就
職
し
た
と
し

て
も
活
か
せ
る
よ
う
な
能
力

の
育
成
を
心
が
け
て
い
る
。

　
学
生
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
今
後
も
ゼ
ミ
活
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

る
。
な
お
、
最
近
の
学
生
のP

o
w
erP

o
in
t

の
ス
ラ
イ
ド
作
成
技
術
は
非
常
に
高
く
、
見

栄
え
が
よ
く
て
洗
練
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
が
毎

回
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
つ
い
て
学
ぶ
上
で
は
、
当
然
な
が

ら
実
際
の
現
場
を
見
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
本
学
が
所
在
す
る
高
崎
と
い
う
街
は
ま

ぎ
れ
も
な
い
地
方
都
市
だ
が
、
東
京
か
ら
あ

る
程
度
近
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
新
幹
線
を

使
え
ば
片
道
50
分
、
在
来
線
に
乗
っ
て
も
2

時
間
で
東
京
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

地
理
的
な
好
条
件
を
生
か
し
、「
基
礎
演
習
」

の
課
外
活
動
と
し
て
、
2
0
2
3
年
の
秋
に

東
京
都
内
観
光
地
を
め
ぐ
る
日
帰
り
視
察
を

実
施
し
た
。

　
具
体
的
な
視
察
場
所
に
つ
い
て
は
学
生
に

候
補
を
出
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
希
望
が

多
か
っ
た
築
地
・
豊
洲
エ
リ
ア
を
巡
っ
た
。

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
視
察
ル
ー
ト
は
、

幹
事
役
の
学
生
を
中
心
に
決
定
し
て
も
ら

い
、
な
る
べ
く
学
生
主
体
で
取
り
組
み
を
進

め
て
も
ら
っ
た
。
視
察
時
に
は
、
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
供
給
側
と
し
て
の
視

点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
、
旅
行

者
の
客
層
や
、
観
光
資
源
や
観
光
施
設
と
し

（
2
）観
光
関
連
の

ニ
ュ
ー
ス
の
発
表

（
3
）東
京
都
内
観
光
地
の

日
帰
り
視
察

（
1
）専
門
書
の

輪
読

り
、
個
別
に
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
質
問
す
る

「
研
究
室
訪
問
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
本
学
に
着
任
し
て
か
ら
初
め
て
研
究
室
訪

問
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
、
学
生
の
ゼ
ミ
活

動
へ
の
関
心
の
高
さ
に
驚
い
た
記
憶
が
あ

る
。
ゼ
ミ
選
考
に
あ
た
っ
て
の
活
動
が
充
実

し
て
い
る
点
は
、
本
学
の
地
域
政
策
学
部
に

お
い
て
ゼ
ミ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
文
化

を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
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図3）アンケート調査結果に関するプレゼンテーションの様子

て
優
れ
て
い
る
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
考
え

て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

点
は
、
筆
者
自
身
が
日
本
交
通
公
社
在
籍
時

に
、
出
張
で
各
地
域
を
視
察
し
た
際
に
意
識

し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　
実
際
に
視
察
に
行
っ
て
み
る
と
、
築
地
場

外
市
場
や
豊
洲
の
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
プ
ラ
ネ
ッ

ツ 

T
O
K
Y
O 

D
M
M
」
に
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
、
学
生
に
と
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

活
気
を
肌
で
感
じ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ

う
に
思
う
。

　
2
年
生
の
「
基
礎
演
習
」
の
後
半
部
分
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
近
年
の

大
学
で
は
、
企
業
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
の
授
業
が
多
く
見
ら

れ
る
。
そ
う
し
た
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
教
育
的
効
果
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
ま
っ

た
く
な
い
の
だ
が
、
実
務
の
現
場
に
お
い
て

大
事
な
の
は
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
加
え
て
、
課
題
を
発
見
す
る
こ
と

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
思
い
の
も
と
、
昨
年
度
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
か
な
り
学
術
研
究
に
寄

せ
た
形
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
任
意
の
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
関
連
す
る
先
行
研
究
を

調
査
し
た
上
で
、
解
決
す
べ
き
研
究
課
題
を

見
つ
け
出
す
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
は
か
な
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取

り
組
み
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
最
終
的
に
は

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
研
究
課
題
の
発
見
ま
で
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
実
践
的
な
テ
ー
マ
は
社
会
に
出
て
か
ら
触

れ
る
機
会
は
数
多
い
が
、
学
術
的
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
取
り
組
む
機
会
は
、
社
会
人
向
け

の
大
学
院
に
進
ま
な
い
限
り
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学
生
の

時
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
経
験
を
積
ん
で
も
ら

い
な
が
ら
、
様
々
な
分
野
の
実
務
に
つ
な
が

る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
筆
者
が
最
も
得
意
と
す
る
調
査
手
法
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お

い
て
も
、
顧
客
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
ス
キ

ル
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
3
年
生
の
「
演

習
Ⅰ
」
の
序
盤
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

実
習
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
調

査
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
グ

ル
ー
プ
で
興
味
の
あ
る
観
光
地
を
1
つ
選

こ
れ
ま
で
の
活
動
紹
介

　
こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
が
主
宰
す
る
ゼ
ミ
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
、

「
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
観
光
地
お
よ
び
観
光
関
連
産
業
に
お

け
る
集
客
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
を

研
究
対
象
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
筆
者
は
2
0
2
3
年
4
月
に
本
学

へ
着
任
し
た
こ
と
か
ら
、
2
0
2
4
年
6
月

現
在
は
、
1
期
生
で
あ
る
3
年
生
の
ゼ
ミ
し

か
担
当
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
紹

介
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
の
「
基
礎
演
習
」

の
授
業
内
容
と
、
今
年
度
の
「
演
習
Ⅰ
」
の

授
業
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と

と
す
る
。

　
2
年
生
の
「
基
礎

演
習
」
の
前
半
部
分

で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
研
究
者
が
執

筆
し
た
大
学
生
向
け

の
教
科
書
の
翻
訳
版

で
あ
る
「
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（D

A
V
ID
 

W
E
A
V
E
R
,L
A
U
R
A
 L
A
W
T
O
N

著
、

国
枝
よ
し
み
監
訳
、
千
倉
書
房
）
と
い
う
本

（
図
2
）
に
つ
い
て
輪
読
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
毎
週
2
人
の
担
当
者
が
、
本
の
中

の
章
の
一
部
に
つ
い
て
ま
と
め
た
資
料
を
作

成
し
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
個
人
発
表
を

行
っ
た
後
、
意
見
交
換
を
行
う
と
い
う
形
式

で
進
め
た
。

　
輪
読
と
い
う
と
退
屈
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
実
際
に
退
屈
な
側

面
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
が
、
筆
者
は
そ

れ
で
も
輪
読
を
ゼ
ミ
活
動
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
、
学
術
的
な
研
究
を
行
う

に
せ
よ
、
現
場
で
の
活
動
を
行
う
に
せ
よ
、

基
本
的
な
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
卒
業
論
文
と
い
う
長
く
て
論
理
的

な
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

多
く
の
本
を
読
む
必
要
が
あ
る
。
専
門
的
な

本
を
読
む
こ
と
に
対
し
て
慣
れ
て
も
ら
う
こ

と
も
、
輪
読
を
導
入
し
て
い
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
。
学
生
た
ち
が
自
ら
の
知
識
を
深
め
、

将
来
の
研
究
や
実
務
に
役
立
て
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
輪
読
の
時
間
を
大

切
に
し
て
い
る
。

 

　
2
年
生
の
「
基
礎
演
習
」
の
前
半
部
分
で

は
、輪
読
と
並
行
し
て
、観
光
分
野
の
ニ
ュ
ー

ス
に
関
す
る
個
人
発
表
も
行
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
観
光
専
門
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ト

ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス
」（h

ttp
s://w

w
w
.

travelvo
ice.jp

/

）
の
中
か
ら
、
毎
週
1
人

の
担
当
者
が
興
味
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
選

び
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
ま
と
め
た
5

分
程
度
の
発
表
資
料
をP

o
w
erP

o
in
t

で

作
成
し
、
授
業
時
間
内
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
形
式
で
進
め
た
。
本

学
で
は
、
2
年
生
ま
で
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
授
業
が
意
外
と
少
な
い
と
い

う
話
を
聞
い
た
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し

て
ゼ
ミ
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
た
次
第
で
あ

は
じ
め
に

　
高
崎
経
済
大
学
は
、
1
9
5
7
年
に
開
学

し
た
公
立
大
学
で
あ
る
。
開
学
以
降
、
長
ら

く
経
済
学
部
の
み
の
単
科
大
学
で
あ
っ
た

が
、
1
9
9
6
年
に
「
地
方
分
権
社
会
を
担

う
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
、

全
国
で
初
め
て
「
地
域
政
策
学
」
を
学
部
名
に

用
い
た
地
域
政
策
学
部
が
設
立
さ
れ
た
。
地

域
政
策
学
部
は
、
地
域
政
策
学
科
、
地
域
づ

く
り
学
科
、
観
光
政
策
学
科
の
3
学
科
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
観
光
政
策
学
科

に
所
属
し
て
い
る
。

　
公
立
大
学
と
い
う
と
、
地
元
出
身
の
学
生

や
近
隣
都
道
府
県
出
身
の
学
生
が
大
多
数
を

占
め
る
印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
学
の
場
合
、
群
馬
県
出
身
者

の
割
合
は
例
年
20
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

埼
玉
や
茨
城
、
長
野
と
い
っ
た
近
隣
県
の
出

身
者
を
除
い
て
も
、
多
く
は
群
馬
か
ら
離
れ

た
地
域
出
身
の
学
生
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

東
京
都
内
の
有
名
大
学
も
首
都
圏
出
身
者
が

多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

そ
う
し
た
中
で
、
様
々
な
地
域
か
ら
学
生
が

集
ま
り
、
学
び
や
交
流
を
深
め
ら
れ
る
点
は
、

本
学
の
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
本
学
の
地
域
政
策
学
部
に
お
け
る
ゼ
ミ
の

概
要
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
ゼ
ミ
は
必
修

科
目
で
あ
り
、
1
つ
の
ゼ
ミ
あ
た
り
の
所
属

人
数
は
12
人
前
後
で
あ
る
。本
学
の
学
生
は
、

2
年
生
の
後
期
か
ら
「
基
礎
演
習
」
を
履
修

し
、
そ
の
後
、
3
年
生
と
4
年
生
は
通
年
で

「
演
習
Ⅰ
」「
演
習
Ⅱ
」
と
い
う
科
目
を
履
修

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
4
年
生
の
ゼ
ミ

で
は
、
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
。

　
学
生
に
と
っ
て
ゼ
ミ
活
動
の
始
ま
り
と
な

る
の
は
、
2
年
前
期
の
ゼ
ミ
選
考
で
あ
る
。

学
生
は
、
所
属
を
希
望
す
る
ゼ
ミ
を
選
択
す

る
の
だ
が
、
希
望
者
多
数
の
ゼ
ミ
で
は
選
抜

が
あ
る
。
本
学
の
場
合
、
ゼ
ミ
選
び
の
参
考

と
な
る
機
会
が
多
い
。
学
生
団
体
が
主
催
す

る
ゼ
ミ
説
明
会
で
は
、
先
輩
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
ゼ
ミ
活
動
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
各

教
員
に
よ
っ
て
3
年
以
降
の
ゼ
ミ
の
授
業
を

開
放
し
て
見
学
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
オ
ー

プ
ン
ゼ
ミ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

学
生
が
教
員
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取

び
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
項
目

を
作
成
し
た
。
ち
な
み
に
各
グ
ル
ー
プ
の
調

査
対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
、
金
沢
、
熱
海

で
あ
っ
た
。
調
査
項
目
を
作
成
し
た
後
は
、

W
eb

で
回
答
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
学
生
が
友
人
ら
に
回
答

を
依
頼
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
消
費
者

の
属
性
な
ど
様
々
な
軸
を
用
い
て
ク
ロ
ス
集

計
を
行
い
、
属
性
に
よ
る
違
い
が
見
ら
れ
た

項
目
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
違
い
が

生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
最
後
に
、
分
析
結
果
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
図
3
）。

　
時
間
の
都
合
上
、
分
析
手
法
に
つ
い
て
は

ク
ロ
ス
集
計
し
か
教
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
点
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
の
考
察
を
深
め
る
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
収
穫
で

あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
ゼ
ミ
活
動
の

概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。
先

に
述
べ
た
通
り
、
ゼ
ミ
の

テ
ー
マ
は
「
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
で
あ
る
が
、
観

光
に
つ
い
て
学
ぶ
と
同
時

に
、
将
来
、
学
生
が
観
光
以

外
の
分
野
に
就
職
し
た
と
し

て
も
活
か
せ
る
よ
う
な
能
力

の
育
成
を
心
が
け
て
い
る
。

　
学
生
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
今
後
も
ゼ
ミ
活
動
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

る
。
な
お
、
最
近
の
学
生
のP

o
w
erP

o
in
t

の
ス
ラ
イ
ド
作
成
技
術
は
非
常
に
高
く
、
見

栄
え
が
よ
く
て
洗
練
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
が
毎

回
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
に
つ
い
て
学
ぶ
上
で
は
、
当
然
な
が

ら
実
際
の
現
場
を
見
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。
本
学
が
所
在
す
る
高
崎
と
い
う
街
は
ま

ぎ
れ
も
な
い
地
方
都
市
だ
が
、
東
京
か
ら
あ

る
程
度
近
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
新
幹
線
を

使
え
ば
片
道
50
分
、
在
来
線
に
乗
っ
て
も
2

時
間
で
東
京
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

地
理
的
な
好
条
件
を
生
か
し
、「
基
礎
演
習
」

の
課
外
活
動
と
し
て
、
2
0
2
3
年
の
秋
に

東
京
都
内
観
光
地
を
め
ぐ
る
日
帰
り
視
察
を

実
施
し
た
。

　
具
体
的
な
視
察
場
所
に
つ
い
て
は
学
生
に

候
補
を
出
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
希
望
が

多
か
っ
た
築
地
・
豊
洲
エ
リ
ア
を
巡
っ
た
。

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
視
察
ル
ー
ト
は
、

幹
事
役
の
学
生
を
中
心
に
決
定
し
て
も
ら

い
、
な
る
べ
く
学
生
主
体
で
取
り
組
み
を
進

め
て
も
ら
っ
た
。
視
察
時
に
は
、
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
る
供
給
側
と
し
て
の
視

点
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
図
し
、
旅
行

者
の
客
層
や
、
観
光
資
源
や
観
光
施
設
と
し

（
4
）グ
ル
ー
プ
研
究

（
5
）ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
習

り
、
個
別
に
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
質
問
す
る

「
研
究
室
訪
問
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　
本
学
に
着
任
し
て
か
ら
初
め
て
研
究
室
訪

問
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
、
学
生
の
ゼ
ミ
活

動
へ
の
関
心
の
高
さ
に
驚
い
た
記
憶
が
あ

る
。
ゼ
ミ
選
考
に
あ
た
っ
て
の
活
動
が
充
実

し
て
い
る
点
は
、
本
学
の
地
域
政
策
学
部
に

お
い
て
ゼ
ミ
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
文
化

を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
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江
崎
貴
久（
え
ざ
き・き
く
）

1
9
9
6
年
京
都
外
国
語
大
学
英
米
語
学
科
卒
業
、2
0
2
3
年
三
重
大
学

大
学
院
生
物
資
源
学
研
究
科
に
お
い
て
博
士
号
取
得
。1
9
9
7
年
家
業
で
あ

る
旅
館
海
月
の
経
営
を
行
う
有
限
会
社
菊
乃
を
設
立
。2
0
0
1
年
観
光
事

業
拡
大
の
た
め
、有
限
会
社
オ
ズ
を
設
立
し
、離
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
自
然
や
生

活
文
化
を
通
し
て
環
境
と
観
光
、教
育
と
環
境
を
一
体
化
さ
せ
た
エ
コ
ツ
ア
ー「
海
島
遊
民
く
ら
ぶ
」

を
展
開
。現
在
、観
光
や
環
境
に
関
わ
る
行
政
委
員
や
、地
元
の
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
や
鳥
羽
市
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
会
長
、観
光
協
会
副
会
長
を
務
め
、鳥
羽
磯
部
漁
協
の
海
業
の
立
ち

上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

江
崎
貴
久

有
限
会
社
菊
乃

代
表
取
締
役

（
旅
館
海
月
女
将
）

　伊
勢
志
摩
の
「
鳥
羽
（
と
ば
）」
と

い
う
地
名
は
、「
船
の
泊
り
場
（
と

ま
り
ば
）」
が
元
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
は
、
私
に
と
っ
て
、
そ
こ
に

行
き
か
う
船
、
そ
の
乗
組
員
や
そ
れ

を
も
て
な
す
人
々
な
ど
が
活
き
活
き

と
暮
ら
す
鳥
羽
港
の
様
子
が
具
体
的

に
想
像
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
の
事
実
小
説
で
あ
る
。
あ
る
国

家
公
務
員
の
方
に
、
吉
村
昭
さ
ん
の

『
高
熱
隧
道
』
を
推
薦
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
続
い
て
出
会
っ
た
一

冊
で
あ
る
。

　本
の
時
代
背
景
は
江
戸
時
代
。
鎖

国
中
の
た
め
、
船
は
大
航
海
に
備
え

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

廻
船
が
嵐
で
遭
難
し
、
ロ
シ
ア
に
漂

着
す
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
っ
た

が
、
日
本
に
帰
還
で
き
た
人
は
皆
無

だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
回
米
船
・

神
昌
丸
は
、
伊
勢
湾
の
奥
に
あ
る
白

子
浦
を
出
帆
し
、
遠
州
灘
で
暴
風
雨

に
遭
遇
、
漂
流
し
て
し
ま
う
。
沖
船

頭
の
光
太
夫
は
、
日
本
に
帰
還
し
た

初
め
て
の
日
本
人
で
あ
る
。

　伊
勢
湾
奥
に
あ
る
白
子
浦
は
、
当

時
、
伊
勢
商
人
の
物
流
も
担
い
な
が

ら
、
紀
州
藩
や
彦
根
藩
な
ど
か
ら
江

戸
藩
邸
に
送
る
物
資
も
運
ぶ
廻
船
が

40
艘
以
上
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
伊
勢

湾
の
入
り
口
に
あ
る
鳥
羽
港
は
特
殊

な
港
で
、
島
々
に
囲
ま
れ
た
港
は
、

伊
勢
湾
か
ら
出
て
き
た
廻
船
だ
け
で

な
く
、
江
戸
へ
向
か
う
た
め
に
大
坂

や
兵
庫
か
ら
の
廻
船
も
、
遠
州
灘
を

無
事
に
通
過
す
る
た
め
、
ど
の
船
も

日
和
を
見
る
た
め
に
必
ず
停
泊
す
る

港
で
あ
っ
た
。
今
で
も
、
沖
が
荒
れ

て
い
る
時
に
は
、
鳥
羽
湾
内
に
船
が

停
泊
し
夜
を
明
か
す
避
難
港
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。
私
は
、
海
女
や
タ

コ
ツ
ボ
漁
や
一
本
釣
り
、
刺
し
網
漁

の
他
、
黒
ノ
リ
や
ワ
カ
メ
や
カ
キ
の

養
殖
な
ど
漁
業
は
も
ち
ろ
ん
、
海
運

業
や
レ
ジ
ャ
ー
も
盛
ん
な
こ
の
鳥
羽

の
海
を
見
な
が
ら
育
っ
た
。
現
在
旅

館
の
女
将
と
し
て
5
代
目
で
あ
る
が
、

家
業
の
2
代
前
ま
で
は
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
「
久
助
や
」
と
い
う
屋
号
の

造
船
業
と
の
兼
業
で
、
旅
館
業
は
船

大
工
た
ち
の
宿
と
し
て
始
ま
っ
た
。

わたしの１冊
33回第

『大黒屋光太夫』
吉村 昭・著

新潮社

そ
ん
な
血
が
流
れ
て
い
る
せ
い
か
、

子
供
の
頃
か
ら
、
こ
の
海
で
嵐
の
夜
、

明
か
り
を
つ
け
て
停
泊
す
る
船
を
見

る
の
が
好
き
な
の
で
あ
る
。

　主
人
公
の
光
太
夫
を
含
め
た
17
人

は
、7
カ
月
生
き
延
び
て
、ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
の
小
島
に
た
ど
り
着
く
。
日

本
に
何
と
し
て
も
戻
ろ
う
と
光
太
夫

は
、
女
帝
エ
カ
テ
リ
ナ
に
帰
国
を
請

願
す
る
た
め
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島

か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
よ
り
さ
ら
に
北
西

に
あ
る
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
向
か
う
。

光
太
夫
達
の
馬
車
移
動
の
中
で
、
寒

さ
の
た
め
息
が
水
蒸
気
に
な
り
車
内

に
氷
柱
が
で
き
、
そ
れ
を
崩
し
な
が

ら
長
旅
を
す
る
描
写
が
印
象
的
だ
っ

た
。
女
帝
エ
カ
テ
リ
ナ
に
謁
見
を
果

た
す
こ
ろ
に
は
、
飢
え
と
寒
さ
に
よ

り
、
仲
間
は
わ
ず
か
5
人
に
な
っ
て

い
た
。
生
き
残
り
を
か
け
る
場
面
が

続
く
の
だ
が
、
海
で
の
脅
威
に
は
、

一
致
団
結
し
た
決
断
が
さ
れ
る
一
方

で
、
ロ
シ
ア
領
土
で
の
決
断
と
な
る

と
部
下
は
そ
れ
ぞ
れ
の
決
断
を
し
て

い
く
。
そ
の
違
い
は
当
然
の
こ
と
な

の
だ
が
、
漁
業
と
観
光
業
の
違
い
に

似
て
い
て
、
漁
観
連
携
を
進
め
る
私

に
と
っ
て
は
、
興
味
深
い
。
そ
し
て
、

光
太
夫
達
の
ロ
シ
ア
横
断
は
、
人
か

ら
人
へ
と
チ
ャ
ン
ス
を
つ
な
い
で
い

く
。
彼
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
地
元

の
ロ
シ
ア
の
人
々
に
と
っ
て
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
り
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
バ

ト
ン
と
な
る
。
日
々
、
人
々
の
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、
前
に
進
も
う
と

す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
も
重
な
る

気
が
す
る
の
で
あ
る
。

　そ
し
て
、
ロ
シ
ア
は
こ
れ
を
日
本

と
の
通
商
を
求
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
政
策
転
換
し
、
光
太
夫
は
使
節
に

伴
わ
れ
、
10
年
ぶ
り
に
日
本
へ
と
帰

還
す
る
。
彼
ら
の
旅
は
、
生
き
て
帰

る
こ
と
一
筋
が
目
的
だ
っ
た
が
、
そ

の
間
に
国
と
国
と
を
つ
な
ぐ
に
至
っ

た
。　こ

の
漂
流
の
背
景
に
は
、
鎖
国
政

策
に
よ
る
大
船
建
造
規
制
が
あ
り
、

帰
還
に
は
ロ
シ
ア
の
政
策
転
換
が
あ

る
。
官
民
一
体
と
な
り
、
取
り
組
ん

で
い
く
方
々
に
は
ぜ
ひ
、お
勧
め
だ
。
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公益財団法人 日本交通公社
の

近刊

温泉まちづくり　2023年度温泉まちづくり研究会
総括レポート
（発行：2024年6月）

「温泉まちづくり研究
会」は、7つの温泉地
（北海道阿寒湖温泉、
群馬県草津温泉、三重
県鳥羽温泉郷、兵庫県
有馬温泉、愛媛県道後
温泉、大分県由布院温
泉、熊本県黒川温泉）
が、日本の温泉地、温
泉旅館が抱える課題に
ついて、共に解決の方
向性を探り、活性化に
資することを目指して
います。2024年度は、
「温泉地の環境対策」
「人材不足」という2つ
のテーマに沿って活動
を行いました。この総括
レポートは、2023年度

の研究会における講演やディスカッションの内容を取りまとめたもの
です。よりよい温泉まちづくりに向け、具体的なアクションを起こすヒ
ントにしていただけたら幸いです。　A4判92ページ／定価1,650円
（本体1,500円 + 税）

観光財源ガイドブック 
－豊かな観光地の未来のために－
（発行：2024年3月）

我が国の観光地の振
興やデスティネーショ
ン・マネジメントの活動
費の多くは、行政から
の補助金や委託金に
依存しています。こうし
た状況を打破するため
に、宿泊税をはじめ観
光振興に必要な「財源
確保」の手法が各地で
検討されています。公益
財団法人日本交通公
社が主宰する「観光財
源研究会」では、観光
財源の必要性、導入や
使途に関するポイント
をまとめた「観光財源
ガイドブック」を出版し
ました。今後、国内だけ

でなく、国際的にも地域間競争は激化することが予想されますが、観
光地として競争力を高めていくためには、観光財源の議論は避けて
は通れません。ぜひ、本ガイドブックをご活用いただき、新しい観光振
興の推進力になれば幸いです。　A4判28ページ／定価2,200円
（本体2,000円 + 税）
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公益財団法人日本交通公社
および

「旅の図書館」
への

アクセス

〒107-0062
東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線
「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
●青山通りからお越しの方…楽天クリムゾンハウス青山のビルをくぐり、
　レストラン『NARISAWA』の前の公開空地を通り抜けると
　正面左側が日本交通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの方…コンビニエンスストア『ポプラ』の角を西に曲がり、
　2つめの交差点を越え、約10m先左側が日本交通公社ビルです。
●駐車場はございません。

NARISAWA

楽天クリムゾン
ハウス青山

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
り
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2

“MICE”とは
何か
～基本的な理解と
都市・地域が
誘致・開催する
意義～
守屋邦彦
（跡見学園女子大学）

MICEに
関する
学術的
知見
山田雄一
（JTBF）

特集 1 特集 3

特集 4特集 2

米国フロリダ州
オーランドの

MICE戦略と
DMO設立の

経緯
原 忠之

（セントラルフロリダ大学）

沖縄の
旅行需要
平準化策

川村竜之介
（JTBF）

視座

DMに組み込まれる
MICE戦略
山田雄一（JTBF）

渋
谷
区
の

ハロ
ウィーン
対
策

か
ら
学
ぶ

多
様
性
と
包
摂
を

基
本
理
念
に
据
え
る

成
熟
都
市
の

訪
問
者
管
理

後
藤
健
太
郎（
J
T
B
F
）

わたしの1冊
…第33回

『大黒屋光太夫』
吉村 昭・著／新潮社

江崎貴久
（有限会社菊乃

旅館海月）

観光研究
最前線

観光を学ぶということ
…第22回

高崎経済大学
地域政策学部観光政策学科

外山ゼミ 
外山昌樹

（高崎経済大学）

連載

～非 観 光 需 要 の 戦 略 的 価 値 ～

特
集再考

August
2024

機関誌
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